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熱帯林造成技術テキストの発刊にあたって 

毎年L540 万ヘクタールにも及ふ熱帯林かI肖滅し、地球規模での環境 

問題として早急な対策か必要とされております。 

このような巾て、今後わか国には多くの国よりこれまて以上に林業協 

力の要請か増大するものと予想され、これに対処するためには国際林業 

協力に従事する人材の育成等の国内支援体制の強化か必要とのことから、 

1991年春、財団法人国際緑化推進センターか設立されました。 

当センターては事業の一環として、企業やNG0等の民間機関による林 

業協力に従事する人々やこれらの林業協力を担うてあろう青少年を対象 

にして、熱帯林の造成技術についての研修会を開催いたしております。 

この熱帯林造成技術テキストはこれら当センターで行う研修の教材と 

して使用するとともに、林業協力に従事する人達にも活用頂けれはと作 

成致すものてあります。 

本テキストは熱帯林など侮外の森林I林業に関してシリーズでの発刊 

を考えており、著者につきましても現地ての実地経験豊かな研究者をお 

願いし、現場ての手弓は書としても直ちに使えるようなものを作成して 

参りたいと考えております。 

本テキストか今後、わが国の国際林業協力に従事する人々に少しても 

役立ち、国際林業協力の推進に些かでも貢献出来ればと願いつつ本テキ 

ストを発刊致すものであります。 

1992年3月 

〔財）国際緑化推進センター 

理事長 秋山智英 

熱帯林造成技術テキストの発刊にあたって

毎年 1,540万ヘクタールにも及ぶ熱帯林か消滅し、地球規模での環境

問題として早急な対策か必要とされております。
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業協力に従事する人 や々これらの林業協力を担うてあろう青少年を対象

にして、熱帯林の造成技術についての研修会を開催いたしております。

この熱帯林造成技術テキストはこれら当センターで行う研修の教材と

して使用するとともに、林業協力に従事する人達にも信用頂けれはと作

成致すものてあります。

本テキストは熱帯林など海外の森林・林業に関してシリーズでの発刊

を考えており、著者につきましても現地ての実地経験豊かな研究者をお

願いし、現場ての手引き書としても直ちに使えるようなものを作成して

参りたいと考えております。

本テキストか今後、わが国の国際林業協力に従事する人々に少しても

役立ち、国際林業協力の推進に些かでも貢献出来ればと願いつつ本テキ

ストを発刊致すものであります。

1992年 3月

(財)国際緑化推進センター

理事長 秋 山 智 英
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写真2 ケシアマツのポット苗：苗丈で並ぺ替えを行う例 
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写真3 塩化ビニール製ルートトレーナー（Hko-pots) 
で育成中のマツ苗木 
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写真 3 塩化 ビニール製ルー トトレーナー (Hiko‐pots)

で育成中のマツ苗木
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写真4 発砲スチロール製ルートトレーナ（Styrobloc畑）で 
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写真5 苗床にある落葉直後のチーク苗木（約1年生） 
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中央 (女性の右奥)がスタンプ
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写真7 筋刈り地拵えの伐開帯に掘られた植え穴 
（ケニア．キツイのウッドランド） 
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写真B 刈り取った草によるマルチ：植栽木は 
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写真9 塩ビパイプによる植栽木（Thrn811ndus indica〕への 

給水：数日おきに水を注入 
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(ケニア、キツイのウッドランド)
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写真11 坪刈りされた新植地：尾根線に防火帯がみえる 
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写真12 防風林（ナイジェリア、カノ州): Eucolypfus 
cam日Idulensis (kaiherine産） 
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伐採された株の萌芽状況 E
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写真16 産業造林の例（インドネシア、南スマトラ）: 
Acacia mangium 
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写真17 マンギウムアカシア林（写真16）の林内 
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写真18 アレークロッピングにおけるギンネムの植栽例 
（ケニア、マチャコス） 
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ま え が き 

熱帯ー亜熟帯の森林面積は疎林を含めるとおよそ17億ha（表I）とされ 

ているが、そのおよそ10％はすでに森林がないか、著しく壊された状態で、 

しかもなお毎年1,260万ha（表1）に及ぶ森林が伐採あるいは破壊されてい 

るといわれる。このような林地あるいは荒廃地を再び森林に戻すこと、あ 

るいは草原に新たな森林を造成することの必要性は、とくに近年強く認識 

されているが、年々の造林面積は、F A0 の統計を見ても、実際に減少しつ 

つある面積の僅かに15 %秤度（表2）で、しかもその成林率は一般に著し 

く低いロつまり折角植執されても、いろいろな理由で森林にならないこと 

が多い。従って、造林面積を増やすことも緊急の課題ではあるが、植執し 

表1 1995年における熱帯の森林面積(FA0 1997) 

地 域 森林面積 減少面積 

千ha 千haノ年 

熱帯アフリカ 504,901 3,695 

熱帯アジア 279,766 3,055 

熱帯オセアニア 41,903 151 

熱帯北・中アメリカ 79,443 1,037 

熱帯南アメリカ 827,946 4.655 

合 計 1,733,959 12,593 

注‘ FAQ (1997）でいう森林（血rest)は、樹冠が20％またはそれ以上を覆っている状 
曹の植生である。 

表2 熱帯における人工林面積と年間植栽面積(Pandey 1995) 

地 域 人工林面積 年間植栽面積 

百万ha 千ha 

熱帯アフリカ 2.99 ( 2.10) 127 ( 89) 

熱帯アジア・オセアニア 3230 (19.77) 2,112 (1,292) 

熱帯アメリカ 864 ( 7,28) 373 ( 314) 

合 計 43.93 (30，桝） 2,612 (1,834) 

注．括弧のない数字は各国の申告面積を合計したもの、括弧内はFAOが推定した面積で 
ある。 
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熱帯・亜熱帯の森林面積は疎林を含めるとおよそ 17億 ha( 表 1) とされ

ているが、そのおよそ10% はすでに森林がないか、著しく壊された状態で、

しかもなお毎年 1,260万 ha( 表 i) に及ぶ森林が伐採あるいは破壊されてい

るといわれる。このような林地あるいは荒廃地を再び森林に戻すこと、あ

るいは草原に新たな森林を造成することの必要性は、とくに近年強く認識

されているが、年々の造林面積は、FAO の統計を見ても、実際に減少しつ

つある面積の僅かに 15% 秤度 (表2) で、しかもその戒林率は一般に著し

く低い。つまり折角植栽されても、いろいろな理由で森林にならないこと
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熱帯アフリカ 504,901 3,695
熱帯アジア 279,766 3,055

熱帯オセアニア 41,903 151
熱帯北 ・中アメリカ 79,443 1,037

熱帯南アメリカ 827,946 4,655

△ 計 1,733,959 12,593

注,FA0(1997) でいう森林 (forest)は、樹冠が 20% またはそれ以 上を覆っている状
態の植生である。

表2 熱帯における人工林面積と年間植栽面積 (Panday l995)

地 域 人工林面積 年間植栽面積
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熱帯アフリカ 2,99( 2,10) 127( 89)
熱帯アジア ・オセアニア 3230(19,77) 2,112(1,292)

熱楕アメリカ 864( 7,28) 373 { 314)

合 計 43.93(30,84) 2,612(1,834)

注 , 括弧のない数字は各国の申告面積を合計したもの、括弧内はFAO が推定した面積で
ある。



たところは必ず森朴にできるような技術的な改善をはかり、造林成績を向 

上することも大きな課題である。 

熱帯・亜熟帯における造林を成功させるためには、現地の立地条fIを十 

分に理解し、そこに適合した樹種・系統を選び、強く育て、それぞれの環 

境に適した方法で植執し、適切な保育を行わなければならない。実際、熱 

帯における造林技術は、いろいろな点でわが国の造林技術とは異なってい 

るから、まずはこれまでに現地で開発されている技術を発掘・整理し、必 

要に応してそれらの体系化をはかりながら、そのtで新しい課題を解決し 

てゆかなけれぱならない。 

熱帯造林の主要な舞台は、初めは熱帯・亜熱帯の低地多雨林、手節林地 

帯であったが、その後、サバンナ林などを含むいわゆる半乾燥地、さらに 

は現在森林のない乾燥地や砂漠にまで広げられようとしており、とくに厳 

しい自然環境のもとにある半乾燥地・乾燥地については、その実態を十分 

に理解して造林を進めてゆかなければならない。これらの森林の姿と取り 

巻く環境については、優れた成書があるのでそれらを参照して頂きたい。 

ところで造林は、自然条件を巧みに利川して森林の代替りをおこなう天 

然更新と、人力で種子を播きつけたり、苗木を植え込んたりして森林を仕 

立てる人工造林に分けられているが、現在森林がない土地に森林を戻し、あ 

るいは森林を造成することか熱帯における当面の緊急な課題であるので、こ 

こでは主に人］造林について述へる。ちなみに、マングローブ林の再生も 

熱帯における大きな課題であるが、本書では割愛させていただく。なお、現 

在残されている森林を持続的に管理・経営してゆくための造林技術の改善 

も極めて重要てあるので、熱帯における天然更新についてもI:豊な力式に 

ついて最後に簡単に紹介する。 

近年、社会林業という言葉が広く使われるようになり、地域住民のため 

の林業・造林という視点が強調されるようになった。わが国か技術協力を 

始めた頃は、いわゆる大規模造林か中心で、比較的最近まで大規模で組織 

的な造林が主流であったが、そのような方法だけでは必ずしも良い成果が 
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立てる人工造林に分けられているが、現有:森林がない土地に森林を戻し、あ

るいは森林を造成することか熱帯における当面の緊急な課題であるので、こ

こでは主に人 1 造林について述へる。ちなみに、マングローブ林の再生も

熱帯における大きな課題であるが、本書では割愛させていただく。なお、現

在残されている森林を持続的に管理・経営してゆくための造林技術の改善

も極めて重要てあるので、熱帯における天然更新についても主要なん式に

ついて最後に簡単に紹介する。

近年、社会林業という言葉が広く使われるようになり、地域住民のため

の林業・造林という視点が強調されるようになった。わが国か技術協力を
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的な造林が主流であったが、そのような方法だけでは必ずしも良い成果が
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得られないことがわかってきた。つまり、地域仕民の協力を得なけれぱ造 

林は成功しないし、造成された森林の保護・保育にも彼らの協力が必要で 

ある。そのためには、彼らに対する直接的なメリットを考えることが必要 

で、ウッドロット（wood lot）の造成とか、筋植え方式による樹木と農作 

物の栽培(alley-cropping) なとが行われるようになってきた。造林の基 

本的技術は同じであるが、地域住民のための造林では、彼らが好む樹種を 

取り入れ、また彼らに普及できるような技術によって森づくりをしなけれ 

ばならない。このような技術開発はまだ緒に就いたばかりであるし、筆者 

自身も勉強不足ではあるが、可能な範囲で触れることにしたい。 

1．植栽樹種 

熱帯の造林でも、森林を伐採した後にすぐ造林する場合（reforestation) 

と、草原などのように、これまで森林がなかったところに森林を仕立てる 

場合（affotestation) とに分けられている。しかし、たとえ以前に森林が 

あったところでも、伐採した後長く放置されていたり、扱い方が悪くて荒 

廃したり、草原化してしまったようなところでは、実質的には後者とほぼ 

同じことなので、両者をひっくるめてreafforestation とよぶこともある。 

前者の場合、天然林を伐採したところであれば、もともとそこにあったよ 

うな森林に戻すことが望ましいが、- I-I林冠をひどく壊してしまい、林床 

に日光が強く当たるようになると、いきなり天然林の上層を構成していた 

極相的な樹種を植裁することは難しく、また実際にそれらの樹種は造林特 

性も分かっていないものが多いことから、これまで広く熱帯各地で植執さ 

れてきた陽性の早成樹種を植えるのが普通である。 

熟帯林の場合、普通には有用樹種が抜き伐りされており、天然更新に期 

待する方法も試みられてはいるが、そのような択伐跡の更新不良林分に対 

する補整植栽(enrichment planting）や、あるいは有用な樹木を選択的 

得られないことがわかってきた。つまり、地域住民の協力を得なければ造

林は成功しないし、造成された森林の保護・保育にも彼らの協力が必要で

ある。そのためには、彼らに対する直接的なメリットを考えることが必要

で、ウッドロット (w()odlot) の造成とか、筋植え方式による樹木と農作

物の栽培 (alleγcropp1ng) などが行われるようになってきた。造林の基

本的技術は同じであるが、地域住民のための造林では、彼らが好む樹種を

取り入れ、また彼らに普及できるような技術によって森づくりをしなけれ

ばならない。このような技術開発はまだ緒に就いたばかりであるし、筆者

自身も勉強不足ではあるが、可能な範囲で触れることにしたい。

1. 植 栽 機 種

熱帯の造林でも、森林を伐採した後にすぐ造林する場合 (reforestation)

と、草原などのように、これまで森林がなかったところに森林を仕立てる

場合 (affo1estation) とに分けられている。 しか し、たとえ以前に森林が

あったところでも、伐採した後長く放置されていたり、扱い方が悪くて荒

廃したり、草原化してしまったようなところでは、実質的には後者とほぼ

同じことなので、両者をひっくるめて reafforestat1on とよぶこともある。

前者◆の場合、天然林を伐採したところであれば、もともとそこにあったよ

うな森林に戻すことが望ましいが、-ト̂1林冠 をひどく壊 してしまい、林床

に日光が強く当たるようになると、いきなり天然林の 1二層を構成していた

極相的な樹種を植熱することは難しく、また実際にそれらの樹種は造林特

性も分かっていないものが多いことから、これまで広く熱帯各地で植栽さ

れてきた陽性の早成樹種を植えるのが普通である。

熱帯林の場合、普通には有用樹種が抜き伐りされており、天然更新に期

待する方法も試みられてはいるが、そのような択伐跡の更新不良林分に対

する補整植栽 (enrichment plant1ng) や、あるいは有用な樹木を選択的
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に伐採・利用されて劣化した林分に対する樹種更改の場合には、まず有来 

樹種を植栽するのが建前であろう。人工林の場合には、普通それまでと同 

じ樹種Lー多くの場合、外来樹種が植栽される。これまでに森林がなかった 

ところでは、まず先駆的な樹秤を植栽するのが普通で、この場合にも外来 

樹種であることが多い。以下、現在世界の熱帯・亜熱帯で植栽されている 

主要な樹種について、ごく簡単に解説する。 

1 ）これまでに植栽されてきた主要な樹種 

熱帯の植執樹種は極めて多様である。温帯との違いは広葉樹が多いこと 

で、熱帯を通してみると面積では8割を超えている。中でも重要なのはフト 

モモ科ユーカ’属の樹木で、全人工林の23％を占めている。次いでマツ属 

樹木が10 5％を占め、マメ科アカシア属の樹木も77％を占める。以上はい 

ずれも樹種群であるが、チークは単独の種として5.0％を占める（表3 ) 

(Pandey 1995)。 

表3 熱帯における主要樹種・群の植栽面積（百万ha)(Pancley 1995) 

地 域 ュ、ーカl廟 マツ類 チーク アカンア頻 その他 合 計 

熱帯アフリカ 079 061 015 0.25 119 2.99 

熱帯7ジアオセ7ニア 520 125 203 315 2068 3230 

熱帯アメリカ 4,07 278 001 一 178 8.64 

合 引 1006 4.64 2.19 340 23,65 4393 

パーセント 23.0 10,5 50 77 538 100 

Pandey (1995）によって3熱帯の植栽樹種をみると、熱帯アジア・オセ 

アニアではユーカ)類16 %、マッ類4 %、アカシア類10 %、チーク6％で、 

その他の樹種が64％を占めている。主なものを挙げると、在来針葉樹： 

ケシアマツ、メルクシマツ、ヒマラヤマツ、移入種を含めた在来広葉樹 

はAaLicia a uricuhfoi'nns,A Inangluin, Anilotica,月Jiazia app 、 

一4 -. 

に伐採・利用されて劣化した林分に対する棚稲更改の場合には、まず右来

樹種を植栽するのが建前であろう。人工林の場合には、普通それまでと同

じ概挿ー多くの場合、外来横種が植栽される。これまでに森林がなかった

ところでは、まず先駆的な樹種を植栽するのが普通で、この場合にも外来

樹種であることが多い。以‐下、現在世界の熱帯 ・亜熱帯で植栽されている

主要な機種について、ごく簡単に解説する。

1) これまでに植栽されてきた主要な樹種

熱帯の植栽樹種は極めて多様である。温梢との違いは広葉樹が多いこと

で、熱帯を通してみると面積では8割を超えている。中でも重要なのはフト

モモ科ユーカリ属の樹木で、 も人工林の 23% を占めている。次いでマツ属

樹木が 105% を占め、マメ料アカシア属の樹木も77% を占める。以上はい

ずれも樹種群であるが、チークは単独の種として5,0% を占める (表 3)

(Pandey l995) 。

表 3 熱帯における主要樹種・群の植栽面積 (百万 ha) andey l995)

地 域 ユーが願 マツ類 チーク アカンア頬 その他 合 計

熱梢アフリカ 079 061 015 0.25 119 2.99
熱帯アジア・オセアニア 520 125 203 315 2068 3230

熱帯アメリカ 4,07 278 001 ‐ 178 8,64

合 計 1006 4.64 2.19 34023,65 4393

パー‐セ ン ト 23,0 10,5 50 77 538 100

Pandey(1995) によって 3熱帯の植栽樹種をみると、熱帯アジア・オセ

アニアではユ ーカ リ類 16% 、マ ツ類 4% 、 アカシア類 10% 、チー ク 6% で、

その他の樹種が 64% を占めている。主なものを挙げると、在来針葉樹 :

ケシアマツ、メルクシマツ、ヒマラヤマツ、移入種を含めた在来広葉樹

は 4cac ・a a〃〃α′立たり mzs 、 月 manglum 、 み ,〃立o力ca ん Zblzla s勢力 、



alsuanna spp , Daihe繕「m s,ssoo. Eucalyptus deglupta, E globulus, 

E grandis、 E ox・OPh.FJん、 ユーカク交耕癒、 Gmehna m・horea 、 

Paraserian thes 鳥lcatana、 Styrax tonkinensis, Tectona grandis, 

xrhョspyである。一方外来の針葉樹はか1ビアマツ、スラッシュマツ、オ 

ーカルバマツ、パトウラマツで、外来広葉樹はギンネム、マホガニーである。 

熱帯アフリ力では、ユーカ’類26%、マツ類20 %、アカシア類12%、チ 

ーク5％で、その他の樹種は37％を占めている。主なものを挙げると、在米 

の広葉樹はAcacia nilotica、 A . senegal, Paidherbia albida, Khaya 

ivorensis, Mansonia alt,ssima、 Nauciea diderrichi,, Termin al/a 

superba、 'I'. lvorensls, Triplochiton scieroxylonで、外来針葉樹は 

Cupressus Jusitanjca、 乃ntis canbaea、 P elliotth、 P patula、 P kesiya, 

外来の広葉樹はAcacia mearnsi/, Azadirachta indica、 Cassia slamea, 

Eucalyptus camalduIensis、 E globulus,E microtheca、E robusta、 K 

sahgna, Gine f/na arborea, Prosopis spp , Tectona grandおで、在来の 

針葉樹はほとんど植えられていない。在来の針葉樹がないわけではないが、 

たいてい危機にあるもので、遺伝子保全の意味で植栽されている程度である。 

か’プ海諸島を含めた熱帯アメリカは、植栽樹種の多様性が最も低い。ユ 

ーカ3類は実に47％を占め、マツ類32％と合わせると約8割、アカシア類を 

含めたその他の樹種は21％を占めるに過ぎない。主なものを挙げると、域内 

の移入種を含めた在来の針葉樹はCupressus lusitanica, P /ntis carl baea, 

R oocarpa,P 'patula、 在来広葉樹はProsopis spp.、マホガニーである。 

一方外来種としては、針葉樹にPin us elliott広 P kesiyaの2種、広葉樹に 

Eucalyptus globulus、 E grandis. E saligna、 E urophyllaの4種のユー 

カ3が挙げられている。 

Gasi ′f・ノ7nas 愛野 、Da/ ゎeー潔 β sJss‘フo、霧〃caβリリむ〃s 承ヲg/-の 綱 、霧 gメo ′/"s 、

彦 gran 山 ~ 彦“′℃ ムメね 、 ユ ー カ リ父方 鰯『撞『、 Gme ムna 日中 orea 、

Pai‐aser ′anthes faに atar ーa、 styrax tonkmens!s 、 Tedona grand ′s、

Xrれa spp である。一方外来の針葉樹は力リビアマツ、スラッシュマツ、オ

ーカルパマツ、パ トゥラマツで、外来広葉樹はギンネム、マホガニーである。

熱帯アフリカでは、ユーカリ類 26% 、マツ類 20% 、アカシア類 12% 、チ

ーク5% で、その他の樹種は 37% を占めている。主なものを挙げると、在来

の広 葉樹 は Acac ′a m′otjca 、 A,senega! 、 Faidherbia ajbida 、 Khaya

′vorensi Manson ーa a′と-ssjma 、 Naudea d′derr ーch" 、 Term ′na′′a

superba 、 T. ivorens-s 、 Trip′och 元on scjeroxy ′on で 、 外 来 針 葉 樹 は

Q′pressus ′"s“ a刀」ca 、 P 川 us ca"baea 、 P ejj′o= 九、 P patuja 、 P kes1ya 、

外来の広 葉樹 は Acac ヱa mearns" 、 Azad ′rachra indica 、 Cass′a sーamea 、

Euca ′yptus cama ノdu′e刀s′s、E g′obu ′us 、 E.m ーCrotheca 、 E.robusta 、 E.

sa′igna 、 Gme ′′na arborea 、 Prosop ′s spp 、 Tectonagrandis で 、 在 来 の

針葉樹はほとんど植えられていない。在来の針葉樹がないわけではないが、

たいてい危機にあるもので、遺伝子保全の意味で植栽されている程度である。

カリブ海諸島を含めた熱帯アメリカは、植栽横種の多様性が最も低い。ユ

ーカリ類は実に47% を占め、マツ類32% と合わせると約8割、アカシア類を

含めたその他の樹種は21% を占めるに過ぎない。主なものを挙げると、域内

の移入種 を含めた在来の針葉樹 は Cupressus jus比amca 、 Pinus car′baea 、

P.oocarpa 、 P. patuja 、在 来広葉樹 は Prosop 」s spp.、マホガニーである。

一方外来種としては、針葉樹に巧nus e〃-oとげ′、P ′てeszyaの 2種、広葉樹に

Euca ′yp【us gjobujus 、E grandls 、E saijgna 、 E urophy"a の 4種 のユー

カリが挙げられている。
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2）主要な植裁候補樹種の特性 

主要な植栽樹種を科・属ごとに挙げ、各樹種の基本的な造林特性を添え 

る。これらの情報は、主にWebbら（1984)、 FAO (1979), NAS (1980. 

1983）によった。記載頂目は、学名、和名、英名または地方名、学名のシノ 

ニム、天然分布のみられる国・地域、緯度による天然分布の南北範囲、天 

然分布地域の乾季の長さ‘平均年市量・海抜高の肌序とし、そのほか、造 

林で参考になる特記事項も付記した。和名はなるべくこれまで一般に使わ 

れているものを用いたが、 →部に、属名、種小名あるいは英名の発音をカ 

ナ書きにしたものもある。地方名については、わかる範囲で、それらの植 

物名が山来する国名も付記するようにした。詳しい造林特性については、上 

記文献のほか、「熱帯樹種の造朴特性」第1巻（1996)、第2、 3 巻(1997) 

を、また用途などの情報については「熱帯の有用樹種i (1977Y. i熱帯植物 

要覧」(1091)などを参照していただきたい。 

(1）広葉樹（Broad-leaved trees) 

くウルシ科(Anacarthaceae)) 

Anacarthum occidentale （カシュー）(Cashew(-nut tree))；熱帯 

アメリカ（メキシコ～ペルー、ブラジル、西インド諸島) ; 30'N -25 

-s；乾季4 -6 か月；年雨量500 -3,000mm ；海抜高0 - 1,000m , 

瘠悪土壌でも井育、シロアリに強い、ポット苗・スタンプ苗・直播 

き可能 

Campnosperma brevipetiolata（ケテケテ〕(Ketekete) ；ソロモン諸 

島、モルッカ諸島、ニューギニア、インドネシア、マレーシア；乾 

季0~2 か月；年雨量2,000 -- 5,000mm ；海抜高0～舶0n 

Man gifera indica（マンゴ）(Mango) ；インド～ミヤンマー（・～インドシ 

ナ半島）; (5-) 16 -28'N；乾季6か月；年雨量350 - 2,500mm ; 

海抜高0 - 1,200m；果樹 

2) 主要な植栽候補樹種の特性

主要な植栽機種を科・届ごとに挙げ、各樹種の基本的な造林特性を添え

る。これらの情報は、主に Webb ら (1984) 、 FA0(1979) 、 NAS(1980 、

1983)によった。記殺項目は、学名、和名、英名または地方名、学名のシノ

ニム、天然分布のみられる国 ・地域、緯度による大然分布の南北範囲、天

然分布地域の乾季の長さ・平均年雨量・海抜高の順序とし、そのほか、造

林で参考になる特記事項も付記した。和名はなるべくこれまで一般に使わ

れているものを用 ・たが、 一部に、属名、種小名あるいは英名の発音をカ

ナ書きにしたものもある。地方名については、わかる範囲で、それらの植

物名が由来する国名も付記するようにした。詳しい造林特性については、上

記文献のほか、「熱帯樹種の造林特性」第 1巻 (1996)、第 2、 3巻 (1997)

を、また用途などの情報については「熱帯の有用樹種」(}977)、「熱帯植物

要覧」 (1991) などを参照していただきたい。

(1 ) 広葉樹 (Broad‐leavedtrees)

くウルシ科 (Anacardlaceae))

A 刀acardmm occidema ′e( カ シュー )( 倹 shew( ‐nut tree)); 熱帯

アメ リカ (メキ シコ ~ ペ ルー、ブ ラジル、西 イ ンド諸 島 );30oN~25

oS; 乾季 4~6 か月 ;年雨量 500~3,ooomm; 海抜高 0~1,ooom;

椿悪土壌でも′r育、シロアリに強い、ポット菌 ・スタンプ菌 ・直播

き可能

Campnosperma brev1pe 【iolata( ケテケテ )(Ketekete); ソロモ ン諸

島、モ ル ツカ諸島、ニ ューギニ ア、 イン ドネ シア、マ レー シア ;乾

季 0~2 か 月 ;年雨量 2,000~5,ooomm; 海抜高 0~500m

Mang1fera 加山 ca( マ ンゴ)(Mango); イン ド~ ミャンマー (~ イン ドシ

ナ半島};(5~)16~28oN; 乾季 6か月 ;年雨量 350~2,500mm;

海抜高 0~1,200m; 果樹
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Pistacia vera（ピスタチオ）(Pistachio)；西アジア；乾燥気候 

Scinnos moile（コショウボク）(Pepper tree)；エクアドル、ボリビ 

ア、コロンビア、ペルー、ブラジル、パラグアイ、アルゼンチン， 

10 -34。S；乾季4 -8 か月；年雨量300 -620mm ；海抜高100 -

3,500m ；乾燥に極めて強い；多少の塩類上壌には耐える、耐シロア 

リ性、萌升更新、根系浅い（?) 

Spondias lutea（コガネモンビン）(Yellow inomhin, Hogplum、 

Jobo, Ciruela) ；メキシコ～プラジル北部；25。 N - 10ロS；乾季1 

-5 か月；年雨量1,000 - 2,000mm ；海抜高0 - l,200ni；果実生食 

〈ノウゼンカズラ科(Bignoniaceae)) 

Jacaranda mimosifoba (ジャカ 3 ンダ) (Jacaranda) (Syn,j mimosa 

eん1ia、 J. acot」加ha、 J ovalifolia)；南米西部；乾季4 -6 か月， 

年雨量650 -1,800mm；海抜高0 -上50Dm ；シロアリに強い、挿 

し木可、裸根苗も可能 

Markhamia Iutea(Markhamia) (Syn lvi hildebrandtn, M . platy 

calyx) ；アフリカ東部（エチオビア～タンザニア）; 10'N-lo'S；適 

潤；海抜高～2,000m ；酸性重粘土壌にも生育；材はシロアリに強い 

釦athodea campanulata(カエンボク）(African tulip trees Flame 

tree) (Syn S to1ipifera、 S nilotica)；アフリカ中央部；12'N -

12'S；乾季～3か月；年雨量1.000 --2,000mm ；海抜高0 - 1,200m 

7'abebo,a rosea（ビンクテコマ、ロブレ）(Pink tecoma, Roble) 

侶yn T pentaphyfla、 Tecoina pentaphylia)；メキシコ南部～ 

エクアドル、西インド諸島；20 - N -VS ；乾季0 -3 か月；年雨量 

l,250 -2,500mm ; il 抜高i00 -l,000m ；萌芽更新可 

〈キワタ科（Bombacaceae)) 

Adansonia digitata（バオバプノキ）(Baobab )(Syn. A bahobab, 

A situla, A suIcata、 A somalensis, Baobabus digitata)；サ 

ハラ以南のアフリカのほとんどの国（リベリア、ブルンディ、ウガン 

P1sfac-a vera( ピスタチオ)(P1stach10); 西アジア ;乾燥気候

Scノ)」〃′」s n70"e{ コシ ョウボ ク)(Pepper tree); エ クア ドル , ボ リビ

ア、 コロ ンビア、ペ ルー、ブ ラジル、パ ラ グア イ、 ア ルゼ ンチ ン ;

10~34oS; 乾季 4~8 か月 ;年雨量 300~620mm; 海抜高 100~

3,500m; 乾燥に極めて強い ;多少の塩類土壌には耐える、耐シロア

リ性、萌芽更新、根系浅い (?)

Spondias lutea( コガ ネモ ン ビ ン )(Yellow mombln 、 Hogplum 、

Job C1ruela); メキ シコ ~ ブラジル北部 ;25oN~loos; 乾季 1

~5 か月 ;年雨量 1,000~2,00omm; 海抜高 0~1,200m; 果実生食

〈ノウゼンカズラ料 (Bignon1aceae) 〉

Jacaranda mJmos ′fojーa (ジャカランダ)(Jacaranda)(Syn,J mメ川 osを

efo′′a、 J,ac 服属o′ia、 J ova" お "a); 南米西部 ;乾季 4~6 か 月 :

年雨量 650~1, 即金nm; 海抜高 0~1,500m; シロアリに強い、挿

し木可、裸根苗も可能

Markhamia ′utea(Markhamia)(syn M hi′debrandtd 、 M.piatr

caか x); アフ リカ東部 (エチオ ピア ~ タンザニア );looN ‐~loos; 適

潤 ;海抜高~2,00om; 酸性重粘土壌にも生育 ;材はシロアリに強い

Spatbodea campanu ′ata( カエ ンポク )(Afr1cantulip tree 、 F1ame

tree)(Sy 口 S tujipifera 、 S m′ohca); アフ リカ中央部 ;12oN~

12oS; 乾季 ~3 か月 ;年雨量 1,000~2,ooomm; 海抜高 0~1,200m

Tabebma rosea( ピ ンクテ コマ 、 ロブ レ )(P1nk tecoma 、 Roble)

(Syn T Dentaphy"a 、 Tecoma pentaphyjja); メキ シコ南部 ~

エクア ドル、西インド諸島 ;20oN~2oS; 乾季 0~3 か月 :年雨量

1,250~2,500mm; 海抜高 100~1,ooom; 萌芽更新可

(キワタ科 (Bombacaceae))

Adanson ′a d』gjtafa( バ オバ ブ ノキ )(Baobab)(Syn.A baj1obab 、

A s′tu/a、 A su′cata 、 A soma ′ensーs、 Baobabus d′gztata); サ

ハラ以南のアフリカのほとんどの国 (リベ リア、ブルンディ、ウガン
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ダ、 ジブティには分布しない）; 20'N -25 '5；年雨量250 ~ 

l,000mm ；海抜高0 - 1,25Gm 

Boinbax ma)abaricum (i ン t ) (Silk cotton tree、 Red cotton 

tree) (Syn 丑ceiba, Sabnalia ma)abarica)；南アジア原産；年 

雨量1,700 -2,700mm ；海抜高80 - 1,20Cm ；スタンプ苗可 

Ceiba pentandra（カボック）(Kapok、 Silk cotton tree)；南アメリ 

カまたは中央アフリカの原産とされる；年雨量1,000 -5,700mm ; 

海抜高0 - 1,20Gm ；スタンプ苗可 

Ochroma pyramidaic（ノ、ルサ）(Balsa) (Syn 0 Iagopus)；中米～ 

南米（ボリビア）; 19'N -20 'S；乾季0 -2 か月；年市量1.500 ~ 

3,000mm ；海抜高0 - 1,00Gm ；肥沃土壌を好む 

〈ムラサキ科(Boraginaceae)) 

Cord/a aiijodora（カナレッテ）(Canalete、 Laurel) (Syn Cgerasca 

nthus) ；中米、西インド諸島、南米（～ペルー、ブラジル）;20『N 

-25 'S；乾季0~4 か月；年雨量1,000 -'-4,000mm ；海抜高0 -

1,50Gm；スタンプ苗・直播き可能 

〈モクマオウ科(Casuarinaceae)〉根粒樹木 

Casuarina equ:setzんha（モクマオウ、 トキワギョリュウ）(Coastノ 

Beach she-oak、 She-oaks Agoho(比)、 Australian pines Filao 

(Senegalfl(Syn C htorea)；オーストラリア～オセアニア～スリ 

ランカ；22'N -31 5'S；乾手3 -4 か月；年m旦750 -2,500mm ; 

海抜高0 -- 1.40Gm ；多少の冠水には酎える、シロアリに強い、裸根 

苗ー挿し木可能 

C ,加nghuhn,ana (Syn, C, montana)；インドネシア（ジャワ～小スン 

ダ列島）;5。N -2 '5；乾季4 -6 か月；年市量750 - 2,500mm ；侮 

抜高0 -3,loOm ；タイでは不稔のため挿し木で繁殖、根萌芽が旺盛 

(ア t ザ科(Chenopodiaceae)) 

Haloxyion persicum (White saksaul)；シナイ、イスラエル～中央 

夕、 ジブテ ィには分布 しない );20oN~25oS; 年雨量 250~

1,ooomm; 海抜 高 0~1,250m

Bombax majabar ′cum( パ ンヤ )(Silk cotton tree 、 Red cotton

tree) (Syn B,ceiba 、 Saimaiia maiabarjca); 南 ア ジア原産 ;年

雨量 1,700~2,700mm; 海抜高 80~1,200m; スタンプ苗可

Ceiba pentandra( カポ ック )(Kapok 、 Silkcotton tree); 南 アメ リ

カまたは中央アフリカの原産とされる ;年雨量 1,000~5,700mm;

海抜高 0~1,200m; スタンプ苗可

ochroma pyramida ′e(ハ ルサ )(Balsa)(Syn o jagopus); 中木 ~

南米 (ボリビア);19oN~20oS; 乾季 0~2 か月 ;年雨量 1,500~

3,ooomm; 海抜高 0~},ooo1n; 肥沃土壌を鮎む

くムラサキ科 (Boraginaceae) 〉

Cord ′a a"」odora( カナ レッテ )(Canalete 、 Laurel)(Syn C.gerasca ‐

ntjius); 中米、西 イ ン ド諸 島、南米 (~ ペ ルー、ブ ラジル );20oN

~250S; 乾季 0~4 か 月 ;年雨 量 1,000~4,ooomm; 海抜 高 0~

1,500m; スタンプ菌 ・直播 き可能

〈モクマオウ科 (Casuarlnaceae) 〉根粒樹木

Cas はarlna equ{seofolla( モ クマ オウ、 トキ ワギ ヨリュ ウ )(Coast/

Beach she ‐oak 、 sheoak 、 Agoho( 比 )、 Australian pine 、 Filao

(Senegal))(Syn C 』itorea); オース トラ リア ~ オセアニア ~ ス リ

ランカ ;22oN~315oS ;乾季 3~4 か月 ;年雨星 750~2,500mm;

海抜高 0~1,400m; 多少の冠水には耐える、シロアリに強い、裸根

苗・挿し木可能

C,ノunghuhmana(Syn.C. 川 omana); イン ドネシア (ジャワ ~ 小 ス ン

ダ列島);5oN~2oS; 乾季 4~6 か月 ;年雨量 750~2,500mm; 海

抜高0~3,loom; タイでは不稔のため挿し木で紫殖、板萌芽が旺盛

〈アカザ料 (Chenopodlaceae) 〉

Ha′oxy′on persicum(Whlte saksaul); シナ イ、 イスラエ ル ~ 中央
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アジア～モンゴル；25 -45ロN；年而量100 mm の地城でもみられる 

ほど耐乾性が極めて高い、塩類耐性も高い、砂丘固定；飼料 

くシクンシ科(Combretaceae)) 

Conocarpus Jane!んhus(Damas, Ghaab )；ソマリア北部～アラビア 

半島；乾季数か31；年雨量50 -400mm ；海抜高0 - i,000m ；飼料 

Tennina]:a brassjj (Dafo（ソロモン群島）)；ソロモン群島、ブーゲン 

ビル、ニユーアイルランド；4 ---i0 'S；乾季0 -i か月；年雨量2,000 

~ 5,000mm ；海抜高0 -500m ；深い土壌で生育良好 

T . brownii アフリカ西部・北部‘東部；半乾燥地；海抜高730 ~ 

2,000 m ；シロアリ抵抗性、乾燥耐性、薬用 

T catappa（モモタマナ）(Indian almond)；マレー半島、アンダマン 

諸島；年雨量750 - 2,000mm、 地下水位が十分高くなければ年雨量 

は少なくとも1,000mm 必要；海抜高0-300m 

T worensis (Idigh o （ナイジェリア）〕；西アフリカ（ギネア～カメルー 

ン）; 4 ~ii 'N；乾季0-2 か月；年雨量1,300 - 3,000mm ；海抜 

高0 -700 m 、多少の冠水には耐える、萌芽更新・スタンプ苗可能 

T sericea(Silver terminalia)；コンゴ～南アフリカ；海抜高450 ~ 

1,300m ；瘠悪土壌でも生育可能 

T superba（リンバ、アファラ）(Limba、 Afara)；西アフリカ（シエ 

ラレオネ～コンゴ）; 10。N -6 。S；乾季1~3 か月；年雨量1,300 ~ 

1,900mm ；海抜高0 - 500m ；深い士壌で生育良好、萌芽更新、ス 

タンプ苗可能 

〈ダティスカ科（Datiscaceae )) 

Octomeles suniatrana（エリマ（PNG)、 ビヌアン（比）)(Erima、 

Binuang) ；インドネシア、フィリピン、ニューギニア、ソロモン諸 

島；10 ' N -10'S；乾季0 -i か月；年雨量2,000 - 5,000mm ；海 

抜高O'-SOOm；深い土壌で生育良好、火に強い 
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アジア~ モンゴル ;25~45oN; 年雨量 loomm の地域でもみ られる

ほど耐乾性が極めて高い、塩類耐性も高い、砂丘固定 ;飼料

〈シク ンシ料 (Combretaceae) 〉

Conocarpus ′ancifo′‘us(Damas 、Ghalab); ソマ リア北部 ~ ア ラビア

半島 ;乾季数か月 ;年雨量 50~400mm; 海抜高 0~1,ooom; 飼料

Tenninajia brass"(Dafo( ソロモ ン群 島 )); ソロモ ン群島、 プー ゲ ン

ビル、ニューアイルラン ド ;4~loos; 乾季 0~1 か月 ;年雨量 2,000

~5,ooomm; 海抜高 0~500m; 深い土壌で生育良好

T,brown ー′ アフリカ西部 ・北部 ・東部 ;半乾燥地 ;海抜高 730~

2,ooom; シロアリ抵抗性、乾燥耐性、薬用

T catappa( モモ タマナ )(lndlan almond); マ レル半島、 ア ンダマ ン

諸島 ;年雨量750~2,ooomm 、地下水位が十分高くなければ年雨量

は少なくとも1,ooomm 必要 ;海抜高 0~300m

T 1vorens′s(ld1gbo(ナイジェリア)); 西アフリカ (ギネア~ カメルー

ン);4 ~1loN; 乾季 0~2 か月 ;年雨量 1,300~3,ooomm: 海抜

高 0~700m 、多少の冠水には耐える、萌芽更新 ・スタンプ苗可能

T sericea(Silver terminalia); コンゴ ~ 南 アフ リカ ;海抜高 450 ~

1,300m; 椿悪土壌でも生育可能

T superba( リンパ、アファラ)(Limba 、 Afara); 西アフリカ (シエ

ラ レオネ ~ コンゴ);looN~6oS; 乾季 1~3 か月 ;年雨量 1,300~

1,9oomm; 海抜高 0~500m; 深い土壌で生育良好、萌芽更新、ス

タンプ苗可能

〈ダティスカ科 (Datlscaceae) 〉

octome ′es sumatrana( エ リマ (PNG) 、 ピヌ ア ン (比 ))(Er1ma 、

Binuang); イン ドネシア、 フ ィリピン、 ニューギニア、 ソロモ ン諸

島 ;looN ん loos; 乾季 0~1 か 月 ;年雨量 2,000~5,00omm; 海

抜高 0~500m; 深い土壌で生育良好、火に強い



〈トウダイグサ科(Euphorbiaceae)) 

Croton megaiocaipus(Croton) ；ケニア、ウガンダ～ザンビア、モザ 

ンビーク；10'N'-15『S；乾季～6か月；年雨量600 ~ 1,600mm ; 

海抜高 (700 --) 1,200 -'2,400m 

Endospermuin peltatum（グバス）(Gubas) ；タイ半島部、アンダマ 

ン諸島、ボルネオ、スラウェシ、フィリピン；15。N -5 。S；湿潤熱 

帯；海抜高～1,00Gm 

Phyilanthus acidus（アメダマノキ）(Star berry、 Malay gooseberty) 

(Syn Cicca acida)；マダガスカルまたはインド～マラヤ；本来は 

湿潤熱帯、半乾燥地でも生育可；海抜高～1,00Gm ；果生食、若い葉 

は野菜がわり、根は薬用 

Euphorbia balsarnifera(Balsam spurge) (Syn E sepiu,m F iogerz) 

，カナリア諸島原産で西アフリカで野生化したとされている；年町 

量900mm 以下で生育；挿し木容易 

Euphorbia tiruca iii（アオサンゴ、 ミドリサンゴ）(Rubber hedge 

euphorbia 、 Finger euphoibia、 Milk bush) (Syn E rhipsaIioides、 

E . media、 E scoparia, F . viminalis) ；東アフリカ；乾季6 -Sか 

月；年雨量250 -'- 1,000mm ；海抜高U -'-- 2.000m ；挿し木容易 

くマメ科（Leguminosae)) 

次の3亜科に分けられる 

ネムノキ亜科（Mimosoideae） 調べられたものの91％が根粒樹木 

ジャケツイバラ亜科（Caesalpinioideae) " 28％が根粒樹木 

（ソラ）マメ亜科（Pap山onoideae) ク 98％が根粒樹木 

各亜科ごとに属名のアルファベット順に主な植栽樹種を挙げる 

〈ネムノキ亜科（M mosoideae)) 

Acacia albida →Paidherbia albida 

A auriculiformis(Northern black wattles Tan wattle) ; PNG, 

インドネシア（西イリアン）、オーストラリア；7 -20' S；乾季4 -
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〈トウダイグサ科 (Euphorb ーaceae) 〉

Cro「on megaiocaipus(Croton); ケニア、ウガ ンダ ~ ザ ンビア、モザ

ンビー ク ;looN~15oS; 乾季 ~6 か月 ;年雨量 600~1,600mm;

海抜 高 (700~)1,200~2,400m

Endosper 川 um pe′tatum( グバス )(Gubas); タイ半 島部、 ア ンダマ

ン諸島、 ボル ネオ、 スラウェシ、 フィリピン ;15oN~5DS: 湿潤 熱

帯 ;海抜高 ~1,ooom

Phyj なnthus acーdus( アメダマ ノキ )(Star berry 、 Malay goosebeny)

(Syn Cicca acma); マダガスカルまたはインド~ マラヤ ;本来は

湿潤熱帯、半乾燥地でも生育町 ;海抜高 ~1,ooom; 果生食、若い葉

は野菜がわり、根は薬用

Eupi}orbia ba′sam′fera(Balsam spurge)(Syn E sepmm 、 E iogen)

;カナリア諸島原産で西アフリカで野生化したとされている ;年雨

量90om m 以下で生育 ;挿し木容易

Eup ′ヱorbia "ruca ′"( ア オサ ンゴ、 ミ ドリサ ンゴ )(Rubber he d g e

euphorbIa 、Fーnger eupho ーbia、 MI1k bush)(Syn E rhめ sa〃ojdes 、

E, media 、 E scopar ′a、 E,v-mina ′′s); 東アフリカ ;乾季 6~8 か

月 ;年雨量 250~1,ooomm; 海抜高 0~2,ooom; 挿 し木容易

くマメ科 (Legumlnosae) 〉

次の 3亜科に分けられる

ネムノキ亜科 (Mimoso1deae) 調べられたものの 91% が根粒樹木

ジャケツイバラ亜科 (Caesalpinloldeae) 夕 28% が根粒樹木

(ソラ)マメ亜科 (Papillonoldeae) ル 98% が根粒樹木

各亜科ごとに属名のアルファベット順に主な植栽樹種を挙げる

くネムノキ亜料 (Mmoso1deae))

Acacia a′b′da 一 Fa 川 herbia a′b′da

A auricu 〃form ‘s(Nortbern black wattle 、 Tan wattーe);PNG 、

インドネシア (西イリアン)、オーストラリア ;7~20oS; 乾季 4~

‐ lo-



6か月（たたし、湿潤気候でもよく成長）；年雨量1,300 --'1,800mm ; 

海抜高0 -600m；多少の冠水には酎える、大抵の土壌に適応、直播 

き可能 

A . catechu（アセンヤクノキ）(Catechu tree) ；タイ～インド（文献 

によっては、東アフリカまで分布） ；乾季8か月でも酎える；年雨 

i 500 '- 1,500mm ; S 抜高 0 - 1,000m 

A holosencea オーストラリア；11-' 24 'S；年雨量125 ~ 1,500mm 

（約50％は300 - l,lOOmm、 最も乾燥したところが125mm )；海抜 

高0 -750m ; A cole!, A . neurocarpa などの近縁種と区分する 

見解もある 

A , mangium （マンギウムアカシア）(Brown salwood, Black wattle) 

(Syn A glaucescens)；インドネシア（モルッカ諸島、西イリア 

ン）、PNG、オーストラリア北部；1- 18.5'S；乾季3-4 か月；年 

雨量900 -'2,150mm ；海抜高0 -800m；季節的な冠水には耐える、 

瘠悪土壌に生育、裸根苗も可能 

A meanisii（モリシマアカシア）(Black wattle) (Syn A decurrens 

var. rnollis )；オーストラリア（タスマニア、ビクトリア、クインズ 

ランドなど）; 25 - 43 'S；乾季2 -3 か月；年雨量700 -

2,000mm；海抜高100 -2,50Gm ；耐陰性、侵入定着性が強い、直 

播き可能 

A . nilotica 熱帯・亜熱帯アフリカおよひアラビア半島東南部～イン 

ド西部（ただし、アフリカに分布するのはsubsp ni)oUca、アシアに 

分布するのは他の亜種）;30'N-30 "5；乾季6~9 か月；年而量加0 

~ 1,400mm(而量よりもむしろ高い地下水に依存）；海抜高0 -

1,850m ；季節的な冠水に耐え、瘠悪土壌・アルカ)土壌に耐える、 

乾季に葉を残す、直播き一挿し木可能 

A senegal（セネガルアカシア）；アフリカ東部～西部・南部、インド、 

パキスタン；30 'N -'-30 'S；乾季6~8 か月（1］か月でも耐える）; 
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6か月 (たたし、湿潤気候でもよく成長); 年雨量 1,300~1,800mm ,

海抜高 0~600m; 多少の冠水には耐える、大概の土壌に適応、直播

き可能

A,catechu( アセ ンヤ クノキ )(Catechu tree); タイ ~ イ ン ド(文献

によっては、東アフリカまで分布); 乾季 8か月でも耐える ;年雨

量 500~1,500mm; 海抜高 0~1,ooom

A 慮りose"cea オー ス トラリア ;11~24DS: 年雨量 125~1,500m m

(約 50% は 300~1,loomm 、最 も乾燥 したところが 125mm); 海抜

高 0~750m;A co′ei、 A.neurocarpa な どの近縁種 と区分す る

見解もある

A,mang-um( マ ンギウムアカシア )(Brown salwood 、 B1ack wattle)

(Syn A g』aucescens); インドネシア (モルツカ諸島、西イリア

ン)、 PNG 、オース トラリア北部 ;1~18,5oS; 乾季 3~4 か月 ;年

雨星 900~2,150m m; 海抜高 0~800m; 季節的な冠水には耐える、

痔悪土壌に生育、裸根苗も可能

A mearns ′/(モ リシマ ア カシア )(Bーackwattle) (Syn A decur 「ens

var,mo 山 sE オース トラ リア (タスマニ ア、 ビク トリア、 クイ ンズ

ラ ン ドな ど );25 ~ 43 oS; 乾季 2 ~3 か 月 ;年雨 量 700 ~

2,ooom m; 海抜高 100~2,500m; 耐陰性、侵入定着性が強い、直

播き可能

A.ndobca 熱帯 ・亜熱帯アフリカおよびアラビア半島東南部 ~ イン

ド西部 (ただし、アフリカに分布するのは subsp n′iohca、アシアに

分布するのは他の肺種 );30oN~30os; 乾季 6~9 か月 ;年雨量 200

~1,400m m( 雨量 よ りもむ しろ高い地下水に依存 ); 海抜高 0~

1,850m; 季節的な冠水に耐え、樽悪土壌 ・アルカリ土壌に耐える、

乾季に葉を残す、直播き・挿し木可能

A senega′(セネガルアカシア); アフリカ東部~ 西部 ・南部、インド、

パキスタン ;30oN~30os; 乾季 6~8 か月 (11か月でも耐える);
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年雨量200 ~ 500mm ；海抜高0 -' 1.700w 

A toitiiis 4亜種に分けられるが、ここでは3 jI種のみ挙げる 

A tortilis subsr raddiana (Syn A raddiana)；中型、樹高＜ 

lOm ；アフリカ西部・北部・北東部、アラビア1「島；5-30。N；乾 

季6 -8 か月；年市旦100 -800mm；海抜高0 -1,000w ；痛悪な 

浅いL壌にも生育 

A toni/is subsp torb /is (Syn A spirocarpa var m inor, 

Mimosa torn/is)；小型、樹高2 -6w ；アフリカ北東部、アラビア 

半島0 - 30 'N；乾季、年Iii量、海抜高の具体的な情報は不計 

A torn/is subsp spirocarpa (Syn A , spirocarpa, A spirocaxpa 

var major)；アフリカ東部；12。N -25 'S ；乾季、年iii量、海抜 

高の具体的な情報は不詳 

Albizia 血lcataria - Paraseriantlies falcataria 

A Iebbek(A , /ebbeck)（ビルマネム）(SinIs, Kokko, Indias 

walnut) (Syn. Mimosa lebbeck, M sirissa)；パキスタン、イン 

ド（アンダマン諸島を含む）、パングラデシュ、 ミヤンマー；11-27 

ロN；乾季2 -flか月；年而量500 -2,500mm ；海抜高0 - 1.600w ; 

シロアリに強い、根萌芽旺盛、スタンプ苗可能、直播き可能 

A . saman（アメリカネム）(Rain-tree , Monkeypod tree) (Syn 

Samanea sainan, Pithecellobium saman, Pithecolobium 

sa man) ；メキシコ南部、グアテマラ、エクアドル、ベネズエラ；11 

'N -- YS ；乾季2-4 か月；年雨量760 -3,000mm ；海抜高0 -

700m ；季節的な冠水に耐える 

Call/an dra calothyrsus（ベニゴウカン）(Syn, C , confusa)；中央ア 

メリカ；10 - 18 ' N ；乾季2-4 か月；年雨量1,000 -3,000mm , 

海抜高150 ~ 1,500w ；瘠悪な上壌・堅密な土壌に耐える、侵入定着 

性が強い、直播き・裸根苗・大枝挿し可能 

Faidherbia albida(Kad, Winter thorn) (Syn Acacia aibida)；ア 
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年雨量 200~500mm: 海抜 高 0~1,7001n

A fo自由s 4亜種に分けられるが、ここでは 3亜種のみ挙げる

A tor"′′s subsp radd‘ana(Syn A raddiana); 中型 、樹 高 く

1om; アフリカ西部・北部 ・北東部、アラビア半島 ;5~30QN; 乾

季 6~8 か月 ;年雨星 100~800m m; 海抜高 0~1,ooom; 癖悪な

浅い仁壊にも生育

A to自 由 s subsp for 旧 居 (Syn A spiroca 「pa var ′nlnor 、

M′mosa to陸中 s): 小型、梅 島 2~6m; アフ リカ北東部、 ア ラビア

半島 0~30oN; 乾季、合川i量、海抜院の具体的な情報は不言f

A formis subsp sp‘rocarpa(Syn A,sp!rocarpa 、 A sp!rocaipa

var ma ノor); ア フ リカ東部 ;12oN~250S; 乾季 、年雨 量、海抜

高の具体的な情報は不評

A′b′z‘a fa′Catana 一 Paraser ′a刀"ヱes なにafar′a

A ‘ebbek(A 1ebbeck)( ビ ル マ ネ ム )(S ぱ 1s、 KokkQ 、 lndian

walnut)(Syn. M′mosa !ebbeck 、 M s-r-ssa); パ キス タン、 イン

ド(アンダマン諸島を含む)、バングラデシュ、 ミャンマー ;11~27

0N; 乾季 2~6 か月 ;年雨量 500~2,500mm; 海抜 高 0~1,600m;

シロアリに強い、根萌芽旺盛、スタンプ苗可能、直播き可能

A.saman( ア メ リ カ ネ ム )(Ra1n ‐tree 、 Monkeypod tree) (Syn

samanea sama" 、 P ば hece"obiu m sama 刀、 P! 琉 ecoJobium

sa川 an}; メキ シコ南部、 グアテマ ラ、エ クア ドル、ベ ネズエ ラ ;1l

oN~5oS; 乾 季 2~4 か 月 ;年雨 量 760~3,ooomm; 海抜 嵩 0~

700m; 季節的な冠水に耐える

Ca′!′andra ca′othyrsus( ベニ ゴウカ ン)(Syn,C,confusa); 中央ア

メ リカ ;10~18oN; 乾季 2~4 か 月 ;年雨 量 1,000~3,ooomm ,

海抜高 150~1,500m; 樽悪な上壌 ・堅密な土壌に耐える、侵入定着

性が強い、直播き・裸根苗・大技挿し可能

Famherb ′a a′bma(Kad 、 Winter thorn)(SynAcacia a′bjda); ア
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フリカ（北部、南部の一部を除く）、イスラエル、レパノン、イエー 

メン；35。N -26"5；乾季6 -9 か月；年雨量250 - 1,100mm ；海 

抜高0 -2,000m、高い地下水位が必要といわれる；ある樹齢になる 

と、雨季の初めに葉を落し、乾季には葉を着けている、冠水には耐 

える、直播き可能 

Leucaena leucocephala（ギンネム）[(GianUipil-ipil（比）、 Lamtoro 

（インドネシア）] (Syn L, glauca)；メキシコ南部～サルバドル；13 

-27 'N；乾季2-6 か月；年雨量600 -1,700mm 、ただし、250mm 

でも生育の事例；海抜高0 -800m；樹高がSm くらいまでのハワイ 

タイプ、樹高が20m 程度まで伸びるサルバドルタイプ、iSm 程度ま 

で伸びるペルータイプがあり、熱帯各地で広く植えられ、野生化し 

ているのはハワイタイプとされている。このハワイタイプが16世紀 

の後半にフイリピンに持ち込まれ、その後、太平洋諸島に広がった 

といわれる；初期に耐陰性あり、侵入定着性強い、萌芽更新可能 

Parkia javanica（フサマメノキ）(Syn P roxburghu)；ミヤンマー、 

タイ、半島マレーシア、インドネシア；年雨量1,000 -Z000mm ; 

P . speciosa もシノニムとする説がある 

P . biglobosa (Locust bean tree) (Syn Mimosa biglobosa); 77 リ 

カ西部（セネガル～ガーナ）;5 -15'N；乾季3-7 か月；年雨量400 

~ 1,500mm / 500 - 700mm ；海抜高0 -30 0m ；コウモリが授粉、 

根萌芽 

Parasenanthes faicatana（モルッカネム）(Moluccan sau（比）、 

Sengon laut（イ ン ドネシア）(Syn, Aibizia 血Icataria, A 

hIcata) ; PNG、西イリアン、ソロモン諸島、モルッカ諸島；3'N 

---10 'S；乾季0~2 か月；年雨量2,000 -4,000mm ；海抜高0 -

2,000m；スタンプ苗可能 

Prosopis chilensis (Algarrobo blanco、 Algarrobo de Chile)；ぺ 

ルー南部海岸地帯、チリ中部；15 -25'S；乾季8 -10か月；年雨量 
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フ リカ (北部、南部 の一部 を除 く)、 イスラエル、 レバ ノ ン、 イェー

メ ン ;35oN~26oS; 乾季 6~9 か月 ;年雨量 250~1,loomm; 海

抜高 0~2,ooom 、高い地下水位が必要といわれる ;ある樹齢になる

と、雨季の初めに葉を落し、乾季には栄を着けている、冠水には耐

える、直播き可能

Leucaena ′eucocepha ′a(ギ ンネム )[(G1ant) ーpll‐ipil(比 )、 Lam to ro

(インドネシア)](Syn L giauca); メキシコ南部 ~ サルバ ドiし ;13

~27oN; 乾季 2~6 か月 ;年雨量 600~1,700mm 、 ただ し、 250mm

でも生育の事例 ;海抜高 0~800m; 樹高が 5m くらいまでのハワイ

タイプ、橘高が 20m 程度まで伸びるサルバ ドルタイプ、 15m 程度ま

で伸びるペルータイプがあり、熱帯各地で広く植えられ、野生化し

ているのはハワイタイプとされている。このハワイタイプが 16世紀

の後半にフィリピンに持ち込まれ、その後、太平洋諸島に広がった

といわれる ;初期に耐陰性あり、侵入定着性強い、萌芽更新可能

Park-a ノavan′ca( フサマ メノキ )(Syn p roxburgh “); ミャ ンマー、

タイ、半島マレーシア、インドネシア ;年雨量 1,000~2,00omm;

P,spec ′osa もシノニム とす る説が ある

P, big′obosa(Locust bean tree)(Syn M′mosa bjg′obosa); アフ リ

カ西部 (セネガル~ ガーナ);5~15oN; 乾季 3~7 か月 ;年雨量 400

~1,500mm/500~700mm; 海抜 高 0へ 300m; コウモ リが授粉 、

根萌芽

Parase 「ja m ねes faicataria( モ ル ツカ ネム )(Moluccan sau( 比 )、

Sengon laut( イ ン ド ネ シ ア )(Syn,Aj 棚 zia fa′ca[aria 、 A,

falcata);PNG 、西イリアン、ソロモン諸島、モル ツカ詣鳥 :3oN

~100S; 乾季 0~2 か 月 ;年雨 量 2,000~4,ooomm; 海抜 高 0~

2,00om; スタンプ苗可能

ProsoP ′s ch′′ensjs(AIgarrobo blanco 、 AIgarrobo de Chile); ペ

ルー南部海岸地帯、チリ中部 ;15~25oS; 乾季 8~10 か月 ;年雨量
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200 -600mm ；海抜高0 - 2,500m ；侵人定着性強い、直播き可能 

P julillora(Mesquite, Algarrobo) ; USA 西部～南米北部（ェクア 

ドル）;3YN -4 '5；乾手6-S か月；年而量150 - 1200mm ；海 

抜高0 ---2'000m；多少の塩類土壌には耐える、侵入定着性強い、萌 

芽更新、根萌芽性、直播き・スタンプ苗可能 

Sanianea saman - A ]bizia saman 

（ジャケツイバラ亜科(Caesalpinioideae)) 

Acrocarpus fraxinifolius(lndian ash, Shingle tree)；インド西部 

～ミャンマー；23 -27 。 N ;乾季0 -4 か月；年雨量1.100 ~ 

1.600mm；海抜高0 - 1,500m 

Bauhinia purpurea（ムラサキソシンカ）(Purple bauhinia) (Syn B 

triandra) ；インド原産；花木 

B iufescens (Syn Adenolobus rufescens, Piliostigma rules 

cen s)；サヘル全地域、近接のスダン帯（セネガル～モーリタニア～ 

エチオピア）;5 -20'N；耐乾性高く、立地適応性も高い；薬用な 

ど多目的樹種；小型、樹高<Sm、萌芽更新良好 

B . variegata（フイリソシンカ）(Camel's foot)；南アジア；年雨量 

760 -2,100mm；海抜高0 -'-L700 m ；直播きI『能、萌芽更新良好 

Cassia fistula（ナンバンサイカチ）(Indian laburnum, Golden 

shower) ；インド、スリランカ～タイ、マラヤ；5~25 'N；乾 

季？；年而量500 -3,000mm ；海抜高～1,200m ；立地適応性高い 

C siamea（タガヤサン）(Syn Senna siarnea、 C florida)；インドネ 

シア～スリランカ；1-20'N；乾季4 -6 か月のモンスーン気候が 

よいが、湿潤気候から乾燥気候まで適応範囲が広い；年雨量650 ~ 

1.500mm、 根系が地下水に達すれば500 -700mnV年の雨量でも耐 

える；海抜高0 - l,000m ；シロアリに強い、根萌芽旺盛、直播き‘ 

スタンプ苗可能 

C . spectabilis 中米～南米北剖に年雨量800 - 2,000mm 、 タガヤサ 

一14 ー 

200~600m m: 海抜高 0~2,500m; 侵人定着性強い、直播き可能

P ju′if′ora(Mesquite 、 Aーgarrobo);US 八 四部 ~ 南米北部 (エ クア

ドル );35oN~4oS; 乾季 6~8 か月 ;年雨量 150~1,200mm; 海

抜高 0~2,ooom; 多少の塩類土壌には耐える、侵入定着性強い、萌

芽更新、根萌芽件、直播き・スタンプ苗可能

Samanea saman → Aib ′zia sama n

くジャケツイバラ亜科 (Caesa1pm10zdea 〉

Acrocarpu fra恩田 iD′ms(lndian ash 、 Shlng ーetree); イン ド西部

~ ミャ ンマ ー ;23 ~27o N; 乾季 0 ~ 4 か 月 ;年 雨 量 1,100 ~

1,6oomm; 海抜 高 0~1,500m

Bau 加川 a purpurea( ムラサ キソシンカ )(Purple bauhlnla)(Syn B

[riandra); インド原産 ;花木

B ーufescens(syn Ade"o ′obUs r{」fescen P′′!ost壌 ma rufes

cens); サヘ ル全地域、近接 のスダ ン帯 (セ ネガル ~ モー リタニ ア ~

エチオピア);5~20oN; 耐乾柊高く、立地適応性 も高い ;薬用な

ど多目的樹種 ;イ・型、樹高く 8m 、萌芽更新良好

β,vanegata( フイ リソ シンカ )(Camel's foot); 南 アジア ;年雨量

760~2,loomm; 海抜島 0~L700m; 直播き可能、萌芽更新良好

Cass 履 行stu!a( ナ ンバ ンサ イカチ )(lndian laburnum 、 Golden

sho ver); イ ン ド、 ス リラ ンカ ~ タ イ、 マ ラヤ ;5~25oN; 乾

季 ?; 年雨量 500~3,ooom m; 海抜高~1,200m; 立地適応性高い

C S-amea( タガヤサ ン)(Syn sennas ′amea 、 C f!onda); イ ン ドネ

シア~ スリランカ ;1~20oN; 乾季 4~6 か月のモンスーン気候が

よいが、湿潤気候から乾燥気候まで適応範囲が広い ;年雨量 650~

1,500mm 、根系が地下水に達すれば 500~700mm/ 年の雨量でも耐

える ;海抜高 0~1,ooom; シロアリに強い、根萌芽旺盛、直播き ・

スタンプ苗可能

C.specrabi ′-s 中米 ~ 南米北 部 ;年雨量 800~2,ooomm 、 タガヤサ
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ンよりも乾燥にや、弱い；海抜高970 ~ 1,900m ；スタンプ苗可能 

Delonix regia（ホウオウホク、カエンボクともいう）(Flamboyant、 

Poinciana) (Syn Poinciana regia)；マダガスカル；12 -25'S , 

乾季6か月；年iii量700 -1800mm ；海抜高0 -2,000m；土壌を選 

ばない、スタンプ苗可能、挿し木容易 

Ints,a bijuga（タイヘイョウテツボク）[Borneo teakS Ipil（比）、 

Merbau（マレーシア刃；南太平洋～マダガスカル；湿潤低地 

Parkmnsonia aculeata (Florsebean. Jerusalem thorn); USA m 

部～アルゼンチン（ペルーまでという説もある）；幻‘N-3YS (10'S 2 ) 

；乾季～9か月；年雨量200 - 1,000mm (300 -400mm あれぱ十 

分）；海抜高0 - 1,300m ；塩類土壌には耐えるが冠水には弱い、挿 

し木容易 

PeItophorum pterocarpuni (Cnppei podS Yellow flame) (Syn P 

たFF0群neum、 P inernie)；スリランカ、インド南部、マレーシア； 

1- 15'N；乾季4 -6 か月；年雨量1,000 - l,S00mm ；海抜高0 -

1,000m ；瘠悪土壌に耐える、萌芽更新、スタンプ苗・大型挿し木可能 

Senna siawea -' Cassia siamea 

Tarnarindus inthca（タマリンF) (Tamarind) (Syn T occidentabs、 

T officinalis)；熱帯アフリカ；年雨量0 ---1,400mm ；海抜高1,000 

- 1,500m ；乾燥には極めて強いが、初期成長が著しく遅い 

〈マメ亜科（Pa pilio no idea e )> 

Daibergia cochinchinensis（シタンー複数種に対する共通の和名とす 

る説もある）(Siam rosewond)；インドシナ半島～タイ， 

D melanoxyion アフリカ西部・東部・南部（＋インド？)；半乾燥地 

から準湿潤地帯 

D . sissoo （シッソー）(Sissoo) ；インド（インダス～アッサム）;23 -

30。N；乾季～6か月；年附量500 -4,000mm ；海抜高0-1,500m , 

根萌芽性、スタンプ苗・挿し木可能 
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ンよりも乾燥にや り渇い ;海抜高 970~1,90om; スタンプ苗可能

De′omx regia( ホ ウオ ウホ ク、 カエ ンボ ク ともい う)(F1amboyant 、

Po1ー1ciana) (Syn Pomqana 「eg′a); マ ダガスカル ;12~25oS;

乾季 6か月 ;年雨量 700~1,800mm; 海抜高 0~2,ooom; 土壌を選

ばない、スタンプ苗可能、挿し木容易

抗 鵜川 buuga (タイヘ イ ヨウテ ツボ ク )[Borneo teak 、 lp11(比 )、

M rbau( マレーシア)]; 南太平洋 ~ マダガスカル ;湿潤低地

Parkinson ーa acu′eata( トlorsebean 、 Jerusalem tborn);USA 南

部~ アルゼンチン(ペルーまでという説もある): 綿 oN~ 灘 oS(loos ?)

;乾季 ~9 か月 ;年雨量 200~1,ooom m(300~400mm あれば十

分); 海抜高0~1,300m; 塩類土壌には耐えるが冠水には弱い、挿

し木容易

Peヱtophomm pterocarp"m(Coppe.pod 、 Yelーow fーame)(syn p

lerrugmeum 、 P inerme); ス リランカ、 イン ド南部、マ レーシア ;

1~15oN; 乾季 4~6 か 月 ;年雨量 1,000~1,800mm; 海抜高 0~

1,ooom; 楕悪土壌に耐える、萌芽更新、スタンプ苗・大型挿し木可能

se 力力a s′amea 一 Cass ′a szamea

Tamarindus 中心 ca( タマリンド)(Tamarind)(Syn T occidentaj!s 、

T o"′cina′′s); 熱帯アフリカ ;年雨量 0~1,400mm; 海抜高 1,000

~1,500m; 乾燥には極めて強いが、初期成長が著しく遅い

〈マメ亜科 apillonoideae) 〉

Dajbergja cochinchinens′s(シタン‐複数種に対する共通の和名とす

る説もある)(S1am rosewood); インドシナ半島~ タイ ;

D me′anoxy/on アフリカ西部 ・東部 ・南部 (十インド ?); 半乾燥地

から準湿潤地帯

D.s ′ssoo( シ ッソー )(Sissoo); イ ン ド(イ ンダス ~ ア ッサ ム );23~

30oN; 乾季 ~6 か月 ;年雨量 500~4,ooomm; 海抜高 0~1,500m:

根萌芽性、スタンプ菌・挿し木可能



Erythrina crista-galli（アメリカデイコ）(Syn E laurtfolia)；ブラ 

ジル；準湿潤気候 

E . md;ca （デイコ、カイコウズ）(Syn E . onental,s. E cai item)；イ 

ンド～東南アジア；年雨量500 ~L500 mm ；沖縄県々花 

E Sen Cgalensis セネガルーチャド、力メルーン、ガホン；半乾燥地 

Gliricidia septum [Madre de cacaoS Madero negro（ラテンアメ 

リカ）、Kakawati（比）、Gamal（インドネシア月；中米とくにメキシ 

コ～南米北部；6 -19 'N；乾季4 -6 か月；年雨量800 ~ 

2.300mm ；海抜高は普通には500 m までとされるが、原産地では 

1,60Dm にも見られる；挿し木の発根性が極めて高い、瘠悪上壌に耐 

える、萌芽更新 

Pongamia pinnata（クロョナ）(Pongam, Ponga、 Indian beech) 

侶yn P glabia、 Derns indica)；熱帯アジア～オーストラリア， 

25 - N -25 - S；湿潤低地熱帯；年市量500 ~ 2, 500mm ；海抜高～ 

1,200m ；挿し木容易、直播き可、耐陰性 

Pterocarpus indices［カリン、ヤエヤマシタン（沖縄）、インドシタ 

ン‘Daib erg/aのシタンと混乱するので、カリンをもちいるほうが 

よい］[Narra （比）、Sonokembang（イ ンドネシア）、Fadauk( ミヤ 

ンマー）、Pradoo（タ イ』；ミヤンマー～ニューギニア；25 'N -8 ' 

S；湿潤気候；海抜高0 - 1.30Dm；スタンプ苗・挿し木可能 

Sesbania grandiflora（シロゴチョウ）[Sesban、 Katurai（比月[Syn 

S一和rmosa、 Agati grand/flora] ；インド～フィリピン、インド 

ネシア（原産は南アジアとする説もある) ; 10 'S -20。N；乾季0~3 

か月；年雨量1,000 - 2,000mm ；海抜高0 -800m 

S sesban（ツノクサネム）(River bean、 Ses加nia) (Syn. S. aegyptiaca) 

東アフリカ（エジプト？)；年雨量350 -1,000mm；海抜高1,200m 程度 

までは生育できる（インド）；冠水に耐える、山引き苗‘直播き可能 
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Erythrma crista a"i( ア メ リカデ イコ )(Syn E ′aunfo ′′a); ブラ

ジル ;準湿潤気候

E.ind にa( デイコ、 カイコウズ )(Syn E,orle 〃fa′-s、ど camera); イ

ンド~ 東南アジア ;年雨量 500~1,500mm: 沖縄県々花

E senegalens-s セ ネガル ~ チ ャ ド、 カメルー ン、 ガホ ン ;半乾燥地

G′!r‘c′d′a sep 粥川 [Madre de cacao 、 Maderonegro( ラテ ンアメ

リカ)、 K akawatl( 比 )、Gamal( インドネシア)];中米とくにメキシ

コ ~ 南 米北 部 ;6 ~19 oN; 乾季 4 ~ 6 か月 ;年雨量 800 ~

2,300mm; 海抜高は普通には 500m までとされるが、原産地では

1,600mにも見られる ;挿し木の発根性が極めて高い、清悪七壌に耐

える、萌芽更新

Pongam ′a p′〃nata (ク ロヨナ )(Pongam 、 Ponga 、 lndian beecl・)

(Syn P g′abia 、 Derns md ′ca); 熱帯 アジア ~ オース トラ リア ;

25oN~25oS; 湿潤低地熱帯 ;年雨量 500~2,500mm; 海抜高~

1,200m; 挿 し木容易、直播 き可、耐陰性

Pteroca 「pus ーndicus[ カ リン、ヤエヤマ シタン Gill縄 )、 イ ン ドシタ

ン .Dajberg 焔のシタンと混乱するので、カリンをもちいるほうが

よい] [N arra(比 )、Sonokembang( インドネシア)、 Padauk( ミャ

ンマー )、 Pradoo( タイ)〕 ; ミャンマー ~ ニューギニア ;25oN~80

5: 湿潤気候 ;海抜高 0~1,300m; スタンプ苗 ・挿 し木可能

Sesbanja grandiflora( シロゴチ ョウ )[Sesban 、 Katurai( 比 )][Syn,

S.f ormosa 、 Agat ′grandi 打ora]; イ ン ド~ フ ィ リピ ン、 イ ン ド

ネシア (原産は南アジアとする説もある);loos~20DN; 乾季 0~3

か月 ;年雨量 1,000~2,ooomm; 海抜高 0~800m

s sesban( ツノクサネム)(R1verbean 、 Ses脳 nia)(Syn,S,aegypt ′aca)

東アフリカ(エジプ ト?); 年雨量 350~1,ooomm; 海抜高 1,200m 程度

までは生育できる(インド); 冠水に耐える、山引き苗・直播き可能
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〈センダン科(Meliaceae)) 

Azathrachta inthca（インドセンダン、ニーム) (Neem、 Nim) (Syn 

Melia azathrachta、 M indira)；パキスタン、インド、ミャンマー 

（スリランカ、マレーシア、インドネシア、タイ、カンポジア）; 10 

--25'N；乾季5 -7 か月；年雨量450 -1,200mm 、ただし130mm! 

年の雨量でも耐える；海抜高0 --- 1.500m ；侵入定着性強い、萌芽性 

強い、スタンプ苗・直播き可能 

Cedrela odorata（セドロ）(Spanish cedars Cedro )；中米、南米 

（メキシコ～ボリビア、アルゼンチン）;26。N -28。S；乾季2 -4 か 

月；年雨量1,200 - 2,500mm ；海抜高0 - 1.500m ；パラグアイでい 

うCed roはC fzssil,sである 

Kh aya w01 ensis（アフリカマホガニー）(Aftican mahogany, 

Lagos mahogany\ Acajou )；コートジボアール～ガボン～アンゴ 

ラ（北端）; IO。N -5 。S；湿潤低地；半乾燥地にはK senegalensis, 

中間にはK grand」加hulaが分布する 

K senegalensis（ドライマホガニー）(Dry African mahogany)；ア 

フリカ西部～中央部；8 -15。 N ；乾季5 -7 か月；年雨量700 ~ 

1,500mm ；海抜高0 - 1,800m ；土壌適応性広い、幼齢期耐陰性、裸 

根苗・スタンプ苗可能 

Me /ia azedarach（センダン、 タイワンセンダン）(Bead tree, 

Persian lilac, Paraiso （ラテンアメリカ）)；西南アジア（～日本）；年 

市量600 -1,000mm ; if激高～2,000m、アフリカでは低地から中位 

の高度かよいとされる 

Swietenia macrophylla(（オオバ）マホガニー）((Large-leaf) 

mahogany, Caoba)；中米、南米（メキシコ～ベネズエラ、ブラジ 

ル）;20。 N - 18'S；乾季0 -4 か月；年雨量1,600 -4,000mm ；海 

抜高50 - 1,400m ；幼齢期耐陰性、萌芽性良好 

〈センダン料 (Mellaceac) 〉

Azad ・rachta ′ndーca( イン ドセ ンダン、ニーム )(Neem 、 Nim)(Syn

Meha azadirachta 、 M ind′ca); パキス タ ン、 イ ン ド、 ミャンマー

(スリランカ、マレーシア、インドネシア、タイ、カンボジア); 10

~25 心N; 乾季 5~7 か月 ;年雨量 450~1,200mm 、ただ し 130mm/

年の雨量でも耐える ;海抜高 0~1,500m; 侵入定着性強い、萌芽性

強い、スタンプ菌 ・直播 き可能

Cedre ′a odorata( セ ドロ )(Spanlsll cedar 、 Cedro); 中米、南米

(メキ シコ ~ ボ リビア、 アルゼ ンチ ン);26oN~28oS; 乾季 2~4 か

月 ;年雨量 1,200~2,500mm; 海抜高 0~1,500m; パラグアイでい

うCed roは C 1・ssj′馬である

Khaya ′vo ーei1sーs (ア フ リ カ マ ホ ガ ニ ー )(Af11can mal ・ega11y 、

Lagos mahogany 、 Acaiou); コー トジボアール ~ ガボ ン ~ ア ンゴ

ラ(北端);1ODN~ S; 湿潤 1氏地 ;半乾燥地には K senega′enszs、

中間には Kgrandifono 店が分布する

K senega ′ens′s( ドライマホガニー )(Dry Afrーcan mahogany); ア

フリカ西部 ~ 中央部 ;8~15oN; 乾季 5~7 か月 ;年雨量 700~

1,500mm; 海抜高 0~1,800m; 土壌適応性広い、幼齢期耐陰性、探

根 苗 ・スタンプ苗可能

Me ′-a azedara 輸 (セ ン ダ ン、 タ イ ワ ンセ ン ダ ン )(Bead tree 、

Persーan lllac、 Paralso( ラテンアメリカ)); 西南アジア (~ 日本); 年

雨量 600 ~1,ooomm; 海抜高 ~2,00om 、アフリカでは低地から中位

の高度がよいとされる

S 、vieten な macrophy 〃a(( オ オ パ )マ ホ ガ ニ ー )((Large ‐leaf)

mahogany 、 Caoha); 中米、南米 (メキ シコ ~ ベ ネズエ ラ、 ブ ラジ

ル );200N~18oS; 乾季 0~4 か 月 ;年雨 量 1,600~4,00omm; 海

抜高 50~1,400m; 幼齢期耐陰性、萌芽札良好
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〈クワ科（Moraceae)) 

Artocarpus alt,hs(パンノキ) (Bread-fruit trees Bread-nut tree) 

(Syn A incisus, A comnlun,s)；年mt2,o00 --3,000mm ;海 

抜高～600 m ；湿潤‘肥沃で排水性の良い土壌を好む 

A heterophyi!us（パラミツ）(Jack-fruit tree, Nangka) ；インド 

（アソサム、ガッツ山脈）～ミヤンマー；年“」量1,500mm <；海抜高 

400 - 1,200m；排水性の良い肥沃な土壌を好む 

Chiorophora excelsa（イロコ）(Iroko, Mvule)；熱帯アフリカ（ガ 

ーナ～東海岸）; 10 。 N -5 ロS；乾季0~3 か月；年町量1,000 ~ 

1,800mm ；海抜高0 - 1,200m ；根萌芽旺盛、スタンプ苗可能 

（ワサビノキ科(Moringaceae)) 

Monnga aleifeia（ワサビノキ）(Horse-radish tree) (Syn. M 

pterygospenna、 Ilyperan thenなと）；バキスタン北東部、イン 

ド西ベンガルの北部（ヒマラヤ山麓の丘陵地）；乾燥耐性が高い；年 

雨量750 -2,200mm ；海抜高～1,400m ；挿し木‘直播き可能、 

M stenopetaia アフリカ北東剖に乾燥耐性が高い；年雨量500 ~ 

1.000mm 

〈フトモモ科（Myrtaceae)) 

Eucalyptus a/bョ (Poplar gum)；オーストラリア、インドネシア、 

PNG ;6 - 17 5 'S；乾季～8かTI；年雨量750 -2,000mm ；海抜高 

0 - 500 m 

E brassiana (Cape Yotk red gum)；オーストラリア、PNG ; 6 -

18 'S；乾季2-3 か'Fに年雨量1,000 - 1,500mm ；海抜高？ 

E . camaldulensjs (Rivet red gum) (Syn E rostrata)；オースト 

ラリア；15 -38'S(15 ----3VSを北方系、32 -38'5を南方系とする 

説もある）；乾季4 -8 か月またはそれ以上；年m量250 '-625mm , 

海抜高30 -600m；季節的冠水には耐える、多少の塩類土壌にも耐 

える、萌芽更新可能 
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〈クワ料 (Moraceae) 〉

Artocarpus a助力s(パ ンノキ )(Bread ‐frult trce 、 Bread ‐nut tree)

(Syn A ′nc′sus 、 A com mun ーs); 年雨量 2,000~3,00omm; 海

抜高 ~600m; 湿潤 ・肥沃で排水性.の良い土壌を好む

A beterop 白戸′us (バ ラ ミツ )(Jack ィrult tree 、 Nangka); イ ン ド

(ア ソサム、ガッツ山脈 )~ ミャンマー ;年雨量 1,500mm<; 海抜高

400~1,200m; 排水性の良い肥沃な土壌を好む

C用 orophora exce′sa( イロコ )(lroko 、 Mvule); 熱帯 ア フ リカ (ガ

ー ナ ~ 東 海岸 );looN~5oS; 乾 季 0~3 か 月 ;年 雨 量 1,000~

1,800mm; 海抜高 0~1,200m; 根萌芽旺盛、スタンプ前可能

くワサビノキ科 (Mor1ngaceae) 〉

Mormga o′ejfeia( ワサ ビ ノ キ )(1lorsc ‐radーshtree) (Syn,M

pterygospenna 、 flyperant ねera な ど ); パ キス タン北 東部 、 イン

ド西ベンガルの北部(ヒマラヤ山麓の丘陵地); 乾燥耐性が高い戸F

雨量 750~2,200mm: 海抜高 ~1,400m; 挿 し木 ・直播き可能、

M s[enopeta な アフリカ北東部 ;乾燥耐性が高い ;年雨量 500~

1,ooomm

〈フ トモモ科 (Myr【acpae) 〉

Eura ′yptus a′ba(Poplar gum); オース トラ リア、 イ ン ドネ シア、

PNG;6~175oS; 乾季 ~8 か月 ;年雨量 750 ~2,00omm; 海抜高

0~500m

E brasszana (Cape Yolk red gun・); オース トラリア、 PNG;6~

18oS; 乾季 2~3 か月 ;年雨量 1,000~1,500mm; 海抜高 ?

E,Cama ′du′e′}s‘s(Rive ・ red gum)(Syn E rostrata); オース ト

ラリア ;15~38oS(15~32oS を北方系、32~38oS を南方系とする

説もある); 乾季 4~8 か月またはそれ以上 ;年雨量 250~625mm ,

海抜高30~600m; 季節的冠水には耐える、多少の塩類土壌にも耐

える、萌芽更新可能
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E citriodora（レモンユーカリJ(Lemon-scented gum)；オーストラ 

リア；15 -25'S；乾季2-6 か月；年m量650 - 1,600mm；海抜 

高0 - 1,800m；萌芽性弱い 

F cloeziana(Gympie messmate)；オーストラリア；16 -26'5『5 , 

乾季0 -4 か月；年雨量900 - 1,650mm ；海抜高0 - 1,500m；耐陰性 

F . degiupta （カメレレ）(Kamarere(PNG )、 Mindanao gum、 

Bag ras（比）)(Syn E naudiniana) ; PNG、フィリピン、インドネ 

シア；9。N --1VS；乾季なし；年雨量3,750 - 5,000mm ；海抜高0 

~ 1,800 in；萌芽性弱い、根挿し可能 

F dunnn (Dunn's whlite gum) ；オーストラリア；28 -30『5；乾 

季3か月；年雨量1,000 --1,500mm ；海抜高150 -800m 

F g ]obulus ((Ta3manlan) blue gum) 2 亜種に分けることもある， 

オーストラリア；385 -43_5 ,S；乾季0 ~3 か月；年雨量500 ~ 

1,500mm ；海抜高0 -330m ；萌芽旺察、直播き・裸根苗可能 

F grandts (Flooded gum)；オーストラリア；26 -32'S, 22 。5, 

17'Sに隔離分布；乾季3か月；年(Ti量1,000 -1,750mm ；主な分布城 

での海抜高0 -300m, 17'Sでは90Gm ；萌芽旺盛、肥沃土を好む 

F macu)ata(Spotted gum)；オーストラリア；25 -37'5；乾季3 

~6 か月；年市量625 - 1,250mm ；海抜高～80Gm ；萌芽旺盛、耐 

火性、裸根苗可能 

F . microtheca(Coolabah)；オーストラリア；14 -30 。S；乾季5 -

7 か月；年雨量250 - 1,000mm ；海抜高0 - 1,00Gm ；季節的冠水 

に耐える、萌芽旺盛 

E paniculata(Grey ironbark)；オーストラリア，28 - 37'S；乾季 

2-3 か51；年雨量750-!, 300iritn；海抜高500-4, bOOm，萌芽旺盛 

F , peil;ta (Large-fruited red mahogany)；オ‘ーストラリア、 インド 

ネシア、PNG ; 5-36『S；乾季2 -4 か月（オーストラリア）；年雨 

量900 -2,400mm （オーストラリア）；海抜高0 ---1,000m ；耐陰性 

-19 --

E cばr-odora( レモ ンユー カ リ)(Lemon ‐scented gum); オース トラ

リア ;15~25oS; 乾季 2~6 か月 ;年雨量 650~1,600m m; 海抜

高 0~1,800m; 萌芽机弱い

E cjoeziana(Gymple messmate); オース トラリア ;16~26,5oS;

乾季 0~4 か月 ;年雨量 900~L650mm; 海抜高 0~1,500m ;耐陰性

E.degjupta( カ メ レ レ )(Kamarere(PNG) 、 Mindanao gum 、

Bagras( 比 ))(Syn E. naudlmana);PNG 、 フィリピン、 イ ン ドネ

シア ;9DN~1los; 乾季 な し ;年雨量 3,750~5,ooomm; 海抜高 0

~1,800m; 萌芽縄弱い、根挿 し可能

E dunmj(Dunds wh1te gum); オース トラ リア ;28~30oS; 乾

季 3か月 ;年雨量 1,000~1,500mm; 海抜高 150~800m

E gjobu′us (( manーan)blue gum)2 亜種に分けることもある ;

オース トラ リア ;385~43,5oS; 乾季 0 ~ 3 か 月 ;年雨量 500~

1,500mm; 海抜高 0~330m; 萌芽旺盛、直播き・裸根苗可能

β grandis(F1ooded gum); オー ス トラ リア ;26~32oS 、 22oS 、

17DS に隔離分布 ;乾季 3か月 ;年雨量 1,000~1,750mm; 主な分布域

での海抜高 0~300m 、 17oSでは 90om: 萌芽旺盛、肥沃土を好む

E macu ′ata(Spotted gum); オース トラ リア ;25~37oS; 乾季 3

~ 6か月 ;年雨量 625~1,250m m; 海抜高 ~800m; 萌芽旺盛、耐

火性、裸根苗可能

E. mzcromeca(Coolabah); オー ス トラ リア ;14~30DS; 乾季 5~

7か月 ;年雨量 250~1,ooomm; 海抜高 0~1,00om; 季節的冠水

に耐える、萌芽旺盛

E panicu ′ata(Grey ironbark); オース トラ リア ,28~37oS; 乾季

2~3 か月 ;年雨量 750~1,300mm; 海抜高 500~1,500m, 萌芽旺盛

β,Pe′′′ta(Large"fru ・ted red mahogany); オース トラ リア、 イ ン ド

ネシア、PNG;5~36oS; 乾季 2~4 か月 (オース トラリア); 年雨

量 900~2,400mm( オース トラリア); 海抜高 0~1,00om; 耐陰性
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E xobusta(Swamp mahogany)；オーストラリア；23 -36ロS；乾 

季0 ~4 か月；年面量1,000 - l,S00mm；海抜高0 -'- 1.600m ；季 

節的冠水に耐える、多少の塩類土壌には耐える、助芽旺帯 

E sahgna(Sydney blue gum)；オーストラリア；28 -35。S；乾季 

~4 か月；年m量800 - 1.200mm；海抜高300 - 1,000m ；萌芽旺 

盛、裸根苗 

E tereticornis (Forest red gum) (Syn E umbeliata)；オースト 

ラリア、PNG ; 6-38'S；乾季～7か月、まちまち；年雨星500 - 

1,500mm ；海抜高0 - 1,000m（オーストラリア）、800 m (PNG)；萌 

芽旺盛 

E torell,ana (Cadaga)；オーストラリア；16 -'-19 'S；乾季3か月；イ「 

雨量 90o ~ 1,500mm ; fl 抜i4 100 -. 1,800m 

E urophylla (Timor white gum) (K aiimから分離）；インドネシア 

（チモル島および以東の諸島）; 8 -io's；乾季2 -'-6か月；年雨量 

1,100 - 1,950mm ；海抜高200 "-3,000m；萌芽旺盛、挿し木可能 

Meiaieuca ieucadendron Ctユプテ）(Paperbark、 Cajeput oil 

treeS Broad-leaved tea-tree) C Syn. M , ieucadendra、 M 

quinquenervia) ；ミヤンマー～インドネシア、フイリビン～熱帯オー 

ストラリア；20' N - 25ロS；乾季0 -4 か月；年雨量800 - 

1,600mm ；海抜高0 -'- 800m ；季節的冠水に耐える、萌芽旺盛、シ 

ロアリに強い、挿し木 

Psidium guajava（グワバ、バンシロウ〕(Guava、 Guayaba)；熱帯 

アメリカ；乾季4 -S か月；年而量1,000mm '；海抜高0 - 800m 

(- 1,500m )；果樹、染色 

Syzygiurn aromaticum（チョウジ）(Clove tree) (S;zygi urn とも綴 

る、Syn Eugenia aromatica、 K , caryophyliata)；野生種はモル 

ッカ諸島～ニューギニアに分布；香辛料として栽培 

S cuminn(ムラサキフトモモ）qami !ana) (Syn Eugenia janibo)ana) , 
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E ′obusta(Swamp mahogally); オース トラ リア ;23~36oS; 乾

季 0~4 か 月 ;年雨量 1,000~1,500mm; 海抜 高 0~1,600m; 季

節的冠水に耐える、多少の塩類土壌には耐える、萌芽旺盛

E sa′igna(Sydney b1ue gu m); オース トラ リア ;28~350S i乾季

~4 か月 ;年雨量 800~1,200mm; 海抜高 300~1,ooom; 萌芽旺

盛、裸根 苗

E terehcorn ヱs(Forest red gum)(Syn E umbe"afa); オース ト

ラリア、PNG;6~38oS; 乾季 ~7 か月、まちまち ;年 -雨星 500~

1,500mm; 海抜高 0~1,ooom( オーストラリア)、800m(PNG); 萌

芽HI盛

E tore〃′ana(Cadaga); オース トラリア ;16~19oS; 乾季 3か月 ;#

雨量 900~1,500mm; 海抜高 100 ~1,800m

E ur()phy〃a(T1mor whーte gum)(E a′baから分離); インドネシア

(チモル島および以東の諸島);8~loos; 乾季 2~6 か月 ;年雨量

1,100~1,950m m; 海抜 高 200~3,ooom; 萌芽旺盛、挿 し木可能

Meja ′euca ′eucadend 「on( カユ プテ )(Paperbark 、 CaJeput oーl

tree 、 Broad ‐leaved tea‐tree)(Syn,M, ヱeucadend 「a、 M

quーnquene~1a); ミャンマー ~ イン ドネシア、フィリピン~ 熱帯 オー

ス トラリア ;20oN~ 25 oS; 乾季 0 ~4 か 月 ;年雨 量 800 ~

L600mm; 海抜高 0~800m; 季節的冠水に耐える、萌芽旺盛、シ

ロアリに強い、挿 し木

Psidmm gu 町 ava( グワノく、パ ンシロウ )(Guava 、 Guayaba); 熱帯

アメリカ ;乾季 4~5 か月 ;年雨量 1,ooomm ≦ ;海抜高 0~800m

(~1,500m) ;果樹 、染色

Syzyg ′um aromaticum( チ ョウジ )(C1ove tree) (SIzygmm と も綴

る、 Syn Eugema aromatica 、 E,caryophy 〃ata); 野′期弱まモ ル

ツカ諸島~ ニューギニアに分布 ;香辛料 として栽培

S cumヱn〃(ムラサキフ トモモ )qam 加 lana)(Syn Eugenia jambo!ana);
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インド～東由アシア；年甫量l,000mm S ；標高1,00Gm以下；排水 

のよい土壌のほうがよいか、冠水にも耐える 

〈ヤマモガシ科（Proteaceae )) 

Grevillea robusta（ハゴロモノキ）(Silky oak)；オーストラリア； 

27 -36。5；乾季2 -6 か月；年雨量700 -1,200mm ；海抜高800 ~ 

2,10Gm ；侵入定着性強い、萌芽性弱い、シロアリに強い、裸根苗 

Macadamia teiniんIi a（マカダミア）(Macadamia nut tree) (Syn 

WI ten aphyfla)；オーストラリア（New South Wales東北部～ 

Queen sland(南東部） ；年雨量1,200 -3,000mm (1,200mm 以1-で 

も潜水で栽培） 

〈クロウメモドキ科(Rhamnaceae)) 

Maesopsis emm A:（ムシジ）(Mu sizi)；アフリカ中央部（リベリア～ケ 

ニア）;8'N-2 "5；乾季0~2 か月；年雨量1,200 -3,000mm ；海 

抜高100 -700m ；萌芽旺盛、白然落枝性、スタンプ苗・直播き可能 

乙zip/ms maurit:ana（インドナツメ）(Indian jujube) (Zizyphusと 

も綴る、Syn z jujuba、 Rhamnus jujuba)；古くから植栽されて 

おり原産地は確かでないが、インドまたはアフガニスタン、インド 

からウズベキスタン、中国にいたる中央アジアとする説のほか、熱 

帯アフリカも含める説がある；長い乾季に耐える；年雨量125 ~ 

2,300mm；海抜高～900m、ただし600m 以下のほうが良く、 

2,000mで植執された事例もある 

Z spmna-christi(Christ-thorn) (Syn Rhamnus spina-chr:sti) ; 7 

フリカ北部～中近東；25 -38。N；乾季8 -10か月；年雨量100 ~ 

500mm；海抜高0 ---2,000m；耐塩性、侵入定着性強い、萌芽性、 

裸根苗・挿し木可能 

〈アカネ科（Rubiaceae)) 

Anthocephalus chinensis（カランパヤン）[Kelampayan （マレーシ 

ア）、Kaatoan bangkal（フィリピン刀(Sm A cadamba)；イン 
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インド~ 東南アシア ;4F雨星 i,ooomm ≦ ;標高 1,00om 以下 ;排水

のよい土壌のほうがよいが、冠水にも耐える

〈ヤマ モ ガ シ科 roteaceae) 〉

Grevmea robusta (ハ ゴロモ ノキ ){SI1ky oak); オース トラ リア ;

27~36oS; 乾季 2~6 か月 ;年雨量 700~1,200mm; 海抜高 800~

2,loom; 侵入定着性-強い、萌芽性弱い、シロアリに強い、裸根苗

Macadam ーa te班 !fb!′a (マ カダ ミア ) (Macadamia nut tree)(Syn,

M te口 aphy 〃a); オ ー ス トラ リア (New South W ales 東北 部 ~

Queensland( 南東部 ); 年雨量 1,200~3,ooom m (1,200mm 以下で

も潜水で栽培)

〈クロウメモ ドキ科 (Rhamnaceae) 〉

Maesops ーs eminn( ム シジ)(Mus ーzー); アフ リカ中央部 (リベ リア ~ ケ

ニア );8oN~2oS; 乾季 0~2 か 月 ;年雨量 1,200~3,ooomm; 海

抜高 100~700m; 萌芽旺盛、自然落技性、スタンプ菌・直播き可能

Zizjphus maunt-ana( イ ン ドナ ツメ )(lndian 」uJube)(Zizyph us と

も綴る、Syn z ノuノuba、Rhamnusju ノnba); 古 くから植栽されて

お り原産地は確かでないが、インドまたはアフガニスタン、インド

からウズベキスタン、中国にいたる中央アジアとする説のほか、熱

帯アフリカも含める説がある ;長い乾季に耐える ;年雨量 125~

2,300mm; 海抜高 ~90om 、ただ し 600m 以 下のほうが良 く、

2,ooomで植栽された事例もある

Z Sp川 a‐chr′sけ(ChrIst‐thorn)(Syn Rhamnus sP』na‐ohnsti); ア

フリカ北部 ~ 中近東 ;25~38oN; 乾季 8~10 か月 ;年雨量 100~

500m m; 海抜高 0~2,00om; 耐塩性、侵入定着性強い、萌芽性、

裸根苗・挿し木可能

〈アカネ料 (Rublaceae) 〉

Anthocepha ′us chmens-S( カラ ンパヤ ン )[Kelampaya o (マ レー シ

ア)、 K aatoan hangkal( フィリピン)](Syn A cadamba}; イン
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ド～ミヤンマー、スリランカ、フイリビン、インドネシア、ニュー 

ギニア；27。 N -'-9' S；乾季0 --3か月；年fl-i量1,300 -4,000mm ; 

海抜高0 - 1,300m 

Coffea arah!ca（アラビアコーヒー）(Atabian colfee )；アフリカ北 

東部（ェチオピア）；適当な乾燥気候；年雨量750 - 1,900mm ；海抜 

A 1,300 - 1,800m 

Naucien d,derrjchj:(ビ 3 ンガ) (Bilinga, Opepe) (Syn Sarcoceph 

aius trillesn)；アフリカ西部・中央部；10 'N -' 5'S；乾季0-2 か 

月；年雨量2,000 -4,500mm ；海抜高0 - SOOm ；スタンプ苗可能 

〈アカテツ科(Sapotaceae)) 

Achras zapota (サポジラ) (Sapodilla、 Chicle trees Sapota) (Syn 

Manilkara zapota、 Zapota zapodifla)；中央アメリカ、西インド諸 

島；年雨量1,200 -2,500mm；海抜高～1,200m；耐塩性極めて強い 

Butyiospei-mum park!! (エミエミ )((Shea) butter tree、 Emi 

emi) (Syn B paradoxurn、 B nh/oticurn)；西・中央アフリカ， 

10 -20'N；乾季4 -6 か月；年雨量300 - 1,000mm ；海抜高0 -

300 m ；直播き 

（アオギリ科(Stercuhaceac)) 

Guazuma u/in!んGa（グアシマ）(Guacima)；メキシコ～ブラシル南 

部、パラグアイ；27'N -28 'S；乾季2 -7 か月；年雨量700 ~ 

1,750mm ；海抜高0 - 1,200m 

Mansonia a)t!ss!ma（ベテ）(Bete, Ofun)；アフリカ西部～中央アフ 

リカ西；乾季のある多雨林地帯から半落葉林帯にかけて分布； 

Tnp!ochiton scieroxy/on（サンパ、オベチェ）(Samba(Cote dt 

Voire)、 Obeche(Nigena ))；アフリカ西部（シエラレオネ～コン 

ゴ）;0 - 10 'N；乾季0-2 か月；年雨量1,600 - 3.000mm；海抜 

高0 - 50Dm ；スタンプ苗、挿し木 
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1 ~ ミャンマ ー、 ス リラ ンカ、 フ ィリピ ン、 イン ドネ シア、 ニ ュー

ギニア ;27oN~9oS; 乾季 0ん 3か月 ;4f-li量 1,300~4,ooomm;

海抜高 0~1,300m

Coffea arab′ca( ア ラ ビア コー ヒー )(A1ab1ancoffee); ア フ リカ北

東部 (エチオピア); 適当な乾燥気候 ;年雨量 750~1,9oomm; 海抜

高 1,300~1,80 0 m

N aucjea d′dernc ルー(ビランガ )(Billnga 、 opepe)(Syn sarcocep か

‘1justrmes 〃); アフ リカ西部 ・中央部 ;looN~5oS; 乾季 0~2 か

月 ;年雨量 2,000~4,500mm; 海抜高 0~500m; スタンプ前可能

〈アカテツネi(Sapotaceae) 〉

Ach 「as zapota (サ ポ ジラ )(Sapod-1 ーa、 Chicle tree 、 Sapota)(Syn,

Man 」′kara zapofa 、 Zapora zapodma); 中央 アメ リカ、西 イ ン ド諸

島 ;年雨量 1,200~2,500mm; 海抜高~1,200m; 耐塩性極めて強い

Buryiospermum Dark “ (エ ミエ ミ)((Shea)butter tree 、 Em ・‐

eml) (Syn B paradoxum 、 B ndohcum): 西 ・中央 ア フ リカ ;

10~200N; 乾季 4~6 か 月 ;年雨量 300~1,00om m; 海抜 高 0~

300m; 直播き

(アオギ リ科 (Stercullaceac) 〉

Guazuma u!mifoj′a( グア シマ )(Guac1ma); メキ シコ ~ ブ ラ ジル南

部、パ ラグアイ ;27oN~28oS; 乾季 2~7 か月 ;年雨量 700~

1,750mm; 海抜高 0 ~ 1,200m

Mansonia a!tjssjma( ベ テ )(Bete 、 ofun); アフリカ西部 ~ 中央 アフ

リカ西 ;乾季のある多雨林地帯から半落葉林帯にかけて分布 ;

Trm ′och-ton scjeroxy ′on( サ ンバ 、 オベ チ ェ )(Samba(Cote dl

voire) 、 obeche(NIgerla)); アフリカ西部 (シエラレオネ~ コン

ゴ);0~looN; 乾季 0~2 か月 ;年雨量 1,600~3,ooomm; 海抜

高 0~500m; スタンプ菌、挿 し木
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〈キョリュウ科（Tamaiicaceae)) 

Tamanx aphyila (Tamarisk, Athel treeS Salt cedar) (Syn T 

articuIata、 T ozientalis)；巾央サハラ原産とされる；年雨量 

100mm 以下でも耐えるが、350 -'-- 50 0mm が最もよく生育；塩類耐 

性もある 

〈クマツヅラ科(Veibenaceac)) 

Grnelina arborea （メリナ、キダチョウラク）(Yema ne) ；イント、バ 

ングラデシユ、スリランカ、 ミャンマー、インドシナ半島、中国南 

部；5 -30。 N ；乾季2-4 か月が普通だが、7か月の乾季でも生育で 

きる；年雨量1,000 -4,500mm 、一部の産地のものはずっと少ない 

市量でも生育できる；海抜高0 - 1,200m ；萌芽性、シロアリに強い、 

スタンプ苗・挿し木・直播き可能 

Tectona grandis（チー・ク）(Teak)；インド亜大陸、ミヤンマー、ラ 

オス、カンボジア、タイ、（スマトラ2 ) ; 12 -25。N；乾季3 -6 か 

月；年雨量1,250 -3,000mm ；海抜高0 ---900m ；純林では侵食が 

起き易い、萌芽更新、耐火性、スタンプ苗 

(2 ）針葉樹（Conifers) 

〈マツ科（Pinaceae)) 

Pinus ayacahuite (Mexican white pine)；メキシコ～ホンジュラ 

ス；14 -21。 N ；乾季0~2 か月；年雨量1,200 - 2, 500mm ；海抜 

高1,800 -3,l00m 

P canariensis(Canary Island pine)；カナリー諸島；28 -29。N , 

乾季2-6 か月；年雨量600 - 1,750mm ；海抜高1,500 -2,500m ; 

萌芽性、耐火性、直播き可能、 

P . caribaea（カ)ビアマツ）(Caribbean pine); 3葉；3変種（下記）; 

いずれも低地多雨林地帯向き，var.hondwe刀s加が最も広く植えら 

れているが、塩基性土壌にはvar. bahamensis がよいとされている。 

-23 --

くキ ョリユウ料ぐramal lcaceae) 〉

Tamar ′x aP′ヱy"a ぐramar-sk 、 Athe1 tree 、 Saーtcedar)(Syn T

arrに U′ata、 T mien[ 可ーs); 中央サハラ原産 とされる ;年雨量

loom m 以下でも耐えるが、350~500mm が最もよく生育 ;塩額面ナ

件もある

〈クマ ツヅラ料 (Vel benaceac) 〉

Gme"na arborea( メリナ、キダチ ヨウラク )(Yema1le); イン ド、バ

ングラデ シュ、ス リラ ンカ、 ミャ ンマ ー、 イ ン ドシナ 半島、 中国南

部 ;5~30DN; 乾季 2~4 か月が普通だが、7か月の乾季でも生育で

きる ;年雨量 1,000~4,500mm 、一部の産地のものはずっと少ない

雨量でも生育できる ;海抜高 0~1,200m; 萌芽性、シロアリに強い、

スタンプ菌 ・挿 し木 ・直播き可能

Tectona grand!s( チー ク)(Teak); イ ン ド亜大陸、 ミャンマー、 フ

オス、 カンボ ジア、 タイ、 (スマ トラ ?);12~25oN; 乾季 3~6 か

月 ;年雨量 1,250~3,ooomm; 海抜高 0~90om; 純林では侵食が

起 き易い、萌芽更新、耐火tL、スタンプ苗

(2) 針葉樹 (Conifers)

くマツ料 (Pinaceae)〉

Pmus ayacahujte(Mexican wh ・te pme); メキ シコ ~ ホ ンジュラ

ス :14~21oN; 乾季 0~2 か月 ;年雨量 1,200~2,500mm; 海抜

高 1,800~3,loom

P canarzenszs(Canary lsland pine); カナ リー諸 島 ;28~29oN;

乾季 2~6 か月 ;年雨量 600~1,750m m; 海抜高 1,500~2,500m;

萌芽性、耐火性、直播き可能、

P,car′baea( 力リビアマツ)(Caribbean pーne);3 燕 ;3 変種 (下記);

いずれも低地多雨林地帯向き、var.hD 刀山ノrens虚が最も広 く植えら

れているが、塩基性土壌には var,bahamensis がよいとされている。
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P caribaea var haharnensis (Bahama pine) ;ハハマ諸島; 21 - 

27'N；乾季2 -5 か月；年雨量1,000 - 1,500mm ；海抜高0'-

1,00Cm 

P canbaea var. canbaea(Cuban pine)；キューバ（西部）、パインス 

諸島；21 -225'N；乾季2 -'4 か月；年「I)量1,050 ~ 1,800mm ；海 

抜高0 '- SoOm 

P canbaea var. honduxensis (Honduran pine)；ニカラグア～メ 

キシコ（束南部）; 12 '-18ロN ;乾季0 -'6か月；年市旦660 - 

4,400mm ；海抜高0'- 1,000m 

P chIapens;s メキシコ～グアテマラ；15 -20'N；乾季2 '-3か月， 

年雨量1,000 ~ 1,600mm ；海抜高600 "- 1,80Cm 

P ethottn (var, dfliottil) (Slash pine) ; USA rti東部 ; 28 -33'N , 

乾季2 '-4か月；年雨量650 '-2,500mm ；海抜高500 -2,500m ；裸 

根苗可能 

P haiepensis (Aleppo pine)；地中海沿岸地域（スペイン～トルコ）; 

30 - 44'N；乾季5-6 か月；年雨量400 -'800mm ；海抜高1.500 

- 2,50Gm；火・乾燥・シロアリに強い、直播き可能；近縁のP 

brutia(P. halepensis var. bi吐ia)（ギリシャ、キプロス、 トルコ、 

シリヤなど）、P eldanca（コーカサス地方）も乾燥に強い 

P kesiya（ケシアマツ）(Kesiya pine, Benguet pine（上ヒ))(Syn, P 

insuiaris、 P khasya) ; 3葉；フイリピン（ルソン島）、ベトナム、 

タイ、ミャンマー、インド東部、中国南部；11 -'-30 'N；乾季2'-6 

か月；年雨量700 '-' 1,800mm ；海抜高1,000 '-2,000m ；シロアリに 

強い 

P merkusi;（メルクシマツ）; 2 葉；大陸系（フイリピン産を含む）と島 

嶼系にわけられている 

大陸系：ミャンマー、タイ、カンボジア、ベトナム、ラオス、中 

国南部、フイリビン（ルソン島、ミンドロ島）; 11-21'N；乾季2-
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P carzbaea var haha′ncnsis(Bahama pinp); ハハマ諸島 ;21~

27oN; 乾 季 2~5 か 月 ;年 雨 量 1,000 ~1,500mm; 海抜 高 0~

1,ooom

P canbaea var, cm -baea(Cuban pme); キューバ (西部 )、パ インス

諸島 ;21~225oN; 乾季 2~4 か月 ;年雨星 1,050~1,800mm; 海

抜 高 0~500l n

P ca r′baea va flondu'en 団s(Honduran pーne); ニ カラグア ~ メ

キシコ (東南部 ):12~18oN; 乾季 0~6 か月 ;年雨量 660 ~

4,400mm: 海抜 高 0~1,ooom

p chlapez7s-s メキ シコ ~ グアテマ ラ ;15~20oN; 乾季 2~3 か 月 ,

年 雨量 1,000~1,600mm; 海抜 高 600~1,800m

P e〃′omi(var.e"jot 【“)(S1ash plne);USA 南東部 ;28~33oN;

乾季 2~4 か月 ;年雨量 650~2,500mm; 海抜高 500~2,500m; 裸

根館可能

P ha′epenszs(A1eppo plne); 地中海沿岸地域 {スペイン~ トルコ);

30~440N; 乾季 5~6 か月 ;年雨量 400~800mm; 海抜高 1,500

~2,500m; 火 ・乾燥 ・シロアリに強い、直播 き可能 ;近縁 の P

brutia(P, ねβ′epens ーs var,biuba 〕{ギ リシャ、 キプ ロス、 トル コ、

シリヤなど)、 P e′danca( コーカサス地方 )も乾燥に強い

P kes-ya( ケ シアマ ツ )(Kesiya plne 、 Benguet plne( 比 ))(Syn,P

′口su′ar′s、 P kbasya);3 葉 ; フ ィリピン (ル ソ ン島 )、ベ トナム、

タイ、 ミャ ンマー、 イン ド東部、 中国南部 ;11~30oN; 乾季 2~6

か月 ;年雨量 700~1,800mm; 海抜高 1,000~2,ooom; シロアリに

強い

P merkusi-( メルクシマツ);2 葉 ;大陸系 (フィリピン産を含む)と島

旗糸にわけられている

大 陸系 : ミャ ンマー、 タイ、 カ ンボ ジア、ベ トナ ム、 ラオス、 中

国南部、フィリピン(ルソン島、 ミンドロ鳥);11~21oN; 乾季 2~
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5か月；年雨量1.000 -2,800mm ；海抜高0-900m ；草生期（grass 

stage ）があり、発芽後の3-S 年はほとんど上長成長しない；火・シ 

ロアリに強い 

島換系’インドネシア（スマトラ）;5'N -3 '5；乾季0 -2 か月， 

年雨量2,000 ---3,000mm ；海抜高800 -1,600m ；草生期はない；シ 

ロアリに強い 

P oeiidenta)is(West Indian pine)；ヒスパニオーラ島、キューバ東 

部；18 -21" N ；乾季2-4 か月；年面量1.300 - 1,500mm ；海抜 

高0 - 1.500 In ；シロアリに強い 

P. oocaipa （オーカルパマツ）; 3巣；ニカラグア～メキシコ；13 -28 

'N；乾季2 -6 か月；年雨量750 --1,500mm ；海抜高1,000 ~ 

2,400m；萌芽性、シロアリに強い、産地による変異が大きい 

P patula（バトウラマツ）; 3葉；2亜種に分けられる場合がある 

P patula (subsp patula）メキシコ（中部～南部）; 18 -20'N；乾季0 

-3 か月；年雨量750 -2,000mm ；海抜高1,400 -3,200m ；裸根苗 

可能 

P panda subsp tecunumanu グアテマラ～ニカラグア；12 -19'N , 

乾季2 -4 か月；年雨量1,000 - 3,000mm ；海抜高1.000 ~ 

2,500m；裸根苗可能 

P pseudostrobvs (Pino blanco)；メキシコ～ホンジュラス；14 ~ 

26ロN；乾季0 -3 か月；年雨量1,000 - 1,500mm ；海抜高1,300 ~ 

2.800m 

P rathata（ラジアータマツ）(Radiata pine、 Monterey pine); 3葉； 

メキシコ（セドロス島、グアダルーぺ島）28, 2WN , USA（カ)フォル 

ニア州、モンテレーなど3か所）35 - 37' N に隔離分布；乾季2-3 か 

月；年iii量 6印～1,600mm；海抜高1,500 ---3,000m；裸根苗可能 

P roxburgfin (Chir pine)；ヒマラヤ地域（アフガニスタン～ブータ 

ン）;26-35'N；乾季2-4 か月；年雨量750 - 1,100mm ；海抜高 
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5か月 ;年雨量 1,000~2,800mm; 海抜高 0~90om; 草生期 (grass

stage)があり、発芽後の 3~5 年はほとんど上長成長 しない ;火 ・シ

ロアリに強い

島幌系 .インドネシア (スマ トラ);50N~30S; 乾季 0~2 か月 ;

年ド行星 2,000~3,ooomm; 海抜高 800~1,600m; 草年期はない ;シ

ロアリに強い

P oα」de 川副is(Westlndianpine); ヒスパニオー ラ島、 キューバ東

部 ;18~21oN; 乾季 2~4 か月 ;年雨量 1,300~1,500mm; 海抜

高 0~1,500m; シロア リに強い

P.oocaJpa( オー カルパマ ツ );3 巣 ;ニ カラグア ~ メキ シコ ;13~28

oN; 乾 季 2~6 か 月 ; 年雨 量 750~1,500mm; 海抜 高 1,000~

2,400m; 萌芽性、シロアリに強い、産地による変異が大きい

P patuja(パトゥラマツ);3 葉 ;2亜種に分けられる場合がある

P pmu ′a(subsp paruia) メキシコ(中部~ 南部 );18~20oN; 乾季 0

~3 か月 ;年雨量 750~2,00omm; 海抜高 1,400~3,200m: 裸根苗

　　　

P patu′a subsp 【ecui1uman 〃 グアテマラ~ ニカラグア ;12~19oN;

乾 季 2~4 か 月 ; 年 雨 量 1,000~3,ooomm ; 海 抜 高 1,000 ~

2,500m; 裸根苗可能

P pseudos とrobus(P1no blanco); メキ シコ ~ ホ ンジュラス ;14~

260N; 乾季 0~3 か 月 ;年雨量 1,000~1,500mm; 海抜 高 1,300~

2,80onn

P radzara( ラジアー タマ ツ )(Radlata plne 、 Monterey pine);3 葉 ;

メキシコ(セ ドロス鳥、グアダルーペ島)28、29DN 、USA( カリフォル

ニア州、モンテレーなど3か所 )35~37oN に隔離分布 ;乾季 2~3 か

月 ;年雨星650~1,600mm; 海抜高 1,500~3,ooom; 裸根強可能

P roxburgh 〃 (Chlr plne); ヒマ ラヤ地域 (アフガニス タン~ ブー タ

ン);26~35oN; 乾季 2~4 か月 ;年雨量 750~1,loomm; 海抜高
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1,200 -2,500m；火・乾燥に強い、直播き‘裸根苗可能 

〈ヒノキ科(Cupressaceae )) 

Cupressus ]usitanica（メキシコイトスギ）(Mexican cypress) (Syn 

C hndieyj)；メキシコ～コスタリカ；10 -27'N；乾季2-3 か月； 

年雨量1,000 - 2,500mm ；海抜高1,300 ~ 3,300m ；裸根苗可能 

C . arizonica (Arizona cypress) ; USA（アリゾナ、ニューメキシ 

コ）～メキシコ；25 -35 'N；乾季4 -7 か月，年雨乱250 - 

7SOmm ; M 抜高 1,000 -2,800rn 

C macrucarpa (Monterey cypress) (Syn C . haitwegn) ；モン 

レー(USA カJフォルニア）; 36.5『N；乾季2-4 か月；年m量700 

~ 1,600mm ；海抜高500 -3,500m；裸根苗可能 

C toruiosa(Bhutan cypress)；ヒマラヤ西部～ブータン；28 -32' 

N ；乾季3 -4 か月；年市量650 - 1,600mm；海抜高1.000 -

2,800m ；耐寒性、裸根苗可能 

〈ナンョウスギ科（Araucariaceae)) 

Arancana angusti拓fin（パラナマツ）(Parana pine)；ブラジル南 

部、主にパラナ州、パラグアイ南東部；20 -30。 S；乾季0 -2 か 

月；年而量1,250 '-2,200mm ；海抜高1.500 - 2,000m 

A cunn,nghamii（ナンョウスギ）(Hoop pine)；パプアニューキニア 

（以下PNG ) ; 0 - 32 - S；乾季2 -4 か月；年雨量1,000 -

1,800mm ；海抜高0 -2,000m；幼齢期耐陰性 

A excelsa（シマナンョウスキ）(Norfolk (Island) pine) (Syn 

A heterophyila)；ノーフォーク島；28 '30'S；熱帯各地で植執さ 

れており、比較的土地を選ばないとされているが、どちらかと言え 

ぱ湿潤気候向き 

A hunsteina （クリンキーパイン）(Kiinki pine) ; PNG ; 5-la's , 

乾季0 -2 か月；年雨量1,600 -4,600mm ；海抜高200 - 1,800m 
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1,200~2,500m; 火 ・乾燥に強い、直播き・裸根苗可能

〈ヒノキ科 (ぐupressaceae)>

Cupressus A-s′【amca( メキシコイ トスギ )(M ←×-can cypress)(Syn

C ′mmey “ ;メキ シコ ~ コス タリカ ;10 へ 27oN; 乾季 2~3 か月 ;

年雨量 1,000~2,500mm; 海抜高 1,300~3,300m ;裸根苗可能

C.ar ーzomca(Ar1zona cypress);USA( ア リゾナ、 ニ ュー メキ シ

コ )~ メ キ シ コ ;25~35oN; 乾 季 4~7 か 月 , 年 雨 鼠 250 ~

750m m; 海抜 高 1,000~2,8oom

C macrocarpa (Menterey cypress)(Syn C,harhveg ‘z); モ ンテ

レー (USA カリフォルニア);36,5oN; 乾季 2~4 か月 ;年「Ti星 700

~1,600mm; 海抜高 500~3, 500m ;裸根苗可能

C foru′osa(Bhutan cypress); ヒマ ラヤ西部 ~ ブー タン :28~320

N; 乾季 3~4 か月 ;年雨量 650~1,60oln m; 海抜 高 1,000~

2,800m; 耐寒性、裸根苗可能

〈ナ ンヨウスギ料 (Araucarlaceae) 〉

Araucana angust ′fo万a( バ ラナマ ツ )(Parana pーne); ブ ラジル南

部、主にパラナ州、パラグアイ南東部 ;20~30os; 乾季 0~2 か

月 ;年雨量 1,250~2,200mm; 海抜 高 1,500~2,o oo m

A c m }nmgha 川〃(ナ ンヨウスギ )(Hoop plne); パ プアニ ューキニア

(以 下PNG);0 ~ 32 oS; 乾季 2 ~4 か 月 ;年 雨量 1,000 ~

ュ,800mm; 海抜高 0~2,Doom; 効齢期酌陰観

A,exce ′sa( シマ ナ ン ヨ ウス ギ )(Norfolk(lsland)plne)(Sy n

A h e terophyjja); ノ「フォーク島 ;28030.S; 熱帯各地で植栽さ

れており、比較的土地を選ばないとされているが、どちらかと言え

ば湿潤気候向き

A hqnsre/n"( ク リンキーパ イン )(KI1nk1p-n ;PNG;5~loos;

乾季 0~2 か 月 ;年雨量 1,600~4,600mm; 海抜高 200~1,800m
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3）植栽樹種の選び方 

植栽にあたっては、予定地あるいはその周辺にある、ないしはかってあ 

った在来樹種を植えることが望ましいが、一口ひどく林冠を壊してしまっ 

たところでは、いきなり天然林の上層を構成する極相的な樹種を植え込む 

ことは難しく、まず先駆的な早成樹種を植えることが多い。熱帯林の場合、 

普通には右用樹種が抜き伐りされており、その後の取り扱い方では大然更 

新を期待する方法もあり、実際にそのような施業が行われて成功している 

例もある。天然更新がうまくゆかない簡所にたいして行う補整植栽や、有 

用な樹木だけを選択的に伐採・利用したために劣化した林分における樹種 

更改には、まず在来樹種を植え込むことが多い。 

(1〕植栽の目的による選択 

植栽樹種はまず、造林の目的によって選択される。最近では、森林を造 

成する目的は次のように3 大別されており、それそれの目的に合致した樹 

種を選択する。 

(a）産業造林 

日的とする林産物を大規換に牛産しようとするもので、林産物としては、 

製材用材、パルプ‘チップ材、燃材、木材の成分などに分けることができる。 

①製材用材一成長は速いにこしたことはないが、何よりも通直で完満な幹 

を形成し、大径材の生産に適した樹種でなければならない0 代表的な樹 

種は、引葉樹ではイトスギ類やアローカJ ア類、広巣樹ではマホガニー 

やチーク、あるいは一部のマメ科樹木などであるが、伐期を長くすれば、 

ユーカリ類やマツ類も利用できる。アローカJ ア類やマホガニーは合板 

用としても植栽されている。 
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3)植栽樹種の選び方

稲城にあたっては、予定地あるいはその周辺にある、ないしはかってあ

った在来樹種を植えることが望ましいが、ー一日ひどく林冠を壊 して しまっ

たところでは、いきなり天然林の上層を構成する極相的な樹種を植え込む

ことは難しく、まず先駆的な早'茂樹種を植えることが多い。熱帯林の場合、

普通にはイリ打樹種が抜き伐りされており、その後の取り扱い方では天然更

新を期待する方法もあり、実際にそのような施業が行われて成功している

例もある。天然更新がうまくゆかない箇所にたいして行う補整植栽や、有

用な樹木だけを選択的に伐採・利用したために劣化した林分における樹種

更改には、まず在来樹稲を植え込むことが多い。

(1) 植栽の目的による班択

植栽樹種はまず、造林の目的によって選択される。最近では、森林を造

成する目的は次のように 3大別されており、それぞれの目的に合致した樹

種を選択する。

(a)産業造林

日的とする林産物を大規模に牛産しようとするもので、林産物としては、

製材用材、パルプ・チップ材、燃材、木材の成分などに分けることができる。

①製材用材 .成長は逐いにこしたことはないが、何よりも通直で完満な幹

を形成し、大径初の生産に適した樹柿でなければならない。代表的な樹

種は、針葉樹ではイトスギ類やアローカリア類、広粂樹ではマホガニー

やチーク、あるいは一部のマメ科樹木などであるが、伐期を長くすれば、

ユーカリ類やマツ頼も利用できる。アローカリア類やマホガニーは合板

用としても植栽されている。
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②パルプ・チップ材‘成長が速く、幹の通直な樹種が望ましい。従来は、コ、 

ー力リ類、マツ類、メリナ、モルソカネムなどが土体であったが、最近 

はアカシア類（例えばAcacia mangiurn）などのマメ科の早成樹木も柚 

栽されている。多くのユーカリ類の場合には、短伐期で町芽更新による 

のが普通で、萌芽性の強い樹種が有刊である。ちなみにE degluptaは 

萌芽性が低く、萌芽更新は行われないという。 

③燃材‘樹形はあまり問題にならないが、とくに初期成長の優れた早成樹 

種がよく、この場合にも短伐期で萌芽更新できることが望ましいので、曲 

芽性の高いものが有利である。候補樹種は尨大な数にのぼろうが、NAS 

(1980. 1983）に取り上げられている気候帯別の主要樹種を列挙する 

（注一馴染みの少ない樹種のみ朴名を付記）。 

湿潤熱帯 

Acacia auriculi白r1rns、 BuIsera sirnaruba (カンラン科） 

Calliandra calothyrsus、 Casuarina equisetiんHa 

Eucalyptus brassiana\ Eucalyptus deglupta 

Eucalyptus peihta、 Glincidia sepiurn 

Ginelina arborea、 Guazuma ulmifaha（アオキリ科） 

Leucaena leucocephala\ Maesops;s cmiii;;（クロウメモドキ科） 

Mangroves、 Muntinga calabura（ホルトノキ科)、 Psidiurn guajava 

Sesbania grand;uIora、 Sizygium cumin];（フトモモ科） 

Terminalia catappa、 Tienia spp （ニレ科） 

熱帯高地 

Acacia mearnsn、 A ;iantlus alt,ssjjna （ニガキ科） 

Alnus acuminata、 Ainus nepalensis (カバノキ科） 

Eucalyptus globulus、 Eucalyptus grandis 
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②パルプ・チップ材 .成長が速く、幹の通直な樹種が望ましい。従来は、ユ

ーカリ類、マツ類、メリナ、モルソカネムなどが土体であったが、最近

はアカシア類 (例えば Acacーa mangmm) などのマメ料の早成樹木も植

栽されている。多 くのユーカリ類の場合には、短伐期で萌芽更新による

のが普通で、萌芽机の強い樹桶が有利である。 ちなみに E degiりpra は

湖勢性が低く、萌芽更新は行われないという。

⑦燃材 .樹形はあまり問題にならないが、とくに初期成長の優れた早成樹

種がよく、この場合にも短伐IUIで萌芽‐更新できることが望ましいので、萌

芽件の高いものが有利である。候補樹種は彪大な数にのぼろうが、NAS

(1980、 1983) に取り上げられている気候帯別の主要樹種を列挙する

(注 .馴染みの少ない樹種のみ科名を付記)。

湿潤熱帯

ACac ・a a u ric u {-fonnls 、 Bu ・sera slmaruba( カ ン ラ ン料 )

Ca′′′a刀dra caヱ○thyrsuS 、 CaSUarmaeq 皿 seねfo′′ゑ

Eucaiyp 【us brass‘ana 、 Euca ′ypfus degノーリ 媛

Euca{yp{"s pelllta 、 Gilrlcld ‘a sep 1u m

G me ′-na arborea 、 Guazuma u!mifo ねa( アオ ギ リ科 )

Leucaena ′eucocepf1a/a 、 Maesops-s emm"{ クロウメモ ドキネ"

Mangroves 、 Mumzngacafab はra( ホル トノキ料 )、 PS1dm ot guajava

sesban な grand-f!ora 、 S′zygmm cumm ′′ (フ トモモ窄1)

Tern7majia c欲 aPPa 、 Tーema spp( ニ レ窄め

熱帯高地

Acac ′a mearns" 、 A 月a旧如 samss"na( ニガキ科 )

Ajnus acu′mnata 、 A′nusilepa ′ms ′s( カバ ノキ料 )

Eucaiyprus g/obu ′u Euca ′yptus grand ′s
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Eucalyptus i obusta、 Eucalyptus tei eticornis 

Gievillea robusta、 Inga vera（マメ科ネムノキ亜科） 

Me/ia azedarach、 Robjuja pseudoacac;a 

乾燥地ー半乾燥地 

A ce/Cia nilatica,Acacia sabgna、A cacia se//Cga) 

Acacia seyal, Acacia tortilis 

Albizia lebbeck\ Anogeissus lat」んha（シクンシ利） 

Azadirachta jnd,ca、 Balanites aegyptiaca 

Cajanus cajan. Cassia siamea、 Colophospermum mopane（マメ科） 

Conocarpus lanc」釦Ii us（シクンシ科)、 Dalbergia sissoo 

Eucalyptus camaldulensls\ Eucalyptus citriodora 

Eucalyptus microtheca、 Haloxylon persicunj 

Parkinsonia acuIeata、 Pinus halepensis 

P ,thecellobium dulce、 Piosopis chilensis 

Prosopis cineraria、 Prosopis juliflora 

Prosopis tainarugo、 Sesbania sesban 

Tarn arix aphylla（ギョリュウ科)、 Zizyphus inauritiana 

④特用林産物‘最終的に材も利用できないことはないが、樹体各部に含ま 

れる成分や果実などを生産するために大規模な造林が行われている樹種 

もある。前者の代表的なものはアラビアゴムで、最も多く植栽されてい 

るのはAcacia senegalである。タンニンの生産には、主にオーストラリ 

ア原産の各種のアカシア類、例えばAcacia mearnsiiが植えられている。 

林産物とされる果実には例えぱカシューナッツがあり、このためにはカ 

シュー(Anacardiuni occidentale）が植えられている。 

一29-

E(′ぐa′yP1usiobusza 、 Euca ′yl)rub 【eiehcor ′】′s

G′pv′′lea robusta 、 1〃ga verz-( マ メ料 ネムノキ 幅科 )

Me ′ーa azedarach 、 Rob"7 ーa f)ふeud 。acac ーa

乾燥地・半乾燥地

A ゑご用 ′m α 尾 a、 AC 台α‘z sa ねg刀a、 Acac ′a se “eg β/

Acac ′a seya ′、 Acac ′a torn"s

A′biz‘a bbeck 、 Anoge ・ssus 』a"fo′za( シク ンシ科 )

Azad ーracma 川 dにa、βaヱa刀ヱfes aegypt ′aca

CaJanus caian 、 Cass ーa siamea 、 Co!oPhosPermum moPane( マ メ参り

Coi}ocarpus ′ancifo′」us( シクンシ料 )、 Dajbergia sissoo

Euca ′yp 「us cama ′du′ei}sis 、 Euca ′yptus c#riodora

Euca ′ypt" も micro 上れeca 、 HaJoxy ′on persicum

Parkinsonia acu ′eata 、 Pmus ′la!epensis

P」fhece"obium duice 、 Pーosopis chi′ensjs

pr 。sop ーsqnerar ′a、 Pr 。sopis ju′ば,。ra

Prosopzs tannarugo ・ 5esbania sesban

Tamarix aphy 〃a( ギ ョリユウ料 )、 Zizyphusmauritiana

④特用林産物 .最終的に材も利用できないことはないが、樹体各部に含ま

れる成分や果実などを生摩するために大規模な造林が行われている棚種

もある。前者の代表的なものはアラビアゴムで、最も多く植栽されてい

るのは Acacia senega ′である。 タンニ ンの生産 には、主 にオー ス トラ リ

ア原産の各種のアカシア類、例えば Acacia meariヱs〃が植えられている。

林産物とされる果実には例えばカシューナッツがあり、このためにはカ

シュー (Anacard ′um occjdenta ′e) が植 え られてい る。
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(b）地域で効用を期待する造林 

利用の目的は多様で、建築や建具のための木材、燃材を得るほか、前項 

でも挙げた果実や、家畜の飼料、養蜂のための飼引、薬用なと成分の利川 

も期待される。従って、栽培しやすい、早成である、葉か飼料になる、萌 

芽中Iが高い、などの牡徴をもつ樹種か望ましく、いわゆる多日的樹種 

(multipurpose tree species ; MPTS）で、しかも成長が速く、根粒樹 

木が有力な候補樹柿となる。最近いわれる社会林業で、地域住民の福相の 

向Itを目的とする柚林である。これらは自家消費だけでなく、キャノシュ 

クロノプとして収入のlIl」上を図ることもある。また、次項で述べるような、 

樹林または森林の有存による効用も期待される。 

(c）環境保全のための植林または緑化 

水源油養、土壌の侵食防止、防風、防砂、荒廃地緑化などが目的で、従 

って、風に強い、瘠せ地に討える、根系が深く・大きい、さらに更新しや 

すいなどが選定の条件で、できれぱ寿命の長いものがよい。在来の窒素固 

定樹木て、成長の速い樹種の中から、このような特’n を持つものを選ぶこ 

とが望ましいが、早成樹種は－－・般に寿命が短いとされるので、最初は早成 

樹種を植えるとしても、将来は晩成樹種に更改してゆくことが望ましい。 

(2 )環境条件による選択 

(a）気諏条件による選択 

次のステップは、植栽予定地の環境条件をよく調べ、植救の目的によっ 

て選定された樹種群から、現地の環境条件に合致した樹種を選定すること 

である。この場合に考慮すべきマクロな要因は平均年降水量、月平均降水 

量、月平均気温などである。年降水量は最も簡便な目安であるが、とくに 

半乾燥地などでは年による変動か大きいので、平均の年降水量だけでなく、 

年による変動の幅、とくに少ない年の降水量に注目することが肝要である。 
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(b)地域で効用を期待する造林

利用の =的は多様で、建築や建只のための木材、燃材を得るほか、前項

でも挙げた果実や、家畜の飼料、養蜂のための飼料、薬用なと成分の利用

も期待される。従って、栽培 しやすい、甲‐戒である、兼か飼料になる、ー掬

芽性が高い、などの射徴をもつ樹種か望ましく、いわゆる多目的樹種

(m u ltlpurpo e tree species;MFrs) で、 しか も成 長が速 く、根粒樹

木が有力な候補樹柿となる。最近いわれる社会林業で、地域住民の福初の

向 1;を1〕的とする神林である。これらは自家消費だけでなく、キャノシュ

クロノブとして収入の向上を図ることもある。 また、次項で述べるような、

樹林または森林の有春による効用も期待される。

(c)環境保全のための植林または緑化

水源油義、土壌の侵食防止、防風、防砂、荒廃地緑化などが目的で、従

って、風に強い、癖せ地に耐える、根系が深 く・大 きい、さらに更新 しや

すいなどが選定の条件で、できれば寿命の長いものがよい。在来の窒素固

定樹木て、成長の速い樹種の中から、このような特性を持つものを選ぶこ

とが望ましいが、早成樹種は‐一般に寿命が短いとされるので、最初は早成

樹種を植えるとしても、将来は晩成樹種に更改してゆくことが望ましい。

{2) 環境条件による選択

(a)気象条件による濃択

次のステップは、植栽予定地の環境条件をよく調べ、植栽の目的によっ

て選定された樹種群から、現地の環境条件に合致した樹種を選定すること

である。この場合に考慮すべきマクロな要因は平均年降水量、月平均降水

量、月平均気温などである。年降水量は最も簡便な目安であるが、とくに

半乾燥地などでは年による変動か大きいので、平均の年降水量だけでなく、

年による変動の幅、とくに少ない年の降水量に注目することが肝要である。
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月別の降水量と気温が分かれば気候図形（図1）が描けるから、植栽予定地 

と候補樹種の産地または大然分布地の気候図形を比ぺて、似ているものを 

選ぶ。気候図形では、雨且の年変化lIlI線か気温の年変化曲線より下になる 

期間が乾季になる。つまりこの図の目癖りで月雨量が月平均気温より低い 

月 (50 ~60mm 以1）は水分不足が予想される月で、このような月を合わ 

せたのが乾季になるが、乾燥月の定義はこのほかにもいろいろある。熱帯 

では気温に大きな違いがないので、大ざっぱに年甫量で乾燥の程度を区分 

することが多い。例えば、500mm 以下は乾燥地、500 ~ 1,000mm は半乾 

燥地とする区分は比較的広く用いられている。 

Kitui (Kenya) 1,100m Chiengmai (Thailand) 314m 
227t 775mm 25 3'C 1,364mm 

 似 
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図1 気候図形の例 

(1）ケニア、キツイ（約I' 8、約38 t 、約1,100m asl) 
(2）タイ、チュンマイ（18。47 'N,帆。的‘E、 314m adl) 

ここで、前節の主要植栽樹種に添えた情報や筆者の経験を加味して、乾季 

の長さを基準にして植栽可能な樹種を大まかに区分してみると表4のように 

なる。一方、年雨量によって乾燥度合を区分し、それぞれの区分ごとに適す 

る植栽候補樹種を例示しているものもあり、表5はそのーつの例である。さ 
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月別の降水量と気温が分かれば気候図形 (図1) が描けるから、植栽予定地

と候補樹種の産地または大然分布地の気候図形を比べて、似ているものを

選ぶ。気候図形では、雨量の年変化曲線が気温の4ト変化曲線より下になる

期間が乾季になる。つまりこの図の臼滞りで月雨量が月平均気温より1広い

;i(50~60mm 以下) は水分不足が予想される月で、このような月を合わ

せたのが乾季になるが、乾燥月の定義はこのほかにもいろいろある。熱帯

では気温に大きな違いがないので、大ざっぱに年雨量で乾燥の程度を区分

することが多い。例えば、500m m 以下は乾燥地、 500~1,00omm は半乾

燥地とする区分は比較的広く用いられている。

KituI(Kenya) 1,loom

227℃ 775mm

　
　

月
平
均
気
温

Chlengma-(Tha1land)314m
253℃ 1,364mm
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月
平
均
降
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図1 気候図形の例
(1) ケニア、キツイ (的 los、約 38oE 、約 1,loom as1)
(2) タイ、チ ェ ンマ イ (18047 ′N 、 98059 ′E 、 314m asl)

ここで、前節の主要植栽機種に添えた情報や筆者の経験を加味して、乾季

の長さを基準にして植栽可能な樹種を大まかに区分してみると表4のように

なる。一方、年雨量によって乾燥度合を区分し、それぞれの区分ごとに適す

る植栽候補樹種を例示しているものもあり、表5はその一つの例である。さ
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らに、アフリカの半乾燥地、乾燥地に対する候補樹種区分を示した例（表6) 

もある。まだ樹種の特性もト分には判っていないし、降水量にも変動がある 

から、いずれもこれまでの情報を参考にした試案ということになる。 

ここで重要なことは、天然分布が広い樹種の場合、産地によって環境条件 

が異なることで、同じ樹種でも産地に留意する必要がある。例えば、ユーカ 

リの1種、P. albaの分布地域の年降水量は750mnl から2,000mm にわたっ 

表4 乾燥月数による熱帯低地の植栽樹種の区分 

①乾季‘4か月以下 

Acacia mangium（マンギウムアカシア） 

AnthocePha/us chinen町$（カランパヤン） 

Cortha alliodora行ウレル） 

Eucalyptus deglupta（カメレレ） 

Maesopsis erninhl（ムシジ） 

Paraserianthes 白kataria（モルッカネム） 

乃pus rnerkus"（メルクシマツ） 

Sesbania grand/flora（シロゴチョウ） 

Termina山brassu（ブラウンターミナリア） 

②乾季‘5-6 か月 

Anacarthurn occidentale（カシュ・ー） 

Casuarina jun帥uhniana 

Eucalyptus uroph回Ia 

Grevillea rob usta（ハゴロモノキ） 

Melia azedarach（センダン） 

Shorea robusta（サール） 

③乾季：7~8 か月 

Acacia auriculi面rims 

Cassia 司am e a（タガヤサン） 

Eucalyptus carnaldulens藩 

動calyPtus tereticornis 

④乾季：9か月以上 

Acacia nilotica 

Acacia tortilis 

Cortha sinensis 

Mel/a volkensu 

Term加al/a brownii 

Albizia Jebbeck（ビルマネム） 

Cedrela odorata（セドロ） 

Em加sperm uni peltatum（グバス） 

肋tsia b加ga（タイヘイョウテツボク） 

Ochroma lagopus（バルサ） 

Pin us caribaea (か)ビアマツ） 

Pterocaipus indicus(が)ン） 

Swietenia macroph川a（マホガニー） 

Terminal/a Ivorensis（フラミレ） 

Casuarina equisetiんha（モクマオウ） 

Dalbergin sissoo（シッソー） 

Gnieljna arborea（メリナ） 

Leucaena leucocephala（ギンネム） 

npus merkusii（メルクシマツ） 

Tectona grandis（チーク） 

Acacia catech u（アセンヤクノキ） 

Cassia spectabilis 

Eucalyptus dtrio dora（レモンニLーかJ) 

Parkinsonja aculeata 

Acacia senegal（セネガルアカシア） 

Azadirachta indica（ニーム） 

Pa記her加a albida 

Tamarindus indica（タマリンド） 

Term/na/ia prunioides 

、アフリカの半乾燥地、乾燥地に対する候補樹種区分を示した例(衣6)

る。まだ樹種の特性も f‐分には判っていないし、降水量にも変動がある

、いずれもこれまでの情報を参考にした試案ということになる。

こで重要なことは、天然分布が広い樹種の場合、産地によって環境条件

なることで、同じ樹種でも産地に留意する必要がある。例えば、ユーカ

1補、 E,a′baの分布地域の年降水量は 750mm から2,ooomm にわたっ

表4 乾燥月数による熱帯低地の植栽樹種の区分

.4 か月以下

mangium( マンギウムアカシア) A肋 ziajebbecjd ビルマネム)
cepj1a′uschmens ーs(カランパヤン)Cedre ′aodorata( セドロ)

aj!jodorar ラウレル ) Endospermumpe ′tatum( グバス)

ptus deg′upra(カメレレ) lntsiab′juga(タイヘイヨウテツポク)
ps群 em 中れ(ムシジ) ochroma jagopus( バルサ )

namhes ね′catar′a(モルツカネム)Pmuscar のaea( 力リビアマツ)

mer 大us"( メルクシマツ) Pterocaipus ′nd-cus( カリン)

-a grandmora{ シロゴチョウ) Sw′etema 川 acrophy 〃a(マホガニー )

〃a!ia brass"{ ブラウンターミナリア) Term-na 【′aivorens ーs(フラミレ)

・5~6 か 月

rdmm occzdenta′e(カシュー ) Casuanna equ′seねわ"a( モクマオウ)

rinaノリngわuhnjana Dajberg′a 別ssoo( シッソー )

Ptus urophyj′a Gme!inaarborea( メリナ )

′ea robusta( ハゴロモノキ ) Leucaena ′eucocepha ′a(ギンネム)

azedaracj1( センダン) anusmerkusu( メルクシマツ)

robusta( サール ) Tectonagrandis( チーク)

:7~8 か月
auricuノ′あrmzs Acacia catechu( アセンヤクノキ )

siamea( タガヤサン) Cass′a spectab′′-s

p「uscama ′dujensis Euca!yptuscitr ′odora( レモンユーカリ)

plus teredcornis park ′nsonia acu′eara

:9か月以上
刀耳otにa Acac-asenega ′(セネガルアカシア)

tor鯛ヱs Azadirac 層 aーnd-ca( ニーム )

sme 刀sis Fa′dherbヱa aibida

vo′kensl′ Ta 川 anndusmd ′ca(タマリンド)
.naila

brownnTermii}a ′-aprun-ojdes
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表5 年降水量による気候区分と適樹種の例(Evans (1992）をー部改変） 

年降水量(mm) 乾湿区分 適当な植栽樹種の例 

1,800 < 湿潤熱帯 Acacia mangium 

Eucalyptus deglupta 

Pinus caribaea 

Swietenia macrophylla 

1,000 - 1,800 半湿潤熱帯 Acacia auraculifoimis 

Eucalyptus granths 

Grnehna axhorea 

乃ntis metkus" 

Tec切na grand,s 

600 -- 1,000 乾燥熱帯 Albiz,a lebbeck 

Cassia siamea 

Cassia spectabths 

Croton megalocarpus 

Eucalyptus camaldulensis 

200 -600 半乾燥地 A cacia holosencea 

Azadirachta indica 

Parkinsonia aculeata 

Prosopis luhnora 

<200 乾燥地 Acacia melh血la 

Acacia tortilis 
2、 3のProsopisspp 

植栽には潅水が必要 
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表5 年降水量による気候区分と適樹榎の例 (Evans(1992) を一部改変)

年降水量 (mm) 乾湿区分 適当な植栽樹種の例

1,800< 湿潤熱帯 Acacia man 摩りml,800< 湿潤熱帯 Acacia mangum

βuca!yptus deglup(a

Pmuscarlbaea

sw!efe 刀′a macrophy 〃a

l,000~1,BOO 半湿潤熱帯 Acacia auricu′}危imisAcaciaauricu ′}れoin7is

EーJca′yp【usgrandis

Gmejina a′borea

Pinusmerkus- ′

Tedo 口a graudis

600~1,000 乾燥熱帯 A′b′zia′ebbeck
Cassia siamea

Cass′a spectabdis

Croton mega ′ocarpus

Euca ′yp 【us cama ′duie′isis

200~600 半乾燥 地 Acacia hojoseiーceaAcaciahojosei ーcea

Azad ′rachta md」ca

Parkmsonia acu′eaとa

Prosop′sノリ"i70ra

<200 乾燥 地 Acacia me 〃ー五eia

Acaciator 脱is

2、 3の Prosopis SPP

植栽には潅水が必要
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表6 水分要求度によるアフI)力の植栽樹種の区分（Weber & Stoney 1986) 

乾燥のきびしいサイト‘平均年降水量 200- 500mm 

Acacia radthana (=A , toi Ohs var radd:ana) 

Acacia senegal Annona senegalensis（ノ、ンレイシ科） 

Balanites aegyptiaca Boscia salicifolia（フウチョウソウ科） 

ainim加hum afncana（カンラン科） 

Conocarpus lancifohus（シクンシ科） Dobexa glabma（サルバドラ科） 

Euphorbia balsam:fera Faidhexhia albida 

Maerua cm ass!ルha（フウチョウソウ科） Pat kinsonia acubeata 

Prosop;s juhfloma Ziziphus spp 

や、乾燥したサイト 平均年降水量 500~ 900mm 

Adanson,a dig/ta加 

Azadirachta indica 

aLsla siatnea 

Eucab'plus canmaldu)厨s/s 

Haloxylon pem sicu in（アカザ科） 

Salvadoma persica（サルバドラ科） 

Tarnanx articulaf a Temminaha spp 

乾燥のよわいサイト 平均年降水量 900- l,200m1n 

Albizia lebbeck 

Borassus aethiopurn（ヤシ科） 

Casuarina eqwsetifo/ia 

Dalbergia inelanoxylon Erythiina abyssinica 

IvIarkharnia spp（ノウゼンカズラ科） Tarnanndus indica 

11－一わがNで馴染みのない樹仲には科名を付記した。 

Anacai thorn occiden tale 

Bauhinia spp 

Combreturn spp（シクンシ科） 

Ficus sycolnorus（クワ科） 

Pai加ab管lobosa 

Sc/c vocal ya birrea（ウルシ科） 

Anogeissus !eiocaipus（シクンシ科） 

Butymosperrnurn parka（アカテツ科） 

Cordia abyssinica (ムラサキ科） 

表6 水分要求度によるアフリカの植栽樹種の区分 (Weber&Stoney l986)

乾燥のきびしいサイト・平均年降水量 200
Acac ヱa radd ′ana (ニ A,ro"!! ′s var raddja 刀a)

　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　

βa′amtes aegyp ねaca β0sα a s

Comm ′P′ヱoiaa 身にa′za(カンラン窄め

Co′}ocarpub ′ai・ci命』」us(シクンシ科 ) Dobe をI

EuDflorbja balsaml 庇ra gaidjle′

Maerua ciass・ib万a(フウチョウソウ科 ) Pa 水白's(

Prosopーsノu′′"。ヱa z′zのhu

や、乾燥したサイト 平均年降水埴 500~9
Adanson ′ad′卵

.tara
Anacaj

Azad ーrachta ir雌に a Bau ′ヱ‘mi

cass ーasーamea combre

上す"ca/rpf"3 Cama/d 覆 e"s′3 F!Cussy

Hぞiわ×yio′ipeis′cum( アカザ科 )Par ′‘ia b

sa!vado ‘a pers1ca( サルバドうキト) Sden)ca

Tao 照れx arhcu ′ala Teim 〃i

乾燥のよわいサイ ト :平均年降水量 900~1,

A′bーzza′ebbpc′( A"oge ′も

βorassus aethiopu ロー(ヤシ科 ) Biifyーos

GasUarina equ′serifb!ia C()r山 aa

Da′berg 旧 me′a′ーoxy′o刀 Eryr ル i

Markhanna spp( ノウゼンカズラ科 ) Tamarir

71- わが国で馴染みのない樹涌には科名を付記した。

平均年降水量 200~500mm

人nnona sei1ega′msis( ハンレイシネ“

Boscia sa′iciわ"a(フウチョウソウ料 )

Dobe'‘ig′ab』a{サルバドラ千・})

β狙dhe′bia a′bida

paz 履 iis()"ja ilcu′eaza

z′ziphusSPP

500~9oomn ・

A′-acajd ′【ii刀 ocα dFi]なに

Bau ′ii′iiiISPP

COmbretmilspp( シクンシ不浄

F!cussycomori ノも(クワヂ“

Par′‘ia b′g′obosa

SC′en)caiya わirreil(ウルシ不ヰ)

Teim 〃ia′ia spp

900~1200mm

Anoge ′もsus′pioLa′Pus( シクンシおり

Biifyiospermuin par′山 (アカテツ料 )

")r 山a abyss′i1ica(ムラ、iナキ秤 )

Eryr ル i刀dabyssii 】ーca
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ており、乾燥した地域に導人する場合には降水旦の少ない産地を選ぶほうが 

安全であろう。またA holosericeaの場合にはさらに年降水量の幅が大き 

く、125mm からl500mm にわたっており、この数字でみる限り、半湿潤熟 

帯から乾燥地にわたっており、産地の選択が極めて重要てあることを示して 

いる。 

熱帯では、標高の高い所を除いて、普通には温度自体が植生の成立を直 

接制約することは少ないと考えられている。キンネムは海抜1.0 00 m 以上で 

は成長がわるいとされているが、これは夜間温度が下がって日較差が大き 

くなるためと説明されており、また逆に、テーダマツやスラッシュマツが 

熟帯低地で成長がわるいのは、夜温が高く、日較差が少ないためではない 

かとする見飼もある。いずれにしろ、温度条件も樹種選択のーつの要因で 

あり、とくに天然分布の広い樹種の場合には、種子の産地の緯度だけでな 

く、海抜高にも留意することが必要である。なお、熱帯でも高地では霜が 

おりる所もあるので、最低温度とその頻度にも配慮することが必要である。 

(b）植生条件による選択 

植栽予定地の植生も樹種の選択に影響しうる要件である。例えば、劣化 

してはいても、低木から小高木秤度の樹木が閉鎖ないしは樹冠を接してい 

るような場合には、令面的に伐開して地捕えすることは望ましくない。こ 

のような植生の場合には帯状に伐開していわゆるラインプランティングを 

行うことが多いが、残有帯の幅によっては植栽木に十分に光が当たらない 

こともある。このような状況で植執する場合には、幼齢期に陰樹的な特性 

をもつ樹種が向いているが、ケニアて植aされたものでは、 トウダイグサ 

科に属するCrown megalocarpusがこのような特性を示した。マホガニ 

ーも似た特竹をもっており、地杵えや保育の方法に工夫が必要である。－ 

力、草原や裸地の場合には、いきなり直射光に曝されるわけで、パイオニ 

ア的な樹種を選ぶのが得策である。 
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ており、乾燥した地域に導入する場合には降水屋の少ない産地を選ぶほうが

安全であろう。 また A ho′osericeaの場合にはさらに年降水量の幅が大き

く、 125mm から 1,500mm にわたっており、この数字でみる限り、半湿潤熱

帯から乾燥地にわたっており、酵地の選択が極めて重婁てあることを示して

い る。

熱帯では、標高の高い所を除いて、普通には温度自体が植生の成立を直

接制約することは少ないと考えられている。キンネムは海抜 1,ooom 以上で

は成長がわるいとされているが、これは夜間温度が下がって日較差が大き

くなるためと説明されており、また逆に、テーダマツやスラッシュマツが

熱帯低地で成長がわるいのは、夜湿が高く、 11較差が少ないためではない

かとする見解もある。いずれにしろ、温度条件も樹稲選択の一つの要因で

あり、とくに天然分布の広い樹種の場合には、種子の産地の緯度だけでな

く、海抜高にも留意することが必要である。なお、熱帯でも高地では霜が

おりる所もあるので、最低温度とその頻度にも配慮することが必要である。

(b) 植生条件による選択

植栽予定地の楠生も総種の選択に影響しうる要件である。例えば、劣化

してはいても、低木から小畠木程度の樹木が閉鎖ないしは樹冠を接してい

るような場合には、全面的に伐開して地{存えすることは望ましくない。こ

のような植生の場合には帯状に伐聞していわゆるラインプランティングを

行うことが多いが、残存帯の幅によっては植栽木に r分に光が当たらない

こともある。このような状況で植栽する場合には、幼齢期に陰棚的な特性

をもつ樹種が向いているが、ケニアて植栽されたものでは、 トウダイグサ

ネトに属する Croton megajocarpus がこのような特性を示 した。マホガニ

ーも似た特性をもっており、地祥子えや保育の方法に工夫が必要である。-

ノハ 草原や裸地の場合には、いきなり直射光に1屡されるわけで、パイオニ

ア的な樹種を選ぶのが得策である。
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(C）土地条件による選択 

土性や水はけなどは直接樹種を選択する要件とはしにくいが、特定の樹 

種で、根系の特性が判っているもの、上性の選好性が判っているもの、あ 

るいは冠水に対する耐性が知られているものなどがあれば、それらの要件 

も選択の際に考慮すべきことはもちろんである。例えば、モクマオウや 

Schinus moReは軽しょうな土壌を好むとされているから、重粘な土壌の 

土地では避けるほうがよい。 

肥沃度についてみると、釘葉樹ではアローカ1ア類は肥沃な土壌が必要 

とされている。広葉樹は、窒素固定を行う根粒樹木を除いて肥沃な土壤の 

ほうが良いのが普通であるが、中でもチークは肥沃な土壌が必要とされて 

いる。実際には肥沃度を簡易に評価するのは難しいので、有効土壌の深さ 

を目安にするのが普通で、土壌が深いところを選ぶ。 

最近問題になっている塩類土壌やアルカJ土壌の場合には、耐性のある 

樹種は限られているから、そのようなサイトでの植栽は回避するほうが安 

全であるが、敢えて植救しなければならない場合には、あらかじめPHや電 

気伝導度の変化をモニターし、これまでの情報を参考にしながら樹種を選 

択する。Fagg & Greaves (1990）などを参考にすると、比較的耐性があり 

そうな樹種の耐塩性の度合は次のようにランクづけできる。 

耐塩性が著しく高いとされる樹種 

Prosopis tamarugo、 P strombuhfera 

EC 8-10 mS/cmまで耐える樹種 

Acacia n;Iot;ea、 Pongamia plnnata\ Prosopis juhfiora 

EC 4 --6 mS/cm まで耐える樹種 

Acac,a tortihs, Albizia lebbeck, Azathrachta inthca 

Lawsonia glauca, Parkinsonia aculeata 

耐塩性かあるとされる樹種 

Casuanna equiseti加fin, C . glauca, Intsza bijuga 
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(c) 土地条件による選択

土性や水はけなどは直接樹種を選択する要件とはしにくいが、特定の樹

種で、根系の特輯が判っているもの、上性の選幻札が判っているもの、あ

るいは冠水に対する耐性が知られているものなどがあれば、それらの要件

も選択の際に考慮すべきことはもちろんである。例えば、モクマオウや

Schmus moije は軽 しような土壌を好むとされているから、重粘な土壌の

土地では避けるほうがよい。

肥沃度についてみると、針葉樹ではアローカリア類は肥沃な土壌が必要

とされている。広葉樹は、窒素固定を行う根粒樹木を除いて肥沃な土壌の

ほうが良いのが普通であるが、中でもチークは肥沃な土壌が必要とされて

いる。実際には肥沃度を簡易に評価するのは難しいので、有効土壌の深さ

を目安にするのが普通で、土壌が深いところを選ぶ。

最近問題になっている塩類土壌やアルカリ土壌の場合には、耐性のある

横種は限られているから、そのようなサイトでの植栽は回避するほうが安

全であるが、敢えて植栽しなければならない場合には、あらかじめpH や電

気伝導度の変化をモニタ』し、これまでの情報を参考にしながら樹種を選

択する。 Fagg & Greaves(1990) などを参考にすると、比較的耐性があり

そうな樹種の耐塩骨の度合は次のようにランクづけできる。

耐振性が著しく高いとされる樹稲 ,

Pr 。Sop 上s tamarug P Sとrombu! ーfera

EC 8~1o ms/cm まで耐える糊種 ,

Acac ーa ndot!ca 、 Pongam!a p m ila ta、 Prosopis ノu′」f'ora

EC 4~6 ms/cm まで耐える樹種 '

Acacia for 鋭ーs、 A′b!z′a iebbeck 、 Azad ′rachta ′ndica

Lawsoma g′auca 、 Parkmson ′a acu ′eata

耐塩性があるとされる樹種 .

Casuarina equ ーset′fo′ia、 C,g ′auca 、 lntsーa b u zig a
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Pithecellobium duice, Prosopis cineralia 

一方最近、各地で酸性土壌における植林が話題になっているが、そのよ 

うなサイトで行うアグロフォレストリーのための窒素固定樹木の耐性は、属 

によって次のように評価されている（Nair 1993)~ 

酸性土壌に耐性のある属 

AJbizia、 Ainus, Acacia、 CaJaJIuS、 Casuarina、 Dalbergia 

Eiythnna、 Giiric,dia, InnS Mimosa, Parkia, Sesbania 

酸性土壌に削性のない属 

Diphysa、 Fa,dherbia~ Piemingia, Gxewia、 Leucaena 

乃theceIIob,um、 Prosopis、 Ziziphus 

(d）野生動物の食害を考えた選択： 

アジア、熱帯アメリカにおける実情はよく分からないが、アフリカの半 

乾燥地には多くの草食性野生獣が生息しており、植林が進められている所 

では、それらによる食害が問題になっているところもある。例えぱ、ケニ 

ア、 タンザニアで問題になっているのはレイョウのI種ディクディク 

(dikdik) の食害であるが、噌好性があるので、被害のひどいところでは、 

彼らが好まない樹種を植える必要がある。これ以外に、具体的にどのよう 

な被害があるか詳しい情報はないが、アフリカのゲームパークに境界がな 

い、あるいはないに等しい実態から推察すると、草食性の野生獣が生息し 

ているところでは、どこで食害が起きても不思議ではない。 

広い意味では動物害に含まれるが、シロアリ（termites) の被害は半乾 

燥地の深刻な問題になっている。シロアリは苗木はもちろん、成木、木材 

に至るまで食害する。シロアリにも嗜好性があるので、生息密度が高いと 

ころでは樹種の選定に留意する必要がある。例えば、ユーカJ類は普通シ 

ロアリに好まれて食害を受け易く、一方、アフリカの場合、在来のアカシ 

ア類は、かりに部分的に食害を受けてもたやすく枯損することはなく、ま 
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P 自力ece"ob 目ml du′ce 、 ProsoP ーs cinera"a

-一方最近、各地で酸性 1;壌における植林が話題になっているが、そのよ

うなサイトで行うアグロフォレストリーのための窒素固定樹木の耐性は、届

によって次のように評価されている (Nalr l993)。

酸性土壌に耐性のある属 ,

Aーbーz′a、 A 加 リs、 Aca da 、 Caノaims 、 casuarina 、 Da ′berg ヱa

Ezythrma 、 G “rjcーdia, ヱnga 、 M ′mosa 、 Far ね a、 Sesba 刀な

酸性土壌に耐性のない属 ,

D‘pj1ysa 、 Faidherbia 、 F′emingia 、 Gーew 』a、 Le u c a eーia

p 1tilecejjobium 、 Prosop ‘s、 zーZip′]us

(d)野生動物の食害を考えた選択 r

アジア、熱帯アメリカにおける実情はよく分からないが、アフリカの半

乾燥地には多くの草食性野生獣が生息しており、植林が進められている所

では、それ らによる食害が問題になっているところもある。例えば、ケニ

ア、 タンザニアで問題になっているのは しイヨウのヱ種 ディクデイク

(dikdik) の食害であるが、晴好性があるので、被害のひどいところでは、

彼らが好まない樹種を植える必要がある。これ以外に、具体的にどのよう

な被害があるか詳しい情報はないが、アフリカのゲームパークに境界がな

い、あるいはないに等しい実態から推察すると、草食性の野生獣が生息し

ているところでは、どこで食害が起きても不思議ではない。

広い意味では動物害に含まれるが、シロアリ (termltes) の被害は半乾

燥地の深刻な問題になっている。シロアリは苗木はもちろん、成木、木材

に至るまで食害する。シロアリにも暗好性があるので、生息密度が高いと

ころでは樹種の選定に留意する必要がある。例えば、ユーカリ類は普通シ

ロアリに好まれて食害を受け易 く、一方、アフリカの場合、在来のアカシ

ア類は、かりに部分的に食害を受けてもたやすく枯損することはなく、ま
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た、 インドセンダンやCassia s N )も比較的被害か少ない。Wardell (1990) 

によれは、I3aIan,tes aegypuaca、 A4arkharn,a spp 、 'l'eim,na/ja spp 

なども被害を受けにくいとされている。 

(e）社会環境を考慮した選択’ 

Il会環境には各種の要件か含まれるが、樹神の選択に影響する要件として 

は家畜の飼育方法と火災の発生状況などか挙げられる。前者については、屋 

敷内・屋舎内で剣有する習慣がある場合には問題はないが、放牧を通常の飼 

育力法とする部族が周辺にいる場合や季節的に現れる場合には、やはり家畜 

が好まない樹種を選定するか、柵などの物理的防止策をとる必要かある。 

熱帯とくに乾季のあるところでは、造林地は常に火災の危険に曝されて 

いる。火災には別に述へるような要囚（p 112）があるが、いずれにして‘， 

一旦発生すると消火は極めて困難なので、いろいろな対策が取られており、 

造林技術的な対策のーつとして、樹種の選択も重豊である。樹木の防火機 

能は普通には防火性と耐火性に区別されているが、防火性は葉が厚く、ま 

た含水率が高いために発火しにくい（燃えにくい）性質であり、耐火性は、 

樹皮が厚いために、短時問の地表火程度なら形戒層の活力がまもられ、火 

災のあと間もなく萌芽・回復する性質のことである。火災の発生しやすい 

ところには、できればこれらの二つの性質を併せもつか、少なくとも耐火 

竹をもつ樹種を選ぶことが望ましい。火災発生の原因にもよるが、発生区 

域や発ノト頻度、発生規模などを検討して、酎火竹の高い樹種、例えぱチー 

クやメリナなどを植え分けるロ 

(3）在来樹種と外来樹種： 

これまで熱帯・亜熱帯における人工造林は外来樹種によることが圧倒的 

に多かった0 本来、外来樹種（exotic specieS、 exotics）は必要とする木 

材（林産物）の量・質を充足できるような在来の樹種(indigenous species、 

native Species）がない場合に限って用いるべきもので、安易に外来樹種 
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た、インドセンダンや Cassーa spp も比較的被害が少ない。 Wardc ー1(1990)

に よ れ ば 、 Ba ′anites aegyP"aca 、 Markham ・d spp 、 Teimma ′庁} spp

なども被害を受けにくいとされている。

(e)社会環境を考慮した選択 :

料金環境には各種の要件か含まれるが、栂種の選択に影響する要件として

は家畜の飼育方法と火災の発生状況などか挙げられる。前者については、屋

敷内・屋舎内で飼育する習慣がある場合には問題はないが、放牧を通常の飼

育方法とする部族が周辺にいる場合や季節的に現れる場合には、やはり家畜

が好まない樹種を選定するか、柵などの物理的防止策をとる必要がある。

熱帯とくに乾季のあるところでは、造林地は常に火災の危険に曝されて

いる。火災には別に述へるような要因 (p l12) があるが、いずれにしても

一旦発生すると消火は極めて困難なので、いろいろな対策が取 られてお り、

造林技術的な対策の一つとして、樹種の選択も重要である。樹木の防火機

能は普通には防火性-と耐火机に区別されているが、防火性-は集が厚く、ま

た含水率が高いために発火しにくい (燃えにくい) 性質であり、耐火性は、

樹皮が厚いために、短時間の地表火軽度なら形成層の活力がまもられ、火

災のあと間もなく萌芽・回復する性質のことである。火災の発生しやすい

ところには、できればこれらの二つの性質を併せもつか、少なくとも耐火

性をもつ樹林を選ぶことが望ましい。火災発生の原因にもよるが、発生区

域や発小頻度、発生規模などを検討して、耐火性の高い樹種、例えばチー

クやメリナなどを植え分ける。

(3) 在来樹種と外来樹種 :

これまで熱帯・亜熱帯における人工造林は外来樹種によることが圧倒的

に多か った。本 来、外 来樹種 (exot1c specles 、 exotlcs) は必要 とす る木

材 {林産物) の量・質を充足できるような在来の樹種 (indigenous specles、

nat1ve spec1es) がない場合に限って用いるべ きもので、安易に外来横種
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を導人することについてはいろいろな視点からの批判があり、実際に不都 

合が起きた場合もあるか、それにも拘らず、とくに熱帯I 亜熱帯の植林に 

おいては、現有もなお外来樹種は重要な役割を担っている。外来樹種に依 

存する理由は、①それまで森林がなかったところ、あるいは在来樹種が成 

長が遅かったり、集約な管理によ・りても生産性を高めることができないよ 

うな状況にあるところで緊急に用材を生摩したい、②ほとんどの在来樹種 

が著しく成長が遅い、③外来樹種のほうが造林的な取り扱い方が易しい、④ 

在来樹種についての知識が十分でない、⑤外来樹種のほうが種子を得やす 

い、⑥植栽予定地が草原や不毛な地が多い、⑦収穫物の利用を促進して地 

域の林産業を発展させる、などであるが、このほかにも、樹種ごとに造林 

が促進された個別の要因があるとされている。 

外来樹種による熱帯造林の具体的な事例を挙げると、オーストラリアに 

おけるカjビアマツ、ブラジルにおけるスラノシュマツ、アフリカ諸国に 

おけるパトウラマツ・メキシコイトスギなど、中南米およひアフリカ諸国 

におけるユーカJ類、東南アジア・アフリカ諸国におけるチークなどで、一 

部では画期的な成功を収めている。 

もちろん、在来樹種による造林も行われており、一部ではかなりの成功 

を収めている。例えばインドネシアにおけるメルクシマツ、PN G における 

カメレレ（Eucalyptus deglupta)\ PNG、プラジル、チリーにおけるア 

ローカ3ア類、インド、タイにおけるチーク、インドにおけるDalbergia 

fat/加ha、フィリピン、タイにおけるケシアマツ、また西アフリカにおける 

Terminal/a I vorensis、そして中米におけるメキシコイトスギ、（弘rtha 

allio do ra など、その成功の度合、規模はまちまちではあるが、適地適木が 

守られればいろいろな点で有利である。 

3熱帯における主要な植栽樹種の実態はすでにみたとおりで、熱帯アフリ 

カでは約30種が植えられてきたが、針葉樹はすべて、広葉樹も21種中13種 

は外来種である。熱帯ラテンアメリカおよびカリブ諸島では植執樹種が限ら 

れており、主要なものは広葉樹10数種、針葉樹数種で、後者では在来種の 
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を郭人することについてはいろいろな視点からの批判があり、実際に不都

合が起きた場合もあるか、それにも拘らず、とくに熱帯・亜熱帯の植林に

おいては、現有もなお外来樹種は重要な役割を担っている。外来樹種に依

存する理由は、①それまで森林がなかったところ、あるいは在来樹種が成

長が遅かったり、集約な管理によっても′E産性を高めることができないよ

うな状況にあるところで緊急に用材を生序したい、②ほとんどの在来樹種

が著しく成長が遅い、③外来機種のほうが造林的な取り扱い方が易しい、④

在来樹種についての知識が十分でない、◎外来樹種のほうが種子を得やす

い、⑥植栽予定地が草原や不毛な地が多い、⑦収穫物の利用を促進して地

域の林産業を発展させる、などであるが、このほかにも、樹種ごとに造林

が促進された個別の要因があるとされている。

外来樹種による熱帯造林の具体的な事例を挙げると、オーストラリアに

おける力リビアマツ、ブラジルにおけるスラノシュマツ、アフリカ諸国に

おけるパ トゥラマツ ・メキシコイ トスギなど、中南米およひアフリカ諸国

におけるユーカリ類、東南アジア ・アフリカ諸国におけるチークなどで、一

部では画期的な成功を収めている。

もちろん、在来樹種による造林も行われており、一部ではかなりの成功

を収めている。例えばインドネシアにおけるメルクシマツ、PNG における

カメ レレ (Euca ′ypfus degjupta) 、 PNG 、 ブ ラ ジル、チ リ一におけ るア

ロー カ リア類、 イン ド、 タイにお けるチ ー ク、 イ ン ドにおける Da′berg ‘a

′ar′fdja、フィリピン、タイにおけるケシアマツ、また西アフリカにおける

Term 加川′a ′vorens-s 、 そ して中米 にお け る メキ シコイ トスギ、 Cord-a

a』!1odo瑠など、その成功の度合、規模はまちまちではあるが、適地適木が

守られればいろいろな点で有利である。

3熱帯における主要な植栽樹種の実態はすでにみたとおりで、熱帯アフリ

カでは約 30種が植えられてきたが、針葉樹はすべて、広葉樹も21種中13種

は外来種である。熱帯ラテンアメリカおよびカリブ諸島では植栽樹種が限ら

れており、主要なものは広葉樹 10数種、針葉樹徴種で、後者では在来種の
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ほうが多いが、広葉樹では8割が外来樹種である。熟帯アジアおよひ太平汁 

諸国における植栽樹種は他の熱帯に比較して著しく多様で、引葉樹について 

は外来種のほうが多いが、広葉樹では20種中外来種は1/4 に過ぎない。 

このような植栽樹種の組成から明らかなように、植栽樹種の半分、ある 

いはそれ以十が外来樹種で占められており、樹種数だけでなく、植栽本数 

も多いのが普通である。なぜそうなるのか？ とくにこれまでは、木材の 

生産が主要な目的であったため、生産性の高い引菓樹を植執することが多 

かったが、適当な在来の引藥樹がないため、世界各地で植えられて扱い慣 

れている引集樹群が、種子の入手も簡単であることなどから、植栽材料と 

されることが多かった。 

外来樹種の長所は、①植栽樹種の選択範囲が広がり、とくに在来樹種に 

針葉樹がない場合には最も期待される候補樹種である、②世界各地で植栽 

されており、利用方法を含めて研究成果や実際の経験も多い、③成長が速 

く、立地への適応性も高いのが普通、④何よりも種子を調達しやすい、な 

どであるが、反面、①種子が高価で、経費がかかる、②- H病虫害が発生 

すると深刻な事態になりかねない、などの短所もある。とくに、導入され 

た遺伝子型が少ない場合には、致命的な被害を受ける恐れがある。 

例えば、ケニアのラジアータマツ（乃nusradjata、 p25参照）林で葉枯 

病（Dothistroma pin」による赤斑葉枯病）が発生して激害をもたらした 

が、これは、南アフリカ経由で導入されたこのマツの種子の親木がごく少 

なかったためだといわれており、このために現在では植執を完全にやめる 

ことを余儀なくされている。同じアフリカの例であるが、メキシコイトス 

ギを主とする数種のヒノキ科針葉樹の人工林で、ョーロッパから侵入した 

アブラムシ（Cinara cupressi）の被害が報告されている。1980年代の後 

期から1990年代初頭にかけて、広く東アフリカ諸国に広がり、一時は深刻 

な被害に悩まされた。また、フィリピンのミンダナオ島では、導入された 

PNG系統のEucalyptus degluptaが、1970年代の半ぱに穿孔虫Agri lus 

opulensis の著しい被害を受けたが、これらも類似の事例といえよう。 
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ほうが多いが、広葉樹では8割が外来横種である。熱帯アジアおよひ太平洋

諸国における植栽樹種は他の熱帯に比較して著しく多様で、針葉樹について

は外来種のほうが多いが、広葉樹では20種中外来種は1/4に過ぎない。

このような植栽樹種の組成から明らかなように、植栽樹種の半分、ある

いはそれ以 rが外来樹稲で占められており、樹種数だけでなく、植栽本数

も多いのが普通である。なぜそうなるのか ? とくにこれまでは、木材の

生産が主要な目的であったため、生産性-の高い劉巣樹を植栽することが多

かったが、適当な在来の針葉樹がないため、世界各地で植えられて扱い慣

れている劉葉樹群が、種子の入手も簡単であることなどから、植栽材料と

されることが多かった。

外来樹種の長所は、①植栽樹種の選択範囲が広がり、とくに在来樹種に

針葉樹がない場合には最も期持される候補樹稲である、②世界各地で植栽

されており、利用方法を含めて研究成果や実際の経験も多い、⑤成長が速

く、立地への適応性も高いのが普通、④何よりも種子を調達しやすい、な

どであるが、反面、①種子が高価で、経費がかかる、②- 日病虫害が発生

すると深刻な事態になりかねない、などの短所もある。とくに、導入され

た遺伝子型が少ない場合には、致命的な被害を受ける恐れがある。

例 えば、ケニアの ラジアー タマ ツ (P′nus radiata 、 p25 参照 ) 林 で葉枯

病 (Dothisfroma p′niによる赤斑菓枯病) が発生して激害をもたらした

が、これは、南アフリカ経由で導入されたこのマッの種子の親木がごく少

なかったためだといわれており、このために現在では植栽を完全にやめる

ことを余儀なくされている。同じアフリカの例であるが、メキシコイトス

ギを主とする数種のヒノキ料針葉樹の人工林で、ヨーロッパから侵入した

アブラムシ (Cjnara cupress′) の被害が報告されている。 1980 年代の後

期から1990年代初頭にかけて、広く東アフリカ諸国に広がり、一時は深刻

な被害に悩まされた。また、フィリピンのミンダナオ島では、導入された

PNG 系統の Eucalyptus deg′upta が、 1970 年代の半ばに穿孔虫 Agr"us

opu′ens′sの著 しい被害を受けたが、これらも類似の事例といえよう。
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いずれにしろ、外来樹種を導人する場合には、なるべく遺伝変異を広く 

しておくことが望ましい。とくに天然分布の広い樹種については、できる 

だけ計画的に異なる産地のものを導人し、かりに当初成長が不良な産地系 

統のものでも遺伝了は保有しておき、将来病虫害などが発生した場合に育 

種の母材料とできるようにしておくことが望ましい。また、導入後の成長 

が良好なものについても、いろいろな形質について選抜、改良も必要であ 

る。例えば、荒廃地の緑化で注日されているAcacja auxicub加Fm ISは幹 

形が不良なものが多いが、材としての利用を考えたい場合には幹形の優れ 

たものの選抜が必要である。 

なお、現在植栽されている多くの外来樹種は先駆樹種的なものが多く、成 

長は速いが、比較的短命だとされている。また在来樹種と比べて、ほんと 

に植栽地の環境条fIに合っているのか気になるものもある。従って、当面 

は外来樹種によらねぱならないとしても、周辺で見られる在来樹種につい 

てもできるだけ造林特性を調べておくように努め、将来は、それらの中か 

ら、成長が優れた、遷移の途斗は目以降の樹種を選び山し、それらで置き換 

えてゆくことが必要である。このことは、とくに環境造林の場合に重要な 

視点である。 

人工林の造成が遅れているアフリカで外来樹種数が多いことは留意しなけ 

れぱならないことで、半乾燥地で植えられるものでも、少なくとも1/3、多 

い場合には2/3に達することもある。アフリカでよく植えられている外来樹 

種には、すでに挙げたユーカJ 類やマメ科の樹種のほか、コショウボク 

(Schinus mofle)、ジャカランダ（Jacaranda rnjrnos」和」Ia)、センダン 

(Melia azedarach)、ナツメノキ（Zizyphus mauritiana) 、 インドセン 

ダン（Azadirachta indica)、ハゴロモノキ（Grey川ea rabusta）などが 

あり、また、果樹にもパパイア、グワバ、バンレイシ、マンゴなどがある。 

(4 ）新しい樹種‘系統を導入する手順 

すでに述べたように、基本的には在来樹種を中心に造林材料を選ぶべき 
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いずれにしろ、外来樹種を尊人する場合には、なるべく遺伝変異を広く

しておくことが望ましい。とくに天然分布の広い機種については、できる

だけ計画的に異なる産地のものを尊人し、かりに当初成長が不良な産地系

統のものでも遺伝了は保有しておき、将来病虫害などが発生した場合に育

種の母材料とできるようにしておくことが望ましい。また、導入後の成長

が良好なものについても、いろいろな形質について選抜、改良も必要であ

る。例 えば、 荒廃 地の緑 化で 注 日され てい る Acacia amicujiform ′sは幹

形が不良なものが多いが、材としての利用を考えたい場合には幹形の優れ

たものの選抜が必要である。

なお、現在植栽されている多くの外来樹種は先駆樹種的なものが多く、成

長は速いが、比較的短命だとされている。また在来樹種と比べて、ほんと

に植栽地の環境条γ"こ合っているのか気になるものもある。従って、当面

は外来樹種によらねばならないとしても、周辺で見られる在来樹種につい

てもできるだけ造林特性-を調べておくように努め、将来は、それらの中か

ら、成長が優れた、遷移の途中相以降の樹稲を選び出し、それらで置き換

えてゆくことが必要である。このことは、とくに環境造林の場合に重要な

視点である。

人工林の造成が遅れているアフリカで外来樹種数が多いことは留意しなけ

ればならないことで、半乾燥地で植えられるものでも、少なくとも1/3、多

い場合には2/3に達することもある。アフリカでよく植えられている外来樹

種 には、すでに挙げたユーカリ類やマメ料の樹種のほか、コショウボク

(Schin u s m ofje)、 ジ ャカラ ンダ (Jacaranda miinosifojia) 、セ ンダン

(Me ′ia azedarach) 、ナ ツメノキ (Zizyphus 印 a u rjtzai'a)、 イ ン ドセ ン

ダ ン (A z a d irachta md ′ca) 、ハ ゴロモ ノキ (Grev‘′′earobusta) な どが

あ り、また、果樹にもパパイア、グワバ、バンレイシ、マンゴなどがある。

(4) 新しい樹種・系統を導入する手順

すでに述べたように、基本的には在来樹種をql心に造林材料を選ぶべき
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てあるが、多くの理山で、外来樹種も合めて選択しなければならないのが 

現実であり、実際、外来樹種の中から優れたものか見いだされている例も 

数多く知られている。そこで熱帯造林の現場では、まず手始めにいろいろ 

な樹種の適否を大ざっばに、しかL系統的に調べてみるのが普通である。 

(a）樹種（導入）試験 

環境条件などを考慮して選び川した樹種について、後述の種了センター 

や信頼できる種子取り扱い業者を通じて産地・系統の明らかな種子を入手 

する。これらの種子から青てた苗木を、できればl地条件の異なる数箇所 

に試植し、定期的に成長を追跡調査して比較・計仙する。これを樹種（導 

入）試験〔species (eliminatiun/sci eening) ti al 】 とよんでいる。この 

時期には、まだその地域での育苗にも植栽にも慣れていないのが普通であ 

るから1 試植にあたってはできるだけ良い助木を選ひ，丁寧に植栽するこ 

とが必要で、とくに不適と判定して除外する場合には、取り扱い方に問題 

がなかったかどうか留意すへきである。ナイジェリアで1960年代に行われ 

た例をみると、約100樹種について、I樹種当たり25本を、普通の’r分の 

III】隔で4同繰り返して植栽し、4年問の成長結果をみて許仙しており、この 

後さらに規模を大きくしたspecies growth trialおよひplantation trialも 

行われていたらしい［詳細はBurley (1976）を参照］。 

「酸性I」壌のための寧素固定樹木 フィールドマニュアル」[P0 we I 

0996)］では次のような手順が示されている。ちなみに、このマニユアル 

はアグロフォレストリー向けのものである。①植栽予定地の気候・士壌要 

因などについて情報収集 標高、降水量、降雨分布、年平均温度、最高 

最低気温、降霜の有無、乾燥月数、地形など、 I一壌については、土性、有 

効深、排水性、p1-1、無機成分とくにP、 AL Ca. IC Mg , Mn など。② 

造成する林分に期待する産品または効用の検討、③樹種の一次的な選定 

①、②の結果を踏まえて選定するが、とくに地域農民の意見を汲み人れる、 

④－次選定結果の検討 選定した樹種について情報をできるだけ収集して 
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てあるが、多くの理由で、外来樹種も含めて選択しなければならないのが

現実であり、実際、外来樹種の中から優れたものが見いだされている例も

数多く知られている。そこで熱船造林の現場では、まず手始めにいろいろ

な樹柿の適合を大ざっぱに、しかし系統的に調べてみるのが普通である。

(a)樹種 (導入)試験

環境条件などを考慮して選び損した樹種について、後述の種了センター

や信頼できる純子取り扱い業者を通じて産地・系統の明らかな種子を入手

する。これらの種子から育てた苗木を、できれば L地条件の異なる数箇所

に試植し、定期的に成長を追跡調査して比較・評価!ーする。これを樹種 (導

入 ) 試験 [sppctes(cl-mInat1011 な c!eening)t11al] とよんでい る。 この

時期には、まだその地域での育苗にも植栽にも慣れていないのが普通であ

るから、試植にあたってはできるだけ良い苗木を遊ひ、 ri多Zに植栽するこ

とが必要で、とくに不適と判定して除外する場合には、取り扱い方に問題

がなかったかどうか留意すべきである。ナイジェリアで 1960年代に行われ

た例をみると、的 ioo樹種について、 1機種当た り25本を、普通の半分の

間隔で4回繰り返して植栽し、4年間の成長結果をみて許佃-しており、この

後 さらに規模 を大 きくした specles growth trlaーお よび pーantal1on trlai も

行われていたらしい [詳細1は Burley(1976) を参照]。

「酸性.t 壌のための李素固定樹木 フィール ドマニュアル」 LPowe ー1

(1996)1 では次のような手順が示されている。ちなみに、このマニュアル

はアグロフオレス トリー向けのものである。OD植栽予定地の気候 ・‐ヒ壌要

因などについて情報収集・標高、降水量、降雨分布、年平均温度、最高 ・

最低気温、降霜の有無、乾駄月数、地形など、 1:壌については、コ7性、有

効深 、排水性 、 PH 、無機成分 と くに P、 A1 、 Ca 、 K 、 Mg 、 Mn な ど。②

造成する林分に期待する産品または効用の検討、③樹種の一次的な選定 .

①、◎の結果を踏まえて選定するが、とくに地域農民の意見を汲み人れる、

④ -次選定結果の検討・選定した樹種について情報をできるだけ収集して
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適否を検耐、⑤選定された樹種が外来神であれば、既往植栽地の有無を調 

奔、あればその成長状況を調奔、⑥既れ植栽地がない外来種については試 

験植栽‘袖栽予定地のL壌条件と似たサイトに、Im )< Inlまたは2m >< 2m 

で植栽、活着・成長を調青、成長は樹高、胸高直径（はじめ根ル直径）を 

測定する。 

このマニュアルの末尾には、多くの導入樹種が新しい環境で雑草化する 

恐れかあること、また、樹f巾によっては病害虫の寄王になる恐れもあるこ 

とを警告している。導入された樹種が後年雑草化した例は数多く知られて 

いるか、イ~名なものは南アフリカやニュージーランドに導人されたマツ類 

(Pinus patuTh, P zadiataなと）で、天然更新によって本来の植生の在来 

I重を抑圧している。ケニアでは、かって導人したモリシマアカシアが下種 

更新を繰り返し、マツなどへの樹種更改が妨げられている。また、各地で 

草原に導入したキンネムが更新を繰り返し、有用樹種への更改の妨げにな 

っていることも知られている。 

病害虫も外来樹種を導人する場合の問題で、アフリカや南米に導人され 

たマツ類、イトスキ類ていくつかの病害虫か深刻な被害を与えていること 

は前述のとおりで、とくにイI名なのはDothistroma の被害であるが、この 

ような被害に対処するためには、遺伝的変異の広い材利を休系的に導入す 

ることが不可欠である。 

(b）産地試験 

樹種試験でおよその適否が判明したところて、適していると思われる樹 

種については産地試験(provenance test）を行う。なおplovenance に 

はいろいろな定義があるが、現在では「種子を採取した林分のある場所」と 

いう定義が一般に採用されており、大然生の場合にはorigin と同じになる 

が、植栽されたものの場合にはorigin は種子または苗木が導人されたもと 

の場所（原産地）ということになる。その万法として最も広く用いられて 

いるのは乱塊法で、各プロットは産地当たり少なくとも数本程度、あまり 
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適否を検討、◎選定された樹種が外来種であれば、蹴れ:植栽地の有無を調

査、あればその成長状尻を調脊、(の躍れ植敷地がない外来種については試

験他殿 ・植栽 F定池の上堀条件と似たサイトに、 lm xlm または 2m x2m

で植栽、活着・成長を調合、成長は樹高、胸高直径 (はじめ根元直径) を

測定する。

このマニュアルの末尾には、多くの導入樹種が瀞「しい環境で雑草化する

恐れかあること、また、樹柿によっては病害虫の寄主になる恐れもあるこ

とを警告している。導入された樹種が後年雑草化した例は数多く知られて

いるか、有名なものは南アフリカやニュージーランドに尊人されたマツ類

(Pmuspa 山嵐 P md′drdなど) で、大然更新によって本来の植生の在来

種をlip比 している。ケニアでは、かって尊人 したモ リシマアカシアが下種

更新を繰 り返し、マツなどへの樹柿更改が妨げられている。また、各地で

草原に導入したキンネムが更新を繰り返し、有用樹種への更改の妨げにな

っていることも知られている。

病害虫も外来樹種を導入する場合の問題で、アフリカや南米に導入され

たマツ類、イ 1・スキ類ていくつかの病害虫が深刻な被害を与えていること

は前述のとおりで、とくにチー名なのは Dothis【roma の被害であるが、この

ような被害に対処するためには、遺伝的変異の広い材料を体系的に導入す

ることが不可欠である。

(b)産地試験

樹種試験でおよその適否が判明したところて、適していると思われる樹

種 につ いては産地試験 (pn)venance test) を行 う。 なお plovenance に

はいろいろな定義があるが、現在では「種子を採取した林分のある場所」と

いう定義が一般に採用されており、大然生の場合には origin と同じになる

が、植栽されたものの場合にはorlg1nは種子または苗木が尊人されたもと

の場所【原産地) ということになる。その方法として最も広く用いられて

いるのは乱塊法で、各プロットは産地当たり少なくとも数本程度、あまり
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均質でないと思われる場合には25 -50本くらいをとるのがよいとされてい 

る。できるだけ系続的に異なる産地の種子を入手することが必要であるが、 

最近では後で述べるような国際的あるいは地域的な種子センターがあるか 

ら、比較的容易に計画・実施できるようになった0 種子は一部を除いて有 

料であるから絳費はかかるが、可能な範囲で実施したいものである。なお 

FAO などで特別の産地試験が引画されることもあるから、例えば、FA 0 

の担当部局 

Chief, Forest Resources Development Service 

Forest Resources Division, FAQ 

Viale delle Terme di Caracalta, 00100 Rome, Italy 

(E-mail ' Forest-Genetic-Resources@fao org) 

に連絡してみるとよい。 
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2.育苗 

1）苗畑 

(n 苗畑の選定 

大規模な苗木生産を行う場合には、中核的な大面積苗畑、わが国でいう 

固定苗畑を造成することもあるが、主に苗木の輸送の便を考えて、植栽予 

定地の近くに、周辺の植栽を行う間の小型な暫定的な苗畑、現地でいう補 

助苗畑、わが国でいう移動苗畑を造ることが多い。 

◇固定苗畑または常設苗畑（permanent/central nursery) 

多年にわたって相当な本数の苗木を供給する予定がある場合に、その期 

間の造林予定地域のほぼ中央に、普通には公道に沿って造成される苗畑で、 

種子の調製から苗木の養成に必要な施設を整備するのが普通てあるロ 

◇補助苗畑または移動苗畑（subsidiary/temporary/mobile nursery) 

限られた植栽予定区域に苗木を供給する目的で、数年の予定で開設され 

る臨時の苗畑で、施設は必要最低限とし、その区域の植執が終了したあと 

は閉鎖される。 

一方、村落林業などで地域レベルの植樹・植林を行う場合には、普及組 

織を編成して育苗を行う態勢を整え、地域の小・中学校、教会、さらには 

有志のモデル農家やグループなどで、ごく小規模の苗畑を造成し、そこで 

必要な苗木の育成を行う。 

① 苗畑立地の条件 

苗畑立地の選定にあたって重要な要件は、水源、利用可能面積、土地の 

所有関係、公道への位置、交通の便などである。 

-45-

2. 育 苗

1) 苗畑

(1) 苗畑の選定

大規模な苗木生産を行う場合には、中核的な大面積苗畑、わが国でいう

固定熱離すを造成することもあるが、主に苗木の輸送の便を考えて、植栽予

定地の近くに、周辺の植栽を行う間の小型な暫定的な苗畑、現地でいう補

助輪畑、わが国でいう移動苗畑を造ることが多い。

◇固定苗畑また{土常殻苗畑 (permanent/central nursery)

多年にわたって相当な本数の苗木を供給する予定がある場合に、その期

間の造林予定地域のほぼ中央に、普通には公道に沿って造成される苗畑で、

種子の調製から苗木の養成に必要な施設を整備するのが普通てある。

◇補助苗畑 または移動苗畑 (subsidiary/temporary/mobile nursery)

限られた植栽予定区域に苗木を供給する目的で、数年の予定で開設され

る臨時の苗畑で、施設は必要最低限とし、その区域の植栽が終了したあと

は閉鎖される。

一方、村洛林業などで地域レベルの植樹・植林を行う場合には、普及組

織を編成して育苗を行う態勢を整え、地域の小・中学校、教会、さらには

有志のモデル農家やグループなどで、ごく小規模の苗畑を造成し、そこで

必要な苗木の育成を行う。

① 苗畑立地の条件

菌畑立地の選定にあたって重要な要件は、水源、利用可能面積、土地の

所有関係、公道への位置、交通の便などである。

-45-



a．水源 イI 間を通して有苗に必要な水姐が保討されるような水源が近 

くにあること。できれは、水源から重力で水をひける、つまり高低 

差で水かひけることか理想的てある。ちなみに、乾燥地のチャトで 

は、井'Iを利用している住民の利川分を考慮し、次いで彼らか飼っ 

ている家畜が必要とする量を考え、それでもなお水量に余裕がある 

時に苗木育成を行うことにするというのが基本だと言われた。乾季 

がある地域では、年間の水量の変動が大きいので、乾季の終わりに 

も十分な水量かあることを確認してから決めるほうが安全である。た 

たし、水路を作設する場合には功季の状況もF想しておかないと、豪 

南によって氾濫することがあり、苗床が冠水して思わぬ被害を蒙る 

恐れがある。なお、僅かなわき水を利用して、アースダムによる貯 

水他を作設している例がある。また半乾燥地で、砂質L壌のために 

乾季には完全に伏流水になるようなところでは、河床を掘って水を 

得なければならないが、このような場合には、塩類濃度が著しく高 

いことがあるので、とくに水質には留意する必要がある。なお塩類 

濃度は電気伝導度(electric conductivity、 EC）て判断できるが、 

最近は簡易なEC メーターがあるので、用意しておくと便利である。 

農作物潅瓶用の水質基準は2mS/cm とされているが、林木の苗木で 

も、准水用の水は2mS /c m 以下のほうがよく、ECがこれより高い 

場合にはECの低い水で薄めるなどの対策をとる。 

b．面積‘年間の植栽予定本数を生産できるだけの十分な面積があるこ 

と。苗木は普通、ポソトで育てられるため、わが国のように裸根苗 

を育てる方式に比べると苗畑の面積は一般に小さい。生産する苗木 

のタイプと苗畑の規模の関係をみたのが表7であるが、ポット育苗の 

場合には、裸根苗の場合に比べて1/10 ~ 1/4 の面積ですむ。つまり、 

100 万本のポノト苗を生産できる面積は約lhaであるが、この面積は 

樹種によって加減する必要がある。ユーカ)類や他の広集樹類の場 

合には、マツ類に比べて少なくとも約5割増しに見込む必要がある。 
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裸根苗や根株苗（スタンプ苗）を青成する場合には、休閑地をとれ 

るように余分を見込んでおく。また、わが国の苗畑のようにいろい 

ろな施設を付置する場合には、その分の面積も加えておくことが必 

要である。 

表7 苗畑規模の比較(Evans (1992)に－部追加） 

国 名 育苗樹種 苗木の種類 面 積 育苗期問 年問1帝本数 

スワジランドPlans patula ポット苗 

オーストラリアPwus caribaea 裸根苗 

ブラジル Egnm 山S ボット苗 

フイリビン P 鳥lea taria ポット苗 

F deglup(a ポット苗 

日木 ヒノキ 裸根苗 

ha 月 100万本 

1,6 9 -lU 19 

44 10 - 12 

40 2 

r＃判 
553.~ 

13 

100 

86 

02 

a‘属 名 P→ぬraser,dnthos、 E - Eucalyptus 
介苗期問 P たlea tar,i のみ週単位、他は月単位 

C .所在’固定苗畑は公道に沿った場所に選ぶ。補助苗畑も公道に沿っ 

た場所にするに越したことはないが、万ー沿っていない場合には、取 

り付け道路を什設する。 

d．地形‘固定苗畑は平坦地に造成するほうがよいが、この場合には排 

水溝をできるだけ整備する。湿潤熱帯では、固定苗畑も緩傾斜地に 

造成するほうがよいという意見もある。補助苗畑はむしろ緩傾斜地 

(1-2 %）のほうがよく、豊富な水源が斜面上部にあって、土壌が 

適度に粘土質であれば、高低差によって水路潅水が可能である。 

e．用土の供給 近隣でポット用土を採取できることが望ましい。ポッ 

ト用土は苗木とともに植栽地に持ち出されるので、毎回新たに採取 

することが必要である。ちなみに、普通に用いられるサイズの4×6 

ポット（畳んだ状態で幅4インチ、縦6インチ）の用土は約SO Urn! 

で、100 万本の苗木を育成すれぱ500m3 の用土が必要である。 

I‘士壌条件‘ポット苗を育成する場合には床土はむしろ悪いほうがよ 
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いくらいであるが、根株苗を台成する場合には、物月性の優れたL 

壌条件を選ぷことが必要である。 

g .上地の所有関係一固定苗畑は必ず公イI地に開設する。これは中途て 

トラプルなどが発生するのを避けるためである。補助苗畑には民地 

を借り上げることが可能であり、その例も多い。 

h . 苗木を植栽地に巡搬する距離をできるだけ短くするため、とくに補 

助苗畑はそれぞれの植教予定区域のなるべく中心に開設する。 

l ー防風対策‘常風・季節風が強いところで、地形が起伏に富んている場 

合には、風を避けることができるような地形を選ぶ。平坦なところで 

は、あまり樹高が高くならない樹種で防風林または防風樹帯を造成す 

る。なお育成する苗木の病気の中間寄主になる可能刊のある樹種は避 

ける。 

(2）苗畑の造成 

熱帯‘亜熱帯における苗畑の規模・施設は千差万別で、一般的な基準を 

述べることは難しいが、あったほうがよいものを含めておくので、実際の 

造成にあたっては、予算を考えながら、必要度の高いものから順次整備し 

てゆくとよい。 

① 苗畑全体のレイアウトの作成 

利用可能な面積に対して、各種施設の配置を決めて図面を作成する。参 

考のために、大規模苗畑の例と中規模苗畑の例を図示する（図2)。いずれ 

も技術協力の実施計画で提案されたもので、現地で見られる普通の苗畑は 

はるかに簡単なものが多い。村落林業で造成されるものは、家畜や野生獣 

の侵入を防ぐための垣根を回しただけのものが普通である。 

② 建物施設 

小規模苗畑では草葺きの小屋だけしかないものも多いが、すこし規模の 

大きい固定苗畑になると、材料こそいろいろであるが、各種の建物が造ら 

れている。普通にはd以下は補助苗畑には造られない。 
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はるかに簡単なものが多い。村落林業で造成されるものは、家畜や野生獣

の侵入を防ぐための垣根を回しただけのものが普通である。

② 建物施設

小規模苗畑では草葺きの小屋だけしかないものも多いが、すこし規模の

大きい固定苗畑になると、材料こそいろいろであるが、各種の建物が造ら

れている。普通にはd以下は補助苗畑には造られない。
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図2 苗畑における施股配置の例（A) 

ナイジェリア、カドナで造成された大型苗畑の施設配置図 

（面積一約5ha、 300m )< 170m) 

1．事務所、2. ワークショップ、3‘ガレージ、4.ポッティングハウス、5. 

倉庫、6.堆肥舎、7．苗床、8.ポンプ室、9.湛水用配管、10．防風林 
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図2 苗畑における施設配置の例 (A)

ナイジェリア、カドナで造成された大型苗畑の施設配置図

(面積 .約 5ha、300m × 170m)

1, 事 務 所 、 2, ワ ー ク シ ョ ップ 、 3. ガ レー ジ 、 4. ポ ッ テ ィ ング ハ ウ ス 、 5.

倉庫、 6. 堆肥舎、 7. 苗床、 8. ポ ンプ室、 9, 溢水用配管、 10. 防風林
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図2 苗畑における施設配置の例（B) 

フイリピンで引画された苗畑の施設配置図 

（面積‘約4lia、 250rn×160 m ) 

1，事務所、2．ワークショノプ、3. カレーシ、4.ボソティングハウス、5. 

倉庫、6.堆肥舎、7.苗床、8‘ポンプ室、9.灌水用配管、10.防風林 
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フィリピンで司画された苗丈mの施設配置図

(面積 ,約 4ha 、 250m × 160m)

1, 事 務 所 、 2, ワー ク シ ョ ノプ 、 3, カ レー シ、 4, ポ ゾテ ィ ン グハ ウ ス 、 5,

倉庫、 6. 堆肥舎、 7. 苗床、 8. ポ ンプ享、 9. 溢水用配管、 ]0. 防風L林
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d、苗畑串務所一苗畑管理の拠点であり、草茸きの小屋にしろ、何らかの 

形で必要である。小規模の場合には、これが倉庫にも種子保管場所 

にもなる。 

Ii．ポソティングハウス（potting house、 potting shed)‘屋根はつけ 

るが、普通には吹抜けのことが多いロポット用Ii:を置き、ボットノ、 

の用十詰めを行っ施設である。用土が「リで濡れると作業ができない 

ので、ボット育苗を適時に行うには不可欠の施設である。 

C． ガラス室(glass houseS germination shed)：構造はその土地の 

気候条件によって適宜に変える必要があるが、周囲は網張りとする 

ことが多く、風の強いところでは風を受ける面は塞いでいる。補助 

苗畑などでガラスの人手が困難な場合には、屋根は草葺きとするこ 

とが多い。この場合、光不足で芽牛えが徒長しかちなので注意が必 

要である。アリなどの被害を防ぐために、腰高の棚に播き付け箱を 

並べて種子を播くことも多いロ 

d.倉庫 管理用の建物に併設することが多い。 

C .堆肥舎．屋根なしのものも多い。 

f ー種子貯蔵庫 倉庫の一部を利用することが多い。 

g ー用土置場’ポソティングハウスと併設することが多い。 

h．潅水施設 貯水槽と配管、スプリンクラー 

I ．集水施設 雨水を集める配管と水槽または水瓶 

③ 機械類 

a． トラクタおよびトレーラ 

C ， ピックアソプ 

C‘揚水ポンプ 

d．土壌混合器、 十師い器など 
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h
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苗畑事務所 .苗畑管理1の拠点であり、草貫きの小屋にしろ、何らかの

形で必要である。小規模の場合には、これが倉庫にも種子保管場所

にもなる。

ボ ンテ ィングハ ウス (potting house 、 pottingshed). 屋根 はつ け

るが、普通には吹抜けのことが多い。ボッ 1・用上を置き、ポットへ

の用」一詰めを行っろ侮設である。用±が雨で濡れると作業ができない

ので、ポット育苗を適時に行うには不可欠の施設である。

ガ ラス室 (glass house 、 germ ーnatーon shed): 構 造 はその土地の

気候条件によって適宜に変える必要があるが、周囲は網張りとする

ことが多く、風の強いところでは風を受ける面は塞いでいる。補助

白棟mなどでガラスの人手が困難な場合には、屋根は草葺きとするこ

とが多い。この場合、光不足で芽生えが徒長しがちなので注意が必

要である。アリなどの被害を防ぐために、腰高の棚に描き付け箱を

並べて種子を描くことも多い。

倉庫 ,管理1用の建物に併設することが多い。

堆肥舎 .屋根なしのものも多い。

種子貯蔵庫 倉庫の一部を利用することが多い。

用土置場 ・ボ ンティングハウスと併設することが多い。

潅水施設 ,貯水槽 と配管・、スプリンクラー

集水施設 .雨水を集める配管と水槽または水瓶

⑧ 機械類

a , トラ クタお よび トレー ラ

c. ピ ックア ソプ

c. 揚水ポンプ

d, 土壌混合器、 轍無い器など
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④ 器具類 

a ー農機具類 一輪車、 トウグワ、ヒラグワ、スコップ、ジョロ 

フォーク、レーキ、高枝切り、移植ゴテ、噴霧器 

飾各種（用土調製用、種子訓製用）、その他の小道具類 

b.播き付け箱(seed box)‘厚さ1 -2cm の板の約30cm >< 40cm×10cm 

（深さ）の箱、底面に水きり用の穴をあけ、砂質壌上・砂を詰める 

⑤ 苗床 

a .ポソト苗用苗床」平らな地面にポソトを並べるだけのこともあるが、 

竹や板で枠を作って、その中に並べることもあり、また、煉瓦やブ 

ロックを用いて固定した半水久的な床もあるっ床面は普通は地面の 

ままである。コンクリートにしている例もあるが、経費がかさむだ 

けでなく、日射で熱をもち、ポット内の土の温度が上がって根の成 

長にもよくない。シロアリの害を防く目的でコンクリート床を試み 

た例もあるが、明確な効果は認められなかったようである。なお、底 

のあるポソトの場合には下部の排水孔から、またチューブタイプの 

底なしポットの場合には底面からの根の伸長を防ぐ効果はある。常 

風が強いサイトの場合や、冠水によって潅水を行う場合には、床面 

をj司囲よりむしろ少し低く削り込む。また底なしポットを用いる場 

合には、底面から地中に伸びる根を時々切ってやらなければならな 

いので、ポリエチレンなどのシートを敷いて根が地中に人るのを防 

く力法と、地面から5-10cm 離して金網を固定し、その」二にポソト 

を並べて自然根切り（au -pu u ning) を起こさせる方法とある。 

b‘裸根苗またはスタンプ苗用苗床 スタンプ苗は裸根苗から調製され 

るもので、同じように普通の苗床が使われる。床面を5-10cm 程度 

盛り上げる方法と、盛り上げた側面を厚板で川はえる方法とある。東 

アフリカでは、後者をスワジランドタイプと呼んでいる。 
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a. ポ ント苗用苗床 へT;らな地面にボソトを並べるだけのこともあるが、

竹や板で枠 を作って、その中に並べることもあ り、また、煉瓦やブ

ロックを用いて固定した半永久的な床もある, 床面は普通は地面の

ままである。コンクリー トにしている例 もあるが、経費がかさむだ

けでなく、日射で熱をもち、ポット内の土の温度が上がって根の成

長にもよくない。シロアリの筈を吻 く目的でコンクリー ト床を試み

た例もあるが、明確な効果は認められなかったようである。なお、底

のあるポソトの場合には下部の排水孔か ら、またチューブタイプの

底なしポットの場合には底面からの根の伸長を防ぐ効果はある。常

風が強いサイトの場合や、冠水によって潅水を行う場合には、体面

を周囲よりむしろ少し低く削り込む。また底なしポットを用いる場

合には、底面から地中に伸びる根を時々切ってやらなければならな

いので、ポリエチレンなどのシー トを敷いて根が地中に入るのを防

ぐ」J法と、地面から5~1ocm 離 して金網を固定し、その i二にポソト

を並べて自然根切 り (alトplu mng) を起こさせる方法とある。

b. 裸不良品またはスタンプ前用苗床・スタンプ苗は裸根苗から調製され

るもので、同じように普通の苗床が使われる。床面を5~1ocm 程度

盛り上げる方法と、盛り上げた側面を厚板で押さえる方法とある。東

アフリカでは、後者をスワジランドタイプと呼んでいる。
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(Ii) 潅水施設 

加圧方式にしろ自然流ト力式にしろ、配管することができるなら、苗畑 

内の適当な箇所に蛇口をつけて，局所的に水を利jtlできるようにしておく 

と便利である。水源が豊富で、加圧方式の配管ができれば、スプリンクラ 

ーによる自動潅水かできるようにするのが理想である。苗床より高いとこ 

ろに豊冨な水源があって、 上壌の性質が適していれば、冠水法(flood 

irrigation ) や水路潅水（furrow irrigation）を行うこともあり、これら 

は併せてsui face irrigation と呼ばれている。 

冠水法では、主水路（main ditch、 head ditch）から床面を低くした苗 

床に水を引き込んで冠水させる。水路潅水では、主水路から苗床の両側に 

回した支水路に水を引き込み、床の周囲から水を浸透させる方法で、どち 

らかというと裸根苗を育成する苗床向きである。 

セネガルで行われた青年海外協力隊の緑の推進協力プロジェクトで、 

surface irrigationの一種といえるプール方式とよぱれる育苗施設を考案し、 

水を節約して苗木生産を向上するという面で高い評価を得た。コンクリート 

水槽にポット苗を並べて水路潅水を行う方式で、水の有効利用という点では 

画期的な方法であったが、水槽の製造費がかさむこと、適切に排水管理を行 

わないと根腐れを起こす恐れがあること、などに問題点もあった。 

⑦ 日覆施設 

苗床の外縁に沿って杭を立て、鉄線を張って可動式の寒冷紗を取り付け 

る。寒冷紗を張る高さを50 -7Qcm 程度にする場合と、2m 程度にする場合 

とあり、前者では普通、苗床1本ごとに作るが、後者では数本の苗床をまと 

めて覆い、寒冷紗の下で作業ができる。 

実際には、それぞれの苗畑で手に入る材料を用いて遮光を行っており、木 

綿の布地、草、竹、板、ゴザなどいろいろであるが、光が不足すると苗木 

が徒長するので注意を要する。 
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内の適当な箇所に蛇口をつけて、局所的に水を利用できるようにしておく

と便利である。水源が書簡で、加圧方式の配管ができれば、スプリンクラ
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ろに豊富な水源があって、 1二壌の性質が適 していれば、冠水法 (flood

lrn gahon) や水路潅水 (furrow -rr1gat1on) を行 うこ ともあ り、 これ ら

は併せて sul face irrlgatーon と呼 ばれている。

冠水法では、主水路 (mmn ditch、 head dltch) から床前を低 くした苗

床に水を引き込んで冠水させる。水路潅水では、主水路から苗床の両側に

回した支水路に水を引き込み、床の周囲から水を浸透させる方法で、どち

らかというと裸根菌を育成する苗床向きである。

セネガルで行われた青年海外協力隊の緑の推進協力プロジェクトで、

surfaoe lrrlgatlon の一種 といえるプール方式 とよばれる育苗施設 を考案 し、

水を節約して苗木生産を向上するという面で高い評価を得た。コンクリート

水槽にポット苗を並べて水路潅水を行う方式で、水の有効利用という点では

画期的な方法であったが、水槽の製造費がかさむこと、適切に排水管理を行

わないと根腐れを起こす恐れがあること、などに問題点もあった。

⑦ 日覆施設

苗床の外縁に沿って杭を立て、鉄線を張って可動式の寒冷紗を取り付け

る。寒冷紗を張る高さを50~70cm 程度にする場合と、2m 程度にする場合

とあり、前者では普通、苗床 1本ごとに作るが、後者では数本の苗床をまと

めて覆い、寒冷紗の下で作業ができる。

実際には、それぞれの苗畑で手に入る材料を用いて遮光を行っており、木

綿の布地、草、竹、板、ゴザなどいろいろであるが、光が不足すると苗木

が徒長するので注意を要する。
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2）種子の調達と取り扱い 

すでに述へたように、熱Ih・曲熱帯の人工造林は著しく外来樹種に依有 

してきた。このため、履歴のはっきりした種子をl日界的な規換で収集・供 

給する態勢の必要性が早くから認識されていた。このような事情を背景に、 

遣伝資源の保全という視点も考慮Lて、有川な熱帯樹種について、履歴の 

明確な種了を国際的に収集・貯蔵・供給するいろいろな組織が作られてき 

た。 ＾力、熱帯の重要な樹木にもフタハガキ科(Dipterocarpaceae) 樹木 

の種子に代表されるように貯蔵（保有）の難しい種子があり、できるだけ 

手近で採取・貯蔵し、それらを供給する態勢を作っておくことが理想的で 

ある。しかしこれまでのところ、林木種子について採取ー調製・貯蔵・供 

給の体制がてきていない国が多く、種子の調達(seed procuiement）はし 

ぱしば熱帯造林のネックとなり、育苗を進める上での問題となってきた。 

まず国際的な機関としては次のようなものがある（括弧内は住所）。 

DANIDA Foiest Seed Centre 

(Krogerupvej 3A, llumlebaek, Denmark) 

1969年にFAD の協力で創設されたもので、樹種にもよるが、10 ~ 50ha 

程度の造林に必要な種子も入手が可能てある。 

Oxford Foresti y Institute, University of Oxford 

(Oxford, OX1 3RB, United Kingdom) 

この研究所は熱帯造林部門をもち、とくに育種分野で活発な活動を進め 

ているが、その活動に関連して特定の熱帯樹種の種子を収集しており、事 

情に応じて、試験的な規模で少量の種子を提供してくれる。 

Tree Seed Centi e, Division of Forestry & Forest Products,CSIRO 

(PD Box 4008, Queen Victoria Terrace, Canberia,A CT 2600 

Australia) 

1961年にFADの要請で創設されたもので、オーストラリア産の樹木と 

くにユーカJの種了およびその情報を提供する。 

2) 種子の調達と取り扱い

すでに述べたように、熱帯・仲熱帯の人 r:造林は著しく外来樹種に依有

してきた。このため、履歴のはっきりした種子を111界的な規模で収集・lit

給する態勢の必要性が早くから認識されていた。このような事情を背景に、

遺伝資源の保全という視点も考慮して、有用な熱帯樹種について、履歴の

明確な種了を国際的に収集・貯蔵・供給するいろいろな組織が作られてき

た。 ゾj、熱帯の重要な樹木にもフタハガキ科 (Dip[erocarpa ぐede) 樹小

の種子に代表されるように貯蔵 (保有) の難しい種子があり、できるだけ

手近で採取・貯蔵し、それらを供給する態勢を作っておくことが理想的で

ある。しか しこれまでのところ、林木種子について採取 ・調製 ・貯蔵 ・供

給の体制がてきていない国が多く、種子の調達 (seed proculement) はし

ばしば熱帯造林のネックとなり、育苗を進める上での問題となってきた。

まず国際的な機関としては次のようなものがある (括弧内は住所)。

DAN 工D A FOIe もt seed Centre

(Krogerupve 」3A,Humlebaek,Denmark)

1969 年に FAO の協力で創設されたもので、樹種にもよるが、 10~50ha

程度の造林に必要な種子も入手が可能てある。

oxford Foresh y lnstLtute,Un ーversity ofoxford

(oxford,OX13RB,U nited Kーngdom)

この研究所は熱帯造林部門をもち、とくに育種分野で活発な活動を進め

ているが、その活動に関連して特定の熱帯樹種の種子を収集しており、事

情に応じて、試験的な規模で少量の種子を提供してくれる。

Tree Seed Centle,DIVIS ーon of Fnrestry &Forest Products,CSIR0

(POBox 4008,Queen Vーctorla Terraoe,Canberla,A C T2600

Austml,a)

1961年にFAO の要請で創設されたもので、オーストラリア産の樹木と

くにユーカリの種子およびその情報を提供する。
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Banco de SernUlas, ESNACIFOR 

(Apartado Postal No.2. S喰uatepeque Comayagua, Honduras) 

1976年以来、カJピアマツ、ウーカルバマツを中心に同国の有用樹種の 

神了を且的に捉供している。 

次の諸機関も類似の機能を果しているが、地域的な性格が強い。 

ASEAN Forest 'Free Seed Centie 

(Muak-lek, Saraburi 18180 Thailand) 

Fm estry Seed Centi e, Kenya Forestry Research Institute 

(P0 Box 20412, Nairobi, Kenya) 

National Tree Seed Project, DANIDA -TANZANIA 

(P O .Box 4012, Morogoro,Tanzania) 

Regional Forest Seed Centre,Forest Research Centre 

(P0 Box HG 59S,Highlands,Harare,Zimbabwe> 

Centre National de Semences Forestkres 

(P.0,Box 2682, Ouagadougou, Burkina Paso) 

Projet National de Semences Forestieres (PRONASEF ) 

(Km 20, Route de Rufisque, Senegal) 

El Banco Latinamericano de Semillas Forestales. CATIE 

(Turrialba 7170, Costa Rica) 

このほかにも国レベルのものがPNG やチリなどにあるらしいが、詳しい 

ことは分からないロ最近では、ほとんどの国に類似の機能をもった組織が 

できているように思われるので、それらの組織や、各地の信頼できる種子 

取り扱い業者に連絡をとって、産地がはっきりした良質の種子を入手する 

ことが大切である。 

(1）種子関達の計画と手順 

前述の要領で決めた植栽樹種について、植栽予定面積を考慮して所要の 
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ルーーーco de Semi ーlas,藤 NAC 感 OR

(Apartado PostaI No,2,SIgua ・epequeComayagua,HonduIas)

1976 年以来、力リビアマツ、ウーカルパマツを中心に同国の有用樹種の

種子を量的に提供している。

次の諸機関も類似の機能を果しているが、地域的な性格が強い。

ASEAN Forest TreeSeed C entle

(Muak ‐lek sarabL1r1 18180 Thalland)

Foiestry seed Cent1e,1 くenyaForestry Research 1nstitute

(POBox 20412,NaIrob1,Kenya)

N ationaI T ree Seed Project,DANIDA/rANZANIA

(PO.Box 4012,Morogoro,Tanzan ーa)

RegionaI Forest Seed Centre,ForestResearch Centre

(POBox HG 595,Highlands,Harare,Zimbabwe)

Centre National de SemenoesForestieres

(P.○ .Box 2682,ouagadougou,Burk1na Faso)

Projet National de Semences Forestieres (PRONASEF)

(K m 20, Route de RnfIsque,Senegal)

EI Banco Latinamer1cano de semlllasForestales, CATIE

(Turnalba 7170,Costa R1oa)

このほかにも国レベルのものがPNG やチリなどにあるらしいが、詳しい

ことは分からない。最近では、ほとんどの国に類似の機能をもった組織が

できているように思われるので、それらの組織や、各地の信頼できる種子

取り扱い業者に連絡をとって、産地がはっきりした良質の種子を入手する

ことが大切である。

(1) 種子調達の計画と手順

前述の要領で決めた植栽樹種について、植栽予定面積を考慮して所要の

‐55-



種子量を求め、それらの調達司画を作成する。当該国にすでに種子の供給 

体制が確立している場合には、引画に従って担当の組織に種子の分りを依 

頼する。そのような体制がまだ確立していない国ては、次の順序で調達を 

進める。 

在来樹種については、まず次項で述べる地域内の優良林分の結尖に期待 

する。それで不足する場合には、当該国森林局の担当部門か、直接にほか 

の造林プロジェクトに分譲を依頼する。なお、天然分布が広い樹種につい 

て、異なる産地の材料を比較したい場合には、上記の種子センターに依頼 

すれば、他国産の種子を得ることが可能である。 

外来樹種については、地域内に優良な造林地がある場合には、そこでの 

結実の可能性を調査する。併せて、必要に応じて各レベルの種子センター 

に産地の明確な種子の分与を依頼する。 

(2）採種源の選定と記録 

当該植林プロジェクト内および周辺の林地を含めて、主要な造林樹種の 

優良林分（外来樹種については優良な造林地）の所在を調査して、それら 

の所管を確認して種子採取の可否を交渉する。採取が可能であれば採種源 

として記録する0 

(3）種子（果実）の採取・調製・貯蔵 

被子植物の果実は乾果、湿果に大別され、前者は閉果と裂開果に分けられ 

ている。閉果には翼果（または翅果）、堅果、痩果、閉英果があり、裂開果 

には荊果、袋果、豆果がある。一方、裸子植物の果実は球果と多肉果に分け 

られる。樹種ごとにタイプを記載した文献が見あたらないことと、文献によ 

りてタイプが異なるものもあるので、確からしいものを例示するにとどめ 

る。なおここでは、被子・裸子植物に拘わらず、乾果・湿果に区分する。 

t果 (dry fruit) 

閉 果（indehiscent fruit) 

一56一 

種子量を求め、それらの調達計画を作成する。当該国にすでに種子の供給

体制が確立している場合には、司画に従って担当の組織に種子の分与を依

頼する。そのような体制がまだ確立していない国ては、次の順序で調達を

進める。

在来樹種については、まず次項で述べる地域内の優良林分の結実に期待

する。それで不足する場合には、当該国森林局の担当部門か、直接にほか

の造林プロジェクトに分譲を依頼する。なお、天然分布が広い樹種につい

て、異なる産地の材料を比較したい場合には、上記の稲子センターに依頼

すれば、他国産の種子を得ることが可能である。

外来樹種については、地域内に優良な造林地がある場合には、そこでの

結実の可能性を調査する。併せて、必要に応じて各レベルの種子センター

に産地の明確な種子の分与を依頼する。

(2) 採種源の選定と記録

当該植林プロジェクト内および周辺の林地を含めて、主要な造林樹穂の

優良朴分 (外来樹種については優良な造林地) の所在を調査して、それら

の所管を確認して種子採取の可否を交渉する。採取が可能であれば採種源

として記録する。

(3) 種子 (果実)の採取・鋼製・貯蔵

被子植物の果実は乾果、緑果に大別され、前者は閉果と裂開果に分けられ

ている。閉果には翼果 (または捌果)、堅果、痩果、閉英果があり、裂開果

には繭果、袋果、豆果がある。一方、裸子植物の果実は球果と多肉果に分け

られる。樹種ごとにタイプを記載した文献が見あたらないことと、文献によ

ってタイプが異なるものもあるので、確からしいものを例示するにとどめ

る。なおここでは、被子 ・裸子植物に拘わらず、乾果 ・湿果に区分する。

乾果 (dry frult)

閉 果 (indehiscent fru")
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翼 果（翅果）(samara ) flalberg;a spp Pterocarpus spp 

堅 果（fluD カシ類、 クリ 

痩 果（achene ) Cowania fnexicaf]a（バラ科） 

閉英果（pod、 legume）マメ科て果皮が裂開しないもの 

例 ネムノキ、デイゴ、クロョナなと 

裂flH -3* (dehisceut fruit ) 

荊果、画(capsule）ユーカJ類、マホガニー、カポノク、ジャカラン 

ダ、Mo, inga oleiiema 

袋 果（k日hde） ハゴロモノキ、Aistonia scholans 

豆 果（英果、英（さや）) podS legume 多くのマメ科樹木 

JR W. (cone) 

マツ利、スギ科、ヒノキ科、アローカリア、モクマオウ 

湿 果（液果、多肉果） (sap fruits succulent fruit) 

核 果（石果）(drupe、 stone ft uit) 

インドセンダン、七ンダン、メリナ、チーク 

策 果（液果) (herry 、 bacca）フトモモ類、アカテツ類、イヌマキ類 

主要な樹種については、開花一結実期とくに種子の成熟期・飛散期など 

を前もって訓査しておく。それらを参考にして、採種源として登録してあ 

る林分については、定期的に開花・結実の状況を調査して適期に採取する。 

開花・粘実期は同じ国でも地域によって異なるし、その年の天候によって 

も異なるが、とくに熱帯ではまちまちなので注意が必要である。例えば、フ 

イリビンにおけるカリンは、採取可能月が地域によって著しく異なり、1月 

から9月にわたっている。これまでに報告されている開花・結実期の事例を 

参考までに表8に引用する。 

採取の方法‘①地上に落ちたものを拾い集める樹木群と”枝からもぎ取る 

樹木郡に大別される。前者は、果実が成熟して自然に落下するものを拾い 

集める群と，果実を振り落として集める群に分けられることもあり、後者 
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翼 果 (超 果 )(saman ー)Da ′berg-a spp ,Ptero でa「pus もpp

堅 県 (nuL) カシ類、クリ

粒 果 (achene)Cmvanla mex に川田 (バ ラ希])

開桑果 (pod、 legume) マメ科て果皮が裂間しないもの

例 ネムノキ、デイゴ、クロヨナなど

裂粥果 {dehーsceni fruit)

前果、 前 (capsule) ユ ー カリ類 、マ ホガニー、カポ ノク、 ジャカラン

ダ、 Mr〕′"】ga o′eばera

袋 果 (fo1ーicle) ハ ゴロモ ノキ、ハ′stoma sc′}o』ar′s

ll 果 (炎果、英 (さや)) pod、 legume 多くのマメ科樹木

1求 果 (cone)

マ ツ料 、 スギ科、 ヒノキ料、 アロー カ リア、モ クマ オウ

婦 果 (液 果、多 -勾果 ) (sap fru1t、 succulent frult)

核 果 (石果 ) (dn1pe 、 stone flult)

イン ドセ ンダン、セ ンダン、 メ リナ、チ ー ク

鞭 黒 (液果 )(berry 、bacca) フ トモモ類、アカテツ類、イヌマキ類

主要な樹種については、開花・結実期とくに種子の成熟期・飛散期など

を前もって調査しておく。それらを参考にして、採種源として登録してあ

る林分については、定期的に開花・結実の状況を調査して適期に採取する。

開花・結実期は同じ国でも地域によって異なるし、その年の天候によって

も異なるが、とくに熱帯ではまちまちなので注意が必要である。例えば、フ

ィリピンにおけるカリンは、採取可能月が地域によって著しく異なり、1月

から9月にわたっている。これまでに報告されている開花・結実期の事例を

参考までに表8に引用する。

採取の方法 .①地上に落ちたものを拾い集める樹木群と" 枝からもぎ取る

樹木郡に大別される。前者は、果実が成熟して自然に落下するものを拾い

集める群と、果実を振り落として集める群に分けられることもあり、後者
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表8( 1 ） フイIJピン（ルソン島中部）における種子（果実〕採取時期 

樹 種 採取時期 備 考 

Anthoceplialus cii:nens,s (カ、ートアンパンカル） 10 ~ 11J] 

Endosperinum peltatum（グハス） 7 ~8 )1 

Eucalyptus deglupta（ノ、グラス〕 1 年中採取可能 

Ghneitha sepiuxn（グリリシディア） 3 ---4 月 

Grnehna aiboiea（イェマネ） 5 ~9 月 

Leucaena Jeucocephala（キンネム） 1 年中採取可能 立木 

Ochruma pyratnidaie（ハルサ） 4 月 立木 

Paxasenanthes 白ka tai Ia（モルッカネム） 6 ~7 1] ウ木 

Pterocaj pus inthcus（ナラ） 9 --loll 

Swietenia macrophylla（マホガニー） 3 ~ 11月 

Tectona grand;s（チーク） 10 - 11月 

功Iex parviuiora（モラぺMolave) 8 ~ 9 月 立木 

ii l この地域の甫季は、 5 !!からI0 月にかけての約6 か月である。 
n2 術考に‘‘立木“と付記した樹神は、普通は立木から採取するロ 

その他の樹種は、活トした果失を採取することもあるロ 

表8(2） ナイジ3:リア（カドナKaduna 周辺）における主要樹種の開花・結実期 

樹 種 開花期 結実期 

Acacia auzicubfoiniis 

A niんtica 

A senegal 

Anogeissus kbcaipus（シクンシ科） 

Azadirachta mdにョ（ニーム、イントセンダン） 

Dalbergia sissuo（シノソー） 

Eucalyptus alba 

E canlaHulensis 

E CIInodui-a 

E ckezmana 

E tei eticornis 

Gniehna arboiea（イェマネ、メリナ〕 

Grevmllea robusta （ハゴロモノキ） 

Khaya senegaknsis 

Pa政mab回obusa 

乃osopms an北ana 

Tamarmndus mnthea 

Tectuna grandms（チーク） 

(4-，この地域の甫手は、 4 fl i4i旬から101! L旬にかけての約6 か月である。 

9 月 12月 

11)] 211 

11月 2 月 

9月 11月 

S 月、12月 7 月、2 月 

9 月 12月 

Il月 2 11 

1211 211 

11月 1月 

9 月 11月 

12月 2 月 

1月 3月 

4 月、10月 7 月、1月 

11月 2 月 

2 月 4 月 

10月 1月 

10月 1月 

10月 1 月 
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表8(1) フィリピン(ルソン島中部)における種子(果実)採取時期

樹 種
Amhocep!}a ′u 面〃7e刀szも{カートアンパンカル)

Endospermum pej【atum( グバス)

Euca′yphis deg′upta( ハグラス)

G!mqd-a se山肌n(グリリシデイア)

Gme 山田 aibo′ea( イエマネ)

Leucae 脳・′eucocepha ′a(キンネム)

oc′1romd pyra′nーda′e(ハルサ )

Paーaserianrねeもね′calm』a(モルツカネム)

Prerocaipus{z}dicus( ナラ)

Sw′etenia macrophy ′な (マホガニー )

Tpdona grand-s( チーク)

V‘zcxparv 前ora( モラベ M()lave)

′11 この地域の雨季は、 5月から10月にかけて
れ 2, 備考に "立木" と付記した樹紳は、普通はげ

この地域の雨季は、 5月から10月にかけての釣 6か月である。
備考に "立木" と付記した樹紳は、普通はげ木から採取する。
その他の楯種は、洛 トした果久を採取することもある。

表 8 {2) ナイジェリア {カドナKaduna 周辺)における主要樹種の開花・結実期

塙 純
Acae 上aaU"cubf 。"}]′s

　 　　　　　　　

A senega ′

Anogei$us ′ek)cmpus( シクンシ科 )

Azad ′rachta′ndーca( ニーム、インドセンダン)

Dajberg ーas′ssoo( シノソー )

　　　　　　　　　　　　　　

E cama ′duiensis

E c‘↑nodora

E,C ′oez!ana

　 　　 　　　　　　　　

Gmej-naa 「boiea( イエマネ、メリナ )

Grevmea robus「a(ハゴロモノキ )

にねaya senega ′ens′s

Parkia b′g′obosa

p′oS()p居 afr′Ca刀a

Tamarjndus md に a

Tec〔onagrand-s( チーク) 10月 1月

件, この地域の雨季は、 4月中旬から10月じ旬にかけての的 6か月である。

　　　　　　

9月
11月
11月
9月

5月、12月

9月
11月
12月
11月
9月
12月
1月

4月、10月

11月
2月
10月
10月
10月

結実期
12月
2月
2月
11月

7 月、2月

12月
2月
2月
1月
11月
2月
3月

7月、1月

2月
4月
1月
1月
1月

採取時期 備 考
io~11 月

7 ~8 月

1年中採取可能
3~4 月

5~ 9 月

1年中採取可能 、Z木
4月 立本

6~ 7月 0木
9~10 月

3~11 月

lo~11 月

8~ 9 月 立木
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表8(3 ） ケニア中部における主要な樹種の種子（果実）探取時期 

樹 種 採取時期 

Acacia nilotwa 2 ~3 月／8 ~ 9 11 

A senegal l ~2 月／ 7 ~8 月 

A tortiifs 7 ～」8月 

Aciocaipus fraxinsfolius 11- 12月 

Azadirachta 加dica（インドセンダン） 4 月／9 ~ 10月 

Cassia町amen（タガヤサン） 乾季 

C spectabjiお 乾季 

Casuarina eqwsetifoiia（モクマオウ） 乾季 

Coi山a abyssinica 乾手 

Crown megalocax pus l ~3 月 

Cupressus Jusitanwa（メキシコイトスキ） 1 ~ 3 li/S - 9 )1 

Delonix regla（ホウオウボク） 1 ~3 月 

Eucalyptus carnaldulen町5 3 月 

E globuius 乾季 

E maculata 乾季 

E panicu白ta l ~3 月／6 ~7 月 

E saiigna 乾季 

Grey川ea robusta （ハゴロモノキ） '-3 月 

Jacaranda rnimosl加Ha（ジャカランダ） 3 -4 月／8 -9 月 

Leucaena leucocephaia（ギンネム） 年「p 

Mark)lamia platycaルx 8 月 

Melia azedai ach（センダン） 5 ~ 6 月 / 12 ~ 1 月 

M voikensn 雨季（?) 

Parkinsonia acuieata l 月 ／6 月 

Pinus patti加 2 ~3 月 

Schinus moile（コショウボク） 1~3 月 

めathodea campanulata（カエンボク） 2 -3 月／8 -9 月 

Tamarindus indica（タマリント） 7 -9 月 

功tex keniensis 6 - 12月 

Zizyphus mauntiana（インドナツメ） 9 月 

Iトー0DA（英国の凶障協力機関）の専門家がケニア山東館のEmbu、 Meru. Isiolo 3県 
で実施したプロジェクトのために編纂した責料で，この地方には平乾燥地からいわゆ 
るハイランドまで含まれる。 4 、 5 月とliftが甫手である。 
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表8(3) ケニア中部における主要な樹種の種子{果実)採取時期

樹 種
ACada m わZ′ca

A sencga ′

A tor山鹿

Ac ・ocaipzis axmifoi ′us

Azad′rac層amd′ca( インドセンダン)

Cass 南祝amea( タガヤサ ン)

C spccrab-』′s

Casuarma eqmse ヴZb"a( モ クマオ ウ )

Cordiaabyssmica

Crot(m me 月a′oca′pus

CuPressus ′usifanira( メキ シコイ トスキ )

Daomx reg7a( ホウオウポク)

Euca ′yp 「us cama ′d‘」′eps!s

E g′obujus

E macーばaな

β panicU ′ata

　 　　　　　　　　

Grev′′′ea robusta( ハ ゴロモ ノキ )

Jacaranda mjmosiiolja( ジヤカラ ンダ)

Leucaena ′eucocepba ′a( キ ンネム )

ル『arkha ロガaP′atyca′yx

~re′′a azedaiac 々 (セ ンダ ン)

M voikei}s〃

Parkmson ーdacu ′caza

Pinus pat川a

schmusmo ′′e( コシ ョウボ ク)

Spamodea campanu ′ata( カエ ンポ ク)

Tamarlndus mdica( タマ リン ト)

yiとexke 刀lens 肥

蜜 zyphus maur-t!ana( イ ン ドナ ツメ ) 9 月

注.ODA( 英国の国際協力機関) の専門家がケニア山東麓の Embu 、Meru 、lbloーo 3県
で実施したプロジェクトのために福擁した資料で、この地方には lr乾燥地からいわゆ
るハイランドまで含まれる。 4、 5月とu 月が雨季である。

採取時期
2 ~ 3 月 / 8~ 9 月

1~2 月 /7~8 月

7~8 月

11~12 月

4 月/9~10 月

乾季
乾季
乾季
乾季

1~ 3 月

1~3 月 /8~ 9 月

1~ 3 月

3月
乾季
乾季

1~ 3 月 / 6~ 7 月

乾季
1~ 3 月

3~4 月 / 8~9 月

年中
8月

5 ~ 6 月 /12~1 月

雨季 (?)
1月 / 6月
2~ 3 月

1~ 3 月

2 ~ 3 月 /8~9 月

7 ~9 月

6~12 月

9月
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は、 立木からもぎ取る群と、倒した本からもぎ取る群に分けられることも 

ある。のは成熟すると間もなく地1 に落ドする、大型の神子（果実）を着 

けるもので、多汁質の液果を着けるAnthocephalus chniensis, 指先人の 

核果を着けるチーク、メリナ、ニーム、 Vitex spp など、大きな豆果（サ 

ヤ）を着けるタイヘイョウテツボク、ホウオウホク、アメリカネムなど、人 

きな朔果を着けるマホガニーなと、またハ不のついた中～大型の果実を杵 

けるカリンやフタハガキ引の樹木なとが含まれる。 方②には、朔果に細 

かい種fか人っているユーカJ 類、成熟するとサヤか割れて称子がこほれ 

落ちる多くのマメ科の樹木、例えばキンネム、モルツカネム、キンキジュ、 

Parkinsonja aculeaf aなど、成熟すると果実が開いて小型の種子が自然に 

落ちるマツ類、モクマオウ、ハルサなど、地ヒに落ちるとすくに果肉が腐 

る中～小型の核果を着けるサクラ属樹木などかあるか、木が高くなると地 

l でのもぎ取りは困難になるので、可能な場合には木を倒してもぎ取る。① 

は齧歯類（ネズミなと）や昆虫の食害を受けないうちに、またあまり濡れ 

ないうちに拾い集める必要があり，②は種子が落ちないうちに、また核果 

ては果実が落ちないうちに少し早めに採取する必要がある。 

熱帯の樹木種子も、生理的な特性によって2つのグループに大別される。 

1つは、乾かして含水率をドげても活力を失わないorthodox seedsで、他 

は合水率が約25％をわると活力を失うl ecalciti-ant seedsである。後者は 

desiccation sensitive seedsともよばれる。前者については、結実した機 

会に、予算・労力の許す範囲で出来るだけ多く採取するようにつとめ、適 

切な調製を行った後、所定の条科で貯蔵しておく。寿命の短い後者につい 

ては、採取した後十分な活力があるうちに播き付けを行う。いずれの場合 

にも、採取した種子に付いては必ず記録を作成する。記載すべき事項は、樹 

種名、採取場所（造林地の場合、原産地が分かっていれば記載）、採取年月 

口、果実の重量または容積、種子精選年月口、精選種子の重量および容積、 

貯蔵条件、貯蔵開始年月日、払い山し記録などで、払い出す場合には必ず 

樹種名と採取場所（＋原産地）を添える。 
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は、立イ・からもぎ取る群と、倒した小からもぎ取る町に分けられることも

ある。(リは成熟すると間もなく地 目こ渚ドする, 大別の神 f {果実) を着

ける もので、 多汗質の液果 を着け る An[hocepha ′ubchinc ′}s′s、指先人の

核 果 を着 け るチー ク、 メリナ、ニーム、 V′肥x bpp な ど、大 きな 豆果 (サ

ヤ) を着けるタイヘイヨウテツボク、ホウオウホク、アメリカネムなど、人

きな湖黒を着けるマホガニーなど、またハネのついた中~ 大型の果実を着

けるカリンやフタハガキ科の樹木などが含 まれる。 ▲ノバリには、朔果に細

かい種 か人っているユーカリ鯨、成熟するとサヤか割れて種子がこぼれ

落ちる多くのマメ料の樹木、例えばキンネム、モルツカネム、キンキジュ、

Parkmso ′7′a ac川鍋【aなど、成熟すると果実が開いて小型の種子が自然に

落ちるマツ敷、モクマオウ、ハルサなど、地圭二に落ちるとすぐに果肉が腐

る中~ 小型の核果を着けるサクラ属樹木などがあるが、木が高くなると地

上でのもぎ取りは困難になるので、可能な場合には木を倒してもぎ取る。①

は醤歯類 (ネズミなど) や昆虫の食害を受けないうちに、またあまり濡れ

ないうちに拾い集める必要があり、⑦は種子が落ちないうちに、また核果

ては果実が落ちないうちに少し早めに採取する必要がある。

熱帯の樹小村「 も、生理的な特性によって 2つのグループに大別される。

1つは、乾か して含水ヰ{を下げても活力を失わない orthodox seeds で、他

は含水率が約 25 % をわると活力を失う1ecalc1trant seeds である。後者は

desiccation sonsltlve seeds ともよばれ る。 前者 については、結実 した機

会に、予算・労力の許す範囲で出来るだけ多く採取するようにつとめ、適

切な調製を行った後、所定の条件で貯蔵しておく。寿命の短い後者につい

ては、採取した後十分な活力があるうちに橋き付けを行う。いずれの場合

にも、採取した種子に付いては必ず記録を作成する。記載すべき事項は、樹

種名、採取場所 (造林地の場合、原産地が分かっていれば記載)、採取年月

日、果実の重量または容積、種子精選年月ロ、精選種子の重量および容積、

貯蔵条件、貯蔵開始年月日、払い出し記録などで、払い出す場合には必ず

樹種名と採取場所 (十原産地) を添える。
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マツ類，多くのユ“～カJ類の種子はoy thodox な種子である0 これらの種 

子は、気乾状態で密閉して- 18℃におけぱ15年も効果的に貯蔵できたと 

いう報告があり、力法さえ適切であれば、かなりの長期間にわたって貯蔵 

することができる。マメ科の種子も、いわゆる硬粒のものが多く、一般に 

は寿命が長いとされているが、Cedrehnga catenaeんTm isのように 

I Cc a Ici t rant な性質をもつものもある。一方、乾燥できない種子の代表的 

なものはフタバガキ科(Diptetocat paceae）の種子（厳密には果実）で、 

短いものは1週間くらいで活力を失うとされている。アローカJ ア類では、 

Aiaucana hunstein,,（クリンキーパイン）、A bidwilin（ヒロハノナン 

ョウスギ）、A araucana （チリーマツ〕、A angusti旬Ha（パラナマツ） 

の4種の種子は後者で、含水率が25 -40％以－Fに下がると活力を失う。－一 

方、A cunninghamn（ナンョウスキ）とA columnansはoi thodox と 

されている。同し科のAga this spp （インドナギ類）の種子もrecalcitrant 

とされている。 

乾燥してもよい樹種群の種子は、調製後少なくとも気乾状態にしてから 

缶やジャーなどに入れて、できれば低温(0。 C 前後）で貯蔵する。とくに 

気温で貯蔵する場合に含水率が高い種子を密閉した容器に人れるのは危険 

で、こういう種了はむしろ紙袋か布袋に入れるほうがよい。乾燥すると急 

速に活力を失うような「ecakI tran t な種子は、活力を失わない程度の水分 

（樹種によって異なるが、約40 %）を保ちなから、低温に置く。フタバガ 

キ科の2、 3の樹種では、1ST が良いとされている。インドセンダン 

(Azadirachta ,nthca)やハゴロモノキ（Grevillea robusta）の種子も乾 

燥に弱いとされているが、後者は10 %以トの含水率であれば2年間は貯蔵 

可能だとする報告もある。 

以下、2、 3の樹種群について果実・種子の取り扱い方を述べる。 

マツ類、多くのユーカリ類の種子は o}thodox な種子である。これらの種

目よ、気{吃状態で密閉して‐18oCにおけば15年も効果的に貯蔵できたと

いう報告があり、方法さえ適切であれば、かなりの艮期間にわたって貯蔵

することができる。マメ料の種子も、いわゆる硬粒のものが多 く、一般に

はズ≠命 が 長 い と され て い るが 、 Cedre 加増 a c頭 e′1aef{)rmーsの よ う に

疋caーcitrantな机質をもつものもある。一方、乾燥できない種 子の代表的

なものはフタバガキ料 (Diptelocal paceae) の種子 (厳密には果実 ) で、

短いものは 1週間くらいで活力を失うとされている。アローカリア類では、

Aia ucar!a hunsre “〃′ (ク リンキーパイ ン)、 A bjdw 耳目」 (ヒロハ ノナ ン

ヨウスギ )、 A a「aucana( チ リーマ ツ )、 A angust{fo ′ja( バ ラナマ ツ )

の 4種の種子は後者で、含水率が 25~40% 以下もご下がると活力を失う。一

方、 A cunningham 〃 {ナ ンヨウスキ ) と A co′um nans は o1thodox と

されている。 r司し科の Agat′us spp( インドナギ類) の種子もrecalcitrant

とされている。

乾燥してもよい樹柿糟の種子は、調製後少なくとも気乾状態にしてから

缶やジャーなどもこ入れて、できれば低温 (ooC 前後 ) で貯蔵する。とくに

気温で貯蔵する場合に含水率が高い種子を密閉した容器もこ人れるのは危険

で、こういう種マはむしろ紙袋か布袋に入れるほうがよい。乾燥すると急

速もこ活力を失うような recalc1trantな種子は、活力を失わない程度の水分

(樹種によって異なるが、約40%) を保ちながら、低温に置く。フタバガ

キ料の 2、 3の樹種では、 15oC が良い とされている。 イン ドセ ンダン

(Azad ーrac 旧 a md ′ca) やハ ゴロモ ノキ (Grev" ′ea robusta) の種子 も乾

燥に弱いとされているが、後者は10% 以ドの含水率であれば2年間は貯蔵

可能だとする報告もある。

以下、2、 3の樹種群について果実・種子の取 り扱い方を述べる。
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マツ類，鱗片が開く前に採取Lた球果を、適当なトレイなどに広げて人H 

乾燥し、種子を取り出す。手で採んで翅を離した後、箕などで風選し、そ 

の後、1-2 週間風乾してから貯蔵する。1年以内に播く場合には、密閉容 

器に入れて冷暗所に保存する和度でよいが、数年間貯蔵したい場合には冷 

蔵庫（2"C 前後〕に保管する。 

ユーカリ類 荊果が開く前に採取し、マツ類の場合と同しように天日で乾 

燥し、開いたら強く振動させて良い種子が完全に落ちるようにする。樹種 

によって種了の大きさは著しく異なる（表9）のて、対象とする種子の大き 

さに応じて適切なメノシュの飾でより分けたり、風選でゴミやシイナを除 

く。微少な種子の場合には、やや大型のゴミだけを飾で除く程度にする。い 

ずれの場合にも、I -2 週間風乾Lてから貯蔵する。数年間貯蔵したい場合 

にはやはり低温(0ロC前後）におくほうがよい。 

マメ科樹木 英が開く前に採取し、ゴザなどに広げて天口乾燥し、開いたら 

棒などで叩いて種子を落し、飾でより分ける。貯蔵する前にはやはり風乾し 

たほうがよく、また保存中に柿子害虫が発生することが多いので、その防除 

のために二硫化炭素なと’の殺虫剤で燻蒸する必要があるが、取り扱いが難し 

いので、近くの研究機関などに依頼して処理してもらうほうがよい。 

液果をつける樹木類：果肉が多汁質のものは採取後なるべく早く種子を取 

り出す。例えば、Anthocephalus cinnens,sの果実は、採取後すぐに金網 

などにこすりつけて果肉を取り除く。この操作はmac erat ion とよばれ、こ 

れに用いる器具はmacerator とよばれる。この場合、果実を一昼夜水に漬 

けて果肉を柔らかくするとマセレーションを行い易い。この樹木の種子は 

ごく小さい（約100 -300 万村ノkg）ので、果肉パルプから注意深くより分け、 

2日間ほど風乾してから貯蔵する。メリナやセンダン類、Endospennum 

peltatum、 インドナツメなどの果実は、果肉の状態によって1昼夜から数 

日間水に噴けた後にマセレーションを行い、種子を果肉から取り分ける。 
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マツ類 .鱗片が開く前に採取した球果を、適当なトレイなどに広げて大H

乾燥し、種子を取り出す。手で棟んで遡を離した後、質などで風選し、そ

の後、1~2 週間風乾してから貯蔵する。1年以内に撒く場合には、密閉容

器に入れて冷暗所に保存する科度でよいが、数年間貯蔵したい場合には冷

蔵庫 (2℃前後) に保管する。

ユーカリ類 ,効果が開く前に採取 し、マツ類の場合と同しように天日で乾

燥し、開いたら強く振動させて良い種子が完全に落ちるようにする。樹種

によって種了の大きさは著しく異なる (表9) のて、対象とする種子の大き

さに応じて適切なメノシュの綿でより分けたり、風選でゴミやシイナを除

く。微少な種子の場合には、やや大型のゴミだけを綿で除く程度にする。い

ずれの場合にも、1~2 週間風乾してから貯蔵する。数年間貯蔵したい場合

にはやはり低温 (OQC前後) におくほうがよい。

マメキキ樹木 英が開く前に採取し、ゴザなどに広げて大ロ乾燥し、開いたら

棒などで叩いて種子を落し、縄でより分ける。貯蔵する前にはやはり風乾し

たほうがよく、また保存中に柿テ害虫が発生することが多いので、その防除

のために二硫化炭素などの殺虫剤で嫌蒸する必要があるが、取り扱いが難し

いので、近くの研究機関などに依頼して処理してもらうほうがよい。

液果をつける樹木類 :果肉が多汁質のものは採取後なるべく早く種子を取

り出す。例えば、Anごねocepha′us c′}mensーsの果実は、採取後すぐに金網

などにこす りつけて果肉を取 り除く。この操作は maceration とよばれ、こ

れに用いる器具は macerator とよばれる。この場合、果実を一昼夜水に漬

けて果肉を柔らか くするとマセレーションを行い易い。この樹木の種子は

ごく小さい(約100~300 万粒/kg)ので、果肉パルプから注意深くより分け、

2日間ほど風乾してから貯蔵する。メリナやセンダン類、 Endospermum

pejra山川、インドナツメなどの果実は、果肉の状態によって 1昼夜から数

日間水に漬けた後にマセレーションを行い、種子を果肉から取り分ける。
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(4）種子の品質検査 

種子を効率的に便うためにはその発芽率(germination percentage）を 

知っておく必要がある。例えば、ポソトに種子を直か播きする場合には、発 

芽率によって播く粒数を加減しなければならないし、苗床に種子を播き付 

ける場合にも、発芽してから余分な間引きをしなくてもすむように、発芽 

率によって播き付け量を加減する。純度(purity ）も調べておくにこした 

ことはないが、苗床に播き付けることが少ないので、播き付け量を計算す 

る要囚として必要とされることは少ない。いずれも国際種子検査協会が定 

めている規約によるのがよいが、其体的な方法が定められている熱帯樹種 

が少ないこと、施設・器具が揃っていないことなとで、原則だけを参考に 

して行わさるを得ない。 

検査の力法は温帯樹木種子の場合と全く同じであるが、発芽試験器や発 

芽I'llなどがないことは普通であるし、電気さえきていないこともあるから、 

たいていは単なる差しかけ小屋(shed）か、よくてガラス室の中で、播き 

付け箱なとを使って土か砂に播き付けることになる。このほうが実際の発 

芽率に近い結果が得られるが、時間は長くかかる。 

発芽試験は100 粒×4組で行うのが正式ではあるが、大粒種子の場合、施 

設が狭い場合などには、50粒× (4組～2組）など適宜に規模を縮小して行 

う0 熟帯・亜熱帯の樹種の種子には生理的休眠を示すものは少ないようで 

あるが、マメ科樹木の硬粒種子のような物理的休眠を示すものは多いから、 

こういう種子は、それぞれに適切な発芽促進処理を行った上で試験する必 

要があるロ実際には後[-1、大量の種子を処理するための方法を検討する良 

い機会である0 なお土や砂に播く場合には、覆七が厚くなりすぎないよう 

に注意する。普通には種子の大きさと同じ程度の厚さにする。 

(5 ）発芽促進法 

これまで造林に使われてきた熱帯・亜熱帯樹種の種子には生理的休眠は 

あまり知られていないが、最近各地で有用な在来樹種が取り上げられるに 

-63 - 

(4) 種子の品質検査

種 子を効率的に使うためにはその発芽率 (gennInat【onpercentage) を

知っておく必要がある。例えば、ポソトに種子を画か*番きする場合には、発

芽率によって才清く粒数を加減しなければならないし、苗床に種子を描き付

ける場合にも、発芽してから余分な間引きをしなくてもすむように、発芽

率によって撒き付け量を加減する。純度 (pur1ty) も調べておくにこした

ことはないが、苗床に播き付けることが少ないので、描き付け温を計算す

る要因として必要とされることは少ない。いずれも国際種子検査協会が定

めている規約によるのがよいが、具体的な方法が定められている熱帯樹種

が少ないこと、施設 ・器具が揃っていないことなどで、原則だけを参考に

して行わさるを得ない。

検査の方法は温帯樹木精子の場合と全く同じであるが、発芽試験器や発

芽皿などがないことは普通であるし、電気さえきていないこともあるから、

たいていは単なる差しかけ小屋 (shed) か、よくてガラス室の中で、描き

付け箱などを使って土か砂に描き付けることになる。このほうが実際の発

芽率に近い結果が得られるが、時間は艮くかかる。

発芽試験は100粒×4組で行うのが正式ではあるが、大粒種子の場合、施

設が狭い場合などには、50粒× (4組~2 組) など適宜に規模を縮小して行

う。熱帯・亜熱帯の樹種の種子には生理的休眠を示すものは少ないようで

あるが、マメネキ樹木の硬粒稲子のような物理的休眠を示すものは多いから、

こういう種子は、それぞれに適切な発芽促進処理を行った上で試験する必

要がある。実際には後 H、大量の種子を処理するための方法を検討する良

い機会である。なお土や砂に橘〈場合には、覆土が厚くなりすぎないよう

に社意する。普通には種子の大きさと同じ程度の厚さにする。

(5)発芽促進法

これまで造林に使われてきた熱帯・亜熱帯樹種の種子には生理的休眠は

あまり知られていないが、最近各地で有用な在来機種が取り上げられるに
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つれて、発芽しにくいものもあることがわかってきた。例えは、アフリ力 

の季節林地4ftに分41するTex minalia brownv、 Meha voikensi,, 

Anogeassus lelocarpusなどがその例で、これまでのところ発芽しにくい 

ことが知られている。T brownnについては、産地によって発斗に難易かあ 

るらしい。M voikensuについては、発“促進方法が試みられてはいるが、 

必ずしも効果的とはいえない。A lejocarpus については発斗促進力法は知 

られていない。これからも、取り上げられる有来樹種が増えるにつれて、こ 

のような事例が増える可能性かある。 

一方、マメ科の樹木が多く、それらのほとんとの種子はいわゆる硬粒（硬 

実）で、何らかの方法で種皮に傷をつけるか、硫酸で処理したり、熱湯で 

処理しないと発芽しないか、マメ科の樹木以外でも硬粒種子と思われるも 

のがある。表9に主要樹種の発芽促進力法を収録したが、硬粒の程度は樹種 

によって異なるのは当然として、同じ樹種でも産地・系統さらには親木に 

表9 主要樹種の種子粒数と発芽促進方法 

樹 種 

Acacia slhida 
A aur,cubfornas 
AIllョ』g」um 
A nilotica 
A senegal 
A tort,ljs 
Albizia kbbek 
Anacarthum occ:dentale 
Anogeissus Jeiocarpus 
A nthocephalus chinensis 
ルauCaria coon"]帥awl] 
A hunste,nu 
同（はねを取った種子） 

A zadirach ta inthca 
Ca/Sandra calothyrsos 
Cassia slamea 
C spectabdis 

Casuarna equisetiloha 
Cedrela odorata 
Croton mega/ocarpus 
Cupressus lusi tanica 

DaThergia sissoo 
Eucalyptus camaldu/ensis 

E citriodora 

粒数/ kg 処理万法 平均発芽率 

20,400 - 40,000 
8.200ノ- 89.200 

40.000 --- 70,000 
1.700ノ- 11,000 
7,900ノ- 33,000 

12,000 - 16,100 
6,000 - 16,000 
175- 300 

112,000 - 120,000 
1,000,000 - 2,600.000 

L9加－~3,4叩 
1,700 - 1,8加 

2,000 - 2,500 
2,8叩ノ～63叩 
14,000 - 21,400 
9,900ノ- 45,000 
31,000 - 35,000 
183,000/l,000,000 
30,000 -227,200 

1,700 
7,200 -250,000 
12,000 - 52,800 

90000 - 2,200,000 
108,000 - 1,240,000 

浸耽酸（2> 45-75% 
40-関% 

80% 
60～駅）% 

70 -100% 
45 -80% 
50-85% 
"-叩％ 
30- 70% 

30 - 70% 

水浸12時問 35-65% 

熱滑 (り 
直硫酸(1);t4h u ) 50-85% 

熱潟（1〕 15-50% 
不要 30 -70% 
不要 印～蹣％ 

不要 95% 

不要 25-印％ 

直硫酸(3) 70- 100% 
不豊 55-叩％ 

水浸 12時間 印～叩％ 

つれて、発芽しにくいものもあることがわかってきた。例えば、アフリカ

の 季 節 林 地 帯 に 分 布 す る Te ′m′〃可′a brown ‘i、 Me 』ia vo!ke′}si′、

Anoge ーssus ′e-oca「pus な どがその例で、 これ までの ところ発 芽 しに くい

ことが知られている。 T brow" 〃については、産地によって発芽に難易があ

るらしい。 M vo!kensi′については、発芽促進方法が試みられてはいるが、

必ずしも効果的とはいえない。 A ′eーocarpus については発芽促進方法は知

られていない。これからも、取 り上げられる有来樹種が増えるにつれて、こ

のような事例が増える可能耀かある。

一万、マメ科の樹木が多く、それらのほとんどの種子はいわゆる硬粒 (硬

尖) で、何らかの方法で稲皮に傷をつけるか、硫酸で処理したり、熱湯で

処理しないと発芽しないが、マメ科の樹木以外でも硬粒種子と思われるも

のがある。表9に主要樹種の発芽促進方法を収録したが、彼粒の程度は樹種

によって異なるのは当然として、同じ樹種でも産地・系統さらには親木に

表9 主要橋種の種子粒数と発芽促進方法

樹 租
Arac」a dibida
A aurlcuね命rm」s

A mangmm

^ n′′orーCa

A senega ′
A 【ort′1」s

A′bーz‘a′ebbek
Anacard 』um 択)c′dentafe

Anogelssus je‘ocdrpus

Anfh ば epha′uschinenbfs

Arduca “acun 力′ngねam′′
A hunslemn

同 (はねを取った種子)
Azadi「acilla indlca

ca〃‘a“driira′otbyた別 s
Cass′as′amea

C spec「abiJ‘s

Casuar′"a cqu′setiあれa
Cedreja odora【a

Croron mega!ocarpUS

Cupressus ′ー」sitanにa

Da′bergla s』SSOO
Eu‘a′yptuscama ′dU′ens上s

E citnodora

粒数 /kg

20,400~40,000
8,200/~89,200

40,000~70,000

1,7α)/~11, 仰 0

7,9餌 /~33,000
12,GOO~16,100

6,0閲 ~16,000
175~300

112,OW~120,000

1,0側 ,000~2,6 仰 ,側 0
1,900~3,400
1,700~1,8 仰

2,000~2,5 仰

2,8駅)/~6,3 ㈹

14,000~21,400
9,900/~45, 仰 0

31,000~35, 仰 0

183,0似}△ ,側 0,OW
30,000~227,2 閲

1,7伽
7,200~250,000

12,000~52,800
90仰 0~2,2 餌 ,000

108,000~1,240,000

処理力法 平均発芽率

演戯破{2) 45~75%
濃硫酸(2),熱・論漫") 40~ 節%
満場(2},漁船欄℃:ー影}) 80%
濃硫酸 (1):部湯(1) 閑 ~冊 %

濃硫酸(2) 70~lm%
濃硫酸(2) 45~ 助%

虞硫酸{1、2),満船(i) 50~85%
水浸 綿 ~90%

濃硫酸(?) 30~70%
不要
才・要 30~70%

不変

水浸 12時間 35~65%
熱湯{?)

濃硫酸(1):蔀湯(1) 50~85%
熱湯(1) 15~50%
不要 30~70%
不要 50~85%
不要 95%
不要 25~ 帥%

濃硫酸{3) 70~lm%
不要 55~ 馳%

水洗 12時間 団 ~ 囲%
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表9（つつき） 

樹 種 

Et ?oeflafl,I 

F deghipta 
E g ?obu/w, 

Egrail山、 

とniicrot/ieca 

E panic u/ala 

Eiob,i,,ta 

E sahgrid 

Ere」e白CIII 

EIme "ian a 
E iiiophy山 
Gui c/ma arbarea 

aevi//ed robusla 

Khaya sm PgaIen国s 

Leucaenakucoccplia?a 

Ale/ia azedarac/i 

Octomejes sunialraiia 

ル「d5eiaiil lies 白五atana 

馬rk,a big/obosa 

乃nus caribaea var 

/iu,idiirensis 

P inn kusu 
P oocarpa 

P palU加 

P rathata 
ProsaPI,,a功cana 

P jii/illb'a 

Pterocarpus indaus 

Sesban,a gra "di flora 

S sesban 

bwietenia macrap加i/a 
Tan,anndus ,ndica 

Tectona gianths 

Terniinaba calappa 
T ivorens,s 

Trip? ad Won sckI OX3'iOii 

zgyphus ,naunhiana 

村数Jkg 

141,000 - 3,605,000 
1,400,000 - 4,210,000 
70,000 - 350,000 

覗鰍）l290a0 - 3,M叫〕) 
200,000 - 450.000 

332,900 -336900(-190gl0) 
羽5.1朋u皿叫トII伽臓）) 

25.000 - 2,000,000 
90,000 -4,000,000 

263,0叩～800,0m 
210,000 - 456,000 

400 -3,000 

51,000 -150,000 
2500/3,200 - 18000 

13,000 - 34,000 

475-2,800 
4 .000,000 

40,900 ~ 50,000 

2800- 5,000 

46,000ノ- 200,000 

28,000-59,000 
38,000 - 78,000 

88,000 - 140,000 

28,000 - 37,馴0 

2,90(】ノ6,500 

8,000 - 32,000 

1.l加ノ2,100 
17 000 -20.000 

2,000 - 2,500 

700-2600 

1250-3,100 

150 -860 

5500-6,600 

3,000 

650-3,500 

処理方法 

水械12時四 

不要 

不要 

不要 

不要 

不要 

不要 

水S 12時問 

水浸 12時川 

不要 

不要 

小要 

1 要 

水浸 12時間 

熱鴻（D 

不要 

不要 

熱湯‘沸l島(I) 

直硫酸(1) 

平均発井率 

45-切% 

35-65% 
切～叩％ 

35-65% 

70-300% 

30-70% 

45-関% 

55-90% 

55-80% 

30-70% 

40-別% 

J0-90% 

70-100% 

50 -85% 

55-85% 

60謂％ 
水浸 15時問 70- I叩％ 

不要 印- 70% 

水浸15時間 70-100% 
不要－冷処理(60日） 

冷処岬(1-3週間） 80% 
濃硫酸 30分 42% 

価つけ，直確酸（7) ＆〕～舶％ 

弧il(l),直破酸30分 30-70% 
不変 跖～9O% 

不要 

不要 70% 
沸滑(2),直破酸加分 30-70% 

「木馴縫の剛乱－末肥嚇問 印～助％ 

水隣・乾燥の繰り返し 

不要 

Ii一l この表はvon Carlowitz (1986）を中心に調製した。 
2 kgあたりの種子の村数はいろいろな文献でかなり異なっており、従ってこの表の数 

宇もおよその範囲を小すものである。 
3 ユーカJ勤についてはFAQ (3972〕の数字を中心に瞥耳した。ユーカIの種子に 

はcl,a“と呼ばれる不稔の必珠が多量に含まれており、柏選の程度によ-JてI/I 位重 
量あたりの種I数はかなり変動する。 

4 ．処理方法の説明 

湊硫酸（1) 5 -IS分；同（2 ) 20 -30分，同（3 ) 45 -60 分 
(?） 時問はその都度決める，処理後は~分に水洗し一晩水浸。 

熱 湯 熱湯(50 ℃？）に12時間浸漬する； ('）時間はその都度決める。 
沸 湯（I） 沸騰水に潰けて、そのまま冷却する。 
沸 湯(2 ) 沸瞬水に3 -5 分間漬ける。 

吸水‘陽光乾燥の繰り返し 2 . 3 日おきに繰り返す方法と、 lト］ごとに繰り返す 
方法とある。 

不要一とされている樹種でも一晩水に浸してから播くほうがよい。 
5 .発サ率も種子の条件によってまちまちであり、 十記の数字はおよその範囲を示す。 
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表9( つつき)

樹 補
　　　　　　　　　　

E dぐg′ー′pM
　 　　　　　　　　

E grd〃dK
　 　　　　　　　　　

ど p‘m に一‘まほ
ど iobuhta

だ』月′′grid

E rejetに{刀n′も
E rm 可′′dna

　　　　　　　　　　　　　

(;rile′ina arbored
Gjev′′′d rob【‘" 口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

!βucaer】a′eo‘ocep′i詔d
ん座れd azed‘}rad ー

odt)me にb unヱ旧rari‘ヱ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

pdrねぐj b一g!oboqd
Prrius cdrめdea var

boridore"S′S
P 川で′★u′I

　　　　　　　
Ppatu ′a
P rdd′ara

　　　　　　　　　　　　　　　

pノ‘“′"old

Pterorarpu rn山‘us
se~ぬdoid grar】d一′7orzz

　　　　　　　　　

w だ「eoiarr1dcropby ′な
rama 〃′mtis′rmlca

　　　　　　　 　　　　　　　　

Ter刀1′r7aねd‘a【appd
　　　　　　　　　　　

Trip!odiitoo sc′eioxyjor1

Zも聖 pb 第 旦1a-Ur′≠iaoa

対数 ノkg

141,000~3,605000
1,400,000~4,210,0【}0

70,000~350,000

612,伽0{2鱒棚 ~3,鯛 ,仰ぬ}
200,000~450,000

=2DOむ一33600。←一460,。QO)

4ー5,mo(M0,鯛 、1馴 化P)

25,000~2,000,000

90,000 、 4,000,000
2b3・OGO~80QOO0

2ー0,000~45(),000
400 、 3,000

51,000~150,000

2500/3,200~18000
1,,()00~34,000
475A 」2,800

4,000,000
40,900~50,000

2,800~5,000

46,000/~200,000

28,000~59,000

38,000~78,000
88,000~140,000

28,000~37,540

2900/6,500
8,000~32,000

1,loo/2,100
17000~20,000

2,000、 2,500
700* 」2600

1,250~3, ー00
150~860

5500~6,600

3,0開
6う0~3,500

処理方法 平均発芽率
ー ー ー

水屍 12時期! 45~ 箭%
不要
不要
不要
不要
不要
不要

水没 12時圏
水没 12科料1ョi

不要
不要
不要
イ・要

水凝 12時間
熱湯(1)
不要
不要

親湯‘前湯(1)
液硫酸(1)

水没ー5時間
不要

水浅 15時間
不要:冷処理(閑日)
冷処理(1~3週間)
濃硫酸 30分

傷つけ:嬢硫酸(?)
j鮫島"),虞硫酸 30分

不要
不要
不要

虎湯(2)縦硫酸 30分
岐水陪元奉鏡の繰り返し,永浸婚澗

水浸・乾燥の繰り返し
イ・要

35~65%

綿 ~90%

35~65%
70~ 」節 %

30~70%

45~ 閑 %
55~ 網 %

55~ 即 %

30~70%

40~80%

JO~90%
70~1 仰 %

50~85%

55~85%

団 ~90%

75%

70~1 仰 %

釦 ~70%
70~1 の %

総%
42%

恥 ~90%

30~70%

85・ 90%

70%
30~70%
団 ~80%

il-1 この表は von Cdrーowltz(1986) を中心に調製 した。

2 ,kg あたりの種子の対数はいるいるな文献でかなり異なっており、従ってこの表の数
γもおよその範囲をォ、すものである。

3 ユ一方り類については FA0(i972) の数字を中心に整理した。ユーカリの種子に
は dlaf1と呼ばれる不稔の旧・珠が多量に含まれており、梢逐の程度によって単位重
量あたりの越す数はかなり変動する。

4. 処理方法の説明
膿硫酸 (1) 5~15 分 ;同 {2) 20~30 分 ,同 (3) 45~60 分

{ ?) 時間はその都度決める ,処理後は ↑分に水洗し一晩水浸。
熱 湯 熱湯 (50℃ ?) に 12時間浸直する ;( ?) 時間はその都度求める。
沸 湯 (1) 沸騰水に漬けて、そのまま冷却する。
薄 湯 (2) 沸騰水に 3~5 分間漬ける。
吸水・1陽光乾燥の繰り返し 2、 3 日おきに繰り返す方法と、 I H ごとに繰り返す

方法とある。
.不要 " とされている樹棚でも一晩水に浸してから掃くほうがよい。

5. 発芽率も種子の条件によってまちまちであり、「記の数字はおよそ「記の数字はおよその範囲を示す。
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よっても異なるだけでなく，また年によっても‘成熟の度合によっても異 

なるのが普通であるから、この表に小されている処理の程度はおよそのU 

安を示しているに過ぎない。実際には、f垂子のロノト 0ot ある年にある 

場所で採取された均質な種子の集団）ごとに少量のサンプルをとって、適 

切な処理法（主に処理時問）を決めることが必要である。 

種皮に傷をつける最も簡単な力法はnipping またはscarifica tin n とよば 

れており、少量の場合には、ラジオベンチ、金ヤスリ、小刀、釘などで種 

皮の一端を切り取ったり、種皮に小さな穴を開けるが、肝とくに幼根を傷 

付けないように注意する。まとまった量の種子を傷付け処理する場合には、 

scariuier （磨傷機）とよばれる器具（例えば石白、乳鉢など）を用いる。 

硫酸処理は、種子を濃硫酸に所定の時間浸漬した後、プラスティック製 

などの網を用いて硫酸を除き、種子表面を水て完全に洗い流す。しかし硫 

酸は取り扱いか厄介なので、まず熱湯法を試みて、促進効果が得られ、ば、 

それによるほうがよい。熱湯法には、①水に種子を人れて加熱、所定の温 

度に達したところで火を止める方法、②沸騰水に種子を投げ入れてそのま 

ま冷却する方法、③網篭に入れた種子に沸騰水をかける力法、などがあり、 

硬粒の程度によって使いわけられている。 

3 ）苗木の種類と育て方 

い）ボット苗 

熱帯諸国では、植栽にあたって根系をできるだけ傷めないように、各種 

のポットを用いて苗木を育てるのが普通で、このような苗木を他のタィプ 

の苗木に対してポソト青I (potted seedling）とよんでいる。乾季のあると 

ころでは、雨季にはいって間もなく植栽するが、甫の降り方が不規則なこ 

とが多く、サイトに植えられた苗木は強い日射と高温に曝されるから、有 

苗中につくられた根系が、植栽後もそのま、引き続き機能して、できるだ 

け早く・深く、そして広く根を張ることが望ましいわけである。 
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よっても異なるだけでなく, また年によっても, 成熟の度合によっても異

なるのが普通であるから、この表に小されている処理の程度はおよその11

安を示 しているに過ぎない。実際には、種子のロノト (lot ある年にある

場所で採取された均質な種子の集団) ごとに少量のサンプルをとって、適

切な処理嚇そ(主に処理時間) を決めることが必要である。

種皮に傷をつける最 も簡単な方法は nli)pmg または scar-ficぞit1on とよば

れてお り、少量の場合には、ラジオペンチ、金ヤスリ、小刀、金1などで種

皮の一端を切 り取った り、種皮に小 さな穴を開けるが、胴・とくに幼根を傷

付けないように注意する。まとまった量の種子を傷付け処理する場合には、

scarifIer(暦傷機) とよばれる器具 (例えば石r]、乳鉢など) を用いる。

硫酸処理は、種子を濃硫酸に所定の時間浸潰した後、プラスティック製

などの網を用いて硫酸を除き、矛市子表面を水て完全に洗い流す。しかし硫

酸は取り扱いが厄介なので、まず熱湯法を試みて、促進効果が得られ・ば、

それによるほうがよい。熱湯法には、①水に種子を入れて加熱、所定の温

度に達したところで火を」上める方法、②沸騰水に種子を投げ入れてそのま

ま冷却する方法、③網轍に入れた種子に沸騰水をかけるノパ去、などがあり、

硬粒の秤度によって使いわけられている。

3) 苗木の種類と育て方

(1) ポット苗

熱帯諸国では、植栽にあたって根系をできるだけ傷めないように、各種

のポットを用いて苗木を育てるのが普通で、このような苗木を他のタイプ

の苗木に対してポ ソト苗 (potted seedllng) とよんでいる。乾季のあると

ころでは、雨季にはいって間もなく植栽するが、雨の降り方が不規則なこ

とが多く、サイトに植えられた苗木は強い日射と高温に曝されるから、育

苗中につくられた根系が、植栽後もそのま・引き続き機能して、できるだ

け早く・深く、そして広く根を張ることが望ましいわけである。
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ポフト育苗事業における人きな問題は、苗木育成の都度多量のボソト用 

土が必要なこと、苗畑から植栽地への運搬・植救地内での小運搬が大変な 

ことであるか1 ポソト内下部で根が巻く現象も将来の生育過程で深刻な後 

遺症を残すとされており、これらの問題を解決するためのいろいろな試み 

も行われている。 

〔D ポノトの材質 

ポノトは無色透明・半透明、または黒色のポリエチレンフィルム製の袋 

状のものが多いが、チューブ状のものを適当な長さに栽断しているところ 

もある。チューブの場合には底がないロまた素材には塩化ビニールフィル 

ムも使われており、ほかに屑ベニヤや竹などを用いている例もある。黒色 

フィルムは、ポソト内での藻類の生育を抑え、根の成長にも良いとされて 

いるが、育苗期間が短い場合にはあまり大きな違いはなく、材質は手に人 

りやすさと価格によって決めればよい。 

いつ頃から普及しはじめたものかはっきりしないが、欧米ではroot 

trainer と総称する1種のポットが賞川されているC これには硬質の筒型ポ 

ットを連結したタイプ、発泡スチロールのブロックにポットに替わる空洞 

(cavity) を並べたタイプ、あるいは健々のポットをトレーに挿したタイプ 

などいろいろあり、各種のプラスティックスが素材とされている。roo t 

traine「 は、広く使われているポリエチレンフィルムのポソトで育てた苗木 

における巻き根の形成を抑えるのが狙いのーつである。 

② ポットのサイズ 

ポソトのサイズはまちまちであるが、最も普通に使われているものは、平 

たく畳んだ状態で屯U（横〕 x 6in（縦）、用土を人れると直径65cm、深さ 

15cm のポットになる。底つきの場合には、水が抜けるようにボット下部に 

小穴を開ける。 
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ポソト育苗事業における大きな問題は、苗木育成の都度多量のポソト用

土が必要なこと、苗畑から和裁地への運搬・植栽地内での小運搬が大変な

ことであるが、ポント内 -ド部で根が巻く現象も将来の生育過程で深刻な後

歳症を残すとされており、これらの問題を解決するためのいろいろな試み

も行われている。

q) ポノトの材質

ポ ノトは無色透明 ・半透明、または黒色のポリエチ レンフィルム製の袋

状のものが多いが、チューブ状のものを適当な長さに穀断しているところ

もある。チューブの場合には底がない。また素材には塩化ビニールフィル

ムも使われており、ほかに屑ベニヤや竹などを用いている例もある。黒色

フィルムは、ポソト内での藻類の生育を抑 え、根の成長にも良いとされて

いるが、育苗期間が短い場合にはあまり大きな違いはなく、材質は手に人

りやすさと価格によって決めればよい。

いつ頃か ら普及 しは じめたものかはっきりしないが、欧米では root

tramer と総称する 1種のポットが賞用されている。これには硬質の筒型ポ

ットを連結 したタイプ、発泡スチロールのブロックにポットに替わる空洞

(cavity) を並べたタイプ、あるいは個々のポットを トレーに挿 したタイプ

などいろいろあ り、各種のプラスティックスが素材 とされている。 root

traーner は、広 く使われているポリエチレンフィルムのポソトで育てた苗木

における巻き根の形成を抑えるのが狙いの一つである。

② ポットのサイズ

ポントのサイズはまちまちであるが、最も普通に使われているものは、平

たく畳んだ状態で4in(横)x6in( 縦)、用土を入れると直径65cm 、深さ

15cm のポットになる。底つきの場合には、水が抜けるようにポット下部に

小穴を開ける。
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底つきポットの場合、根がポットの内面に沿って巻く傾向があり、こう 

いう根は植え付ける直前に剪定するように指導されているが、根を切るこ 

とによって士が崩れ、折角ポットで育てた効果が薄れてしまうし、手数も 

かかるので、実際にはあまり剪定されてはいないのが突態てある。一方、チ 

ューブに用士を詰めた底なしのポットをそのまま地面に置くと、士中に伸 

びる根をしばしば剪定しなけれはならないので、ポリエチレンシートなど 

をポットのドに敷く方法も取られているが、経費もかかるし、ポソトの下 

縁に沿りて、底つきのポソトの場合と同様の巻き根ができる場合もあって、 

効用があるとは言いがたい。 

底なしポ2トのこのような欠点に対処するために、地面から10cm ほど離 

して固定した金網のートに底なしポットを並べる方法があり、これによって 

ポットの下面に突き出た根端は萎縮、枯死する。いわゆる自然根切り（air 

pruning）で、先端が止まった根では元のほうで分岐が促され、側根が増 

える。近年欧米で開発されているtoot trainerは、前述のようないろいろ 

なタイプの筒型空洞に比較的軒軟な合成培上を詰めて苗を育てるように考 

案されている。空洞は下端が抜けているために、床面との間をあけておけ 

ば前述のような自然根切りが起こる。構造は、ブロックに空洞をくり抜い 

たものから、ポットを連結したタイプのもの、穴のあいたトレーにポット 

を挿入するものなといろいろで、サイズも多様である。基本的には空洞の 

内壁に縦に突起があり、横に仲びた根は突起にあたると下向きになり、結 

局は下端の開口部に達して自然根切りを受ける。伸長した根端が空洞の内 

壁に触れた場合に化学的に根が切れるように炭酸銅などの薬剤が塗布され 

ているものもあるらしい。また、ブロックタイプのものには、苗木ド部の 

空気の動きを促し、地下部の温度上昇を抑えることを狙って、 4 個の空洞 

の中央に空気抜けを開けているものもある。ほかにもいろいろなタイプの 

root trainerがあり、運搬しやすい、活着が良い、何回も繰り返し使用で 

きるなどの長所はあるが、初期投資領がかさむという欠点はある。 
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底つきポットの場合、根がポットの内面に沿って巻く傾向があり、こう

いう根は植え付ける直前にリリクゼするように指導されているが、根を切るこ

とによって土が崩れ、折角ポットで育てた効果が薄れてしまうし、手数も

かかるので、実際にはあまり馳走されてはいないのが実態てある。一方、チ

ューブに用 i"を詰めた底なしのポ ットをそのまま地面に置くと、土中に伸

びる根をしばしば剣定しなければならないので、ポリエチレンシートなど

をポットのドに敷く方法も取られているが、経費もかかるし、ポソトの下

縁に沿って、底つきのポ ソトの場合と同様の巻き根ができる場合もあって、

効用があるとは言いがたい。

底なしポソトのこのような欠点に対処するために、地面から1ocm ほど離

して固定した金網の上に底なしポットを並べる方法があり、これによって

ポットの下面に突 き出た根端は萎縮、枯死する。いわゆる自然根切 り (aーr-

prun1ng) で、先端が止まった根では元のほうで分岐が促され、側根が増

える。近年欧米で開発されている loot[r alilerは、前述のようないろいろ

なタイプの筒型空洞に比較的軽軌な合成培上を詰めて苗を育てるように考

案されている。空洞は下端が抜けているために、床面との間をあげておけ

ば前述のような自然根切りが起こる。構造は、ブロックに空洞をくり抜い

たものから、ポットを連続 したタイプのもの、穴のあいた トレーにポット

を挿入するものなどいろいろで、サイズも多様である。基本的には空洞の

内壁に縦に突起があり、横に仲びた根は突起にあたると下向きになり、結

局は下端の開口部に達して自然根切りを受ける。伸長した根端が空洞の内

壁に触れた場合に化学的に根が切れるように炭酸銅などの薬剤が塗布され

ているものもあるらしい。また、ブロックタイプのものには、苗木 ド部の

空気の動きを促し、地下部の温度上昇を抑えることを狙って、 4個の空洞

の中央に空気抜けを開けているものもある。ほかにもいろいろなタイプの

root tralnerがあり、運搬 し )すい、活着が良い、何回も繰 り返し使用で

きるなどの長所ヰまあるが、初期投資額がかさむという欠点はある。
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(3、 ポソト用「 

ポノトに詰める上にもいろいろな組成が不されているが、近くの林地の 

表層L壌と砂を4 1くらいの割合で混ぜるのが普通である。この割合は表 

層上のL性によって変える必要かあり、砂質の場合には砂の割合は減らす 

か、令く加えない。要するに、潅水した水がうまく浸み込み、しかも、植 

救時にボノトを外した時に簡単に崩れない程度の粘りけをもたせることが 

必要である。水の浸み込みをよくするために、ポノト用土の上面にlCIII く 

らいの厚さに砂を入れることもある。1/10 容くらいの］I「肥や厩肥を混ぜる 

こともあり、少量の粒状または粉状の化成肥料をポノトの下部に入れるこ 

ともある。マツ類なとの菌根菌問題、根粒樹木の場合の根粒菌（広義）に 

ついては別項(p85 -p88）で述べる。 

④ 播き付け 

ポットに直接種子を播いて、そのまま苗木にする方法と、 旦播き付け 

箱に播き、発芽後早い時期にポットに移植する方法とある。粒播きできる 

くらいの人きさの種子で、発斗率が50％またはそれ以上あれば、ポットに 

直接播くほうがよく、発芽率が50 -75％ならばポットあたり2粒、75％以 

上であればポットあたり1粒を播き、3週間後に芽出しの状況をみて、2本 

出ている場合には1本を出なかったボットに移植、残った不発芽のポットに 

は改めて播き付ける。播き付け箱に播いて移植する方法のほうが労力・経 

費ともかさむが、多くのユーカ3や、Anthocephalus chinensisのような 

徴細な種子の場合には普通後者によっている。なおブラシルでは、ユーカ 

リの微細な種子をポットに直播きするための道具（semeador manual）が 

考案されているという。 

⑤ 移植 (transplanting, pricking out) 

播き付け箱で発芽した芽生えは、適期にポットに移植する。樹種により、 

また気候条件によっても異なるが、マツ類やマメ科樹木では発芽から3-7 
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か ポソト用 1;

ポノトに詰める Lにもいろいろな組成が示されているが、近くの林地の

表層 f:壌と砂を4:1 くらいの割合で混ぜるのが普通である。この割合は表

層七の 1;性によって変える必要があり、砂質の場合には砂の割合は減らす

か、全 く加えない。要するに、潅水した水がうまく浸み込み、しかも、植

栽時にポノトを外した時に簡単に崩れない程度の粘りけをもたせることが

必要である。水の浸み込みをよくするために、ポ ノト用土の上面に lcm く

らいの厚さに砂を入れることもある。1/10客くらいの堆肥や厩肥を混ぜる

こともあり、少量の粒状または粉状の化成肥料をポノトの下部に入れるこ

ともある。マツ類などの菌根澱問題、根粒樹木の場合の様粒菌 (広義) に

ついては別項 (p85~p88) で述べる。

包め 描き付け

ポットに直接種子を掻いて、そのまま苗木にする方法と、 員描き付け

筋に掻き、発芽後早い時期にポットに移植する方法とある。粒播きできる

くらいの人ききの種子で、発芽-率が 50% またはそれ以上あれば、ポットに

直接掃くほうがよく、発芽率が50~75% ならばポットあたり2粒、75% 以

上であればポットあたり1粒を描き、3週間後に芽出しの状況をみて、2本

出ている場合には 1本を出なかったポットに移植、残った不発芽のポットに

は改めて描き付ける。描き付け箱に描いて移植する方法のほうが労力・経

費 ともか さむが、多 くのユー カリや、 A 崩れocep わa′uschinens 鳶の ような

微細な種子の場合には普通後者によっている。なおブラシルでは、ユーカ

リの御療11な種子をポットに直播きするための道具 (semeadormanual) が

考案されているという。

⑥ 移植 (transplanting 、 prlckingout)

掃き付け箱で発芽した芽生えは、適期にポットに移植する。機種により、

また気候条件によっても異なるが、マツ類やマメ科樹木では発芽から3~7
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日後にわうのがよいとされている。播き付け箱に長くおくと根が長くなり、 

側根も増えて移植しにくくなるし、地上部も大きくなって話着しにく 、な 

る。移植後は十分に潅水し、その後7 - 10 日は日覆（相対照度で約60％の 

遮光率となるようなもの）をわう。 

⑥ 日W (shadrng) 

微少な種子の播きィ」け床や、移植した後の斗牛えには日覆をかけるのが 

普通である。現地では、 草を編んたり、竹や引き割板を適当な間隔でつな 

いで用いることが多いが、寒冷紗があればそれに越したことはなく、その 

場合には可動式にして、大候によって適宜に取り外すようにする。とくに 

降「I」時には、 14$滴が集まって害を与える恐れがあるので取り外すべきであ 

る。草、竹、木材を使う場合には、光不足で徒長を起こしがちなので注意 

を要する。できれば相対照度を引り、60 -70％くらいの光条件にする。ま 

た、季節風がとくに強いところでは、や、長めにかけておくほうがよいと 

されている。 

⑦ ff 水 (watering、 irngation ) 

移植後10 F-I間くらいは、有日早朝と午後遅くに潅水を行う。潅水量を具 

体的に示した指針は少ないが、例えば3’ノnl2ノ回、 または降水量にして5mm! 

日という数字を示したガイドラインがある。これは平均的な基準潅水量で、 

気候条件によっても異なろうが、移植直後のiか水は5P/mソ回（降水量に換 

算すると5mmノ回）程度で2 回行うのが適当と思われる。いずれにしろ、 

潅水後の用上表面の水の浸透状況をよく観察して、過湿にならないように 

注意する。この期問の後は，それぞれの気象条件によって適切な潅水を行 

うことが望ましいが、季節林地帯の乾季であれば、この後は、同量の潅水 

を毎日行うこととし、山出しIか月前から1日1回あるいは隔日に減らして、 

苗木の反応を見ながら加減をする。 

タイ王室森林局で出されている育苗技術指針（Kuerkool 1991）による 
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R後にあうのがよいとされている。描き付け箱に長くおくと根が長くなり、

側根も増えて移植しにくくなるし、地七部も大きくなって活着しにく・な

る。移植後は十分に潅水し、その後7~10 日はH覆 銅ー対照度で約60% の

遮光率となるようなもの) をあう。

⑥ 日覆 (shadmg)

微少な稲子の描き付け床や、移植した後の芽生えには日覆をかけるのが

普通である。現地では、草を編んだり、竹や引き綱板を適当な間隔でつな

いで用いることが多いが、寒冷紗があればそれに越したことはなく、その

場合には可動式にして、犬候によって適宜に取り外すようにする。とくに

降雨時には、雨滴が集まって害を与える恐れがあるので取り外すべきであ

る。草、竹、木材を使う場合には、光不足で徒長を起こしがちなので注意

を要する。できれば相対照度を司り、60~70% くらいの光条件‐にする。ま

た、季節風がとくに強いところでは、や・長めにかけておくほうがよいと

されている。

⑦ 海水 (watering 、 lrngatlon)

移植後 1O H間くらいは、毎日早朝と午後遅くに潅水を行う。潅水量を具

体的に示した指針は少ないが、例えば3P/m2/ 回、または降水星にして 5mm/

日という数字を示したガイドラインがある。これは平均的な基準潅水量で、

気候条件によっても異なろうが、移植也後の海水は5ど/m‘/回 (降水量に換

算すると5mm/ 回) 程度で 2回行うのが適当と思われる。いずれにしろ、

潅水後の用上表面の水の浸透状況をよく観察して、過溝にならないように

注意する。この期間の後は、それぞれの気象条件によって適切な潅水を行

うことが望ましいが、季節林地帯の乾季であれば、この後は、同量の潅水

を毎日行うこととし、山出し1か月前から1日1回あるいは隔日に減らして、

苗木の反応を見ながら加減をする。

タイ王室森林局で出されている育苗技術指針 (Kuerkool l991) による
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と、マツ類、ユーカ)類の育苗については、10日以後は隔日に潅水するよ 

うになっており、ユーカJ 類についてはさらに、山川し前1か月は耐乾性 

を高めるために潅水を減らすように規定されている。この指針がどのよう 

な環境に植栽する場合を想定したものであるか明記されていないが、おそ 

らく、季節林地帯を対象にしたものと思われ、比較的マイルドな条件下で 

さえこのような配慮がされていることは注目に値する。 

このような育苗指引をいくつか調べた範囲では、いずれにしても潅水の 

具体的な指針は示されていないか、示されている場合にも多い目であり、現 

地の潅水の仕方を見ると、実際にはさらに過剰に潅水されていることが多 

い。実際の育苗にあたっては、潅水旦をどの程度まで減らすことが可能か、 

注意深く検討する必要がある。 

⑧ 除草（weeding) 

苗床に直播きして裸根苗（またはスタンプ苗）を育てる場合にも、除草 

は早め早めに行うべきであるが、ポットに直播きする場合や、移植された 

ポットについては、とくに早めに除草することが望ましい。さもないと、芽 

生えが草と一緒に引き抜かれかねない。 

⑨ 消毒（distnfec tion ) 

ポットで育成されている苗木は、潅水時に一時的に冠水状態になりがち 

で、そのために苗床の場合よりも病菌に侵されやすい。一罹病すると防除 

が極めて難しいので、平生から注意深く観察し、できるだけ罹病する直前 

に消毒を行って発生を抑えるように努める。なお、羅病性は樹種によって 

異なり、とくに病害を受けやすいものがあるので、そういう樹種について 

は定期的に消毒を行うほうがよい。ナイジェリアでの経験によると、Park;a 

biglobosa の先枯病（斑点病）は一旦かかると直りにくいので、毎月2回消 

毒を行ったという。 
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と、マツ類、ユーカリ類の育苗については、 10月以後は隔日に潅水するよ

うになってお り、ユーカリ類についてはさらに、山出し前 1か月は鮒乾性

を高めるために潅水を減らすように規定されている。この指針がどのよう

な環境に植栽する場合を想定したものであるか明記されていないが、おそ

らく、季節林地紺を対象にしたものと思われ、比較的マイルドな条件下で

さえこのような配慮がされていることは注目に値する。

このような育苗指針をいくつか調べた範囲では、いずれにしても潅水の

具体的な指針は示されていないか、示されている場合にも多い目であり、現

地の潅水の仕方を見ると、実際にはさらに過剰に潅水されていることが多

い。実際の育苗にあたっては、潅水星をどの程度まで減らすことが可能か、

注意深く検討する必要がある。

⑧ 除草 (weeding)

苗床に直播きして裸根苗 (またはスタンプ苗) を育てる場合にも、除草

は早め早めに行うべきであるが、ポットに直播きする場合や、移植された

ポットについては、とくに早めに除草することが望ましい。さもないと、芽

生えが草と一緒に引き抜かれかねない。

⑨ 消毒 (disLnfection)

ポットで育成されている苗木は、潅水時に一時的に冠水状態になりがち

で、そのために苗床の場合よりも病菌に侵されやすい。一雁病すると防除

が極めて難しいので、平生から注意深く観察し、できるだけ椛病する直前

に消毒を行って発生を抑えるように努める。なお、擾病性は樹種によって

異なり、とくに病害を受けやすいものがあるので、そういう樹種について

は定期的に消毒を行うほうがよい。ナイジェリアでの経験によると、Park-a

big′obosa の先枯病 (斑点病) は一旦かかると迫りにくいので、毎月 2回消

毒を行ったという。
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ci 根切り (root-pruning, undercutting) 

底なしのボットを用いた場合には、発芽後IO「1もすると根が地中に仲ひ 

るようになるので、定期的にポットを持ち上げて、仲び出している根は勢 

定する必要がある。この労力を省くために、プラスティソクスのシートを 

敷いた上にポノトを並べることも行われている。底があるポソトの場合に 

も、水抜き用に開けてある小穴から時に根が伸び出すので注意を要する。ち 

なみに、温度‘水分条件により異なるか、熟帯の普通の条刊では、根はlII 

あたり2-3cm くらい伸長するとみてよさそうである。 

(2）スタンプ苗（根株苗） 

普通の苗床で育て、適当な大きさになった苗木を掘り上げ、被陰トでス 

タンプ苗(stump, stump seedling）にする。スタンプ苗は、長さ20 ~ 

25cm に切り詰めた1種の裸根苗で、地上部は2, 3個の芽を残すようにし 

て約Scm に切り詰め、地下部も主根を切り詰め、側根もそぎ落とす（図3)~ 

スタンプ苗として適当なサイズは、根元直径が1- 25cm とされている。 

最もよく知られている例はチーク（Tectona grandis）である0 タイでは、 

乾季の後半の2月から4月にかけて苗木を掘り上げてスタンプ苗とし、地面 

を掘り下げた1種の土室あるいはコンクリート槽に砂に埋めて格納し、塩ビ 

バイプなどの空気抜きを立てて、簡単な屋根をつけて植栽時期まで数か月 

も貯蔵している。筆者が見たものは約Sm >< 2m ×深さbllの土室で、72'000 

G 
図S スタンプ苗の餌製方法：チークの例 

⑩ 根切 り (root-prumng 、 undercutting)

底なしのポットを用いた場合には、発芽後 lo llもすると根が地中に伸び

るようになるので、定期的にポットを持ち上げて、伸び出している根は鱒

定する必要がある。この労力を省 くために、プラスティソクスのシー トを

敷いた上にポノトを並べることも行われている。底があるポソトの場合に

も、水抜き用に開けてある小穴から時に根が伸び出すので注意を要する。ち

なみに、湿度・水分条件により異なるが、熱帯の普通の条件では、根はI H

あたり2~3cm くらい伸長するとみてよさそうである。

(2) スタンプ苗 (根株苗)

普通の苗床で育て・適当な大きさになった苗木を掘り上げ、被陰トでス

タンプ苗 (stump 、 stump seedling) にす る。 ス タンプ菌は、長 さ 20~

25cm に切り詰めた 1種の裸根苗で、地上部は2、3個の芽を残すようにし

て約5cm に切り詰め、地下部も室根を切り詰め、側根もそぎ落とす (図3)。

スタンプ苗として適当なサイズは、根元直径が 1~25cm とされている。

最もよく知られている例はチーク (Tectona grand・s) である。 タイでは、

乾季の後半の2月から4月にかけて苗木を掘り上げてスタンプ菌とし、地面

を掘り下げた1種の土室あるいはコンクリート糟に砂に埋めて格納し、塩ビ

パイプなどの空気抜きを立てて、簡単な屋根をつけて植栽時期まで数か月

も貯蔵している。筆者が見たものは約 5m ×2m ×深さ lm の土室で、72,ooo

図 3 スタンプ苗の調製方法 :チークの例
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木ノ室のスタンプ苗が格納されていた。このようにして調製・貯蔵されたス 

タンプ苗は、甫季にはいって間もなく掘り出され、植執されるが、苗畑か 

ら掘り上げてすぐに植執された場合よりもかえって活着がよいといわれる。 

わが国ては馴染みのない苗木の形態であるが、育成も容易であり、何よ 

りも取り扱い・持ち運びが容易なので、適用できる樹種はできるだけスタ 

ンプ苗によるのがよい。たたし、育苗面積は裸根苗の場合と同じで、ポッ 

ト苗の場合よりは大きくなる。これまでにスタンプ苗が適用できるとされ 

ている樹種は次のとおりで、南緑林に分4Iするものが多い。なお、半乾燥 

地のように降雨が不規則な地域で、運悪く降njの間隔があまり長くなるこ 

とがあると、活着率が著しく低下することがある。つまり、降雨が不規則 

な地城では、植え込む時期の判断が成否を分けるロ 

アオギリ科 Tnplochiton scieroxylon 

ア カ ネ科 Adma cordlんha. Nauciea diderr;chii 

ウ ル シ科 Anacardium occidentale, Spondias mangiたTa 

キワ タ科 Born bax rna]abaxicun]. 

Born bacopsis quinata, Ce/ba pentandra 

キョウチクトウ科 A /s加川a siw 

クマツヅラ科 Grnelina axborea、 Tectona grandis 

クロウメモドキ科 Maesopsis ernini; 

ク ワ 科 Chiorophora exceisa 

シクンシ利 Terrninaha spp 、 Conocarpus iancifohujs 

センダン科 Azadirachta ;ndica、 Cedrela spp 、 Khaya spp 、 

Lovoa spp 、 Toona ciliata 

トウダイグサ科 Bischofia javanica 

ノウゼンカズラ科 Tabebuia rosea 

フタバガキ科 llopea odorata、 Shozea talura, Vabca odorata 

マ メ -I Acacia spp 、 Albizia iebbek、 Cassia spp 

Dalbeigia spp 、Delonix regia、 Erythnna spp 
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水/≦≦のスタンプ苗が格納されていた。このようにして調製・貯蔵されたス

タンプ菌は、雨季にはいって間もなく掘り出され、植栽されるが、苗畑か

ら掘り」斗ずてすぐに板敷された場合よりもかえって活着がよいといわれる。

わが国ては馴染みのない苗木の形態であるが、育成も容易であり、何よ

りも取り扱い・持ち運びが容易なので、適用できる樹種はできるだけスタ

ンプ菌によるのがよい。たたし、育苗面積は裸根苗の場合と同じで、ポッ

ト青-の場合よりは大きくなる。これまでにスタンプ苗が適用できるとされ

ている樹種は次のとおりで、雨緑林に分ね1するものが多い。なお、半乾燥

地のように降雨が不規則な地域で、運悪く隆rfiの間隔があまり長くなるこ

とがあると、活着率が著しく低下することがある。つまり、降雨が不規則

な地域では、植え込む時期の判断が成否を分ける。

アオギ リ科 Tnpk)c ′liron sc′croxylon

ア 力 ネ 料 Adlna cordlfoila 、 Nauc 王ea dldernchll

ウ ル シ ヂト Aimcardmm ocddenta ′e、 sPondias man g′fe ra

キ ワ タ 科 Bombax majaba ′′cun1 、

Bombacops ーs qmnata 、 Ce ′ba pei1tandra

キョウチクトウ科 A為[on′a spp

クマ ツヅラ科 Gn・el毎日 aiborea 、 Tectonagrandls

クロウメモ ドキ科 Maesopsis em ー胆′

ク ワ ボト Cil′oroPhora exce!sa

シク ンシ牙i Terminal ・a sPP 、 ConocarPuslanclfoilus

セ ンダ ン科 Azad 」rachfa !n山 ca、 Cedre ′a spp 、 Khaya spp 、

Lovoa spp 、 Too 刀a cllla ta

トウダイグサ科 B′schofla ノavan‘ca

ノウゼ ンカズ ラ科 Tabebuia rosea

フタバ ガキ科 ヱlopea odorata 、 Sho ′ea ta′ura 、 Vanca odorata

マ メ 料 ACac ′a sPP 、 A1biz・a jebbek 、 Cass な sPP

Dajbe ・gfa spp 、 De 』onix regia 、 Eryfhr!na spp
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Gliricidia sepiuni、 Leucaena )et;cocephala 

Parasezian flies 血lcatax,a, Pleiocarpus spp 

Xyha app 

ミソハギ科 Lagerstioenna speciosa 

ムラサキ科 Cm tha aiiiodora 

(3）裸根苗 

スタンプ苗が適用できる樹種は、育て方や大きさによっては裸根苗I bare 

rootCed ) seed!ing、 operi-root(ed) seedling] でも植栽できそうである 

が、小規模には各所で試みられていたものの、その規模はこれまでのとこ 

ろごく小さかった。しかし文献によると、オーストラリアのクインズラン 

ドではカJビアマツを裸根苗で植栽しており、とくにマツ類で裸根苗力式 

が最近増加しているという。 

(4）山引き苗 

フタバガキの大木から種子を採取するのは極めて難しいし、とくに一部 

の樹種のように種子の寿命が極端に短いものでは、かりに種子を採取した 

り、拾い集めることができたとしても、苗畑で播き付けて苗木を育てるこ 

とが難しいので、白然条件で林内などに発生‘り・育している稚樹一山引き 

苗(wiIdling、 vilding）を利用することが多い。フタハガキ類以外でも、 

天然林では一般に種子を採取することが難しいので、山りI 苗を用いるこ 

とが多いが、たいていは－』Fl苗畑に搬入して、ポソト苗として順化してか 

ら植栽に用いるのが普通である。林内なとに更新した稚樹は、普通露地よ 

りは弱い光環境下で育りていることが多いから、苗畑に移した後しばらく 

は日覆をかけ、山山し前にはまた硬化処理が必要なので、順化には少なく 

とも数か月を要する。 
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G′jr′dd ′a spp ‘um 、 LeUcder 以 ′euc 。cepha ′a

parase ーーand ヱes な に ata “ a、 P 肥 jocarpz 」s spp

j(y′Ja SPP ・

ミソ ハ ギ 料 Lagershoem ′a spCqosa

ム ラサ キ料 Coid 填 可"odora

(3) 裸根苗

スタンプ苗が適用できる樹種は、育て方や大きさによっては裸キ良品ーbare

root(ed) 肥 edllng 、 open‐root(ed)s eedllng] で も舶載で きそ うである

が、小規模には各所で試みられていたものの、その規模はこれまでのとこ

ろごく小さかった。 しか し文献によると、オース トラリアのクインズラン

ドでは力リビアマツを裸根n~で植栽しており、とくにマツ類で裸穣苗ノJ式

が最近増加しているという。

(4) 山引き苗

フタバガキの大木から種子を採取するのは極めて難しいし、とくに一部

の樹種のように種子の寿命が極端に短いものでは、かりに種子を採取した

り、拾い集めることができたとしても、苗灯"で描き付けて苗木を育てるこ

とが難しいので、「1然条件で林内などに発生・生育している雅樹一山引き

前 (w1ldling、 WL1dmg) を利用することが多い。フタバガキ類以外でも、

天然林では一般に種子を採取することが難しいので、山引き苗を用いるこ

とが多いが、たいていは唱日苗畑に搬入 して、ポソト菌として順化 してか

ら植栽に用いるのが普通である。林内などに更新した椛樹は、普通露地よ

りは弱い光環境下で育っていることが多いから、苗畑に移した後しばらく

はH覆をかけ、山出し前にはまた硬化処理が必要なので、順化には少なく

とも数か月を要する。
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(5）挿し木苗 

挿し木による増殖が可能な樹種はいろいろ知られているが、事業的な苗 

木育成に挿し木苗(rooted cutting、 steckling) が実際に応用されている 

樹種はそれほど多くない。普通、チーク、メリナは発根しやすく、ユーカ 

リ類は発根しにくいとされているが、ブラジルやコンゴで大規模に植栽さ 

れているユーカリ類(F, alba,E grandis、 K sahgna、E urophyliaな 

ど）では、萌芽枝からの挿し木が用いられている。タイでは、これまでの 

ところ不稔とされている導入種Casuarina jungiiuhn,ana（モクマオウの1 

種で、インドネシア原産）の苗木育成に、木化した小枝を用いて挿し木繁殖 

を行っている。5ppmのIBA で処理すると80 - 95％の発根率が得られる 

といわれる。マメ科樹本にも挿し本の可能なものが多いが、とくにグリリ 

シディア（Glincidia sep/urn)やデイコ類（Erythxina spp ）は挿し木発根が 

極めて容易で、直I市しさえできることでよく知られている。また、カJ ン 

(Ptercca;pus ,ndicus）も発根しやすく、挿し木苗の育成が可能である。 

（付）各論 

マツ類、ユーカJ類は、アジア、アフリカ、ラテンアメリカの全熱帯、亜 

熱帯において各地で広く植救されており、またチークも、アジアの各地お 

よびアフリカの―一部で長い造林の歴史がある。従って、それぞれの環境に 

応じて、育苗・植栽技術も独自の開発が行われており、それそれに体系化 

もされ、いろいろなマニュアルが作成されているはずであるロそのような 

マニュアルの実例があるので、 2 例を抜粋的に紹介する。 

① タイ国王立森林局傘下の苗畑における育苗技術指針（抄訳） 

タイ国王立森林局では、1965年からデンマークの協力を得て、チークの 

育種を開始し、1969年からはさらにマツ類の育種も開始した。これらの技 

術協力と平行して、林木種子の生産ー管理体制の整備も進み、チークにつ 

いては1972年当時、すでに選抜されたプラス木から芽接ぎによって育成さ 
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(5) 挿し木苗

挿し木による増殖が可能な樹種はいるいる知られているが、事業的な苗

木育成に挿し木苗 (rooted cuttlng、 steckling) が実際に応用されている

樹種はそれほど多 くない。普通、チーク、メリナは発根 しやす く、ユーカ

リ類は発根しにくいとされているが、ブラジルやコンゴで大規模に植栽さ

れて いるユ ーカ リ類 (E,a ′ba、 E,grand1s 、 E sahgna 、 E urophy"a な

ど) では、萌芽枝からの挿 し木が用いられている。タイでは、これまでの

ところ不稔とされている蝉入種 Casuarma ノung′luhmana( モクマオウの 1

種で、インドネシア原産)の苗木育成に、本化した小枝を用いて挿し木繁殖

を行っている。 5ppm の IBA で処理すると80~95% の発横車が得られる

といわれる。マメ科横本にも挿し木の可能なものが多いが、とくにグリリ

シディア (G′ーnod ーa sep′um) やデイコ類 (Eryth 〃′}a spp) は挿 し木発根が

極めて容易で、直挿 しさえできることでよく知 られている。 また、カリン

(Pterocaーpus-ndicus) も発根 しやすく、挿し木苗の育成が可能である。

(付)各論

マ ツ数、ユーカ リ類は、 ア ジア、 アフ リカ、 ラテ ンアメリカの全熱帯、亜

熱帯において各地で広く植栽されており、またチークも、アジアの各地お

よびアフリカの一部で長い造林の歴史がある。従って、それぞれの環境に

応じて、育苗・植栽技術も独白の開発が行われており、それぞれに体系化

もされ、いろいろなマニュアルが作成されているはずである。そのような

マニュアルの実例があるので、 2例を抜粋的に紹介する。

① タイ国王立森林局傘下の苗畑における育苗技術指針 (抄訳)

タイ国王立森林局では、 1965年からデンマークの協力を得て、チークの

育種を開始し、1969年からはさらにマツ額の育種も開始した。これらの技

術協力と平行して、林木種子の生産・管理体制の整備も進み、チークにつ

いては1972年当時、すでに選抜されたブラス木から芽接ぎによって育成さ
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れた探種木で採種園が追成されでおり、開花・結実が始まっていたし、マ 

ツ類についても間もなく同様の事業が開始された～ 1970年代の後半には、 

ユーカ1類も含めたより包括的な種子供給体制の方向が固まり、その事業 

が全国的に実施されていた。最初に始められたチークについてはすでに20 

年余の歳月が経過し、このような採種園からいわゆる育種種子が着4と生 

産されているものと推量していたが、残念ながら、その体制は必ずしも十 

分に括用されてはいないらしい。いずれにしろ、現在までに王立森林局の 

管轄下だけで50を越える苗畑センターがあり、それそれが50カ本から100 

万本の苗木を生産しているといわれる。それらの苗畑センターにおける青 

苗事業の指針をまとめた報文があるので、その要点を紹介する（主に 

Kuez-kooi (1991）による）。 

［マツ類］ 

マツ類（ケシアマツ、カJビアマツ）の播き付けは普通10月から11月に 

かけて行われ、翌年6月から8月にかけて山出しできるようになる。 

播き付け 

マツ類の種子は、ケシアマツ‘メルクシマツの天然林またはマツ類の造 

林地の表土でつくったlm >K 4rn の床にばらまきし、川砂を05cm くらいの 

厚さにかける0 播き付け床には普通2m の高さの口覆用の枠がつくられてい 

るから、適当な日覆で相対照度を約50％に調節する。播き付け後7 - 10 日 

で85 -90％が発芽する。ケシアマツの種子の場合、4mzに400g (Igあた 

り約55粒）を播くと、およそ16,000 本の芽生えが得られる。潅水は、発芽 

するまでは毎日、朝と午後に行う。発芽後は朝だけ潅水すれば十分である0 

移植 

芽生えは発芽後約2週間で移植する。この時期の芽生えの苗高は5 -6cm 

で、2、 3本の側根が出ている（注‘側根が出る前のほうが移植しやい）。芽 
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れた採種木で採種園が造成されており、開花・結実が始まっていたし、マ

ツ類についても間もなく同様の事業が開始された。1970年代の後半には、

ユーカリ類も含めたより包括的な種子供給体制の方向が固まり、その事業

が全国的に実施されていた。最初に始められたチークについてはすでに20

年余の歳月が経過し、このような採捕園からいわゆる育種種子が着々と生

産されているものと祖坦していたが、残念ながら、その体制は必ずしも十

分に活用されてはいないらしい。いずれにしろ、現在までに王立森林局の

管轄下だけで50を越える苗畑センターがあり、それぞれが50カネから100

万本の苗木を生産しているといわれる。それらのだr競=センターにおける育

苗事業の指針をまとめた報文があるので、その要点を紹介する (主に

Kuerkool(i991) による)。

[マツ類]

マツ類 (ケシアマツ、力リビアマツ) の描 き付けは普通 10月から 11月に

かけて行われ、翌年6月から8月にかけて山出しできるようになる。

播 き付け .

マツ類の種子は、ケシアマツ ・メルクシマツの天然林またはマツ類の造

林地の表土でつ くった lm x4m の床にばらまきし、川砂を05cm くらいの

厚さにかける。描き付け床には普通2m の高さの日覆用の枠がつくられてい

るから、適当な日覆で相対照度を約50% に調節する。描き付け後7~10 日

で 85~90% が発芽する。ケシアマツの種子の場合、4m2 に 400g(1g あた

り詔J55粒 ) を描 くと、およそ 16,000本の弁′Eえが得 られる。潅水は、発芽

するまでは毎日、朝と′F後に行う。発芽後は朝だけ潅水すれば十分である。

移植 ・

芽生えは発芽後約2週間で移植する。この時期の芽生えの苗高は5~6cm

で、2、3本の側根が出ている (注.alリ根が出る前のほうが移植 しやい)。芽
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牛えは、 ト部に水はけ用の小孔を開けた、直径9cm（普通よりは大きいよ 

うに思われる）、高さ17cm のポリエチレンのポットに移植する。ポフトの 

士にも、近くのマツ天然林または造林地の表」を使う。 

山出しまでの管理 

移植を終えたポノトは、相対照度が約60％の日覆の下に移す。移植直後 

の10目間は旬日午前と午後に潅水し、その後は隔Hに潅水する。なお、移 

抽したポットの上面に川砂を約lcm くらい敷いておくと、潅水した水の浸 

透がよく、苗立枯病(damping-off) の防ii.にも有効であり、また除草も 

しやすい。移植後およそ5 -6 か月で山出しできるようになるが、この間、 

遮光量の調節が可能なら次第に相対照度を上げ、遅くとも山川し1かJ］前に 

は日覆を完全に外して直射日光に馴らしておく（硬化処理）。また、2か月 

ごとに苗高に応じて並べ変えを行いながら、土中に伸びている根があれば 

勢定する（注‘ この並べ変え作業は必ずしも必要ではなく、むしろ手のか 

け過ぎといえないこともないが、労カか許せば、苗木の管理上、とくに山 

出しの際に役立つ）。 

［ユーカ’類］ 

揺き付け 

P2. camaidulensis は、マツ類の場合と同様の床にばらまきによって播き付 

ける。ただし、用土には砂質土がよく、種子が小さいので、均一に播くた 

めに食卓塩の容器などを利用すると便利である。播き付けの時期は普通10 

月から12 月で、8g/m2 (igあたり約500 粒）の種子を播き、細かい川砂を 

03mnlくらいの厚さにかける。 

播き付け後約3週間して、本葉を2、 3枚展開した芽生えをポットに移植 

する。ポット用上には天然林の表土が最もよいが、入手が難しい場合には、 
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生えは、ド部に水はけ用の小孔を開けた、直径9cm( 普通よりは大きいよ

うに思われる)、高さ 17cm のポリエチレンのポットに移植する。ポ ソトの

土にも、近くのマツ天然林または造林地の夫 Lを使う。

山出しまでの管理

移植を終えたポノトは、相対照度が約 60% の日覆の下に移す。移植直後

の 10「Hillは毎日午前と′白熱こ7鐸水し、その後は隔Hに潅水する。なお、移

れれしたポットの上面に川砂を約 lcm くらい敷いておくと、潅水した水の浸

透がよく、苗立枯病 (dam p1ngfoff) の 1坊 ILにも有効であり、また除草 も

し )すい。移植後およそ 5~6 か月で山出 しできるようになるが、この間、

遮光量の調節が可能なら次第に相対照度を上げ、遅くとも山出し1か月前に

は日覆を完全に外して直射ロ光に馴らしておく (硬化処理)。また、2か月

ごとに苗高に応じて並べ変えを行いながら、土中に伸びている根があれば

殉定する (主. この並べ変え作業は必ずしも必要ではなく、むしろ手のか

け過ぎといえないこともないが、労力が許せば、苗木の管理上、とくに山

出しの際に役立つ )。

[ユーカリ類 ]

掃き付け .

E ama′dujens′sは、マツ類の場合と同様の床にばらまきによって掃き付

ける。ただし、用土には砂質土がよく、種子が小さいので、均一に描 くた

めに食卓塩の容器などを利用すると便利である。撒き付けの時期は普通 10

月から12月で、8g/m2(1g あたり約500粒) の種子を播き、細かい川砂を

03mm くらいの厚さにかける。

移植 :

播き付け後約 3週間1して、本業を2、3枚展開した芽生えをポットに移植

する。ポット用上には天然林の表土が最もよいが、入手が難しい場合には、
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粘土、砂、もみがら炭、HF肥を混ぜて適当な用~を調製する。これらの混 

合割合は、得られる上の上刊や肥沃度によって決める（ 

山Ihしまでの管理 

育て力はほぽマツ類に準ずるが、成長が速いので、ポットの並べ変えと、 

それにともなう根切りは1か月ごとに行う。苗木は移植後4 -S か月でU」出 

しできるようになる。苗木の酎乾性を高めるため、山出し1か月前には潅水 

星を減らし、直射光トて育てる。 

［チーク］ 

播き付け 

タイでは、普通南手の初め、4月から5月にかけて播き付ける。播き付け 

床は幅1~2m 、高さ30cm くらいに需り上げ、2 ~ 3cnl の深さの溝を8-

10 本作り、これらの溝に沿って種子を播き付ける。播き付ける密度はまち 

まちであるが、経済的な理由から、1m2 あたり500 粒（約it/rn'）を播くの 

がよいとされている。播き付けた種子には普j瓜 よく砕いた十または川砂 

をかけ、その上をイナワラかイネ科草本などで薄く覆うが、オガクズやも 

みがら炭をかけてもよい。雨季中も必要に応じて、また雨季が終わった後 

は必ず潅水を行う。除草も絶えず行う必要があるか、とくに発芽初期には 

念人りに行う。 

掘り上げ‘スタンプ苗つくり 

普通には播き付けから約10か月で掘り上げが可能になる。掘り上げた苗 

木はシエードハウス（屋根だけのものと、周囲を囲んだものとある）に移 

し、ここでスタンプ苗にする。その方法については別項(p72）を参照さ 

れたい。 

② パプアニューギニア（以下PN G ）におけるマツ類の造林（抜粋） 

PNG のマツ類造林マニュアルは極めて懇切・丁寧で、これだけで1冊の 
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粘土、砂、もみがら炭、堆肥を混ぜて適一な"= を調製する。これらの混

合割合は、得られる上の上竹や肥沃皮によって決める

山出しまでの管理

育てノJはほぼマツ額に準ずるが、成長が速いので、ポットの並べ変えと、

それにともなう根切りは1か月ごとに行う。苗木は移植後4~5 か月で山出

しできるようになる。苗木の耐乾竹-を高めるため、山出し1か月前には潅水

屋を減らし、直射光 卜て育てる。

[チーク]

ず措き付け・

タイでは、普通雨季の初め、4月から5月にかけて描き付ける。描き付け

床は幅 1~2m 、高さ30cm くらいに盛 り上げ、2~3cm の深さの溝を 8~

10本作り、これらの溝に沿って種子を掻き付ける。描き付ける密度はまち

まちであるが、経済的な理由から、 lm2 あた り500粒 隊JII/m ) を播 くの

がよいとされている。播き付けた種子には普通、よく砕いた-ー」または川砂

をかけ、その上をイナワラかイネ料草本などで薄く覆うが、オガクズやも

みがら炭をかけてもよい。雨季中も必要に応じて、また雨季が終わった後

は必ず潅水を行う。除草も絶えず行う必要があるが、とくに発芽初期には

念人りに行う。

掘 り上げ ・スタンプ苗つくり .

普通には描き付けから約 10か月で掘りヒキデが可能になる。掘り上げた苗

木はシェードハウス (屋根だけのものと、周囲を囲んだものとある) に移

し、ここでスタンプ菌にする。その方法については別項 (p72) を参照さ

れたい。

② パプアニューギニア (以下 PNG) におけるマツ類の造林 (抜粋 )

PNG のマツ類造林マニュアルは極めて懇切 ・丁寧で、これだけで 1冊の
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指引書になっているが、ここでは工要な点を抜き出して紹介する。対象と 

するのはカリビアマツ、オ、ーカルパマツ、メルクンマツ、パトウラマツ、ス 

トローブマツの変種(P strobus var chiapensis、 メキシコなどの中米 

亜熱帯に分布している5葉松で、生育している標高は500 --2,000m）など 

で、あとの2柿は高地向きとされている（Smith 1978)。 

播き付け 

山出しの1年前に播き付けるのが最善であるが、作業手順を順調に進める 

ことができ、また成長が順訓であれば、この期間は6か月にまで縮めること 

ができる。なおポソト苗にする場合には、移植にかかる時間を考慮して日 

をずらして播いておくことも必要である。直播きの場合には、ポットに砂 

質ロームを入れて、用いる種子の発芽率に応じて（100 一発芽率）粒の種子 

をポットに直接播き付ける。ポソトを並べる苗床の両端にマツを植え込ん 

でおくと、菌根菌の感染が促進される。播き付け床に播く場合には、用い 

る種子の発芽率から3,000 本／rn2の芽生えを成立させることができるような 

種子量を計算し、それをばらまきで播き付けるa 標高900m 以ドでは日覆 

をかける。権水は少なめに、しかし定期的に行う。なお、実際には行われ 

ていないらしいが、“芽出し播き”とよばれる方法も述べられている。これ 

は、吸取り紙に種子を挟んで水を入れたハット内に置き、室内の棚などで 

発芽させて、僅かに発芽しはじめたものをボットに植える方法である。 

移植と山出しまでの管理 

芽生えが約8cm くらいになった頃（播き付けから約2 -3か月後）（注． 

この移植時期は明らかに普通の場合と異なっており、遅すぎるように思わ 

れる）に移植する。移植後は、回復するまで3週間くらい日覆をする。日覆 

の程度は、初めの10日間は遮光率を81％に、その後10日間は52％にして， 

その後で取り外す。乾燥が激しい場合や、極端に暑い場合には、弱い日覆 

を残してもよいが、光不足で徒長しないように注意しなければならない。潅 
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指針者になっているが、ここでは主要な点を抜き出して紹介する。対象と

す るのは力リビアマ ツ、 オー カルパマ ツ、 メルクシマ ツ、パ トゥラマ ツ、 ス

トロー ブマ ツの変種 (P srrobus var chlapens ′s、 メキ シコな どの中米

亜熱帯に分布 している 5粂松で、生育している標高は 500~2,ooom) など

で、あとの 2種は高地向きとされている (Smlth l978)。

描 き付け .

山出しの 1年前に掻き付けるのが最善であるが、作業手順を順調に進める

ことができ、また成長が順調であれば、この期間は6か月にまで縮めること

ができる。なおポソト苗にする場合には、移植にかかる時間を考慮して日

をずらして掻いておくことも必要である。直播きの場合には、ポットに砂

質ロームを入れて、用いる種子の発芽率に応 じて (100‐発芽率) 粒の種子

をポットに直接描き付ける。ポゾトを並べる鹸床の両端にマッを植え込ん

でおくと、菌根菌の感染が促進される。撒き付け床に撒く場合には、用い

る種子の発芽率から3,000本/1坪の芽生えを成立させることができるような

種子量を計算し、それをばらまきで描き付ける。標高90om 以下では日覆

をかける。潅水は少なめに、しかし定期的に行う。なお、実際には行われ

ていないらしいが、“芽出 し描 き" とよばれる方法も述べ られている。これ

は、吸取り紙に種子を挟んで水を入れたハット内に置き、室内の棚などで

発芽させて、僅かに発芽しはじめたものをポットに植える方法である。

移植と山出しまでの管理 .

芽生えが約8cm くらいになった頃 (掻き付けから約2~3 か月後)( 注.

この移植時期は明らかに普通の場合と異なっており、遅すぎるように思わ

れる) に移植する。移植後は、回復するまで3週間くらい日覆をする。日覆

の程度は、初めの10開閉は遮光率を81% に、その後10日間は52% にして、

その後で取り外す。乾燥が激しい場合や、極端に暑い場合には、弱い日覆

を残してもよいが、光不足で徒艮しないように注意しなければならない。権
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水は十分に行う。洛水量はその地の気象条件によって加威するへきてある 

が、とくに苗木の成長につれて、また風が強い時、空中湿度が低い時には 

多めに潅水する。高地なとで用いられるポノト用Iiでは、空素、硫黄、お 

よびおそらくは燐酸も欠乏しており、ひどい場合には移植後ほとんど成長 

しないこともある。例えば窒素と硫黄が欠乏した場合には、クロローシス 

症状がおきて黄化し、先端は青みかかった緑色を呈することもあり、しは 

しば下部の引葉が枯死する。このような場合の対策としては、2001の水に 

片手に盛ったくらいの硫酸アンモニウムを溶かした液を、iBm」の床あたり 

ジョロに2杯あて2週間に 度施用するとよいロこの欠乏庁状には、尿素よ 

りも硫酸アンモニウムのほうがよく効くとされている。鉄が欠乏すると著 

しいクロローシスを起こし、引葉は青みがかった黄色から白色に近くなる。 

このような症状が現れた場合には、鉄のキレート化合物の1％溶液を2週間 

おきに葉面散布するとよい。燐酸が欠乏してもクロローシスが起きるが、同 

時に苗木が寸詰まりになり、針葉も短くなる。こういう症状がHlる場合に 

は、ポソト用上55kgあたり025kg の過燐酸塩類を混ぜるのがよいC 

4 ）苗木の規格と育苗期間 

山山し苗木の規格は国、地域によってまちまちであるが、望ましいとさ 

れているおよそのサイズは、ポソト苗は苗高30 -45cm で、裸根苗はその 

1-2 倍である。スタンプ苗は両者の中間くらいの大きさを月安としている 

例もあるが、むしろ根元直径で1 --- 2 5cnlを基準とするほうがよい。大苗 

が良いという意見と、小苗が良いという意見とあるが、どちらが良いとは 

ー概にいいきれないように思われる。実際、大小よりも育て方のはうが重 

要なことを示している例もあるし、植栽後の気象条件や手入れの仕方によ 

っても強く影響される。山出し苗木の規格の一例を表10に示すが、同じフ 

イリビンでも、パグラス（Eucalyptus deglupta)、マツ類などは30cm、 

モルッカネムは10cr,l で山出しが可能とする指針(PICOP : Forestry 
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水は十分に行う。海水量はその地の気象条件によって加減するべきてある

が、とくに苗木の成長につれて、また風が強い時、空中湿度が低い時には

多めに潅水する。高地なとで用いられるポ ノト用量:では、窒素、硫黄、お

よびおそらくは燐酸も欠乏しており、ひどい場合には移植後ほとんど成長

しないこともある。例えば窒素と硫黄が欠乏した場合には、クロローシス

症状がおきて黄化し、先端は青みがかった緑色を呈することもあり、しば

しば下部の針葉が枯死する。このような場合の対策としては、200ーの水に

片手に盛ったくらいの硫酸アンモニウムを溶かした敵を、 18mとの床あたり

ジヨロに2杯あて2週間に 度施用するとよい。この欠乏病状には、尿素よ

りも硫酸アンモニウムのほうがよく効くとされている。鉄が欠乏すると著

しいクロローシスを起こし、針集は青みがかった黄色から白色に近 くなる。

このような症状が現れた場合には、鉄のキレート化合物の 1% 溶液を2週間

おきに葉而散布するとよい。燐酸が欠乏してもクロローシスが起きるが、同

時に苗木が寸詰まりになり、針葉も短くなる。こういう症状が出る場合に

は、ポソト用上 55kg あた り025kg の過燐酸塩類を混ぜるのがよい。

4) 苗木の規格と育苗期間

山出し苗木の規格は回、地域によってまちまちであるが、望ましいとさ

れているおよそのサイズは、ポゾト館は苗高 30~45cm で、裸根苗はその

1~2 倍である。スタンプ苗は両者の中間くらいの大きさを目安としている

例 もあるが、むしろ根元直径で 1~25cm を基準とするほうがよい。大苗

が良いという意見と、小苗が良いという意見とあるが、どちらが良いとは

一概にいいきれないように思われる。実際、大小よりも育て方のほうが重

要なことを示している例もあるし、植栽後の気象条件や手入れの仕方によ

っても強く影響される。山出し苗木の規格の一例を表 10に示すが、同じフ

ィリピ ンで も、バ グラス (Eucalyptus degjupta) 、マ ツ類 な どは 30cm 、

モル ツカネムは 1ocm で山出 しが可能とする指針 (PICOP:Fcrestry
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Piactices 1976）もあるから、これらをおよその目安として、それぞれの 

立地条flに応した指引を立てることが必要である。 

熱帯では、潅水さえできれば年中育苗が可能であるから、植え付ける時期 

に規格苗が得られるように育苗を開始するが、樹種によって成長の速さが異 

なる上、その上地の気候によっても影響を受けるので、これらの点も加味し 

て、およその播き付け時期が決められる。なお、播き付け時期が南季の場合 

にはポットへの川土詰め作業を行うのが難しいので、前もって準備しておく 

必要があり、また熱帯諸国ではいろいろな理由で、種子の調達が遅れること 

が多く、そのために予定とおり播き付けを行えないことも多く、結果とし 

て、次の植執時期までに規格苗が得られないこともしぱしぱ起きる。 

表10 フィリピンにおける主要造林樹種の苗木規格（地上部高）と育成期間 

」士l 王‘ 
1m 

山山し苗木の規格（cm) 育成期間 

Pinus kes:ya（ケシアマツ） (p) 

P merkuりI（メルクシマツ） (p) 

Tectona gina山S（チ‘ーク） (s) 

Swietenia macrophyifa (b) 

20 -30 

15-25 

45 --60' 

75 - 100 

8 -9 

12 

10 

12 - 14 

（マホガニー）(p) 20 --30 4 -6 

Ptei ocarpus inthcus Cナラ ) (b) 75~ 100 8 - 10 

(p) 20 -30 4 -5 

Mb 淘a白Icatana （モルッカネム） (p) 30 -45 15-30 4 

Anthocephaius clnnens;s 

（カートアンバンカル）(p) 30 -45 20 -30 3 

Gmebna aibojea（イェマネ） Cs) 45-60' 20-30 4 

Eucaりiptus deghIpta（バグラス） 15-30 

Endosperrnurn pc/ta turn (グバス ) 20 -30 

0chrorna pyramidale （パルサ） 15 -30 

Leucaena IeucocephaIa（ギンネム） 20 -30 

寸I (p）はポノト苗 
2 . (s）はスタンプ苗〔‘植執前に地I 部を約3cm に切り詰める〕 
3 (b）は裸根苗 
4 規格の（A）はA Nursery Handbook for the Ph山ppines (1969）による。原表 

はインチ表小のため換算して括約した。 
5 flLt の (iS) IS Philippines Recommends for the Production of Fast Growing 

Hardwoods (19Th)による。 
6 育成期間は播きつけからの月数 

Gme ムna aibo′ea( イエマ ネ ) (s) 45~6 び 20~30 4

Euca′yptus deg′upta( バ グラス ) 15~30

Endospermum pe′ra【um( グバ ス ) 20~30

0chromapy 「am′da′e( バ ルサ ) 15~30

Leucae ′}a′eucocepha ′a( ギンネム) 20~30

′r l (p) はポノト苗
2.{s) はスタンプ前 r 植栽前に地上部を的 3ぐm に切り詰める〕
3 (b)は深模苗
4 規格の (A) は A Nurbery Handbook for the Phlーlpp-1・es(1969) による。 原表

はインチ衣小のため換算しては約した。
5 規格の (B) は Ph 山 ppmes Recommend も for the Product ーon o【FabtGrowlng

lldrdwoods(1975) に よる。

6 育成期間は掃きつけからの月数

PIをKtーccs l976) もあるから、これらをおよその目安として、それぞれの

地条件もこ′心した指針を立てることが必要である。

熱情では、潅水さえできれば年中育苗が可能であるから、植え付ける時期

に規格菌が得られるように育苗を開始するが、樹種によって成長の速さが異

なる上、その土地の気候によっても影響を受けるので、これらの点も加味し

て、およその掃き付け1時期が決められる。なお、描き付け時期が雨季の場合

にはポットへの用土詰め作業を行うのが難しいので、前もって準備しておく

必要があり、また熱帯諸国ではいろいろな理由で、種子の調達が遅れること

が多く、そのために予定どおり播き付けを行えないことも多く、結果とし

て、次の植栽時期までに規格苗が得られないこともしばしば起きる。

表10 フィリピンにおける主要造林樹種の苗木規格 {地上部高)と育成期間

樹 種 山出し苗木の規格(cm) 育成期間
(A) (B) (か月)

Pmus kes-ya( ケ シアマ ツ) (p) 20~30 8~9

P merku ふ“ (メル クシマ ツ ) (p) 15~25 12

Tedona gー細 d′s( チ ー ク ) (s) 45~60 ‐ 1o

swieten ′amacrophy"a (b) 75~100 12~14

(マホガニー)(p)

Pteiocar 刀usm 山cus( ナ ラ ) (b)

(p)
Ajb′zzaな′cmar』a( モルツカネム)(p)

Amhocepha ルscbmens ーs

(カー トアンパンカル)(p)

20~30 4 ~ 6

75~100 8^ ‐ 10

20~30 4 ~ 5

30~45 15~30 4

30~45 20~30 3

45~60 ・ 20~30 4
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5）育苗上の主要な問題 

熱帯の白然条件て、ボット苗をi：として苗木を育てる場合に留意すべき 

いろいろな問題について述べる。 

(1）潅水 

乾季のある地域ではもちろん、1抽閏熱帯でも潅水（watenn g、 l rn gallon) 

はカ苗過程における最も重要な作業てある。育苗初期にはI－分に潅水して 

苗木の成長を促進することが必要であるが、潅水しすぎて士壌が、●湿にな 

ると、とくに細根が腐ることもあり、その結果クロローシス（chIorosい 

を起こしたり、成長が抑えられることさえある。普通には、苗床hllIあた 

り、またはポソト数にたいして准水旦を定め、多くの場合、育苗中期まて 

は朝タ2 lOL 山出し前1か月くらいになると朝タの何れか1回に減らしたり、 

潅水量も減らすのが通例である。潅水量は環境条件によって変えなければ 

ならないので、具体的な数字を示した指引は少なく、例えば、常に乾かな 

いように、しかし湿りすぎないようにする、といった表現が多い。 

すでに引用したように引ノm』とか、降水量で5mm という4融1もあるが、 

直径6,5cm のポット1.000 個に30!〔雨量に換算すると約7m,t ）をかける 

という指針の例（ケニア、キツイ）がある0 後者でも、天候によっては注意し 

ないと水のやりすぎになり、ポソト内に緑藻が発生することもある。また 

固結しやすい用上の場合には、潅水した水がポソトの内壁や」の割れ目に 

沿って流下し、用士中に十分に浸み込まないこともあるので注意を要する。 

規模の大きい苗畑では、予算が許せば自動潅水施設を整備して、スプリ 

ンクラーで潅水するのが便利であるが、多くの場合、ジョロにより人力で 

潅木している。ホースを使って直接に潅水するのは、水をやりすぎるだけ 

でなく、表面の土壌をとばすこともあり、勧められる力法ではない0 

すでに述べたように、豊富な水源か苗床より高いところにあり、土壌が砂 

質でなければ、いわゆるsurface irrtgation を行うことが可能である。こ 
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5) 育苗上の主要な問題

熱情の自然条件て、ポット品を i;として苗木を育てる場合に留意すべき

いろいろな問題について述べる。

(1) 潅水

乾季のある地域ではもちろん、湿潤熱帯でも候し水 (・vaterlng 、ーrl・gatlm)

は育苗過程における最も重要な作業てある。青滴初期にはト分に潅水して

苗木の成長を促進することが必要であるが、潅水しすぎて土壌が過湿にな

ると、とくに細根が腐ることもあり、その結果 クロローシス (chーoroト島)

を起こしたり、成長が抑えられることさえある。普通には、苗床 lm あた

り、またはポント数にたいして泡水星を定め、多くの場合、育苗中期まて

は朝夕2iill・山出し前 1か月くらいになると朝夕の何れか 1回に減らしたり、

灘水量も減らすのが通例である。潅水量は環境条件によって変えなければ

ならないので、具体的な数字を示した指◎1は少なく、例えば、常に乾かな

いように、 しか し湿りすぎないようにする、といった表現が多い。

すでに引用したように31/-洋とか、降水量で5mm という指針もあるが、

直径 6,5cm のポット 1,000個に 301( 雨量に換算すると約 7mm) をかける

という指針の例 (ケニア、キツイ)がある。後者でも、天候によっては注意し

ないと水のやりすぎになり、ポ・ノト内に緑藻が発生することもある。また

固結しやすい用土の場合には、潅水した水がポソトの内壁や j;の割れ目に

沿って流下し、用土中に十分に浸み込まないこともあるので注意を要する。

規模の大きい苗灯11では、予算が許せば自動潅水施設を整備して、スプリ

ンクラーで潅水するのが便利であるが、多 くの場合、ジョロにより人力で

潅水 している。ホースを使って直接に潅水するのは、水をやりす ぎるだけ

でなく、表面の-i壌をとばすこともあり、勧められる方法ではない。

すでに述べたように、豊富な水源が苗床より高いところにあり、土壌が砂

質 でなけれ ば、 いわゆ る surface 1rr1gat1on を行 うこ とが可能であ る。 こ
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れには冠水法と水路潅水法とあり、いずれも極めて経済的である。i仰水用 

の水源の水質は普通は問題にならないが、半乾燥地や乾燥地では、とくに 

乾季に塩類濃度が著しく高くなることがあるので注意を要する。高塩類濃 

度の水を継続的に潅水していると苗木の生育に影響し、ひどい時には枯担 

させることもある。 

(2 ）日覆 

播き付け床、移植直後のポットには日覆(shad ing) を行うのが通例で 

ある。とくに野外て微小な種子を播く場合には、発芽直後まで遮光してお 

くほうがよい。日覆の種類には、細い角材や竹材などを紐で繋ぎ併せたも 

の一間隔を変えることによって遮光率つまり日覆トの机対照度を変えるこ 

とか可能、刈り取ったチガヤなどを編んたもの、使用済みの木綿袋地など、 

素材についてはいろいろな工夫がみられるが、全般に遮光率が大きくなり 

がちで、日覆トの苗木が光不足のために徒長することがあるので注意を要 

する。やむを得ず遮光率の高い日覆を使わざるを得ない場合には、着脱を 

こまめに行うなと、適切な管理を行う。下木植執の場合は別として、植救 

地では普通、直射の強光に曝されるので、日覆はなるべく遮光率の小さい 

ものを短期間用いるようにして、苗木を直射日光に馴らし、強く有てるべ 

きである。 

(3 ）根切り 

底のないポノトを床士のLに並べておくと、とくに直根が土中に伸ひる。 

底のあるポットの場合にも、 ド部にある水抜き用の小穴から根が士中に伸 

びることもあり、何れの場合にも時々根切り（root-pruning、 undercut-

ting）を行う必要がある。この操作は相当な労力を要するので、床面にビ 

ニールシートを敷いたり、コンクリートのたたきにしたりして、その上に 

ポットを並べることもあるが、とくに後者は経費がかかるだけでなく、コ 

ンクリートが熱くなってポソト内の根の成長にも良くない。オーストラリ 
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れには冠水法と水路潅水法とあり、いずれも極めて経済的である。海水用

の水源の水質は普通は問題にならないが、半乾燥地や乾燥地では、とくに

乾季に塩類濃度が著しく高くなることがあるので注意を要する。高塩類濃

度の水を継続的に潅水していると苗木の生育に影響し、ひどい時には枯損

させることもある。

(2) 日覆

描き付け床、移植爾後のポットには日覆 (shadlng) を行うのが通例で

ある。とくに野外て微小な柿子を描く場合には、発芽直後まで遮光してお

くほうがよい。 H覆の種類には、細い角材や竹材などを紐で繋ぎ併せたも

の一間隔を変えることによって遮光率つまり日覆下の相対照度を変えるこ

とが可能、刈り取ったチガヤなどを編んたもの、使用済みの木綿袋地など、

素材についてはいるいるな-1二夫がみられるが、全般に遮光率が大きくなり

がちで、日覆卜の苗木が光不足のために徒長することがあるので注意を要

する。やむを得ず遮光率の高い日覆を使わざるを得ない場合には、着脱を

こまめに行うなど、適切な管理を行う。下水植栽の場合は別として、植栽

地では普通、直射の強光に嘱されるので、日覆はなるべく遮光率の小さい

ものを短期間用いるようにして、苗木を直射日光に馴らし、強く育てるべ

きである。

(3) 根切り

底のないポノトを床土のたに並べておくと、とくに塵根が土中に仲ひろ。

底のあるポットの場合にも、ド部にある水抜き用の小穴から根が土中に伸

び るこ ともあ り、何れ の場合 に も時 々根切 り (root‐prun1ng 、 undercut ‐

ting) を行う必要がある。この操作は相当な労力を要するので、床面にビ

ニールシー トを敷いたり、コンクリー トのたたきにしたりして、その上に

ポットを並べることもあるが、とくに後者は経費がかかるだけでなく、コ

ンクリー トが熱くなってポゾト内の根の成長にも良くない。オース トラリ
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アなどでは、金網を張った台を作り、その上に底なしのポットを並べて自 

然根切りを行う方法も考えられているといわれるが、これは自然根切りに 

よって、ポノト内での細根の分岐・成長を促す日的もあるものと思われる。 

ポノト育苗の問題点のーつに、ポット内下部での巻き根現象がある。こ 

れは底のあるポソトの場合にド方に成長できない根がポフトの内面に沿っ 

て螺旋状に巻きながら成長するもので、このような根から植栽後どのよう 

に新しい根が成長するものか必ずしもはっきりしていないが、こういう巻 

き根は、抽栽直前にポソトを外した時に切り取るように指導されている。た 

だし実際には、巻き根を切り取ることによって土が崩れるとポノトで育て 

ることの意味が薄れるので、とくにひどい巻き根でなければ、なるべく根 

系を担なわないように、そのまま植えられるのが普通である。巻き根現象 

は、シートを敷いた方法でも多かれ少なかれ見られる。このような巻き根 

が、どの程度その後の成長に影響するものか、検討しておく必要がある。 

苗木の育成にあたっては、とくに地Ii部／地下部のパランスが重要だと 

されている。裸根苗の場合、根切りを行うと地上部の成長が抑えられ、地 

下部では細根の分岐・成長が促進されるから、この比率が増加するのか抑 

えられる。一方、ポット苗の場合には、根の生育空問はボットの大きさに 

よって限定されているから、地上部をあまり成長させると、当然この比率 

が大きくなC)てよくないと考えられており、この視点から大苗はよくない 

とする意見もある。 

(4）硬化処理 

育苗の後期、山出しの時期が近づくにつれて、潅水の回数や量を減らす 

のが普通である。これによって、とくに地上部の成長が抑えられ、従って 

地上部／地下部のバランスがよくなり、木化が進み、苗木がしっかりする 

と考えられており、これを硬化処理(hardening、 hardening-off、 condition 

ing）とよんでいる。直射H光も同様な過程を促すと考えられており、樹-I, 

植栽に用いられるものはともかくとして、日覆はできるだけ早めに外して、 
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アなどでは、金網を張った台を作り、その上に底なしのポットを並べて1『

然根切りを行う方法も考えられているといわれるが、これは自然根切りに

よって、ポノト内での細根の分岐 ・成長を促す日的もあるものと思われる。

ポ ノト育苗の問題点の一つに、ポット内 下部での巻 き根現象がある。こ

れは底のあるボン1・の場合に下方に成長できない根がポソトの内面に沿っ

て螺旋状に巻きながら成長するもので、このような根から植栽後どのよう

に新しい根が成長するものか必ずしもはっきりしていないが、こういう巻

き根は、柚毅直前にポソトを外した時に切り取るように指導されている。た

だし実際には、巻き根を切り取ることによって土が崩れるとポノトで育て

ることの意味が薄れるので、とくにひどい巻き根でなければ、なるべく根

系を損なわないように、そのまま植えられるのが普通である。巻き根現象

は、シートを敷いた方法でも多かれ少なかれ見られる。このような巻き根

が、どの程度その後の成長に影響するものか、検討しておく必要がある。

苗木の育成にあたっては、とくに地ヒ部/ 地下部のバランスが重要だと

されている。裸根苗の場合、根切りを行うと地上部の成長が抑えられ、地

下部では細根の分岐・成長が促進されるから、この比率が増加するのが抑

えられる。 - 方、ポット首-の場合には、根の生育空間はポットの大きさに

よって限定されているから、地 -上部をあまり成長させると、当然この比率

が大きくなってよくないと考えられており、この視点から大前はよくない

とする意見もある。

(4) 硬化処理

育苗の後期、山出しの時期が近づくにつれて、潅水の回数や量を減らす

のが普通である。これによって、 とくに地上部の成長が抑えられ、従って

地上部/ 地下部のバランスがよくなり、木化が進み、苗木がしっかりする

と考えられてお り、これ を硬化処理 (hardenln hardenlng ‐o任、 condltlon ‐

mg) とよんでいる。直射日光も同様な過程を促すと考えられており、樹-下

植栽に用いられるものはともかくとして、白覆はできるだけ早めに外して、
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l白射光下で育てるべきである。とくに乾季の厳しい地域、乾燥地、半乾燥 

地では、樹種あるいは系統として、乾燥害にたいする回避性・耐性の強い 

制料を選ぶことはもちろんとして、できるだけ耐性を高めて山山しするこ 

とが必要だとされている。ただし、その必要性は認識されながら、これま 

で簡便な定量的指斜かないこともあって、実際にはあまり実行されていな 

いのが実情てある。 

狭義の硬化処理には含まれないが、ユーカJのような広葉樹の場合には、 

育苗後期にポットの間隔を離して、枝葉をしっかり張ることができるよう 

な空間を与えることが必要だとされている。これはむしろ順化とよぱれる 

過程で、山出しのためのcondttiornng といえよう。 

(5）除草 

苗床でも雑草は苗木の競争者であるが、ポット育苗の場合にはとくに、根 

系のための空間が著しく狭められているため、水分・養分の深刻な取り合 

いが起こる。その上、ポノト苗は普通間隔を詰めて育てられるため、光環 

境についても競合が激しく、時期を失すると苗木の成長に深刻な影響を与 

えかねない。また、根系が絡み合うため、手遅れになると除草の際に苗木 

も一緒に抜けてしまい、植え直すのに手間がかかるだけでなく、成長も遅 

れる。従って除草は、雑草が小さいうちに早めに行うべきである。 

(6）菌根菌および根粒菌（広義）の接種 

天然に分布していない国や地域でマツ類を植栽する場合には、菌根菌を 

接種しなければ良い成長が期待できないことはよく知られている。すぐに 

枯死するわけではないが、著しく成長が遅く、ある種の栄養障害を起こす 

ことが報告されている。このような共生微生物と樹木との関係が次第に明 

らかにされており、それまでに考えられていたよりも多くの樹木で共生が 

あきらかにされている（表11)。この表から明らかなように、多くの広葉樹 

で内生菌根、外生菌根が観察されており、興味深いことはいわゆる窒素固 
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地では、樹種あるいは系統として、乾燥害にたいする回避杜 ・耐性.の強い

材料を選ぶことはもちろんとして、できるだけ耐性を高めて山出しするこ

とが必要だとされている。ただし、その必要性-は認識されながら、これま

で簡便な定星的指針かないこともあって、実際にはあまり実行されていな

いのが実情てある。

狭義の硬化処理には含まれないが、ユーカリのような広葉樹の場合には、

育苗後期にポットの間隔を離して、枝葉をしっかり張ることができるよう

な空間を与えることが必要だとされている。これはむしろ順化とよばれる

過程 で、 山出 しのための condlt1on-ng といえ よう。

(5) 除草

苗床でも雑草は苗木の競争者であるが、ポット育苗の場合にはとくに、根

系のための空間が著しく狭められているため、水分・養分の深刻な取り合

いが起こる。その上、ポノト菌は普通間隔を詰めて育てられるため、光環

境についても競合が激しく、時期を失すると苗木の成長に深刻な影響を与

えかねない。また、根系が絡み合うため、手遅れになると除草の際に苗木

も一緒に抜けてしまい、植え直すのに手間がかかるだけでなく、成長も遅

れる。従って除草は、雑草が小さいうちに早めに行うべきである。

(6)菌根菌および根粒菌 (広義)の接種

天然に分布していない国や地域でマツ類を植栽する場合には、菌根菌を

接種しなければ良い成長が期待できないことはよく知られている。すぐに

枯死するわけではないが、著しく成長が遅く、ある種の栄養障害を起こす

ことが報告されている。このような共生微生物と樹木との関係が次第に明

らかにされており、それまでに考えられていたよりも多くの樹木で共生が

あきらかにされている (表11)。この表から明らかなように、多くの広葉樹

で内生繭根、外生園根が観察されており、興味深いことはいわゆる窒素固
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表11 菌根を形成することか知られている重要な科および属(Malajczuk eta! 1992) 

科名または亜科名 属 名 ECM VAM 

Betu!aceae （力バノキ科〕 A /n us（ハンノキ属） × × 

Betu加（カハノキ属） × × 

Casuar lnaceae （モクマオウ朴） Casuarina （モクマオウ属） × × 

Dipteroしarpaceae（フタバガキ科）Shorea × × 

Ehenaceae （カキノキ科） Diospyros (カキノキ属） × 

Fagaceae （ブナ科） Pages（ブナ属） 

Qucrcus（コナラ属） 

aityd（ぺ力ン属） Juglandaceae （クルミ科） 

Leguminosae (マメ科） 

Caesa[pinioideae Cassia（タガヤサン属） 

（ジャケツイノサ亜科） non-N-fixing trees 

Mimosotdeae Acacia（アカシア属） 

（ネムノキ亜科） A Ibizia（ネムノキ属） 

Pmsop;s(mesquite) 

Papihonoideae Dalbergia（シタン属） 

（マメ亜科） Pterocarpus (か)ン属） 

Meliaceac （センダン朴） Cedi c/a（チャンチン属） 

Khaya （アフリかマホガニー属） 

Swie tenia （マホガニー属） 

My rtaceae （フトモモ科） Eucalyptus（ユーカリ属） 

Rosaceae （ハラ科） Ivialus （リンゴ属） 

Rutaceae （ミカン科） Citrus ( ミカン属） 

Commercial crops Caxtca（バパイア） 

CoIlea （コーヒーー） 

He veI, （ゴムノキ） 

most palms X 

/1-1 EUM タ'I t4M (ectoniycorrhizas ) 
2, VAM VA N11}& (vesiiular-arbusculai rnycnrrhizas) 

× 

x 

x 

定樹木でも菌根がみられることである。また、フタバガキ類の植執におけ 

る菌根の役割が明らかにされ、この樹木群による森林再生に新たな可能性 

を広げている。 

菌根菌(mycoi rhizal fungi）の接種(inoculation）にはいろいろな方 

法があり、底のあるポソトでマツ苗を育てる場合には、他全なマツ林ある 

いは造林地から集めた表層土をポソト用土に混ぜる。菌根菌を含む土壌の 
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表11 菌根を形成することか知られている重要な科および属 (Malalczuke「a′1992)

科名またはせE科名
BetulaLeae( カバノキ科 )

属 名
A′′m (ハンノキ属 )
Bc{U′a(カハノキ属 )

ECM VAM

Casuallnaccae( モクマオウ科 )Casuarma( モクマオウ届 )

D1pteroLarpaceae( フタバガキ料 )Shorea

Ebenaceae( カキノキ料 ) D』ospyro武力キノキ属 )
Fagaccae{ ブナ利 ) 尼増"顕ブナ属 )

Juglandaceae( クルミギト)

LegL1mluusae( マメ科 )

CaesaLpinloldeae

(ジャケツイバラ‘拍手←)
Mimosoldeae

(ネムノキ亜不お

Papillonoldeae

(マメ亜料)
Mehaceae( センダン料 )

Myrtaceae( フトモモ亭1)

Rosaceae( バラ料 )

Rutaceae( ミカン科 )

Comme ・c1al crops

洋 I ECM
2,VAM

Qucrcus( コナラ属 )

GIーy‘-(ペカン属 )

Cassjd(タガヤサン属 )
non 一N- 負Xing trccs

Acaoia(アカシア属 )
A′b′zfa(ネムノキ属 )
Pi・osop-s(mesqu1te)

Da′bergia(シタン属 )
Pterocarpus{ が」ン属 )

Ced′e′a(チャンチン属 )
′ぐhaya(アフリカマホガニー属 )

SMezema( マホガニー属 )

Euod′yptus( ユ一が」属 )

Malus( リンゴ属 )

Qtrus(ミカン属 )
Cm にa(パパイア)
Co 筋ca( コーヒー )

月eve !{ゴムノキ)

most palms

外′1菌根 (ectomycorrhlzas)

VA 曲根 (v偽札ular-arbusLu1a1 mycorrh ーzaも)

定樹木でも菌根がみられることである。また、フタバガキ類の植栽におけ

る菌根の役割が明らかにされ、この樹木群による森林再生に新たな可能性

を広げている。

菌根 菌 (mycol rhlzal fongl) の接種 (111oculatlon) にはい ろいろな方

法があり、底のあるポソトでマツ苗を育てる場合には、健全なマツ林ある

いは造林地から集めた表層土をポソト用土に混ぜる。菌根菌を含む土壌の
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混人旦を具体的に示した文献や指針は見あたらないが、ごく少量でよく、ポ 

ット当たりでは数giの割合て混人するのが普通である。底のないポットを 

用いる場合にも、同様に用上に混人してもよいが、ポソトを並べる苗床に 

散布するか、苗床の中にすでに菌根を形成しているマツの苗木か稚樹を植 

え込む。ポノト苗を山出し前に数週間マツの成木の下に置いてもよいとさ 

れている。 

根粒樹木の場合にも、万‘根粒(root nodule）の発達がよくない場合に 

は、根村菌（広義）の接種を行うほうがよい。とくに天然分布が見られな 

い地域、あるいはこれまでに植栽されたことがない地域に新たに導入する 

樹種については、その樹柿が普通に見られる林分の土壌を利用するか、何 

らかの力法で接種源（Lnocu!um、 inoculant) を入手・培養して、それを 

種子にまぶして播き付けるロこの場合、種子は発芽促進処理を行った“芽 

出し播きーのものが最も効果的である。国によっては関係研究機関で調製、 

提供しはじめているが、そのような態勢ができていないところでは下記に 

相談するとよい。 

FACT Network d/o Winrock Intet national 

Rt,3, Box 376 

Morrilton, Arkansas 72110 

なお、熱帯、亜熱帯における主要な根粒樹木は、マメ科樹木、モクマオ 

ウ類、ハンノキ類などで、マメ科樹木には根粒菌（Rhizobi urn) が、他の 

2 群の場合には放線菌の1種(Frankia）が共生して根粒を形成する。 

MacDicken (1994）によると、ネムノキ亜科の植物の90 %、（ソラ）マメ 

亜科の植物の97％は根粒を形成するが、ジャケツイバラ亜科の植物では僅 

かに23％が根粒を形成するに過ぎないという。根粒を形成して窒素を固定 

することが確認されている種の数をみると表12のとおりである。よく植栽 

されている樹種としては、Cassia、 動tsia、 Parkmnsonia の各属のほか、 

ー町― 

楓人星を具体的に示した文献 )指針は見あたらないが、ごく少量でよく、ポ

ット当たりでは数g1の割合て泥人するのが普通である。底のないポットを

用いる場合にも、同様に用上に混人してもよいが、ポソトを並べる苗床に

散布するか、苗床の中にすでに菌根を形成しているマツの苗木かヰiE樹を植

え込む。ポノト苗を山出し前に数週間マツの成木の下に置いてもよいとさ

れてい る。

根粒樹木の場合にも、万・根粒 (root nodule) の発達がよくない場合に

は、根対菌 (広義) の接種を行うほうがよい。とくに天然分布が見られな

い地域、あるいはこれまでに植栽されたことがない地域に新たに導入する

樹種については、その桝柿が普通に見られる林分の土壌を利用するか、何

らかの方法で接種源 (Lnoculum 、ーnoculant) を入手 ・培養 して、それを

種子にまぶして描き付ける。この場合、種子は発芽促進処理を行った"芽

出し描き" のものが最も効果的である。岡によっては関係研究機関で調製、

提供しはじめているが、そのような態勢ができていないところでは下記に

相談するとよい。

FACT Network c/o wmrocklntelnationaI

Rt,3,Box 376

Morrl ーton,Arkansas 72110

なお、熱帯・亜熱帯における主要な根粒樹木は、マメ科樹木、モクマオ

ウ類、ハ ンノキ類などで、マメ料樹木には根粒菌 (Rhーzobmm) が、他の

2群の場合には放線菌の 1種 (Frank′a) が共生して根粒を形成する。

MaeDicken(1994) によると、ネムノキ亜科の植物の 90% 、 {ゾラ)マメ

亜科の植物の97% は根粒を形成するが、ジャケツイバラ亜科の植物では僅

かに23% が根粒を形成するに過ぎないという。根粒を形成して窒素を固定

することが確認されている種の数をみると表12のとおりである。よく植栽

されて い る桝 補 として は、 Cass′a、ヱ川 s!a、 ParkiDsoma の各属 の ほか、
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Acacia catechu、 Acrocarpus 斤axifliん11w,などは含まれておらず、根 

粒を形成しないとされている。なおTamanndus indica も根粒を形成しな 

いとされていたが、根粒の形成を認めている報告もある（松本 199 7), 

表12 マメ科に属する窒素固定樹木：属ごとにみた樹種数 

〔 Mac D IC ke ii (1994）の表から作成〕 

ネムノキ亜科 （ソラ）マメ亜科 

Acacia 192 Cajanus cajan 

Albizia 30 Dalbergia 

Callian din 】l Erythitna 

Cedi elinga catenaeforxnis l Fl emingi a 

Dichrostachys 3 GIn icidia 

Entada 3 Lonchocarpus 

Faidherbia a!加da l Maackia amurensls 

Inga 14 Pericopsお 

Leucaena 13 Pon gamin pinnata 

Mimosa 3 Pterocarpus 

Newtonia l Robinia 

ルrap加tadenia l Sesbania 

Paraserian tlies 血kataria l Sophora 

Parkia 5 Wisteria 

Pith ecellobium 

P.rosopis 

1
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ジャケツイバラ亜科 

Dialium zenkeri 1 

加ts舶bijuga 1 

Saraca dechnata 1 

(7）肥培管理 

ポット育苗の場合には、ポットに用土を入れる時に少量の化成肥料や堆 

肥などを加えたり、また育苗期間中に少量の迫肥を行うこともある。裸根 

苗の場合には、苗床を作る時にあらかじめ堆肥などを加えておくのが普通 

である。このような方法で、育苗期間に必要な養分はあらかじめ与えてお 

くが、育苗中には常に苗木の状態を注意深く観祭し、必要な処置をとらな 
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Acac ーa catpchu 、 Aでrocarpus f照沼所貴所 uもな どは含 まれ てお らず、根

粒を形成 しないとされている。なお Tamarmdus mdica も様粒を形成 しな

いとされていたが、根粒の形成を認めている報告もある (松本 1997)。

表12 マメ科に属する窒素固定樹木 :属ごとにみた樹種数
〔MacD-cken(1994) の表から作成〕

ネムノキ亜料 (ソラ) マメ亜科

ACacヱa 192ca ノa刀usc 町a" 1

八′b′z′a 30 Dafbergーa 16

ca′′′a刀dra 11 Eryrh"na 26

Cediejmga carenae わ r-nーs I Fjemmg7a 2

D′ch「osとac′1ys 3 G′mcid』a 2

Enfada 3 Lonc わocarPus 8

Fa』djlerb』a a′わ′da I Maac ね a amurensfs l

lnga 14 Perkops ′s 2

Leucaena 13Pongan"a pーm1ma l

んljinosa 3 Prerocaj‐Pus 12

Newton-a I Robーn′a 3

Parap′ptadenja 1 sesba 刀照 6

Parasenan 【′les燈′ca【aria I SOPhora 7

Parkia 5Wister ′a 4

Pたhece〃obmm 12

Prosopis 15

ジャケツイバラ亜科

Dia′′um zenken l

　　　　　　　　　 　
Saraca dec′′nata l

(7) 肥培管理

ポット育苗の場合には、ポットに用土を入れる時に少量の化成肥料や堆

肥などを加えたり、また育苗期間中に少星の追肥を行うこともある。裸根

苗の場合には、苗床を作る時にあらかじめ堆肥などを加えておくのが普通

である。このような方法で、育苗期間に必要な養分はあらかじめ与えてお

くが、育苗中には常に苗木の状態を注意深く観察し、必要な処置をとらな
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ければならない。とくに成長の速いユーカJ などの広葉樹については、こ 

のような対応が重要である。ユーカJについては、養分欠乏症状について 

の訂しい目安が示されているので、参考までに引用する（表13)。なおこの 

表では、老 ぐト）巣から欠乏症状が現れる要素にカルシウムが入れられて 

おり，反対に新葉から欠乏井状が現れる要素にカJ ウムが人れられている 

が、わが国の引巣樹苗木の養分欠乏の検索表では反対になっていることを 

付記する。いずれにしろ、このような目安を参考に、常4 苗木の栄養状態 

を観察しながら、健全な苗木を育てることが必要である。 

表13 ユーカ)類における無機養分欠乏症状 

(Wattle Research Institute 1972) 

I .症状は初め老葉に現れる。 

A．初め黄化し、次第に斑点が現れる。 N 欠乏 

わずかな黄化が初め老葉に現れ、次第に幼葉に広がる。欠乏 

が進むと、集身はレモン色に近い黄色を呈し、その後、赤み 

を帯ひた小斑ができ、結局、菜全体に及ぶ。苗木の場合には、 

茎と葉柄が健全なものより赤みを帝ひ、枝分かれが少なくな 

り、結局ほとんど側枝のない徒長した苗木になる。 

B ．初め斑点が現れ、次第に黄化する。 

」‘緑葉にたくさんの濃いシミが現れる。シミの数が次第に P 欠乏 

増え、地色は柑黄色を帯びる。青i木の場合には、シミは青 

みがかった紫色で、葉の地色の緑は健全な葉の緑よりも濃 

い。N欠の場合と同じように、枝分かれも少ない。 

2．青白い緑色の地に、赤みのある斑点が現れる。欠乏が進 Ca欠乏 

むと、赤みのある斑点の組織は死に、葉もしおれて落ちる。 

C .葉の太い側脈の間が黄化する。 

老葉が中肋に沿って黄化、菜の緑色は、組織が壊死するにつ 

れて次第に褐色に変化、変色部分と太い側脈の問には緑色の 

組織が残る。苗木の場合には、下部の巣（老葉）が青白い緑 

色に変わり，時に普通より早く落葉して、先のほうだけに葉 

が残る。とくにE giandIs、 E saIigna、Ebotryoldesの苗木 

は、陰葉に似た、正常の葉よりやや大型の葉をつける。 

Mg欠乏 
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ければならない。とくに成長の速いユーカリなどの広葉樹については、こ

のような対応が重要である。ユーカリについては、養分欠乏症状について

の詳しい 1:]安が示されているので、参考までに引用する (表 13)。なおこの

衣では、老 rド) 巣から欠乏症状が現れる要素にカルシウムが入れられて

おり、反対に新築から欠乏霜状が現れる要素にカリウムが入れられている

が、わが国の銘菓樹苗木の養分欠乏の検索表では反対になっていることを

付記する。いずれにしろ、このような目安を参考に、常々苗木の栄養状態

を観察しながら、健全な苗木を育てることが必要である。

表 13 ユーカリ類における無機養分欠乏症状
(Wattre Research lnst-tute l972)

工. 逓-伏は初め老葉に現れる。

A, 初め黄化 し、次第に斑点が現れる。 N 欠乏

わずかな黄化が初め者葉に現れ、次第に幼集に広がる。欠乏
が進むと、梨身はレモン色に近い黄色を呈 し、その後、赤み

を弓モチひた小斑ができ、結局、栄全体に及ぶ。苗木の場合には、
茎と菓柄が健全なものより赤みを帯び、枝分かれが少なくな
り、結局ほとんど側枝のない徒長した苗木になる。

B, 初め斑点が現れ、次第に苗化する。
i . 緑葉にたくさんの濃いシミが現れる。シミの数が次第に P 欠乏

増え、地色は裕黄色を帯びる。苗木の場合には、シミは青
みがかった紫色で、葉の地色の緑は健全な葉の緑よりも濃
い。 N 欠の場合と同 じように、枝分かれも少ない。

Z, 青白い緑色の地に、赤みのある斑点が現れる。欠乏が進 Ca欠乏

むと、赤みのある斑点の組織は死に、巣もしおれて落ちる。

C. 栄の太い側脈の間が黄化する。 Mg 欠乏

者柴が中肋に沿って黄化、葉の緑色は、組織が壊死するにつ
れて次第に褐色に変化、変色部分と太い側脈の間には緑色の
組織が残る。苗木の場合には、下部の巣 (老葉) が青白い緑
色に変わり、時に普通より早く落葉して、先のほうだけに葉
が残 る。 と くに E gーand‘s、 E sangna 、 E bofryo′des の苗木

は、陰葉に似た、正常の葉よりやや大型の葉をつける。
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n 症状は初め幼葉に現れる。 

A．全体が！・様に黄化する。 

幼葉は全体に黄化，次第にプロンズ（青銅）様の色調に変わ 

り、枝は紫色を星する。 

S欠乏 

B .斑点が現れる。 

1 .葉身に負耳が現れるが、葉脈に沿った部分には緑色が残る。Fe欠乏 

2 .葉脈の間が黄変するが、葉脈の周辺組織は緑色を保つ。 Mn 欠乏 

欠乏症状が進むと、葉先と葉緑がしおれはじめ、砂のよう 

な色に変わり、結局、巣身全体に広がる。 

C .葉脈間が黄変する。 

1 ．菜の大きさ、形は正常。 

a．幼葉の側脈の間が黄変。葉緑から変化が始まり、次第 B 欠乏 

に中助の力向に進む。側脈に沿った組織はしばらく緑色 

を保つが、次第に紫色に変わる。巣の下面の緑色があせ 

る。 

b .成葉の側脈の間が黄変。葉脈に沿った狭い幅の組織は Mo欠乏 

緑色のままであるが、集緑は紫色を帯びる。 

2 .檠の大きさは普通であるが、形が健全葉と異なる。幼葉 Cu欠乏 

の側脈の間が黄変、葉身は縁が不規則に変形。 

3．葉は健全葉より細く小型である。葉の上面にたくさんの Zn欠乏 

変色斑ができ、それらの間の葉面が紫色を帯ひるとともに、 

幼菓の着生間隔が短くなり、小型の、狭い、黄色みを帯び 

た葉がロゼット状になる。葉緑に近い部分に、縁が褐色の 

小さな変色斑ができる。葉全体が青白い緑に変わり、菓脈 

の色が農くなる。 

0 .葉が異常に変色することはないが、葉緑と葉脈が壊死、苗 K 欠乏 

木の葉は正常なものより小型で，しばしば表面，葉縁がちじ 

れる。枝分かれが著しく、こんもりした叢生状を呈する0 

[Evans (1992) p217--p218 より訳出］ 
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日症伏ば初め幼葉に現れる。

A. 全体が -・様に黄化する。 S欠乏

幼葉は全体に黄化、次第にブロンズ (青銅) 様の色調に変わ
り、枝は紫色を呈する。

B, 斑点が現れる。

1, 菓身に黄蘭が現れるが、葉脈に沿った部分には緑色が残る。 Fe 欠乏

2, 葉脈の間が黄変するが、葉脈の周辺組織は緑色を保つ。 Mn 欠乏
欠乏症状が進むと、葉先と無縁がしおれはじめ、砂のよう
な色に変わり、結局、巣身全体に広がる。

C, 葉脈間が黄変する。

1, 桑の大きさ、形は正常。

a. 幼葉の側脈の間が黄変。葉縁から変化が始まり、次第 B欠乏
に中一助の方向に進む。側順に沿った組織はしばらく緑色
を保つが、次第に紫色に変わる。巣の下面の緑色があせ
る 。

b. 破棄の側脈の間が黄変。葉脈に滑った狭い幅の組織は Mo 欠乏
緑色のままであるが、条縁は紫色を帯びる。

2. 菜の大きさは普通であるが、形が健全紫と異なる。幼葉 Cu欠乏
の側厭の間が黄変、蕪身は緑が不規則に変形。

3. 葉は健全葉より細く小型である。葉の上面にたくさんの Zn欠乏
変色斑ができ、それらの間の菓面が紫色を楯ひろとともに、
劫集の着生間隔が短くなり、小型の、狭い、黄色みを帯び
た葉がロゼット状になる。葉縁に近い部分に、緑が褐色の
小さな変色斑ができる。菓全体が青白い緑に変わり、葉脈
の色が濃 くなる。

D. 菜が異常に変色することはないが、葉縁と葉脈が壊死、菌 K欠乏
木の葉は正常なものより小型で, しばしば表面, 葉縁がちじ
れる。枝分かれが著しく、こんもりした叢生状を呈する。

rEvans(1992)p217~p218 より訳出]

-90 ‐



3． 植 栽 

熱帯造林には、皆伐後の一斉造林、天然更新地での補整植栽、低質林の 

樹種更改、荒廃地の緑化、あるいは最近の乾燥地の緑化など、いろいろな 

視点のものが含まれており、同じ植栽でも、それぞれに独特の問題がある。 

それらのすべてに触れることはできないが、荒廃地造林に力点をおいて、わ 

が国の造林と異なる点を中心に解説する。荒廃地といっても地域や国によ 

って成ロの経緋や現状は異なるが、かっては森林であった広大な荒廃地に 

森林を回復することは緊急な課題であり、各地でいろいろな試みが行われ 

ている。 

1 ）計画と踏査 

造林事業の全体計画に従って、年次ごとの植栽対象地域の配置を決め、そ 

れぞれの対象地域に関わる各種の既有資料の収集に努める。例えば地形図、 

航空写真は基本引画立案に必要であり、縮尺5,0 00 分の1程度のものが望ま 

しい。土壌図、地質図、植牛図などの人手も極めて有効で、事業全体の引 

画・遂行に障害となる要因を予測することが可能となる。入手した資料に 

基づいて、大まかな区分けを行い、踏査一測量の計画を立てる。必要な負 

半」が揃っていない場合あるいは入手できない場合には、対象地域の地形測 

量や植生・土壌などの調査を行うことが必要になることが多い。 

あらかじめ立てた大まかな区分けに従って現地の事前調査を行う。これ 

を踏査(preplanting sin vey. reconnaissance) とよんでおり、具体的 

には地形、水系、土壌型、 L壌の化学性・物理性、基岩、植生などの自然 

的要素のほか、公道、土地の所有関係ー利用格、住民の状況などの社会経 

済的要素についても調査する。近年比重を増している地域レペルでの植林 

にあたってはとくに後者の要件が重要で、住民の考え方やニーズを把握し 

ておく必要がある。 
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3。 植 栽

熱帯造林には、皆伐後の一斉造林、天然更新地での補整植栽、低質林の

樹種更改、荒廃地の緑化、あるいは最近の乾燥地の緑化など、いろいろな

視点のものが含まれており、同じ植栽でも、それぞれに独特の問題がある。

それらのすべてに触れることはできないが、荒廃地造林に力点をおいて、わ

が国の造林と異なる〆キスを中心に解説する。荒廃地といっても地域や国によ

って戒ヴの経緯や現状は異なるが、かっては森林であった広大な荒廃地に

森林をliil復することは緊急な課題であり、各地でいろいろな試みが行われ

てい る。

“ 計画と踏査

造林事業の全体計画に従って、年次ごとの植数対象地域の配置を決め、そ

れぞれの対象地域に関わる各種の既存資料の収集に努める。例えば地形図、

航空写真は基本計画立案に必要であり、縮尺 5,000分の 1程度のものが望ま

しい。土壌園、地質図、槌牛図などの人手も極めて有効で、事業全体の計

画・遂行に障害となる要因を予測することが可能となる。入手した資料に

基づいて、大まかな区分けを行い、踏査・測量の計画を立てる。必要な倉

科が揃っていない場合あるいは入手できない場合には、対象地域の地形測

量や植生・土壌などの調査を行うことが必要になることが多い。

あらかじめ立てた大まかな区分けに従って現地の事前調査を行う。これ

を踏査 (preplant1n g su1vey 、 reconn を11ssance) とよんでお り、具体的

には地形、水系、土壌型、 七壌の化学性 ・物理性、基岩、植生などの自然

的要素のほか、公道、土地の所有関係・利用権、住民の状況などの社会経

済的要素についても調査する。近年比重を増している地域レベルでの植林

にあたってはとくに後者の要件が重要で、住民の考え方やニーズを把握し

ておく必要がある。
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これらを踏まえて、①いろいろな理山て現存する植牛の保令が必要な区 

域を決める、②造林可能地を区分する、⑧それらの区分ごとに植救樹種を 

決める、④植栽予定地について、地拵えの要否、必要な場合にはその方法 

を決める、⑤植栽本数・間隔を含めた保台形式を決める、⑥林道・作業道・ 

防火線の配置、山元での青「木の仮置き場なとを決める、⑦労働力の調達力 

法を決める、などの事項がある。ちなみに、植生を保全する必要がある場 

合としては、防火線として利川する場合や、種子源として活川する場合な 

どである。 

熱帯の造林では、植栽予定地域の社会経済的状況、とくに不法居仕民の 

侵人状況やその地域に対する周辺地域の住民の依存状況などを調べておく 

ことが不可欠であるか、これらはj五林技術以前の問題なので、ここでは指 

摘するだけにととめる。 

2）地拵え 

苗木を植栽する場合にしろ、種了を直播きする場合にしろ、そのような 

作業をしやすくするためには地表をあらかじめ整理しておく必要がある。こ 

の作業を地拵え（siteノland/giound preparation）とよんでおり、一般 

には、①地表植生を取り除き、片寄せる、②同時に散乱している枝葉ある 

いは伐採の際の切り屑なども片寄せる、③土壌の物理性をよくする、など 

が含まれるが、荒廃地の地井えではとくに土壌の物理性を改善することが 

重要で、荒廃の程度にもよるが、利用できるものなら、機械による耕耘は 

効果がある。耕耘は、－l 壌の物理性を改善するだけでなく、植栽後の雑草 

木の再生を抑えるLでも効果がある。機械耕耘には、ブルドーザかトラク 

タに装備したリッパーで列状に耕起する方法と、ディスクハローを牽引し 

て全面を耕起する方法とあり、普通等高線に沿って行うが、表面侵食を増 

す恐れがあるので、これまでのところ15『くらいまでの傾斜面が限度とさ 

れている。耕耘は普通には乾季の後期に行われるが、乾季のうちに前もっ 

192-

これらを踏まえて、Q)いろいろな理由て現イrするれかf )保4}が必要な区

域を決める、②造林可能地を区分する、◎それらの区分ごとに植栽横種を

決める、④植栽予定地について、地J存えの要否、必要な場合にはその方法

を決める、⑤植栽本数・間隔を含めた保育形式を決める、⑥林道・作業道・

防火線の配置、山元での苗木の仮置き場などを決める、⑦労働力の調達方

法を決める、などの事項がある。ちなみに、有理j三を保全する必要がある場

合としては、防火線として利用する場合や、純白原として活用する場合な

どである。

熱帯の造林では、植栽予定地域の社会経済的秋尻、とくに不法居住民の

侵人状況やその地域に対する周辺地域の住民の依存状況などを調べておく

ことが不可欠であるが、これらは造林技術以前の問題なので、ここでは指

摘するだけにとどめる。

2) 地祷え

苗木を植栽する場合にしろ、種子を直播きする場合にしろ、そのような

作業をしやすくするためには地表をあらかじめ整理しておく必要がある。こ

の作 業 を地才存え (site/ーand/g m und preparation) と よんでお り、 --般

には、①地表植生を取り除き、片寄せる、②同時に散乱している枝葉ある

いは伐採の際の切り屑なども片寄せる、◎土壌の物理性をよくする、など

が含まれるが、荒廃地の池婚えではとくに土壌の物理!ャ1-を改善することが

重要で、荒廃の程度にもよるが、利用できるものなら、機械による緋私は

効果がある。耕転は、ー1壌の物理性を改善するだけでなく、植教後の雑草

木の再生を抑える 1;でも効果がある。機械耕私には、ブルドーザかトラク

タに装備 したりツパーで列状に緋起する方法と、ディスクハローを牽引し

て全山1を緋起する方法とあり、普通等高線に沿って行うが、表面侵食を増

す恐れがあるので、これまでのところ150くらいまでの傾斜面が限度とさ

れている。耕転は普通には乾季の後期に行われるが、乾季のうちに前もっ
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て地表植生を除去しておき、 f-li季に入ってL壌に水分が十分にa透してか 

ら耕起作業をするほうが効率的たとする指引もある。ただし、両作業の問 

隔が開きすぎると植牛が回復してしまうので注意を要する。 

雑草木の制御については、ユーカJ類、マツ類を植栽する場合には徹底 

した地拵えが必要とされているか、マホガニーなどのセンダン科の樹種や 

Cortha aliiodo,-a の場合には、虫害予防の視点からはあまり潔癖に刈らな 

いほうがよいとされている。センダン科の多くの樹木（例えばSw,et eni a 

属、Cedr&a属などの樹木）はメイガの1種Hypsipyla spp によって生育 

の初期に激害を受けることが多いp 

半乾燥地における最近の経験によれば、平均年降水量が600mm 前後の地 

域で植執木の活着・成長を確保するためには、地表植生を徹底的に剥ぎ取 

るような潔癖な地拵えが必要であるが、降雨強度が極めて強いので、表面 

侵食という点からはこのような潔癖な地拵えは危険であり、必ずしも勧め 

られる方法ではない。そのような地祐えを行うとすれば次項で述へるよう 

な集水工法を行って侵食を抑えることが必要である。しかし、厳しい競争 

が予想されるような地表植生のところでは、現存する植生を基本にして、残 

存している有用な樹木や自然に更新してくる個体を育てることを基本とす 

べきであろう。 

低地の湿潤熱帯林では構成樹種が多く、現在までに利用されている樹種 

は限られた本数しかなく、従って、このような林分の伐採は択伐によるの 

が普通である。択伐跡地には多数の立木が残っており、このような跡地に 

植執を行う場合には、これらの残存木を除かなければならない。この作業 

は「上木整理」とよばれており、全面に植栽する場合には皆伐を行い、筋 

状に植栽する場合には帯状に伐開する。この作業も広い意味で地拵えに含 

めることができる。度重なる抜き伐りによって低質化した林分の改良のた 

めに有用樹種を植え込む場合にもほl引司じ方法が取られており、これも地 

拵えとよばれている。湿潤熱帯林における上木整理の後は、伐倒した未利 

用樹種や雑草木を乾燥‘焼却することが多く、火入れ作業（prescribed 
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て地表植′1三を除ムしておき、ni季に入って f:喋に水分が十分に浸透してか
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届、 Cedrda 届などの樹木) はメイガの 1種 Hyps′pyな spp によって生育
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域で植栽木の活着・成長を確保するためには、地表植生を徹底的に剥ぎ取

るような潔癖な池拾えが必要であるが、降雨強度が極めて強いので、表面

侵食という点からはこのような潔癖な地拾えは危険であり、必ずしも勧め

られる方法ではない。そのような地拍えを行うとすれば次項で述べるよう

な集水工法を行って侵食を抑えることが必要である。しかし、厳しい競争

が予想されるような地表植生のところでは、現存する植生を基本にして、残

存している有用な樹木や自然に更新してくる個体を育てることを基本とす

べ きであろう。

低地の湿潤熱帯林では構成樹種が多く、現在までに利用されている樹種

は限られた本数しかなく、従って、このような林分の伐採は択伐によるの

が普通である。択伐跡地には多数の立木が残っており、このような跡地に

植栽を行う場合には、これらの残存木を除かなければならない。この作業

は「上木整理」とよばれており、全面に植栽する場合には皆伐を行い、筋

状に植栽する場合には帯状に伐関する。この作業も広い意味で地婚えに含

めることができる。度重なる抜き伐りによって低質化した林分の改良のた

めに有川樹種を植え込む場合にもほぼ同じ方法が取られており、これも地

帯えとよばれている。塀潤熱帯林における上木整理の後は、伐倒した未利

用樹種や雑草木を乾燥 ・焼却することが多 く、火入れ作業 (prescribed
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h ui一 fling）とよはれているら火人れ地拍えは、熱帯てしはしは用いられて 

いるが、あらかしめ防火線を作設し、 十分に庄意して行わないと周囲に延 

焼する恐れがあり、また有機物を失うことになるから、林地の生産力を保 

続する視点からも望ましい方法とはいえない。低湿地の造林にあたって、停 

滞水を排除するための工法を石うこともあり、これも広い意味での地静え 

になる。 

3 ）集水工法 

広い意味では地排えにはいるが、半乾燥地・乾燥地では植栽にあたって 

各種の集水〔water harvesting）工法が行われている。いろいろな変形の 

あるマイクロキャソチメント工法と、比較的広い面積に対して開発されて 

いるテラス工法に大別することができる。 

a ．マイクロキャッチメント工法 

乾燥の厳しいところでは、柚栽本数は少し減っても確尖に活着させるた 

めに、マイクロキャッチメント（micro-catchment) とよばれる構造が作 

られている。いろいろなタイプが試みられているが、ケニアでよく知られ 

ているのはトルカナ方式で、平坦な上地に畝立てを行い、畝に囲まれた低 

いところの一角に穴を掘り、その中に苗木を植える方法てある。原型は畝 

の長さがlOm 四方、苗木を植える穴はlin四方であるが、いろいろな変形 

があり、穴の縁に苗木を植える場合もある。キツイ（ケニア）の斜面地に導 

入された例では、畝を5m ほどに短くしたもの、斜面下方に向けて楔状に畝 

をつくり、畝の交点の内側に苗木を植える方法、斜面の等高線に沿って集 

水溝（深さ、幅は集水面積に応じて加減）を設け、そのすぐ下側に苗木を 

植栽する方法などいろいろな形が試みられている。同地の技術協力プロジ 

エクトで作成されたマニュアルに示されている工法は図4 のとおりである。 

-94-

burn1ng) とよばれている 火人れ地ィ存えは、熱帯てしばしば用いられて

いるが、あらかしめ1防火線をイ乍設し、十分に止虚して行わないと周囲に延

焼する恐れがあり、また有機物を失うことになるから、林地の生鮮力を保

続する視点からも望ましい方法とはいえない。低湿地の造林にあたって、停

滞水を排除するための工法を行うこともあり、これも広い惑、味での地拾え

になる。

3) 集水工法

広い意味では池す存えにはいるが、半乾燥地・乾燥地では植栽にあたって

各種の集水 (water harvestーng) 工法が行われている。いろいろな変形の
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b，テラス工法 
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-95 

閉鎖式 開放式 庵 式

串
雛
型 {鯵

円形

犠瀞′
襖形

〕 〆
篭酵#Jリ

滝根形

単
縦
並
列
型
(
植
栽
地
)
臓

円形

も′↓v ▽ ▽
せ↓YV V
等~vv
》~W ▽

便形

V』VVV
U1vvv
ジ~VV
》‘Vvv

溝機形

連
結
型
(
植
栽
地 漆

W 型

滋
網目形

Y 〆
′◎R

も 0 ◎

〆 ◎ 0 0

)olも e も

l※ 9 9 り

地割型

図 4 マイクロキャッチメント:ケニア、キツイの例
(Chahllu 8Lsalrln」-(1995) による、ただし型式邦語名は鰭者の仮訳)

b. テラス工法

比較的広い面積に対して行う方法として、西アフリカで開発されたステ

ピック法 (methode stepp1que) が知られている。この方法では、土壌の
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表層を耕耘した後、緩斜面の等高線に沿って畝(contour ridge）立てを 

行い、畝の上側を少し下げたテラスにして、そのテラスの畝寄りに苗木を 

植える。畝の幅、間隔は「ii量や傾斜の程度によって加減するものとされ、而 

量の少ないところや緩い傾斜面ては、幅・問隔とも広くする。この変形と 

考えられるのがトレンチ法であるが、テラスの場合と同しように長いトレ 

ンチを等高線に沿って造成するものと、短いものを組み合わせたものとあ 

る。エチオピア北部では、石積みで等高線に沿ったテラスを作り、そのテ 

ラスに苗木を植えているが、これをマイクロキャソチメントとよんでいる。 

4 ）植栽間隔 

植栽の目的、樹種の特性に応じていろいろな問隔(spacing) で植栽され 

ているが、森林を再生することが第一の目的である荒廃地の緑化（ye 

habi litat ion）では、限られた経費でできるだけ広い面積に植栽したいこと 

と、普通には除間伐は行わないことから、 一般に疎植である。チソプ・パ 

ルプ材生産を主としているいわゆる早成樹の造林では、普通には3m >< 3m 

が多いが、2m )< 2m ---4m )< 4m さらにはlm >< lOm のような植え方や、 

im >< im の4本の群を数m離して植える、一種の巣植えも行われている。 

また、常風の強いサイトで、群内の間隔をもっと狭くした束植えに近い方 

法を試みた事例もある。なお、荒廃地で疎植した場合にはなかなか閉鎖し 

ないことになり、従って下刈の必要な期間が長くなる。 

用材を含めた積極的な木材生産のための造林では植栽密度が検討されて 

いる例もあるが、そのような造林は立地条件の良いところで行われている 

ので、やはり疎植である。マレーシアのサバにおけるAcacia mangiumの 

造林では、3m >< 3m の間隔が最も普通であったが、4m >< 2m の間隔に変え 

ることにより植栽列を減らすことができ、それによって植載経費を減らす 

ことができたという。 

PNG におけるEucalyptus degiuptaの事例を見ると、4m >< 4m の植栽 
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表層を緋姦 した後、緩斜面の等高線に沿って畝 (Lontour rldge) 立てを

行い、畝の上側を少し下げたテラスにして、そのテラスの畝寄 りに苗木を

植える。畝の幅、間隔は雨星や傾斜の程度によって加減するものとされ、雨

量の少ないところや緩い傾斜面ては、巾ムー・間隔とも広 くする。この変形と

考えられるのがトレンチ法であるが、テラスの場合と同しように良いトレ

ンチを等高線に沿って造成するものと、短いものを組み合わせたものとあ

る。エチオピア北部では、石積みで等高線に沿ったテラスを作 り、そのテ

ラスに苗木を植えているが、これをマイクロキャソチメントとよんでいる。

4)植栽間隔

植栽の目的、樹柿の特性に応 じていろいろな間隔 (spaclng) で植栽され

ているが、森林 を再生することが第一の 目的である荒廃地の緑化 (re‐

hab111tat1on) では、限られた経費でできるだけ広い而積に植栽 したいこと

と、普通には除間伐は行わないことから、 一般に疎柏である。チソプ ・パ

ルプ材生産を主としているいわゆる早成樹の造林では、普通には3m ×3m

が多いが、2mx2m~4m x4m さらには lm × lom のような植え方や、

lmxlm の 4本の群を数 m 離 して植える、一種の巣植えも行われている。

また、常風の強いサイトで、構内の間隔をもっと狭くした束植えに近い方

法を試みた事例もある。なお、荒廃地で疎植した場合にはなかなか閉鎖し

ないことになり、従って下刈の必要な期間が長くなる。

用材を含めた積極的な木材生産のための造林では植栽密度が検討されて

いる例もあるが、そのような造林は立地条件の良いところで行われている

ので、やは り疎植 である。マ レー シアのサバ における Acac ′a mangmm の

造林では、3m ×3m の間隔が最も普通であったが、4m ×2m の間隔に変え

ることにより植栽列を減らすことができ、それによって植栽経費を減らす

ことができたという。

PNG における EucaiyptUs deglupta の事例を見ると、4m ×4m の植栽
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間隔で植えた場合でも38年生ですでに競争が起き、自然枯損現象が観察さ 

れている～ 3m >< 3m の植栽問隔の場合にはこの現象は一層激しく、被圧 

木・枯損木の割合（木数）ははるかに大きかったと報告されている。この 

ような成長の実態から、4m >< 4m (625本ノha）で植救して25 年生で主伐 

する場合、4年生で除伐、10年生と18年生で2回間伐を行う管理方式が提 

案されている。ちなみに、この密度で植栽された林分の4年生時の成長は、 

平均樹高iBm、平均胸高直径16c m 、林分材積120m3/ha とされている。詳 

しくは坂口（1984）または森（1992）を参照されたい。 

5 ）植え穴 

植え付けた苗木が完全に活着するには約1か月かかるから、植栽は乾季の 

始まる少なくとも1かj］前までに終えておく必要があるが、できれぱ南季 

の前半に実行することが望ましい。そこで、耕耘地嬉えの場合は別として、 

植え穴はあらかしめ乾季の後半までに掘っておかなければならない。乾季 

の後半は土壌が最も堅い時で、この時期に植え穴を掘るのは効率的ではな 

いか、植栽を適期に済ませるためには止むを得ない。植え穴掘りの功程は 

著しく低く、穴のサイズにもよるが、 」日あたりせいぜい20 ~ 30 穴といっ 

たところであるq 

植え穴の大きさは普通、径30cm ><深さ30cmから45cm )< 45cm くらい 

とされているが、半乾燥地・乾燥地ではもっと大型の植え穴のほうがよい 

とする意見もある。例えばミヤンマーの乾燥地では、180cm >< 45cm >< 

45cm（深さ）の穴の中央に30cm X 30cm >< 30cnlの穴を掘り下げた巨大 

な植え穴を掘るように決められている。 

要するに、植え付け後の苗木が速やかに根系を発達させることが目的で、 

士壌条件と植栽後の苗木の成長をみて適宜に加減する。重粘な土壌が厳し 

い乾季で固結している場合には、植え穴が小さいと植栽木の根系が周囲の 
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著しく低 く、穴のサイズにもよるが、 1日あたりせいぜい 20~30 穴といっ

たところである。

植え穴の大 きさは普通、径 30cm ×深さ30cm から45cm ×45cm くらい

とされているが、半乾燥地・乾燥地ではもっと大型の植え穴のほうがよい
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な植え穴を掘るように決められている。

要するに、植え付け後の苗木が速やかに根系を発達させることが目的で、

r仁壌条件と植栽後の苗木の成長をみて適宜に加減する。重粘な土壌が厳し

い乾季で固結している場合には、植え穴が小さいと植栽木の根系が周囲の
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土に張り出せず、また強n」の時に一時的に湛水状態になる恐れもある。 

方、砂質な土壌の場合には、乾季にはかなり堅くても、 － [t雨が降って甫 

水が浸透すると意外に硬度が下がり、水の浸透もよくなる。 IT壌硬度と根 

の員人を調べてみると、土壌硬度が10kg/cm2（山中式I壌硬度引で20mm ) 

以下であれば根はL壌中に容易に貫人することができる。砂質L壌の場合 

には、乾いた状態では30 ---40kg/cm1（山中式硬度引で30mm 前後〕くら 

いの堅いI二壌ても、巾水がI 分に浸透すると20mm 以トにドがった。この 

ように、土性によって湿った場合の硬度低下が巽なるので植え穴サイズを 

決める要因になる。 

植え穴を掘ることをpitting とよぶ。植え穴を掘るにあたっては、植え付 

けの問隔を計る棒(spacing sUck）を用意し、それて植え穴の位置を決 

め、枝や竹の切れ端を挿してゆく。これをstaking またはpick etting とよ 

ぶ。なお、柔らかな土壌のところや排転したところでは，鍬などで単に印 

付け（marking）だけを行う。 

6 ）植え付け 

厳しい熱帯の自然条件トては、頑健な袖木を、最善を尽くして植えるこ 

とが成林の第－ 歩である。しかし実際には、苗畑から山元に運ばれる間、山 

元で一旦待機しなけれぱならない場合の取り扱い方にも注意深さが足りな 

かったり、また植え穴までの配り方、植え付け方にも配慮が欠けることが 

多いので、十分な指導‘監督が必要である。 

季節林地帯でも乾燥が厳しいところ、また半乾燥地などては、雨の降り 

方が不規則なことが多く、植栽開始の時期の判断は非常に難しい。普通に 

は、i行季が始まってある程度の積算降巾旦に達したところで植栽を開始す 

る。植執を開始する時機の決め方にはいろいろな目安があるが、例えば、① 

日降雨量(mm）を記録し、1週間の積算降'U量か60mm を越えた時、②表 

層上30cm に降水が浸透した時、③植え穴の底か十分に湿ったことを確認し 
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たら一目一穴を」illめ戻しておき、さらに降iflがあって穴の中の十壌がよく吸 

水したら植栽を始めるなどである。 

ポリエチレンフィルム製のポソトて育てた苗木の場合には、ポットは植 

栽直前に取り外し、なるへく根系を崩さないように植え付ける。この際、巻 

き根がひどい時には、剪定して根を解きほごしてから植え付けるという指 

引もあるが、根系を傷めることになるのて、普通にはほとんど実行されて 

いない。ルートトレイナーで育てた苗木の場合には、ケースのままサイト 

に運ぷか、ポットから抜き取ってからサイトに運ぶ。 

"lえ付けは列植えが普j』である0 とくに機械を月］いる場合には、後から 

機械除草なとかできるように、列間を広くあけ、株間を狭くするような列 

植えもわわれる。数本の苗木をや、狭い間隔て群状に植え、群の間を離す 

巣植えも試みられている。これは近くに植えられたもの同士が支え合って 

成立に右利たとされていることも理山のーつであるが、部分的に閉鎖を早 

くすることも期待されている。環境林の造成にわが国で創案された束植え 

を、常風が強いサイトで試みて効果があったことを報告している事例もあ 

るが、具体的な力法はむしろ巣植えに近いと考えられる。 

普通の植え付けは、植え穴の周囲に上げてある土を牛分くらい植え穴に 

戻し、そのLにポソトを外した苗木を置き、さらに土をかけて根元を踏む。 

このため根元の周囲は周りの地面よりや、低くなるのが普通であるが、乾 

燥の強いところでは、植え穴を深くし、』尺す土の量を減らして根元j司囲の 

面をもっとドげる植え方もあり、反対に湿潤な地域で、とくに水はけが悪 

いところでは、根元の近くを盛り上げて植える「置き植え」(mound 

がanting) も試みられている。半乾燥地では、雨がある程度降ったところ 

で、周囲に上けてあった土を埋め戻すので、もう一度ポノトの大きさ程度 

の小穴をつくり、その中に植え付ける。ポットは根系を傷めないように外 

すのが普通てあるが、シロアリの多いところで、底なしのポ7トを付けた 

ま、柚えている場合もある。ただし、この方法で必ずシロアリの侵入を防 

ぐことができるとはいえないようである。 
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7）マルチング 

乾燥の激しいところでは、植栽した後、植えた苗木の根元周辺の」甲め反 

した土の」二に周辺で刈った草なとをかける。地面からの蒸発を抑えるため 

で、根元の地表面が直接日射を受けないようにする。ただしシロアリが多 

いところでは、このようなマルチング（mule h a g）を行うとシロアリを誘 

引する恐れがあるとする意見もあり、小石を周辺で得やすい場合には、小 

石を敷くのも一案であるが、ケニアで試みた限りでは両者の間に有為な違 

いはなかった。植えた苗木をシロアリが食害するのは他に餌がないからで、 

むしろ刈った草を周囲に置くほうがよいとする意見もある。実際には、シ 

ロアリの分布か影響しており、草を敷いても必すしもシロアリが寄ってく 

るとは言えないようてある。なお小石を利用する力法は、 H射が強い場合 

には、小石が熱せられて地温を上げ、根の成長にマイナスの影響を与える 

恐れもあるし、熟くなった小石が直接根元に当たると熱害を起こす可能性 

もあるから注意か必要である。 

8 ）補植と改植 

植執した後、遅くとも2 -3か月以内に活着状況を調杏し、同じ甫季の間 

に枯損したものを植え替えることを補植といい、英語ではrefilling、 

tn1illlng、 b1anking、 supplementary/compensatni y plantings beating 

upなどのいろいろな単語が使われている。これに対して、活着率が著しく 

低い場合には翌年企面的に植え替えることがあるが、これは改植(replanting) 

と呼ばれる。たたし、伐採した後に植救することをreplanting とよんてい 

る場合もある。 

補植の基準は必ずしも決っていないが、活着率が90％より低い場合に行 

うとする指針の例がある。活着率が50％より低くなった場合には、残存木 

の配置にもよるが、翌年の植栽期以降になるべく早く改植を行うほうがよ 
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いとされている。 

9）混植と先行植栽 

荒廃地の造林では、根粒(ioot nodule）を形成する樹本いわゆる肥料木 

（英語ではnitrogen fixing tree 窒素固定樹木）を植栽して」壌の改良を 

はかることもしている。初めから日的樹種と肥料木を混ぜて植執するのが 

混植（mix p lan tin g) で、わか岡の海岸林でニセアカシアやイタチハギを 

クロマツに混せて植拙しているのと同じである。一方、まず肥料木を植栽 

してL壌の肥沃化をはかり、数年してから本来の目的樹種を植え込んで置 

き換えてゆく力広を先li植栽とよんでいる。後者の場合、先行して植栽す 

るものは必ずしも肥料木とは限らず、瘠せ地に強い早成樹、例えばCass,a 

Siam e aなどを植えることもある。 

いわゆる肥料木ー根粒樹木は、根粒菌(Rhizobi urn 属の細菌）の共生す 

るマメ科樹木と、放線菌(1'rajj kia 属などの細菌）の共り＾する非マメ科樹 

木に分けられている。マメ科は普通、マメ亜科、ネムノキ亜科、ジャケツ 

イパラ亜科にわけられる（これらを科とすることもある）が、とくにあと 

の2亜科の樹木は熱帯に多い。ジャケツイバラ亜科の樹木には根粒をつけ 

ないものが多い（p 88 ~ p 89）が、この亜科の早成の樹木、例えばタガヤ 

サンなどは土壌改良効果が大きいとされている。非マメ科樹木で熱帯に分 

布するものにはモクマオウ類、イヌマキ類、ハンノキ類などがあるが、よ 

く植栽されているのはモクマオウ類である。ハンノキ類は南アシアの一部 

や中近東て多く植えられている。 

10）列状植載 

皆伐によって弓は起こされる問題は今更述べるまでもないが、熱帯の場 

合には、とくに地力維持上影響が大きいこと、大面積の一斉単純林の造成 
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は病虫害突発の危険があることなとて、現イI植ノ1 をいろいろな幅に帯状に 

伐り開いて、伐開したあとに苗木を列状に植教する力法をとることか多く、 

これを列状植栽または筋植え（line planting）と称している。天然更新の補 

助竹業として行われているeni ichnient plantingの1法として、目的樹種 

の前生あるいは後生稚樹が基準よりも少ないような場合や、有川樹種がほ 

とんど含まれないようになった低質林分を改良する場合にも、現有林分を 

適宜の幅に帯状に伐探して筋植えを行う。また多くの柚相樹種のように、と 

くに幼齢期に強光ートで育てにくいものの苗木を植栽する場合にも、現存植 

生を帯状に残してその間に苗木を植栽するか、現存植生を植栽木の保護の 

ために残す場合には、植栽木の成長が抑えられないように保残帯は逐次伐 

りすかしたり、除去して、その跡にも更改樹種を植栽することになる。 

伐開帯・保残帯の幅は植栽の日的、現存植生の状況、とくにその高さ、植 

栽しようとする樹種の性質、地況なとによって変える必要があるが、オセ 

アニアの事例を見ると、伐開帯は15 --2rn の幅が多く、保残帯は28 -112rn 

と事例によってかなりの幅がある。ナイシエリアやケニアで行われた例か 

ら見ると、これらの伐開帯の幅はや、狭いように思われるが、いずれにし 

ろ、光環境と植執木の成艮の関係からそれぞれの場合に適切な方式をとる 

べきである。これまでの研究成果から大ざっぱに言えば、樹種によって加 

減する必要はあるが、相対照度は50～幼％くらいがよさそうである。 

11）下木植栽 

皆伐した跡地や草原にいきなり植えても育ちにくい樹種の場合には、先 

行植栽した樹木や前生樹を伐りすかしたり、枝を払ったりして苗木を植え 

込み、逐次光環境を改善しながら育ててゆく。こういう方法を下木植栽ま 

たは樹下植栽(undeiplanting）と称している0 極相樹種は一般に幼齢時 

は直射光に弱いといわれているが、例えばフタハガキ科の樹種をこのよう 

な方法で成林させた例がある。その例では、はじめタガヤサンを植栽し、約 
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は病虫害突発の危険があることなとて、現有福-′1をいろいろな叫ん1に帯状に

伐り開いて、伐開したあとに苗木を列状に植栽する方法をとることか多く、

これを列状植栽または筋植え q--・c pーantーng) と称している。天然更新の補

助作業として行われている cn IILIIm cnt p 1Intーng の 1広として、日的樹種

の前々三あるいは後生雅樹が基準よりも少ないような場合や、有用樹種がほ

とんど含まれないようになった低質朴分を改良する場合にも、現有林分を

適宵の幅に帯状に伐採して筋柿えを行う。また多くの神社櫛i種のように、と

くに幼齢期に強光下で育てにくいものの苗木を植栽する場合にも、現存柿

生を帯状に残してその間に苗木を植栽するが、現有袖′Eを植栽水の保護の

ために残す場合には、神栽木の成長が抑えられないように保残掛は逐次伐

りすかしたり、除去して、その跡にも更改樹種を植栽することになる。

伐間冊・保残十〒キの幅は植栽の日的、現存植生の状況、とくにその高さ、植

栽しようとする樹種の性質、地況などによって変える必要があるが、オセ

アニアの事例を見ると、1北房日常は 15~2m の幅が多く、保タ長船は 28~112m

と事例によってかなりの幅がある。ナイシェリアやケニアで行われた例か

ら見ると、これらの伐開帯の幅はや・狭いように思われるが、いずれにし

ろ、光環境と植栽木の成長の関係からそれぞれの場合に適切な方式をとる

べきである。これまでの研究成果から大ざっぱに言えば、樹稲によって加

減する必要はあるが、相対照度は50~80% くらいがよさそうである。

11)下木植栽

皆伐した跡地や草原にいきなり植えても育ちにくい樹種の場合には、先

行植栽した樹木や前生樹を伐りすかしたり、枝を払ったりして苗木を植え

込み、逐次光環境を改善しながら育ててゆく。こういう方法を下木植栽ま

たは樹下植栽 (unde・plant1ng) と称 している。極相樹種は一般に幼齢時

は直射光に弱いといわれているが、例えばフタハガキ科の樹種をこのよう

な方法で成林させた例がある。その例では、はじめタガヤサンを植栽し、約
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20 I 後に林内にホワイトラワン（Pentacme Contorta）の山引き苗を植え 

込み、はじめに抽栽した上木のタガヤサンを逐次抜き伐りながら、ホワイ 

トラワンの」斉林に誘導したという。村i相樹種は生育段階が進むにつれて 

光か余分に必要になるが、光環境は上木の成長につれてむしろ悪くなるの 

が普通で、植え込んだ苗木を十分に成長させるためには、林内の光条件を 

早め早めに改善するような手人れが不ロI欠である。なお樹種によっても異 

なるか、成長を期待するためには植救時から50％以Lの相対照度は必要で 

ある。 

12）潅水 

半乾燥地、乾燥地における牡殊な植栽法としてwater jar reservoirと 

よばれる方法がある。これは本来、農地の周囲などに被陰樹を植える時な 

どに用いられるもので、深さが40 - 50cm、直径25 ~ 30cmの素焼の壷の 

底の片側に小さな穴を開け、植栽木の傍らに埋め込み、これに水をいれて 

徐々に水が浸み出るように考案されている。ケニアの社会林業技術協力プ 

ロジェクトでは、40 ~ 50cm に切断した塩ビパイプ（直径約Scm）を植栽 

木の根元近くに差し込んで、これに生活廃水などを適宜に注入する方法や、 

空き瓶やペソトボトルに水を入れ、植栽木の根元近くに逆さに押し込んで 

徐々に水が浸み出るようにする方法などを考案した。前者はコストにやや 

問題はあるが、いずれの方法も、屋敷周りの植栽木の活着・成長促進には 

有効な方法であろう。 
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20合後に↑ネメーにホワイトラワン (Pe′7旧cme com()rra) の山引き苗を植え

込み、はじめに植栽した仁木のタガヤサンを迩次抜き伐りながら、ホワイ

トラワンの "斤林に誘導したという。極相弱種は生育段階が進むにつれて

光が余分に必要になるが、光環境は上木の成長につれてむしろ悪くなるの

が普通で、植え込んだ苗木を十分に成長させるためには、林内の光条件を

甲め早めに改謝するような手人れが不可欠である。なお樹種によっても異

なるが、成長を期待するためには植栽時から50% 以上の相対照度は必要で

あ る。

12) 潅水

半乾燥地、乾燥地における特殊な植栽法として waterJar reservoir と

よばれる方法がある。これは本来、農地の周囲などに被陰樹を植える時な

どに用いられるもので、深さが 40~50cm 、直径 25~30cm の素焼の壷の

底の片側に小さな穴を開け、植栽木の傍らに埋め込み、これに水をいれて

徐々に水が浸み出るように考案されている。ケニアの社会林業技術協力プ

ロジェク トでは、40~50cm に切断した塩 ビパイプ (直径約 5cm) を植栽

木の根元近くに差し込んで、これに生活廃水などを適宜に注入する方法や、

空き瓶やペントボトルに水を入れ、植栽木の根元近くに逆さに押し込んで

徐々に水が浸み出るようにする方法などを考案した。前者はコストにやや

問題はあるが、いずれの方法も、屋敷周りの植栽木の活着・成長促進には

有効な方法であろう。
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4．保 育 

1 ）下刈 

土壌条件、植りーの状態、気候によっても異なるが、熱帯では 般に雑草 

木の成長が癖んなため、少なくとも植栽後の2、 3年は、1成長期間にI -2 

回、多いところでは5回も下刈（weeding、 slashing）を行うことか必要 

だとされている。 下刈は植栽木の活着・成長に影響するだけでなく、乾季 

のあるところでは、雑草を枯れたま、にしておくと、火災とくに延焼の誘 

引となる。また仮にド刈を行っても、刈り払ったあとの枯れた草をそのま、 

放置すると燃料となり、一旦火がはいった場合には火勢を強めるから、防 

火線に集めて焼くなどの処置が必要である。ただ、低地の湿潤熱帯におけ 

る実際の下刈作業は極めてきつい作業なので、 下刈の力法を工夫するなど、 

改善に努めてゆくことが必要である。 

植栽木の活着に対する下刈の影響は、樹種ー系統によっていくらか異な 

る場合もあるが、とくに植栽後間もない期間に明らかである。ケシアマツ 

の場合、 下刈をしないと］0 - 20％の活着率であるが、 下刈をすれば80 ~ 

100 %活着するという結果が報告されている。下刈によってとくに初期成長 

が促進されるといわれるが、あまり具体的な数字は報告されていない。土 

地条件が良い場合には繁茂する雑草木によって覆われ、光不足やムレが成 

長を阻害するが、そうでなくとも植栽木の根系がまだ浅い時期には、水分・ 

養分の吸収について、草本類、潅木類の根系と競合したり、また害獣のシ 

ュルターや巣となることもある。 

坪刈 (spot/iing weeding)、 ftfl Alj (strip/line weeding)、全刈 

(complete weeding）があるが、普通には坪刈か筋刈で、千刈が普通であ 

る。手刈にはそれぞれの国や地域に固有の道具が使われ、独特の刈り方が 

ある。刈払機（brush/bush cutter/cleaner) による機械刈が行われてい 

る場合もあり、また、平坦な地形で、上壌があまり堅くなければ、 トラク 
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4.保 育

1)下刈

土壌条件、植生の状態、気候によっても異なるが、熱帯では -般に雑草

木の成長が盛んなため、少なくとも柚我後の 2、3年は、 1成長期間に 1~2

回、多いところでは 5回も下刈 (weed1ng 、 slashmg) を行うことが必要

だとされている。下刈はれ帳麦小の活着・成長に影響するだけでなく、乾季

のあるところでは、雑草を枯れたま・にしておくと、火災とくに延焼の誘

引となる。また仮にド刈を行っても、刈り払ったあとの枯れた草をそのま、

放置すると燃料となり、一日‐火がはいった場合には火勢を強めるから、防

火線に集めて焼くなどの処置が必要である。ただ、低地の湿潤熱帯におけ

る実際の下刈作業は極めてきつい作業なので、下刈の方法を工夫するなど、

改善に努めてゆくことが必要である。

植栽永の活着に対する下刈の影響は、樹種・系統によっていくらか異な

る場合もあるが、とくに植栽後間もない期間に明らかである。ケシアマツ

の場合、 下刈をしないと 10~20% の活着率であるが、下刈をすれば 80~

100% 活着するという結果が報告されている。下刈によってとくに初期成長

が促進されるといわれるが、あまり具体的な数字は報告されていない。土

地条件が良い場合には繁茂する雑草木によって覆われ、光不足やムレが成

長を阻害するが、そうでなくとも植栽木の板系がまだ{養い時期には、水分・

養分の吸収について、草本類、潅木類の根系と競合したり、また害獣のシ

ェルターや巣となることもある。

坪 刈 (spot 力 ing weedlng) 、 筋 刈 (strip/line weedlng) 、 全 刈

(complete weedmg) があるが、普通には坪刈か筋刈で、千刈が普通であ

る。手刈にはそれぞれの国や地域に固有の道具が使われ、独特の刈り方が

ある。刈払機 (brush/bush cutter/cleaner) による機械刈が行われてい

る場合もあり、また、平坦な地形で、上壌があまり堅くなければ、トラク
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タてディスクハロー（disk harrow）などを曳き、中耕をかねて除草を行 

うこともある。除草剤の利川もーつの方法として挙げている指針書もあり、 

うまく使川されている例もないわけではないが、安全性と経済性の両面か 

ら、目トのところ熱帯ではあまり使用されていない。なお、チガヤの生育 

を抑えるべく除草剤を使用した例で、効果はあったが、ヒョドリソウの類 

に変わり、かえって扱いにくくなったという事例もある。 

半乾燥地キツイ（ケニア〕における保育作業ではslashing と・weeding を 

区別しているか、この場合slashing は「刈り払い」 といった意味で、 

weedm gのほうは「かじり取る」ような刈り方を指している。weeding 

は、植栽木の根元周りを円形にかしり取るもの（spot cultivation weeding) 

と全面的に地表植生をかじり取るもの（compulsive weeding）にわけら 

れており、後者は水分、養分、光の競争をなくすための最も効果的な方法 

としているが、同時にマイクロキャッチメントを作ってエロージョンを防 

くことが必要だとしている（Chahilu & Saitinji 1995)。 

2 ）つる切り 

とくに低地多甫林地帯ではつる植物（climbers、 hanas、 vines）が繁茂 

するので、それらとの競争から植執木を護らなければならない。この地域 

では、人工造林地・天然更新地のいずれでも、不成績の最大の原因のーつ 

はつる植物の繁茂である。つる植物はわが国で食い込み型、覆い型に大別 

されているが、とくに覆い型は樹冠上にのし上がって枝葉を覆い、光不足 

を起こす。これらのつる植物は、植執木が草本植牛を抜け出た後にも影響 

を与えるから、下刈が要らなくなってからも年1回以上は行う必要がある。 

なお、切断面から容易に再生するので、できれば根を掘り上げるくらいに 

するほうがよいとされている。実際に利用された事例は聞かないが、わが 

国でクズなどの粘殺に川いられているケーピン（商品名、K-pin 成分 

piclo ram ）は応用の可能性が大きい。 
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タてディスクハロー (disk harrt)w) などを曳き、中耕をかねて除尊を行

うこともある。除草剤の利用 も--つの方法として挙げている指針書 もあり、

うまく使用されている例もないわけではないが、安全樵と経済性の両面か

ら、ロードのところ熱常ではあまり使用されていない。なお、チガヤの生育

を抑えるべく除草剤を使用した例で、効果はあったが、ヒヨドリソウの類

に変わり、かえって扱いにくくなったという事例もある。

半乾燥地キッイ (ケニア) における保育作業では slashmg とweed1ng を

区別 しているか、この場合 slaもhmg は 「刈 り払い」 といった意味で、

weedmg のほうは 「か じり取る」ような刈 り方を指 している。 weedmg

は、植栽木の根元周りを円形にかじり取るもの (spotcult1vationweedlng)

と全曲的に地表槌′Lをかじり取るもの (compuls・ve weedmg) にわけら

れており、後者は水分、養分、光の競争をなくすための最も効果的な方法

としているが、同時にマイクロキャッチメントを作 ってエロージョンを防

くことが必要だとしている (C hah1lu &Sa111nji l995)。

2) つる切り

とくに低地多雨林地帯ではつる植物 (cllmbers、 1lanas、 vines) が繁茂

するので、それらとの競争から極数本を護らなければならない。この地域

では、人1:造林地 ・天然更新地のいずれでも、不成績の最大の原因の一つ

はつる植物の繁茂である。つる植物はわが国で食い込み型、覆い型に大別

されているが、とくに覆い型は棚冠上にのし上がって枝葉を覆い、光不足

を起こす。これらのつる植物は、極敷木が草本植生を抜け出た後にも影響

を与えるから、下刈が要らなくなってからも年 1回以上は行う必要がある。

なお、切断面から容易に再生するので、できれば根を掘り上げるくらいに

するほうがよいとされている。実際に利用された事例は聞かないが、わが

国でクズなどの粘穀に用い られているケーピン (商品名 、K‐pm; 成分

plcーoram) は応用の可能性が大きい。
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3）除間伐 

ト刈が不要になる時期、言い換えれば植栽木が草本層を抜け山る時期にな 

ると、いわゆる除伐（improvement cutting）が必要な場合もある。熱帯の 

広葉樹には萌芽力の強いものが多いが、このような樹種の切株からの山芽は 

しばしば植執木の成長を妨げるので除伐する必要があるロなお、ユーカJ類 

やメリナの大規模造林地では萌努更新が行われているところが多いが、所定 

回数の収穫を終えた株をより優良な系続に更新した場合に、不要になった占 

い株から山ている萌芽を抑制することが必要な場合もあるという。いずれの 

場合にも、前項で述べたケーピンの利用が可能かも知れない。また植栽木の 

中にも、病虫害を受けたものや、著しく形質の悪いものなと林分の健全な生 

育に有害なものが川てくるので、これらは除伐しなければならない。 

熱帯においても、木材生産を目的とするいわゆる産業造林の場合には間 

伐（Ihinning) が行われているところもあり、また、先行植執した早成樹あ 

るいは肥料木の間に有用樹種を下木植栽して樹種更改を行う場合には、上 

木の成長に伴って疎開伐（release cuttuig）が必要となることもある。しか 

しいわゆる緑化（rehabilitation）の場合には、 いろいろな理由で初めから植 

執密度が低いことが多く、普通には間伐は行われていない。むしろ、流域 

保全などのために、一切の伐採が禁止されている場合さえあり、予想より 

成長がよく混みすぎても問伐できないこともある。 

木材生産を月的とした間伐では、胸高断面積による方法（オーストラリア 

のナンョウスギの例）、立木本数による方法(PN G のパルサの例）なとが紹 

介されているが、いずれもいわゆる機械的問伐が普通である。なお、フイ 

ジーのカJビアマツ人工林の資料によって、暫定的な林分密度管理図が試 

作されており（白井1980）、ごく最近ては、Acacia man gium と 

Eucalyptus degluptaの両種についても暫定的な密度管理図が提案されてい 

る（河原 1999)~ 

ここでは、マレーシアにおけるAcacia mangturn人工林に対する保育指 
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3) 除間伐

下刈が不要になる時期、言い換えれば神親木が草本層を抜け出る時期にな

ると、いわゆる除伐 (1mproven ・ent cutt-ng) が必要 な場合 もある。熱帯 の

広葉樹には萌芽力の強いものが多いが、このような檀柿の切株からの萌芽は

しばしば植栽永の成長を妨げるので除伐する必要がある。なお、ユーカリ類

やメリナの大規模造林地では萌芽更新が行われているところが多いが、所定

回数の収穫を終えた株をより優良な系統に更新した場合に、不要になった古

い株から出ている萌芽を抑制することが必要な場合もあるという。いずれの

場合にも、前項で述べたケーピンの利用が可能かも知れない。また植栽水の

中にも、病虫害を受けたものや、著しく形質の悪いものなど林分の健全な生

育に有害なものが出てくるので、これらは除伐しなければならない。

熱帯においても、木材生産を目的とするいわゆる産業造林の場合には間

伐 (ーhinnmg) が行われているところもあり、また、先行植栽 した早成樹あ

るいは肥料木の間に有用樹種を下木植栽して樹種更改を行う場合には、上

木の成長に伴って疎開伐 (release cutt1ng)が必要となることもある。 しか

しいわゆる緑化 (reha bl1ーtatlon)の場合には、いろいろな理由で初めから植

栽密度が低いことが多く、普通には間伐は行われていない。むしろ、流域

保全などのために、一切の伐採が禁止されている場合さえあり、予想より

成長がよく混みすぎても間伐できないこともある。

木材生産を日的とした間伐では、胸高断面積による方法(オーストラリア

のナンヨウスギの例)、立木本数による方法 (PNG のバルサの例)などが紹

介されているが、いずれもいわゆる機械的間伐が普通である。なお、フィ

ジーの力リビアマツ人工林の資料によって、暫定的な林分密度管理図が試

作 され て お り (白井 1980) 、 ご く最 近 ては、 Acac′a ma"g 粥川 と

Euca!ypfus degjupta の両補についても暫定的な密度管理図が提案されてい

る{河原 1999)。

ここでは、マレーシアにおける A cacia m a口gmm 人工林に対する保育指
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引の例を紹介したい（Srivastava 1993)。この報文が刊行された時点で、パ 

ルプ材生産の場合には普通は間伐は行わず、総平均成長量が最大になる樹 

齢を伐期としていたが、サパ、PNG ともに6~7 年であった。しかし、本 

秤は樹形・幹の通直帆に著しい変異がみられるのて、早い時期に切り捨て 

間伐を行うと有効だとする示唆もあった。 一方、製材用材の生産にあたっ 

ては枝打ちと間伐の効用が指摘されていたが、遺伝的な性質や立地条件・ 

施業条件による成長の変異が大きく、その上、羽の物理性や加工特性、経 

済状況なとも考慮しなければならないのて、要件の検討は複雑だとしてい 

る。この時期に行われたSAF OD A （マレーシア、サバ）における試験では、 

間伐によって成長空間を広げることにより直径成長が効果的に促進される 

ことが確認された。このような状況を踏まえて提案された指引の例が表14 

(Thang & Zulkifli 1992）であるらしい。この指引では植栽間隔は33m >< 

3 3m で、 ha当たり900 本、3回の間伐によって最終的には200 本ノha とし、 

この200 本については枝打ちも行うように提案されている。 

表14 Acacia man9iul”の保育形式の事例（1 ) (Suivastava 1993) 

植我後4か月 

植栽後6か月 

植救後12か月 

植執後2年 

施 業 解 説 

下刈と整姿 植栽木の周囲45cm にあるす 

へての蔓植物を掘り上げる 
根-It;から幻cm までの枝を払う 

－下刈 

ト刈と 

第1回枝打ち 

下刈 

第1回問伐と 

いわゆる枝打ち 

植栽後4 -.-5年 第2回間伐 

植執後8~9 年 最終聞伐 

4か-Il後と同し施業 
2 ~ 1 Sm の高さ（樹高の半分 

まで）のすべての枝を払う 

300本ノhaを抜き伐り、 
600本／haを残す 
最終収穫木を200 本／ha 選ひ 

Gm まで枝を打ち上げる 

200本ノhaを抜き伐り、 
400本ノhaを残す 

さらに200本／haを抜き伐る 
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ゑ1の例を紹介したい (Srーvastava l993)。この報文が刊行された時点で、パ

ルプ材生産の場合には普通は間伐は行わず、総平均成長量が最大になる樹

齢をf定期 としていたが、サバ、 PNG ともに 6~7 年であった。 しかし、本

柿は横形・幹の通耐性に著しい変異がみられるのて、甲.い時期に切り捨て

間伐を行うと有効だとする示唆もあった。 -方、製材用材の生産にあたっ

ては枝打ちと間伐の効用が指摘されていたが、遺伝的な性質や立地条件 ・

み企業条件による成長の変異が大きく、その上、ずの物理1性や加工特性、経

済状況なとも考慮しなければならないのて、要イ′1-の検討は複雑だとしてい

る。この時期に行われた SAFODA( マレーシア、サバ)における試験では、

間伐によって成長空間を広げることにより直径成長が効果的に促進される

ことが確認された。このような状況を踏まえて提案された指針の例が表 14

(Thang & ZLI1klflll992)であるらしい。この指針では植栽間隔は 33m ×

33m で、 ha 当たり900 本、3回の間伐によって最終的には 200 本 /ha とし、

この200本については枝打ちも行うように提案されている。

表 14 Acac′amangiu ′nの保育形式の事例 ( 1)(Snvastaval993)

施 業 解 説　 　Y ー ー ー

他我後4か月 下刈と群姿 植栽木の間園45cm にあるす
へての蔓植物を掘り上げる
根元からめ伽 までの枝を払う

植栽後6か月 下刈

有れ救後 12か月 ド刈と 4か月後と同し力企業
第 1回枝打ち 2~15m の高さ(樹高の半分

まで) のすべての枝を払う

植栽後2年 下刈
第1回間伐と 300本/haを抜き伐り、

いわゆる枝打ち 600本/haを残す
最終収穫本を200本/tla選び
6m まで枝を打ち上げる

植栽後4~5 年 第2回間伐 200本/haを抜き伐り、200本/ha を抜 き伐 り、
400本/haを残す

植栽後8~9 年 最終間伐 さらに200本/haを抜き伐る
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」方、個体間の競争が始まる前に、早期に強度の間伐をわうという意見 

（表15）もある。この指引ではまた、林齢の代わりに林分高を日安に組み人 

れた。これらを尖際に取り人れた保育の結果はまだ報名されていない。 

表15 A. mangwm の保育形式の事例（2 ) (Srivastava 1993) 

時期と内容 

植執からP2か月後、ただし枯損率がI0％を越えた場合のみ 

植教から2か月後に坪刈り，植栽後4、 6か月後にも除草 

枝打ちード部（6ni) 植栽から4か月後に複数幹と大型の開枝を切除、 

林分高Smで2 Sin まで枝打ち（ノ~枝打ち）(900本ノha), 

林分高10- 12mで6mまで枝打ち（500本／ha) 

間伐 

4 ）枝打ち 

林分高Snlで900本ノhaに間伐（切り捨て02 』収益問伐） 

林分高10- 12mで500本ノhaに間伐（切り捨て） 

朴分高約20mで300本ノhaに間伐（収穫01利用間伐） 

本来の枝打ち（普通はp1 uning 、 high p1 unmgともいう）も産業造林で 

はいろいろな事例が報告されている。例えば、メキシコイトスキやパトウ 

ラマツは自然落枝しにくいので、節のない材を生産するためには枝打ちを 

彳iわなけれぱならない。また、マノチの材料川に育成されているAistonia 

macvophyila（プライ、キa ウチクトウ科）の場合にも枝打ちを行うよう 

に勧められている。 力、多くのユーーカリ類やTeirn,naha superba（リ 

ンパ）、Anthocephaius chinensis（カランパヤン）などは白然に枝が落 

ち易いので、あまり枝打ちの必要はないとされている。枝打ちの実際につ 

いては、わが国における力法と取り立てて変わらないので割愛する。 

実際にそのようなニーズがあるものか分からないか、節のない柱用の心 

持ち材を生産する場合には、枝打ちを適期に行うことが必要であり、実際 
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-方、個体間の競争が始まる前に、早期に強度の間伐を行うという意見

(表15) もある。この指針ではまた、林齢の代わりに林分高を目安に組み入

れた。これらを実際に取り人れた保育の結果はまだ報告されていない。

表 15 A.mang ′um の保育形式の事例 {2)(Srlvastava l993)

地 業 時期と内容
植栽 (1,4m本/ha)

補植 神汝からし2か月後、ただし村Ifli率が10%を越えた場合のみ

除草 柿教から2か月後にi半刈り;神殿後4、6か月後にも除草

枝打ち‐下部 (6m) 植栽から4か月後に複数幹と大型の"-“枝を切除、
杯分高5mで25m まで枝打ち (な枝打ち)(900本川a)、
林分高 10~12m で 6m まで枝打ち (500本/hd)

間伐 林分,島5mで900本/haに間伐 (切り捨てoザ1収益間伐)
林分高 10~12m で 500本/haに間伐 (切り捨て)

朴分高約20mで300本館aに間伐 01又穫oー利用間伐)

4) 枝打ち

本来の枝打ち (普通は p1unlng 、 high p1unーng ともいう) も産業造林で

はいろいろな事例が報告されている。例えば、メキシコイ トスキヤパ トゥ

ラマツは自然済枝しにくいので、節のない材を生産するためには枝打ちを

行わなければならない。また、マ ノチの材料用に育成されている A′sto崩そ-

macrophy ′′a( プライ、キョウチク トウ科 ) の場合にも枝打ちを行うよう

に勧 め られている。 ‐ノJ、多 くのユ ー カ リ類 や Teinli′}a′kl superb a (リ

ンパ)、 A 贈れocephajus chm nsis( カランパヤン) などは自然に枝が落

ち易いので、あまり枝打ちの必要はないとされている。枝打ちの実際につ

いては、わが国における方法と取り立てて変わらないので割愛する。

実際にそのようなニーズがあるものか分からないか、節のない柱用の心

持ち材を生産する場合には、枝打ちを適期に行うことが必要であり、実際
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に高地の引集樹林では実施されている例もあるらしい。枝打ちを適期に行 

うためには、次のようなサイズがlI安になる（藤森 i984 )~ 

dI<d , -2Ad (-b ); da >d2x 

ここでdI ．枝打ちすべき幹の直径 

d‘ 生産される杜材の太さ 

d , 収穫される幹の直径 

Ad 打った枝の基部を覆う押さ 

b 幹の曲がり 

いわゆる緑化の場合などには、制質を高めるための本来の枝打ちは行わ 

れないが、前項と同しように、①下木植栽された稚樹の成長を促すために 

行われたり、②火災の際の被害の軽減、③林内見回りの便、あるいは④飼 

料として利用するためなとに行う枝打ちがある。これらはわが国の枝払い 

に当たり、low pruning と称されている。なお、アグロフォレストリーの分 

野で飼料として枝葉を収種・利用する場合には、pruningは小枝を刈り込 

む方怯に用いられており、このほかに、樹冠下部の枝を下ろすlnpp in g、頭 

木作業のように約2rnの高さですべての枝を切り落とし、その高さで萌芽 

更新させるpollar ding などがある。 

5）肥培 

熱帯においても、－―」部の産業造林で、成長を促進し、収量を高める目的 

の林地肥培が行われている事例はあるが、本来は白然条件下での物質循環 

によって収支が見合うような取り扱い方を行うのが理想的である。そのた 

めには、立地条件によっては根粒を形成する有用樹種を選定したり、いわ 

ゆる肥料木を混植するなどの配慮が必要であり、また地拵えの際には地力 

の低下を起こさないように努めたり、有機質の少ない十壌の場合には、植 
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に高地の釣糸樹林でも土大地されている例もあるらしい。枝打ちを適期に行

うためには、次のようなサイズが "安になる (藤森 1984)。

di<d m 2 △ d( ‐ b);d3>d2x

ここで d ,.枝打ちすべ き幹のー白樺

dご 生産される杜材の太さ

d r 収穫される幹の-亘径

△d 打った枝の基部を覆う厚さ

b ・幹の曲がり

いわゆる緑化の場合などには、材質を高めるための本来の枝打ちは行わ

れないが、前項と回しように、①下木植栽された雅樹の成長を促すために

行われたり、趨め火災の際の被害の軽減、③林内見回りの便、あるいは④飼

料として利用するためなどに行う枝打ちがある。これらはわが国の枝払い

に当た り、 low prunlng と称 されている。 なお、 アグロフ ォレス トリーの分

野で飼料として枝葉を収穫・利用する場合には、prun1ng は小枝を刈り込

む方法に用いられており、このほかに、樹冠下部の枝を下ろす lopplllg、頭

木作業のように約 2 m の高さですべての枝を切り落とし、その高さで萌芽

更新させる poilardmg などがある。

5) 肥培

熱帯においても、財部の産業造林で、成長を促進し、収量を高める目的

の林地肥培が行われている事例はあるが、本来は自然条件下での物質循環

によって収支が見合うような取り扱い方を行うのが理想的である。そのた

めには、立地条件によっては板粒を形成する有用樹種を選定したり、いわ

ゆる肥料木を7見れ臼するなどの配慮が必要であり、また池携えの際には地力

の低下を起こさないように努めたり、有機質の少ない土壌の場合には、植
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え穴に厩・」tI肥を人れたり、植物材引によるマルチを行うことなとが勧め 

られる。 

熱帯のとくに荒廃地における造林では、いろいろな原因でしばしば欠乏 

症状か見られる。そういう場合の対斤療法としての肥培のI」f例が報告され 

ている。もっともよく知られているのはダイハック（山e back 、先粘れ） 

で、カJビアマツ、オーカルパマツ、ユーカリ類なとて報告されているも 

のは棚素欠乏によるとされているものか多く、この場合には硼砂の施用に 

よって防止できるとされている。マツ類についてのPN Cでの例を見ると、 

硼砂または硼酸塩を植栽から1かJI後および6か月後にそれそれ1本当たり 

25g を施用する処力が小されている。 

－方、オーストラリアのマツ類で見られる先枯れは亜鉛欠乏によるといわ 

れており、また燐、硫黄、モリブデンも先粘れの原囚になるとする文献も 

あるので、先枯れがすぺて硼素欠乏によるとはいえないようである。ユー 

カリ類については養分欠乏Ji状が表のように纏められている。わが国の引 

葉樹苗木の欠乏症状と異なるところもあるが、診断の参考にして対策を考 

えてほしい。なおウーカルパマツなどで、多軸化、割葉のョジレや疎生、着 

葉期間の短縮なども報告されているし、植栽直後は良く成長していたチー 

クが、その後多年にわたって先枯れを繰り返した例もあるが、それらの原 

因はまだ明らかてない。 

虻業造林では主に早成樹種が植えられており、しかも短伐期で回転させ 

ることになるから、養分の収奪が著しいはずである。最もよい例がユーカ 

リ造林で、かなり早い時期から水分・養分の消費が問題にされてきた。ア 

カシア類のように令素固定樹木の場合には、窄素に関しては循環系外から 

かなりなインプットがあるはずであるが、その他の養分に関してはやはり 

消費が大きいはずである。 

パルプ材を生産する7年伐期のユーカ1造林における土壌養分のパランス 

は表16のとおりである。1伐期で循環系から持ち出される各要素の量は、 

N ' 77kg/has P 一 8kg/has K ' 87kg/ha、 Ca 一 104kg/ha, Mg 
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え穴に厩・堆肥を人れたり、キ小物材料によるマルチを行うことなとが勧め

られる。

熱情のとくに荒廃地における造林では、いろいろな原因でしばしば欠乏

症状か見られる。そういう場合の☆お青療法としての」1母音の事例が報告され

ている。 もっともよく知られているのはダイハ ツク (dieback 、先枯れ)

で、 力 リビアマ ツ、 オー カルパマ ツ、ユ ー カ リ類 な とて報告 されてい る も

のは御素欠乏によるとされているものか多く、この場合には剛砂の施用に

よって防止できるとされている。マツ類についての PNG での例を見ると、

掃開砂または剛酸恩を植栽から1か月後および6か月後にそれぞれ 1本当たり

25g を施用する処ノJが示されている。

--/7、オース トラリアのマツ類で見られる先枯れは亜鉛欠乏によるといわ

れており、また燐、硫黄、モリブデンも先枯れの原因になるとする文献も

あるので、先枯れがすべて存班素欠乏によるとはいえないようである。ユー

カリ類については養分欠乏症状が表のように纏められている。わが国の針

葉樹苗木の欠乏症状と異なるところもあるが、診断の参考にして対策を考

えてほしい。なおウーカルパマツなどで、多軸化、針栄のヨジレや疎生、着

嬢期間の短縮なども報告されているし、植栽直後は良く成長していたチー

クが、その後多年にわたって光枯れを繰り返した例もあるが、それらの原

閃はまだ明らかてない。

薙業造林では‐主に早成樹種が植えられており、しかも短伐期で回転させ

ることになるから、養分の収奪が著しいはずである。最もよい例がユーカ

リ造林で、かなり早い時期から水分・養分の消費が問題にされてきた。ア

カシア類のように窒素固定樹木の場合には、窒素に関しては循環系外から

かなりなインプットがあるはずであるが、その他の養分に関してはやはり

消費が大きいはずである。

バルブ材を生産する7年伐期のユーカリ造林における土壌養分のバランス

は表 16のとおりである。1伐期で循環系から持ち出される各要素の量は、

N .77kg/ha 、 P .8kg/ba 、 K .87kg/ha 、 Ca .104kg/1la 、 Mg .
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17kg/haで、収穫後に朴地に残る養分をみると、力リを除いて少なくとも 

5回分は~分に賄えるという数字が小されている。カリについては3回Hに 

はすでに不足することが分かる。この表に小されているインプットにはl̂ 

壌およひ基岩から溶出する分は含められていないが、その量はたいしたこ 

とはないらしい。つまり、このユーカリの場合には2回目の後期にはカリは 

若干施肥によって補給する必要があるが、他の4 要素についてはほほ5回分 

はまかなうことができ、中では燐が最も条件がよいことになる。しかし逆 

に見れば、早成樹神によって短伐期の産業造林を繰り退す場合には，15年 

~30年の間に積極的な肥培が必要になることを認識する必要がある。 

表16 パルプ材生産のためのユーカリ造林（7年伐期〕における土壌警分バランス 

(Davidson 1995) 

要素 投人分l 地上部吸収分2収穫物分3 林地残留分1 

(kg/ha) (kg/ha) (kg/ha) (kg/ha) 

差引、 

(kg/ha) 

N 455 179 77 (17) 102 378 (83) 

P 60 15 8 (13) 7 52 (87) 

K 235 164 87 (37) 77 148 (63) 

Ca 607 381 104 (17) 277 504 (83) 

Mg 96 56 17 (18) 39 79 (82) 

注1‘降水、肥料、落葉落技 
2」地」部パイオマスに含まれる要素量 
3 .樹皮を剥いだ幹の材中の要素量、括弧内は投入分に対する％ 

‘ 枝葉、梢頭部および樹皮 
5 収穫後に林地に残る要素量、括弧内は投入分に対する％ 

6）保護 

熱帯の造林地ではいろいろな被害が発生するので、それらから植栽木を 

護らなければならない。初めにも述べたように、熱帯造林における問題は、 

植救が遅々として進まないことと共に、折角造成された造林地の成林率が 

極めて低いことである。植栽面積が少ないだけに、折角植えたところは是 

非とも成林させたいところであるが、実際には各種の要因で被害を受ける。 

最も大きな要因は人為的被害で、いろいろな要因による火災、不法耕作、盗 

17kg′ha で、収穫後に林地に残る養分をみると、カリを除いて少なくとも

5回分は ト分に1治えるという数字がノーミされている。カリについては 3回目に

はすでに不足することが分かる。この表に示されているインプットには土

壌および基岩から椿出する分は含められていないが、その量はたいしたこ

とはないらしい。つまり、このユーカリの場合には 2回目の後期にはカリは

若干施肥によって補給する必要があるが、他の4要素についてはほぼ5回分

はまかなうことができ、中では燐が最も条件がよいことになる。しかし逆

に見れば、早城樹秤によって矧伐期の藤業造林を繰り返す場合には、15年

~30 年の間に積極1的なi肥籍が必要になることを認識する必要がある。

表16 バルブ材生産のためのユーカリ造林0年世期)における土壌養分バランス
(Dav-dson l995)

要素 役人分1 地上部吸収分と収穫物分1 林地残留分i 差引~
(kg/ha) 0(g/ha) 0(g/ha) (kg/ha)(kg/ha)

N 455 179 77 (17) 102 378(83)
P 60 15 8(13) 7 52(87)
K 235 164 87(37) 77 148(63)
Ca 607 381 104(17) 277 504(83)

8(13)
87(37)
104(17)
17(18)Mg 96 56 17(18)

注 1. 降水、i肥率1、落葉活殺
2. 地上部バイオマスに含まれる要素量

降水、i肥率1、落葉活殺
地上部バイオマスに含まれる要素量
樹皮を剥いだ幹の材中の要素鼠、括弧内は投入分に対する%
枝葉、楯頭部および樹皮
収穫後に林地に残る要素量、括弧内は投入分に対する%

6) 保護

熱帯の造林地ではいろいろな被害が発生するので、それらから植栽木を

護らなければならない。初めにも述べたように、熱帯造林における問題は、

柏我が遅々として進まないことと共に、折角造成された造林地の成杯率が

極めて低いことである。植栽面積が少ないだけに、折角植えたところは是

非とも戒林させたいところであるが、実際には各種の要因で被害を受ける。

最も大きな要因は人為的被害で、いろいろな要因による火災、不法耕作、盗

39

148(63)
504(83)
79(82)
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伐、あるいは植栽木に対する悪意の損傷、家畜による食害なとがある。他 

のーつは気象害で、乾燥（drought ）による被害、冠水（flooding ) また 

は停滞水（dead watet）による被害、およひ風による損傷などで、風によ 

る担傷は病気の誘引となることもある。もうーつは病虫獣害で、すでにい 

くつかの実例を挙げたが、各地の苗畑・造林地て害虫や病気ときには野ノI 

動物に悩まされており、とくに病害虫は今後とも増えることはあっても減 

ることはないだろう。病虫害については木シリーズの別巻に纏められてい 

るが、平牛から苗木・植栽木を注意深く観察し、それそれの専門書を参考 

にしながら、早めに適切な処置を取ることが重要である。 

(1 ）火災の被害に対する対策 

熱帯では、天然林といわず人工林といわず、しばしば火災に見舞われる。 

とくに閉鎖前の造林地の場合には、乾季に粘れた地床植生や下枝が燃料に 

なって燃えやすい状態にあり、一旦火がはいると容易に燃え広がり、周囲 

にまで延焼して被害が大きくなる。火災の原因には、よく①焼き畑耕作の 

ための火入れが挙げられるが、フイリビンの例ては、そのほかに②放牧の 

ための火人れ、③失火、④放火、あるいは⑤狩猟のための小型野生獣の追 

い出しなどがある。放牧のための火人れは、乾季の後半に火入れによって 

新しい草を芽吹かせようとするものであるが、十分な準備をせずに火をつ 

けるため、その火がしばしば広がって周囲に延焼する。これらの要因の順 

位は国や地域によっても異なろうが、フイリピンでの筆者の経験では、放 

牧のための火入れと放火が意外に多いように思われた。このほか、乾季の 

ある地域では落雷も火災を起こす危険があるといわれるが、たいていは雨 

を伴っているので、かりにあるとしても頻度はごく低いものと考えられる。 

いずれにしろ、このような火災の被害から植執地を護るために、いろい 

ろな手だてが考えられている。ここでは造林技術的なものだけについて述 

べることにするが、万…火災が発生した場合にも被害を最小限に食い止め 

るため、造林の予定区域内に残存している樹林帯や沢の配置を考慮しなが 
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けるため、その火がしばしば広がって周囲に延焼する。これらの要因の順

イ・2は国や地域によっても異なろうが、フィリピンでの筆者の経験では、放

牧のための火入れと放火が意外に多いように思われた。このほか、乾季の

ある地域では落雷も火災を起こす危険があるといわれるが、たいていは雨

を伴っているので、かりにあるとしても頻度はごく低いものと考えられる。

いずれにしろ、このような火災の被害から植栽地を護るために、いろい

ろな手だてが考えられている。ここでは造林技術的なものだけについて述

べることにするが、万一火災が発生した場合にも被害を最小限に食い止め

るため、造林の予定区域内に残存している樹林帯や沢の配置を考慮しなが
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ら、尾根筋などに防火線または防火（樹）帯(fire break/kne）を作設し、 

植栽地のコンパートメント化を図る、つまり小区画に分けることが考えら 

れている。防火線は少なくとも数mから10m の幅が必要で、火災が発止し 

た場合に燃料となる草本植生の高さによって変える必要がある。区画の大 

きさについても定説はないが、10 ~ 20 haに区分けできれば理想的である。 

ただし、あまり区画を小さくすると植栽される面積が減少するし、防火線 

自体の保守が大変になる。防火樹帯としてこの部分に火災に強い樹種を植 

栽する場合もあるが、 鳴殳の植栽地と同時に植栽したのでは、植栽直後の 

防火効果を期待するのは難しい。 

火災に強い樹種には、葉が燃えにくいいわゆる防火性樹柿と、地表火程 

度であれば火災の後間もなく萌芽するいわゆる耐火性樹種とあるが、前者 

には例えばAcacia aunculfformisやCailiaxidia calothyrsusなどがあ 

り、実際に防火樹帯に植栽されている。後者の代表的なものとしてはチー 

クやメリナがあり、とくに火災の危険の高いところに植栽されている例も 

ある。防火線（帯）は、ブルドーザなどを利用できれば掻き起こしておく 

のがよいが、さもなければ草をなるべくこまめに刈り払い、防火線内で焼 

却するか、外に運ひ出しておく。また防火線の有効利用のために、家畜を 

導入してこの部分の草をはませれば一石二烏てある。火災の被害をなくす 

ためには、地域仕民に対する普及啓蒙活動から、監視体制、消火体制、消 

火力法などさまざまな問題があるが、これらは造林技術の範囲から山るの 

でここでは割愛する。なお、火災の被害を無くするためには地域住民の理 

解と協力が不可欠であるが、そのためには、地城仕民が造林から具体的な 

メリットを得られるような配慮が必要である。このような方策のーつは社 

会林業の枠の中で考えてゆくべきであるが、ここでは問題を提起するだけ 

にとどめたい。 

(2〕気象害に対する対策 

気象害のうち最も重要で広域的なものは乾（燥）害（drought) である。 
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これに対する造林的対策としては、①乾燥に強い樹神の選択、の乾燥に強 

い苗木の育て力、③降水を有効に利川する植え方かあるが、①については 

樹種の特性のところで必要な情報を整理・紹介したので、それらを参考に 

していただきたい。②については、育苗技術の中で述べたように、育苗後 

期に潅水の量・頻度を減らしたり、強い光に馴らすなどして十分な硬化処 

理を行うことであるが、考え方としてはいろいろな指引書に書かれていな 

がら、具体的な方法は必ずしも明確でない0 半乾燥地‘乾燥地の造林が展 

開されている折から、早急に検討されるべき謀題である。③については、植 

え穴のサイズから各種の集水工法まで、広い意味ての地井え力法に含まれ 

る植え力のL夫があるが、これらについては前章で述へたとおりである。 

豪iiiあるいは多甫による冠水または停滞水による被害は、普通は比較的 

限定された場所での問題であるが、ここでも樹種の選択が最も重要な対応 

策である。ただし、冠水や停滞水に強いという植栽樹種はあまりなく、比 

較的湿地に強いものも、水が動いている状態が前提になるのが普通である 

が、少なくともこういう樹種を選択するほうが安全なことは確かである。 

なお、ユーカJの1種であるEucalyptus robustaは例外的に冠水に強いと 

いわれ、PNG やタイで頻繁に冠水する河畔なとに植えられている実例があ 

る。また、やや温帯'NIではあるが、メキシコの北西部に分布するPinu s 

coopeij (23 -29'N）もマツ類としてはむしろ湿地を好む性質がある。 

風の被害に対しても樹種の選択が重要である。台風などの強風の頻度が 

高い地域で、幹が比較的脆弱な樹種あるいは樹冠の大きな樹種を避けるの 

は常識であるが、常風が比較的強い地域ても樹冠の大きな樹種や葉の大き 

な樹種は避けるほうがよい。フイリピンのルソン島中央部にあるパンタハ 

ンガンの周辺は常風が強いところであるが、マンキウムアカシアを植載し 

た際に、枝の付け根に傷かつき、おそらくこれが原囚で枝枯病が発生した 

ことがある。枝の根元の傷は大型の染が風に接れてできたもので、そこか 

ら病菌が侵入したものと考えられている。 
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これに対する造林的対策としては、①乾燥に強い樹師の選択、の乾燥に強

い苗木の育て力、③降水を有効に利用する札ゐえ方があるが、(1)については

楢柿の特性のところで必要な情報を癖珊1・紹介したので、それらを参考に
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豪niあるいは多日iによる冠水または停滞水による被害は、普通は比較的

限定された場所での問題であるが、ここでも樋種の選択が最も重要な対応

策である。ただし、冠水や停滞水に凌いという市直裁楢補はあまりなく、比

較的湿地に強いものも、水が動いている状態が前提になるのが普通である

が、少なくともこういう樹種を選択するほう力ゃ安全なことは確かである。

なお、ユーカリの 1種である Euca′yprus robusta は例外的に冠水に強いと

いわれ、PNG やタイで頻繁に冠水する河畔などに植えられている実例があ

る。 また、やや温棺性ではあるが、 メキシコの北西部に分布する Pmus

coopen(23~29oN) もマツ類としてはむしろ湿地を好む博質がある。

風の被害に対しても樹種の選択が重要である。台風などの強風の頻度が

高い地域で、幹が比較的脆弱な樹種あるいは横冠の大きな樹種を避けるの

は常識であるが、常風が比較的強い地域ても.樹冠の大きな樹種や葉の大き

な横種は避けるほうがよい。フィリピンのルソン島中央部にあるバンタハ

ンガンの周辺は常風が強いところであるが、マンキウムアカシアを植栽し

た際に、枝の付け根に傷がつき、おそらくこれが原因で枝枯病が発生した

ことがある。枝の根元の傷は大型の葉が風に怖れてできたもので、そこか

ら病菌が侵入したものと考えられている。
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(3）シロアリ害 

シロアリ（termites）は熱帯における主要な害虫群のーつとされている 

が、とくに半乾燥地・乾燥地における被害は深刻である。これまでのとこ 

ろ決定的な対策はなく、Wardell (1990）は次のような対策を挙げている。 

①シロアリに強い樹種：例えばCassja, Acacia、 Greviljea, Markhamja, 

7'erm,naha 属などの適当な樹種を選んで植える、②植物の抽出物や灰分の 

利用 Euphoi bia tirucalliの葉を細か く刻んだものや木村の灰を植え穴に 

施用、A)oe gianiirncola, Melia azedajach, Lippia javanica（クマツ 

ヅラ科）、Ocirnum sp （シソ朴、バジルの1種〕の葉や果実の抽山物を施 

用、Cassia s;arneaやAzad;iachta indicaの巣をマルチ、③シロアリに 

餌をリえる、例えば地推えの時に刈り取った草屑をそのまま残したり、メ‘ 

った草でマルチする、できれぱ植え穴に堆肥を施用、全刈よりも坪刈など、 

①薬剤(car b os UI fa n カーハメート剤、有効成分03 - 10g／本）の施用 

などで、ほかに⑤シロアリに食われる分を見込んで苗木を余分に植える、⑥ 

健令な苗木を植える、⑦適期に植えることなとも挙げてはいるが、基本的 

には、平和的共存の方策を学ぶことが必要だとしている。なお①の樹種の 

違いについては、これらの樹種が比較的シロアリに強いことは確かである 

が、あくまても相対的なものであり、これらが食害を受けないわけではな 

い。②については、その他の樹種も含めて各地で試みられているが、これ 

も決定的な効果があるとは言えないようである。ケニアで実行されてきた 

技術協力プロジェクトでは、かなり早い時期から機械廃油を根元に塗布す 

る力法を試み、ある秤度の効果が確認されているが、効果があるのは数週 

IIII秤度で、繰り返し塗布する必要がある。ただし、頻繁に施川すると土壌 

の汚染が気になる。 
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(3) シロアリ書

シロアリ (termites) は熱帯における主要な害虫群 t7}▲つとされている

が、とくに乎乾燥地・乾燥地における被害は深刻である。これまでのとこ

ろ決定的な対策はなく、Ward←1ー(1990) は次のような対策を挙げている。

qb シロアリに強い樹種 :例えば Cassia 、 Acacia 、 Grevz 〃ea、 Markham ′a、

Termma ′-a属などの適当な棚種 を選んで植える、②植物の抽出物や灰分の

利用 Euphoi b′a "mca 〃′の葉を細かく刻んだものや木材の灰を植え穴に

施 用 、 A!oe glainmjco/a 、 Me! ′a azeda 用 dl 、 Lippia ノavan ′ca( ク マ ツ

ヅラ料 )、 oczmmli sp( シソ科、バジルの 1種 ) の莱や果実の抽出物を施

用 、 Cd sia siamea や Azadi ヱ≧-の〔a m 山 ca の葉 をマルチ、③ シロア リに

餌を′jえる、例えば池伯えの--斜こ刈り取った草屑をそのまま残したり、刈

った草でマルチする、できれば植えクに堆肥を施用、全刈よりも坪刈など、

④ 薬剤 (carb osulfan カーハ メー ト剤、有効成分 03~log/ 本 ) の施用

などで、ほかに⑥シロアリに食われる分を見込んで苗木を余分に植える、④

健全な苗木を植える、⑦適期に植えることなとも挙げてはいるが、基本的

には、平和的共存の方策を学ぶことが必要だとしている。なお①の樹種の

違いについては、これらの樹種が比較的シロアリに強いことは確かである

が、あくまても相対的なものであり、これらが食苦を受けないわけではな

い。②については、その他の樹種 も含めて各地で試みられているが、これ

も決定的な効果があるとは言えないようである。ケニアで実行されてきた

技術協力プロジェク 1・では、かなり早い時期から機械廃油を根元に塗布す

る方法を試み、ある科度の効果が確認されているが、効果があるのは数週

間秤度で、繰り返し塗布する必要がある。ただし、頻繁に施用すると土壌

の汚染が気になる。
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5．そのほかの森林造成法 

1 ）直播き 

林地に直接種子を播き付ける直播き（direct sowing/seeding) は、苗 

畑がいらない、育苗の手間がかからない、植え付けの千数が省けるなとの 

利点があるため、いろいろな試みはあるが、 －面では、発芽率も残存率も 

低い、種子が余計に要る、輔草木に覆われるなどの不利な点も多く、事業 

的に実行されている例は少ないようである。成功例として挙げられている 

のは、セネガルアカシア（スーダン）、Acacia nilotica （パキスタン）、マツ 

類（ホンジュラス）、メリナ（ブラジル）なとであるが、スーダンではナイ 

ル川の、パキスタンてはインダス川の氾濫原て行われており、興味ある共 

通点である。 

直播きには、ヘリコプターなどを利用して空中から種子を播く力法 

(aerial seeding）と地トで播く力法とあり、後者には、ばら播く方法 

(broadcasting) と埋め込み法(dibb [ing）とある。ばら播き法は基本的 

には空からの力法と同しことであるが、斜面の場合には、強い甫が降ると 

播いた種子が傾斜に沿って移動し、また小鳥や齧歯類の小動物（ネズミ類 

など）がいるところでは食害を受ける。地上での直播きには、いずれの力 

法にしろ現地を歩き回らねばならないが、とくに埋め込み法は、植生の多 

いところでは前もって下刈をしておかないと実行が難しい。また、荒廃地 

の堅密化した上壌では、かりにうまく発芽しても根系の発達が悪く、成立 

は極めて難しい。これを要するに、上述の氾濫原のような特殊な条科や地 

表植生がとくに少ない場合を除くと、成功率は低いと考えたほうがよさそ 

うである。最近の中」落林業では、地域仕民の発意によって、市」落または部 

落レベルでの森林や樹林の造成・再生を続けてゆかせようとしているが、資 

金調達をしてまでして苗木を作り、現地に植え込んでゆくことは難しく、身 

近かで種子を集めて、現地にいきなり直播きすることが考えられている。こ 
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5. そのほかの森林造成法

1) 直播き

林地に直接獅子を描 き付ける直播 き (dlrect owing/sced ‘‘増 ) は、苗

畑がいらない、育苗の手間がかからない、植え付けの手数が省けるなどの

利点があるため、いろいろな試みはあるが、一面では、発芽率も残存率も

低い、種子が余計に要る、雑草木に覆われるなどの不利な点も多く、事業

的に実行されている例は少ないようである。成功例として挙げられている

のは、セネガルアカシア (スーダン)、 Acacia ni′ohca (パキスタン)、マツ

類 (ホンジュラス)、メリナ (ブラジル) なとであるが、スーダンではナイ

ル川の、パキスタンてはインダス川の氾濫原て行われており、興味ある共

通点である。

直播きには、ヘリコプターなどを利用して空中から種子を描く方法

(aer*al secd m g) と地‐トで描 く方法 とあ り、後者には、ばら描 く方法

(brnadcast1ng) と埋め込み法 (dibbling) とある。ばら描 き法は基本的

には空からの方法と1司しことであるが、斜面の場合には、強い雨が降ると

描いた種子が傾斜に沿って移動し、また小鳥や謝歯類の小動物 (ネズミ類

など) がいるところでは食害を受ける。地上での直播きには、いずれの方

法にしろ現地を歩き回らねばならないが、とくに埋め込み法は、植生の多

いところでは前もって下刈をしておかないと実行が難しい。また、荒廃地

の堅密化した-上壌では、かりにうまく発芽しても根系の発達が悪く、成立

は極めて難しい。これを要するに、上述の氾濫脈のような特殊な条件や地

表植生がとくに少ない場合を除くと、成功率は低いと考えたほうがよさそ

うである。最近の村落林業では、地域住-民の発意によって、村落または部

落レベルでの森林や樹林の造成・再生を続けてゆかせようとしているが、資

金調達をしてまでして苗木を作り、現地に植え込んでゆくことは難しく、身

近かで獅子を集めて、現地にいきなり直播きすることが考えられている。こ
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のような視かから、直播きか見『iされている事例もあるが、いわゆる多目 

的樹種を中心に、タネ取り用の樹林（採種園もとき）を造成することが望 

ましい。 

2）萌芽更新 

萌芽更新（【opplciug ) は、伐採した株から出てくる萌芽枝を育てて次代 

の林を什立てる方法で、作業が簡単、更新が確火、静費が少ない、初期成 

長が速い、通直な幹か得られるなどの長所があるたけでなく、根系が維持 

されるために十壌侵食が少なく、環境的視点からも好都合な取り扱い方で 

ある。従って、萌芽性の強い多くの熱帯広集樹、例えばマメ科のアカシア 

類、 ネムノキ類、タガヤサン、ギンネムなど、フトモモ科のユーカJ類（E 

deg lupta は萌芽性が弱い〉、Syzygium spp なと、およびクマツヅラ科の 

メリナ、チークなどで、天然生林、植栽林を問わず、萌芽による更新が広 

く行われている。i工確な数字ではないが、現在おそらく熱帯施業林の半分 

以上が萌斗更新によっており、この割合は今後も増えてゆくものと思われ 

るが、実際、増加させてゆくように努力してゆくべきだと考えている。な 

お針襲樹には萌芽力のあるものは少なく、熱帯ではオーカルパマツ、アロ 

ーカリア類など、熱帝からや、外れてはいるがカナリーマツ（Pi rius 

can anensls）くらいである。 

萌芽更新の具体的な方法をユーカリの例でみると次のようである0 伐採 

時期は、牛育休止期の末期から生育期の初めまでの間がよいが、乾季の厳 

しいところでは、雨季にはいってからなるべく早く伐採するのが安全であ 

る。伐採の高さはまちまちで、およそ15 -20cm とされているが、ほぼ地 

面の位置で伐採している例もある。地面から離したほうが伐採しやすいが、 

低いほうが成立した幹は安定しており、太めの材を生産する場合には低い 

位置のほうがよい。伐採時の直径は生産の目的によって異なるし、樹種に 

よっても異なるが、普通には10 -20cm がよいとされている。伐採後の作 
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のような税 .111か ら、直播 きか見 -目されている事例もあるが、いわゆる多日

的樹種を中心に、タネ、取り用の樹林 (採種園もどき) を造成することが望

ま しい。

2)萌芽更新

萌芽更新 (mpplロー増) は、伐採した株から出てくる萌芽枝を育てて次代

の林を什立てる方法で、作業が簡単、更新が確丈、経費が少ない、初期成

長が迷い、逝頑な幹か得られるなどの長所があるたけでなく、根系が維持

されるために土壌侵食が少なく、環境的視点からも好都合な取り扱い方で

ある。従って、萌芽性の強い多くの熱帯広葉樹、例えばマメ科のアカシア

類、ネムノキ類、タガヤサン、ギンネムなど、フトモモ料のユーカリ類 (E,

deglupia は萌芽" が弱い)、 Syzygmm spp など、およびクマツヅラ科の

メリナ、チークなどで、天然生林、植栽林を問わず、萌芽による更新が広

く行われている。正確な数字ではないが、現在おそらく熱帯漁業林の半分

以上が萌芽更新によっており、この割合は今後も増えてゆくものと思われ

るが、実際、増加させてゆくように努力してゆくべきだと考えている。な

お針葉樹には萌芽力のあるものは少なく、熱帯ではオーカルパマツ、アロ

ーカ リア類 な ど、熱梢か らや ・外 れてはい るが カナ リーマツ (Pmus

cananens-s) くらいであ る。

萌芽更新の具体的な方法をユーカリの例でみると次のようである。伐採

時期は、生育休止期の末期から生育期の初めまでの間がよいが、乾季の厳

しいところでは、雨季にはいってからなるべく早く伐採するのが安全であ

る。伐採の高さはまちまちで、およそ 15~20cm とされているが、ほぼ地

面の位置で伐採している例もある。地面から離したほうが伐採しやすいが、

低いほうが成立した幹は安定しており、太めの材を生産する場合には低い

位置のほうがよい。伐採時の直径は生涯の目的によって異なるし、樹種に

よっても異なるが、普通には 10~20cm がよいとされている。伐採後の作
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業は萌芽枝の整理(singling〕 であるか、これもり産目的によってまちま 

ちてある。普通は自然間引きによって数か月の間に株当たり5~6 本になる 

ので、18か月くらいの時点で2 -3 本にするか、ャや人めの材を“ぎした 

い場合には、1木にすることもある。伐期、更新回数はり芹する丸太の大き 

さや樹種によっても異なるか、燃料材生産のためのE 5ahg"aの場合で、 

12 年伐期て3 -_-4 回（初回は実生）という例、 工業用木炭、バルプ材ノ」節 

のためのF grm」dI5の場合で、7年伐期て3回（初回は火生）という例か 

あり、人まかな日安となろう。更新回数は切株の粘損率およひ萌芽の強さ 

によって決められている。切株の枯損率はE grandisの場合で、l 伐期当 

たり5％のオーダーとされているが、平均して毎回3 -S ％とする文献と、 

もう少し高くて5 - 15％とする報告もある。従って、10年伐期で5回収穫 

した事例（F camaidulensis）や同じ伐期で10 回収穫できるとするII「例 

(F g)obulus）もあるが、萌芽更新は2回、収稚は実生から引3回というの 

が安全な計画とされている。実際の産業造林では、植救材料の育種を進め 

ており、株の更新を図る時期には新しい材料で更新する時期になっている 

といわれる。 

技打ちの項目でも触れたが、2m くらいの高さで幹を切って、その高さで 

萌芽枝を沢~」田はせる更新の什力がpollardingとよばれており、わが国の 

頭木更新によく似ているり最近、●」会林業の中でいろいろな形態での植栽・ 

利用が行われているが、この力式も飼料り一産のーつの方法として取り上げ 

られている。同じように飼料を採取するため、普通の高さで伐探するが、発 

生する萌芽枝をとくに整理せず、自然路枝はあるにしてもそのま、すべて 

有て、比較的細いうちに刈り取る方法もあり、これも広い意味で萌芽更新 

にいれられる。いわゆるalley-cropping 方式で列状に植え込まれるMP TS 

（多日的樹種）はこの方法で管理されている典型的なものである。 

このほか、根萌芽による更新がよいという樹種もかなりある。これは根 

から発生する吸枝（root sucker）を利用するもので、わが国ではヤマナラ 

シやニセアカシアで見られる。根萌芽は自然の状態でも発生するが、親木 

業は萌芽枝の整理 (N ngling) であるか、これも′1:#= 的によってまちま

ちてある。普通は自然間引きによって数か月の間に株当たり5~6 本になる

ので、 18か月 くらいの時点で 2~3 本にするか、ャや人めの材をべ対 した

い場合には、 1木にすることもある。伐期、更新回数は′1対する丸太の入き

さや樹種によっても異なるか、燃料材生方のための自 讃 /!g〃aの場合で、

12年伐期て 3~4 回 (初回は実生 ) という例、 t業川本炭、バルブ材′IJ1f

のための E gra′1diふの場合で、7年伐期て 31111(初回は叉生 ) という例が

あり、人まかな目安となろう。更新回数は切株の禍根率およひ萌芽の強さ

によって決められている。切株の枯損率は E g′湖 山sの場合で、 1伐期当

たり5% のオーダーとされているが、平均 して毎回 3~5% とする文献と、

もう少し高くて 5~15% とする報告もある。従って、 10年僕期で 5回収穫

した事例 (E cama′du′ens-s) や同 じ伐期で 10回収穫できるとする事例

(E g′obu目{s) もあるが、萌芽更新は 2Fil、収穫は実生から司 3回というの

が安全な計画とされている。実際の産業造林では、植栽材料の育種を進め

ており、株の更新を図る時期には新しい材料で更新する時期になっている

といわれる。

枝打ちの項目でも触れたが、2111くらいの高さで幹を切って、その高さで

萌芽枝を沢山出させる更新の什方が POI1ardlng とよばれてお り、わが国の

頭木更新によく似ている。最近、社会林業の中でいろいろな形態での漁数 ・

利用が行われているが、この力丸も飼料とr産の一つの方法として取り上げ

られている。同じように飼料を採取するため、普通の高さで伐採するが、発

′f{する萌芽枝をとくに整理せず、自然落枝はあるにしてもそのま・すべて

育て、比較的細いうちに刈り取る方法もあり、これも広い意味で萌芽更新

にいれられる。いわゆる alley‐cropp1ng 方式で列状に植え込まれる MI)TS

(多日的樹種) はこの方法で管理されている典型的なものである。

このほか、根萌芽による更新がよいという樹種もかなりある。これは根

から発生する吸枝 (root sucker) を利用するもので、わが国ではヤマナラ

シやニセアカシアで見られる。根萌芽は自然の状態でも発′Eするが、親木
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の根の広がりを考えて少し離れたところに溝を掘ると、 十壌断面に現れた 

根から多く発生する。アフリカの半乾燥地に分布するセンダン科の1種、 

Melia volkensn やBalanites aegyptiacaもこの件質をもっている。 

3 ）アグロフオレストリーによる森林の造成 

わが国にも木場作とよばれる農業を組み合わせた森林造成法があるが、こ 

れは最近とくに熱帯・亜熱帯地域で言われるアグロフ'I レストリー 

C agro I ore stry) の Iつの形態である。近年1社会林業（social foresti y) 

という概念が普及しつ、あるが、アグロフオレストリーはその中心的な手 

だてである。代表的なものとしてミヤンマーのタウンヤ法（Taungya 

system） が知られている。タウンヤはh川cultivation を意味するミヤ 

ンマー語で、樹木を柚栽後1-3 年間は植執列の間で農作物を栽培する方 

法である。この期間は農作物を救培しながら植栽木の保育を行うわけであ 

るが、下刈の労力を省くか減らすことができ、植執木は耕転の影響などで 

成長が促進される。インドネシアでは早くからこの方法を導人し、ジャワ 

島でチーク林などの造成に活用してきたが、この方法はトウンパンサリ 

(Tumgpang sari）とよぱれている。 

これらはどちらかというと地域住民の力を動員して規模の大きな造林を 

進める仕組みであるが、最近ではむしろ、農民に樹木とくにMPTS の効用 

を理解させ、農地あるいは周辺の私有地や共有地に植林させる方式が新し 

い方向となっている。例えばalley-cropping 方式は、農民に積極的に樹木 

あるいはその生産物を利用させようというもので、間隔をおいて多目的樹 

種を筋植えし、それらを刈り取って飼料や燃制としながら、樹木の列の間 

では1年生の作物を栽培するものである。なお、樹木には物質循環による 

土壌の肥培効果も期待しており、作物の収量増加が狙われている。 

別の形態はいわゆるウッドロツト（wood Iot）で、村落・部落に木材や 

燃材を供給するものが多いが、家畜の飼料を採取することも可能であるし、 
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の根の広がりを考えて少し離れたところに溝を掘ると、十壌断面に現れた

根から多く発生する。アフリカの半乾燥地に分布するセンダン科の 1補、

Me ′脂 vo′ke′}s〃や Ba′amres ≧-egyptzaca もこの件 質 を もっている。

3) アグロフオレストリーによる森林の造成

わが国にも木場作とよばれる農業を組み合わせた森林造成法があるが、こ

れは最近 と くに熱帯 ・亜熱帯地域 で言 われるア グロフ レス トリー

(agroforestry) の ‐つ の形態 で あ る。 近年、社 会林 業 (socia ーforestly)

という概念が普及しつ ・あるが、アグロフォレス トリーはその中心的な手

だてである。代表的なものとして ミャンマーの タウンヤ法 (Taungya

system) が知 られている。 タウ ンヤ は h11l cult1vatlon を意味す る ミャ

ンマー語で、樹木を植栽後 1~3 年間は植栽列の間で農作物を栽培する方

法である。この期間は農作物を栽培しながら植栽水の保育を行うわけであ

るが、下刈の労力を省くか減らすことができ、植栽木は緋就の影響などで

成長が促進される。インドネシアでは早くからこの方法を導人し、ジャワ

島でチーク林などの造成に活用してきたが、この方法はトゥンパンサリ

{Tumgpang sari) とよばれている。

これらはどちらかというと地域住民の力を動員して規模の大きな造林を

進める仕組みであるが、最近ではむしろ、農民に樹木とくにMPTS の効用

を理解させ、農地あるいは周辺の私有地や共有地に植林させる方式が新し

い方向となっている。例えば alley‐cropplng 方式は、農民に積極的に樹木

あるいはその生産物を利用させようというもので、間隔をおいて多目的樹

種を筋植えし、それらを刈り取って飼料や燃材としながら、樹木の列の間

では 1年生の作物を栽培するものである。なお、樹木には物質循環による

土壌の肥培効果も期待しており、作物の収量増加が狙われている。

別の形態はいわゆるウッドロット (woodlot) で、村落 ・部落に木材や

燃材を供給するものが多いが、家畜の飼料を採取することも可能であるし、
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うまく管理すれは直接ブラウズさせることもできる。このような力止て農 

民と接触を深めなから、森林・樹木の効用に対する理解を深め、緑化を含 

めた大規模な森林造成にも直接的・問接的な協力を得てゆくようにすへき 

であり、実際にこのような趨勢か広かっている。 

6．主要な天然更新法 

森林は本来、保続的に管理するのが建前てあり、最大限に自然力を利用 

して天然更新を図ることか望ましい。林冠に隙間(gap）ができると必ず稚 

樹か発甘するような林の場合には天然更新は容易で、あとはどのように本 

数管理を進めてゆくかである。しかし実際には、このような林はむしろ例 

外的で、とくに熱帯では、林冠の壊れ力にもよるが、たちまち雑草木が侵 

人する。極端な言い方をすれば、大然更新の成否は、雑草木の侵入を防ぎ 

ながら椎樹の発生・成長を促す光環境をいかに保つかにかかっている。と 

くに湿潤熱帯では雑草木の成長が速いから、限界を越えて明るくしすぎる 

とすぐに雑草木が繁茂する。そうかといって、それを恐れて暗すぎると、折 

角更新した稚樹が成長しないだけでなく、結局は消えてしまう0 雑草木は 

成長させず、稚樹の成長だけを保証するような適度の光環境を紺持するの 

は大変難しく、これまでにいろいろな試みがなされながら、実際に成功し 

た例はあまり多くないようである0 筆者はマレーシアやフイリピンで、成 

功したという天然更新地を訪れたことがあるが、その過程を見ているわけ 

ではないので、その林がどのように仕立てられてきたのかは分からない。い 

ろいろな機会に見聞してきた範囲では、それらのあるものは偶然にできあ 

がったといったほうがよい場合もあるようである。ここでは、これまでに 

知られている更新法の主要なものについて概要を紹介する。 

Malayan Uniform System (MUS ) (Malaysia) 
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うまく管理すれば直接ブラウズさせることもできる。このようなノJ広て農

民と接触を深めながら、森林・樹木の効用に対する理解を深め、緑化を含

めた大規模な森林造成にも-れ桜的・間接的な協力を得てゆくようにすべき

であり、実際にこのような趨勢がームがっている。

6.主要な天然更新法

森林は本来、保続的に管理するのが建前てあり、最大限に自然力を利用

して天然更新を図ることが望ましい。林冠にH努t間 (gdp) ができると必ず雅

樹が発4 するような林の場合には天然更新は容易で、あとはどのように本

数管理を進めてゆくかである。しかし実際には、このような朴はむしろ例

外的で、とくに熱帯では、林冠の壊れ力にもよるが、たちまち雑草木が侵

人する。極端な言い方をすれば、大然更新の成否は、雑草本の侵入を防ぎ

ながら雅樹の発生・成艮を促す光環境をいかに保つかにかかっている。と

くに湿潤熱帯では雛草木の成長が迷いから、限界を越えて明るくしすぎる

とすぐに雑草木が繁茂する。そうかといって、それを恐れて暗すぎると、折

角更新した椎樹が成長しないだけでなく、結局は消えてしまう。雑草木は

成長させず、ネIE樹の成長だけを保証するような適度の光環境を箱対するの

は大変難しく、これまでにいろいろな試みがなされながら、実際に成功し

た例はあまり多くないようである。筆者はマレーシアやフィリピンで、成

功したという天然更新地を訪れたことがあるが、その過程を見ているわけ

ではないので、その林がどのように仕立てられてきたのかは分からない。い

ろいろな機会に見聞してきた範囲では、それらのあるものは偶然にできあ

がったといったほうがよい場合 もあるようである。ここでは、これまでに

知られている更新法の主要なものについて概要を紹介する。

Malayan Uniform System (MUS)(MalaysI
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もともとは低地フタバガキ林~主にメランティ（Meranti、 Shorea spp 、 

フィリピンのLa nan)、 クルイン（Keruing、 Dipterocaipvs spp 、フィ 

リピンのApitong) を対象］で、前生稚樹が十分にあることを前提として、 

かなり強度の伐採率で行う更新法である。前り－稚樹はhn2当たり数本～数 

10本が基準とされている。主伐は胸高直径が45cm以上のものを対象とし、 

欠点のある木や不用な樹秤は巻き枯らす。5-7 年後に更新状況を調べて、 

基準に足りない場合には補整植栽(enrichment planting）を行う。 

この更新法の成否は、①終済樹種の後継樹が平均して十分に分布してい 

ること、②林冠を開けるために、残った不用樹種を完全に巻き枯らすこと、 

③適切につる切りを行うこと、④後継樹を的確に評価することにかかって 

いるといわれており、①については2m >< 2m のコドラートによって基準を 

満たす稚樹本数があるかどうかを調杏し、②については、主伐後3-5 年に 

は5m X Sm のコドラートで、その後は主伐から、10、 20、 30年後に1Gm >< 

lOm のコドラートで、後継樹の本数を確認することになっている～ 3~S 年 

後のSm >< Sm のコドラートの場合には、樹高3m 以下のものが750 本ノha 

以下なら補整植栽を行うように決められている。 

後年、伐採が丘陵林に進むに従って、地形が悪い、蓄積に偏りがある、前 

生稚樹が少ない、伐採後の更新もよくないなどの理由で、より弾力的なMU S 

の改変法が提唱された。これが次のSMSである。 

Selective Management System (SMS) (Malaysia) 

マレー半島の中部あるいは東部に位置する、地利の悪い、急峻な地形の 

森林に適用できるようにMUSを改変した天然更新法てある。このような地 

域は一般に前生稚樹が少なく、結尖も不規則なために伐採後に発牛する更 

新稚樹も少ない。伐採対象木の胸高直径は、フタバガキ類以外は45cm、フ 

タバガキ類は50cm以上とされており、伐採率を低く、伐採間隔を短く、回 

数を多くした。MU Sよりも弾力的な施業法である。 
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もともとは低地フタバガキ林 ー主にメランティ (Meranti 、 Shorea spp 、

フ ィリピ ンの 1 auan) 、 クル イ ン (Kcrulng 、 DjpterocmPus sPP へ フ ィ

リピンの Apーtong) を対象] で、前々;雅樹が十分にあることを前提として、

かなり強度の伐採率で行う更新法である。前′i.稚樹はliが当たり数本~ 数

lo本が基準とされている。主伐は胸高直径が45cm 以上のものを対象とし、

欠点のある木や不用な棚種は巻き枯らす。5~7 年後に更新状況を調べて、

基準に足 りない場合には補整植栽 (enr1chment pーantmg) を行う。

この更新法の成否は、①経済樹種の後継樹が平均して十分に分布してい

ること、廻り朴冠を開けるために、残った不用樹種を完全に巻き枯らすこと、

◎適切につる切りを行うこと、④後継樹を的確に評価することにかかって

いるといわれており、①については 2m ×2m のコドラー トによって基準を

満たす雅樹本数があるかどうかを調査し、②については、主伐後3~5 年に

は 5m × 5m のコ ドラー トで、その後は圭伐か ら、 10、 20、 30 年後 に 1om ×

lom のコ ドラー トで、後継樹の本数を確認することになっている。3~5 年

後の 5m ×5m のコ ドラー トの場合には、樹高 3m 以下のものが 750 本 /ha

以下なら補整植栽を行うように決められている。

後年、伐採が丘陵林に進むに従って、地形が悪い、蓄積に偏 りがある、前

生雅樹が少ない、伐採後の更新もよくないなどの理由で、より弾力的なMUS

の改変法が提唱された。これが次のSMS である。

Selcctlve Management System(SMS)(Malays1a)

マレー半島の中部あるいは東剖~に位置する、旭利の悪い、急峻な地形の

森林に適用できるようにMUS を改変した天然更新法てある。このような地

域は一般に前生椎樹が少なく、結実も不規則なために伐採後に発牛する更

新社会樹も少ない。伐採対象木の胸高直径は、フタバガキ類以外は 45em 、フ

タバガキ類は50cm 以上とされており、伐採率を低く、伐採間隔を短く、回

数を多くした。MUS よりも弾力的な施業法である。
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Selective Logging System (SLS) (Philippines) 

フイリピンにおけるフタハガキ林の天然更新法て、標本調査の結果に基 

づいて伐採木およひ残存木に印付け（marking) を行い、伐採した後は残 

存木の損傷の程度を調査（residual inventory）し、 4 -s 年を経過した 

後に除伐・巻き枯らし・つる切り（timbei stand improvement）を行い、 

発生した稚樹の育成をはかる。標本調査では、普通0 iha のプロットによ 

り、予定面積の約5％を目安に調杏する。胸高直径が20 --70cin の健全木 

の70％を、SUcm 階またはそれ以lのものがそれ以トのものより多い場合 

には、直径20cm 以上の本数の40％を残すようにする。 

Seed Tree (Silvicultui e ) System (STS) (Philippines) 

フイリピンのケシアマツ（Finns kesiya, Benguet pine）林でとられて 

いる天然更新法で、ha当たり16 -20本の母樹を単木的に残すか、4 -S 本 

のグループを4 -S 群残す方法である0 中米・カJブ諸島で実例が多いとい 

われるロ 

Timber Stand Improvement (TSI) (Philippines) 

これもフイリピンで行われていたもので、本来はSelective Logging 

SystenlやSeed Tiee Systemで更新された林分に対する保育方法で、枝打 

ちや除間伐を含めている。具体的には、樹冠ー幹形か優れ、成長も優れて 

いる胸高直伴が5-20cmの個体を収穫予定木（potential crop tree）と 

して選び、木数の調節も含めてこれらを育成する。後年は、人工造林地の 

保育にも適用された。 

Tropical Shelterwood System (TSS) (Nigeiia ) 

ナイジェリアでは1930年代に4 種類の天然更新法が試みられている 

が、その中のUniform System がいわゆる傘伐更新法に似ており、1950 

年代にI S S として定式化された。マレーシアの11115 のナイジュリア版と 
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Selectlve Loggmg System(SL (Ph1lippu ・es)

フィリピンにおけるフタハガキ林の天然更新法て、標本調査の結果に基

づいて伐採木および残存木に印付け (markmg) を行い、伐採した後は残

存木の損傷の程度を調査 (resーdual tnventory) し、 4~5 年を経過 した

後に除伐 ・巻 き枯 らし・つ る切 り (t1mbct stand ーmprovement) を行い、

発生した椎樹の育成をはかる。標本調査では、砦通 0 lhaのプロットによ

り、予定面積の約 5% を日安に調査する。胸高直径が20~70cm の健全木

の70% を、80cm 階またはそれ以 Lのものがそれ以下のものより多い場合

には、直径 20cm 以上の本数の 40% を残すようにする。

Seed Tree (SIIV1cultule)System(Srs)(Ph ーhppLnes)

フ ィリピンの ケ シアマ ツ (P1nus keslya,Benguetp ーne) 林 で とられて

いる天然更新法で、ha当たり16~20 本の母樹をi料木的に残すか、4~5 本

のグループを4~5 溝残す方法である。中米 ・力 1jブ諸島で実例が多いとい

われる。

Timber Stand 工mprovement(TSI)(Ph11 ーppines)

これ もフィリピンで行われていた もので、本来は Selectlve Loggmg

sysLem や Seed T1ee System で更新された林分に対する保育方法で、枝打

ちや除間伐を含めている。具体的には、樹冠・幹形が優れ、成長も優れて

いる胸高池洋が 5~20cm の個体を収穫予定木 (potentlal crop trec) と

して選び、本数の調節も含めてこれらを育成する。後年は、人工造林地の

保育にも適用された。

Trop1caI Shelterwood systenl(TSS)(NIge ・ia)

ナイジェリアでは 1930年代に 4種類の天然更新法が試みられている

が、その中の Un・form System がいわゆる傘像更新法に似てお り、 1950

年代に TSS として定式化された。マレーシアの MUSのナイジェリア版と
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もいわれ、196」年の指引には次のようにポされている。まず収穫前の5 

年前につる切りと前生稚樹の調杏(2rn >< 2n のブロット）を行い、稚樹 

の木数が十分でない場合には中‘下層水の切りすかしを行う。翌年再び 

稚樹調杏とrjl・下層木の巻き枯らしを行う。伐採の前年に再びつる切り 

を行い、翌年に収穫伐採を行う。2年後につる切り・保護樹の伐採など 

を行い、さらに7年して後継樹の調査を行う。 

ペルー・アマゾンにおける成功例 

1982 年から8年間にわたって、ペルー・アマゾンでいわゆる実証プロジ 

エクトが実施されたが、この事業では湿潤熱帯林の更新法についていろい 

ろな試みが行われた。そのーつとして、Cedrelinga catenaeんrmls（マメ 

科、Tornillo トルニーショ）の天然更新に成功した。まず、結実に合わせ 

て林床処理を行い稚樹を発生させる0 稚樹が発生したことを確かめた上で、 

中‘下層本の除伐を行って稚樹の生育を促す。この例では、椎樹の発生を 

確認した後、林床の相対照度を一挙に約50％に上げて更新に成功している。 

天然林施業の実例 

天然林施業は、わが国では育成犬然林施業と天然生林施業にわけられてい 

る。前者は、萌芽更新ー天然下種更新など天然力を活用しなから、地表掻 

き起こし・刈り払いなどのいわゆる更新補助什業や、除伐・間伐などの保 

育作業を含めて、積棒的に手を加えて森林を育成する施業とされているが、 

このような施業法が熱帯・亜熱帯でも試みられている。 

限られた事例ではあるが、例えぱタンザニアー ドドマ地方で、ミオンボ 

林の外縁に位世するウッドラントのTerminaha senceaが優占する林分 

て、singlingによって萌芽整理が行われ、見事な一斉林に誘導された。こ 

れは差し詰め育成天然林施業のタンザニア版といえよう。 

北部、南部の一部を除くアフリカ大陸からアラビヤ半島にかけて分布す 

るFaidherbia aihidaは、雨季の初めに葉を落し、乾季には葉を着けてい 
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もいわれ、1961年の指針には次のように示されている。まず収穫前の 5

年前につる切りと前生雅樹の調杏 (2m×2m のプロット) を行い、科樹

の本数が f‐分でない場合にはIP・下層水の切りすかしを行う。翌年再び

雅樹調査と中・下層木の巻き枯らしを行う。伐採の前年に再びつる切り

を行い、翌年に収穫伐採を行う。2年後につる切り・保護樹の伐採など

を行い、さらに 7年して後継樹の調奔を行う。

ペルー ・アマゾンにおける成功例

1982 年から8年間にわたって、ペルー ・アマゾンでいわゆる実証プロジ

ェクトが実施されたが、この事業では湿潤熱帯林の更新法についていろい

ろな試みが行われた。 そのー一つ として、 Cedre ′inga cate′'aeform-s( マ メ

科、Tornlllo トルニーショ) の天然更新に成功 した。まず、結実に合わせ

て林床処理を行い雅樹を発生させる。雅樹が発生したことを確かめた上で、

中・下層本の除伐を行って雅樹の生育を促す。この例では、椎樹の発生を

確認した後、林床の相対照度を-挙に約50% に上げて更新に成功している。

天然林池業の実例

天然林施業は、わが国では育成大然林旗業と天然生林施業にわけられてい

る。前者は、萌芽更新・天然下種更新など天然力を活用しながら、地表掻

き起こし・刈り払いなどのいわゆる更新補助者業や、除俊・間伐などの保

育作米を含めて、積極的に手を加えて森林を育成する施業とされているが、

このような施業法が熱帯・亜熱猪でも試みられている。

限られた事例ではあるが、例えばタンザニア ・ドドマ地方で、 ミオンボ

朴の外縁に位置するウッドラントの Term ′na′ia sencea が優一iする林分

て、singlingによって萌芽整理が行われ、見事な一斉林に誘導された。こ

れは差し詰め育成天然林施業のタンザニア版といえよう。

北部、南部の一部を除くアフリカ大陸からアラビヤ半島にかけて分布す

る Fa-dherbla alb1daは、雨季の初めに葉を落し、乾季には葉を着けてい

‐ 123 一



るが、この変わった特性から、乾手の貴重な飼料として評価が高い。本種 

はしばしば親木の周囲に下種更新することが知られているが、放置してお 

くと雑草に被圧されたり、家畜の食害にあう。このような更新稚樹の成長 

を刈り山しによって促進することが試みられている。 

フイリピンでは、1970年代の後期にassisted natu a! I egenet ation と 

よはれる施業が提案され、限られた範囲ではあるらしいが、森林再生の1法 

として応用されていた。簡1ドな板材を踏みつけて、発4した稚樹の周囲の 

雑草を折担させるもので，折損した草類が回復しにくい実行時期の選定が 

成否のポイントとされている。 

もうーつは、enclosute またはarea encLosureと呼はれる方法で、囲い 

込みと訳されている。白然の力を話JHして森林の再4をはかる方法で、周 

辺住民に強い共同体意識があることが前提である。この意識が棒めて強い 

場合には、物理的な囲いを設けなくとも、中し合わせたけで再生が可能で 

あるが、共同き識が弱いかまったくないような場合には、柵を設けること 

が必要である。いずれにしても年月はかかるが、望ましい方法である。 
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るが、この変わった特性から、乾季の質重な飼料 として評価が高い。本種

はしばしば親水の周囲に下種更新することが知られているが、放置してお

くと雑草に被圧されたり、家畜の食害にあう。このような更新刊;樹の成長

を刈り出しによって促進することが試みられている。

フ ィリピンで は、 1970 年代 の後期 に ass-stcd natu ・al 1cgenetat1on と

よはれる施業が提案され、限られた範囲ではあるらしいが、森林再生の1法

として応用されていた。簡単な板材を踏みつけて、発′Lした雅樹の周囲の

雑草を折損させるもので, 折損した草類が回復しにくい実行時期の選定が

成否のポイントとされている。

もう一つ は、 encーOS1・ーe または ared encーosure と"手はれ る方法で、囲い

込みと訳されている。自然の〃を活用して森林の再生をはかる方法で、周

辺住民に強い共同体意識があることが前提である。この意識が極めて強い

場合には、物理的な囲いを設けなくとも、申し合わせだけで再生が可能で

あるが、共同常識が弱いかまったくないような場合には、柵を設けること

が必要である。いずれにしても年月はかかるが、望ましい方法である。
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A"ocarpusa ′ti′′s

A conlmUnls

Ahererophy 〃iJS

A inc群 US

Azad ′rac′ヱra indにa

Baobabusdigita{a

Bau 力iniaPurPUi ‐ea

β ーuieSCens

　 　　　　　　　　

B varlegala

Biguoniaceae

B0mba ぐaceaC

Bombaxce の a

B maiabar ーcunI

BoraglnaCeae

B 鵬 yrospermum n"o れcum

Bparadoxum

B,park"

Caesalpimo ーdeae l

Calllandia cajotねyrsus

Cconfusa

Campnosperma b「ev の ehn′ata

Cas"af istuia

C "orida

C,slamea

cspedab ′′鳶

Casuarma equiseb 応 !ia

c ノunghuhmana

c れtorea

　 　　　　　　　　

CasuarinaCeae

Cedre′a liss山s

Codorata

ceーbapenta 力dra

26
26
26
26

26
18

18

18
18

17
7

14
14

14
14

7
7

8
　

8
22

22
22

10、 14
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Chenopo山aceae 

Chioropmra exce!si 

Cicca acida 

Coffea arabica 

Combretaceac 

Conucaipus 加I] Cdblius 

（りordIa aI恥山Iコ 

C get ascan thus 

Croton inegaんcarpus 

Cupressaceac 

CtiJiCSSIiS artzonica 

Chartwe印i 

C hndleyt 

C lusttamca 

C inacrocax pa 

C toIulosa 

Dalbel即a cochmc/urtensis 

D melanoxyion 

D sIssoo 

Dattscaceae 

Dc/unix ie即a 

Del l Is m dI(a 

Endospermuin pc/ta turn 

EIythlma cam era 

E cnsta-ga lii 

Emdka 

E Ia udfoha 

E oIIenlaIk 

E seiie ga/casts 

Eucalyptus a/ba 

E bi assmana 

E carnaldulcnsis 

E city mdora 

E cIoezianョ 

E 'deglupta 

E donn」」 

E 創obulus 

Eg 」ョadお 

E macuIeta 

E rnicrotheca 

E naudniana 

E pantcLlla ta 

19 

20 

I8 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

1/) 

10、 12 

16 

23 

21 

22 

8 

pellita 

rObusla 

Emst」aIョ 

E sahgna 

E tereticornls 

E toreihana 

E urn be/la (a 

E urophyl)a 

Eugernaョrum a0ca 

E caryophylla (a 

E jainbolana 

Euphorbiiieae 

Eup加rbia baムaim比ra 

E media 

E i li,psahoidcs 

E rogeri 

E
E
 

1
8
1
5
7
7
7
7
1
7
1
7
1
7

相
1
3
1
3
2
1
2
1
2
1
6
 

E scope'ia 
E sepiumn 
E hlucaIII 
E viIllInahS 
F'aidherbia a/bide 
G加 icidia sepium 

Gme/mna am bomea 

acv川ea robaste 

Guazurna uIIllI和ha 

Ha/ox ylon perslcum 

Hyperan theiョ 

lotsia bijuga 

jacaranda acuti舟lie 

j mtmosaeルha 

J inimo釘血lie 

J ova/i島加 

KIlョya gran山ん加Ia 

KI vorensis 

K seriegalensts 

Legumi nosae 

Leo ceena gImica 

L leucoce p/i ala 

Macedam」a teInifbI瓶 

M tetraphylle 

Maesopsms emma 

Ma!l罰[era indica 

8
1
8
1
0
2
2
9
9
8
8
1
0
2
6
2
6
2
6
2
6
2
6
2
6
2
6
1
5
1
5
1
5
9
1
5
1
6
1
0
1
6
1
6
1
6

箱
1
6
1
6
 

18、 20 

18 

18 

19 

19 

19 

19 

19 

19 

19 

19 

19 

19 
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Chenopodlaceae

Cー}jo「ophoraexce 超そー

C′cca aczda

Co 儲eaarabica

C。mbretaceac

Co 月ocaipus ′ancmo ′′(iも

Cordzaa 〃iodora

c.gezasr 三川 thus

Cr()ton ーncga ′ocarpus

CupressaCeae

cup ′essus ar拷 ()′uca

C hartwe βu

C 』u7d′eyー

c ′USZta" に a

　　　　　　　　　　　　

C to‘Uわsa

D 〆 bag ′a C。du"chu 】Pns′s

D me ′anoxy 』on

D s」ssoo

Datlscacpae

De′omxie 厚 a

De “ -sludi(a

E"dospermum pdtarum

　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　

E jーmica

　　　　　　　　　　　　

E o"e 川 a"s

E,se ′}ega′ens-s

Euca′yptusa ′ba

Ebiassiana

Ecama ′du′ensis

E cばi-odora

E c!oeZjzma

E,deghip 「a

　 　　　　　　

E g!obu′us

Egrand ′s

Emacujafa

E mzcrotheca

E naud ‘n′ana

　 　　　　　　　　　

8

18

lo
22

　

　
8

8

lo
26

26
26

26
26

26

26
15

15

15
9

15
16

lo
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16
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E robusra

E mshma

E sa′jgna

E terefーcor 刀′も

E fore′′′≧1′“]

E umbe ′′‘1ra

Europhy ′′a

どugc ローaaro-na ねCa

Ecary{)p ぬy〃afa

E ノamb 。′a“a

Euphorb ーdL←ae

EUP′lorb」a ba馬amllera

E mcd′a

　　　　　　　　　　　　

E rogCri

E sropa"a

E,sePmm

E bruc メル

　 　　　　　　　　

Fmdherb 海粥朗da
G′′“cld′a sepmm

Gme ねnaaib{) ヱea

GJ‐cv′′′ea r。busta

G{」azuma u′m′lb′-a

Ha′oxy′on pers′CU 川

fJypera “f′ヱeヱa

lnfsーa b〃uga

ノacaraoda acur 面 白a

Jmimosac お′kI

J′mm 。s』期′a

　　　　　　　　　

fぐ白aya grm)d ぼりlio′a

1てーvore 刀S1s

rて senega ′e′ー鋭s

Legunllnosae

Leucaeilag ′a{」ca

L ′eucocepfla′a

ルずacadamia te』nifi"′a

　　　　　　　　　　　　

~faesops 上s em"}"

　　　　　　　　　　　　　　

l9

20
18

20

20
20

20

　　　
20

20
20

lo
lo
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lo
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lo
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Mnnilkara zapota 
MansoniaaIllssm旧 

Ma所bainia hildebrandtii 

M Iuiea 

M ,platyca加x 

Me加Ieuca ieucademIron 

M leucacien dra 

M quiflcjLienervia 

MeIIa azadirachla 

M ョ2edal acI1 

MIn山c日 

Me]iaceae 

Mmosa biglebosa 

M lebbeck 

M sirissa 

Mtorti加 

Mimosoideae 

Moraceae 

Moringaceae 

皿)ringa oleifera 

M p terygusperma 

M stenopetak 

Myrtaceae 

Nauclea thdeirkhii 

Ochroma白gopus 

0 pyramrdaie 

Octorneles sumatrana 

Papiliorioideae 

Paraserian 功es 島lea切na 

Parkia big加bosa 

Pjavanica 

P. roxbm帥II 

P. speciosa 

Pal北Insonia acuIeaIa 

Peltophrnum ferru引neum 

P inerrne 

P ptenocarpum 

Phyllant加s acidus 

Pilios t」gmョnifescens 

Pinaceae 

Pin us ayacahuite 

P brutin 

23 

23 

24 

24 

24 

24 

24 

242424

別
2
4
2
4
2
4
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
7
1
2
1
2
1
5
1
6
1
6
1
3
1
4
2
1
2
0

比
2
1
2
1
2
1
2
1
8
 

Pcョn日ricnsis 

P canbaea 

R caribaea var baiiamensis 23、 

P . canbaea var canbaea 

P canbaea var liondux casts 23、 

P dima pens島 

Peldarica 

P ekiot坑(var eルuttu) 

P'ha/epensis 

P halepensis var brutra 

P 'asH白ns 

P kesmya 

P khasya 

P. Ille承usI」 

Pocc」den taI摺 

P oocarpa 

Ppatula 

P patula (subsp patu厨 

R patuたsiibsp tecunurnanim 

P pseudostIobus 

PIa山atョ 

P roxburglmu 

Pistacma vera 

Pmthecellobm l」msamョn 

Pithem加b'uIll sarnan 

Poincmnna l e即a 

Pun gamlin glabra 

P pmnna加 

Prosopis chilensis 

P juhflo」省 

Proteaceae 

Psidmuin gun Java 

Pterocarpus indicus 

Rhamn aceae 

Rhamnus jujuba 

Rharnaus spitma-christI 

Rubiaceae 

Salmaha main banca 

Sarnanea saman 

Sapotaceae 

Sarcocephalus trillesmi 

SchmUs moIle 
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l2、 13 

13 

13 

13 

13 

15 

15 

15 

15 

10 

14 

23 

23 

24 

12、 14 

22 

22 
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Ma “"なさ]ra zapo 土a

　　　　　　　　　　　　　　　　

ルlarkf澄川姫川′debrandfJ ′

ハイ′utea

　　　　　　　　　　　　　　

^4e′a′e{にa′ezJCadendro 力

人々 ′eucadendi ‐月

M qmnm 」enerv ーa

Me′′a azad をac′lra

人d azedmach

入イーndica

Mcllaceae

んのm◇ふa b!g/obosa

人々 にbbec′{

Ad s′nssa

　　　　　　　　　　

Mimosoldeae

Moraceae

Morlngaceafi

崩rormga o′e′五era

ハイ.PrerygosPerma

ルダstenopeta な

Myrtaceae

Nauc ′ea d旧制 r皮膚-

()ch「oma ′agopus

o pyran “da′e

odome ′essumatrana

papllionoldeae

Parasedanthes fii!ca「arla

Parkja bJg′obosa

PJavamCa

P.J‐oxbmg 無′

P,spec ′osa

Parkmsoma acu′ea【a

Pe′top 打oium 座 rrugmeum

p merme

P,pterocarPUm

phy 〃anfbus acldus

P 山 osねgma ru 左 scei7s

P1naceae

pmUsayacahmte

Pbrut ′a

8
8

9
10、 15

12、 13

22 P ca刀adcnSjs 23

22 P caiぬaea 23

7 P,car ーbaea va 「 bahamens ′s 23 、 24

7 P,cm ーわaea var car め aea 24

7 P caー7baea var ′}ondu ′ensfs23 、 24

20 Pc ′}zapens′s 24

20p eidanca 24

20 p e地o" “ (var e〃‘om-) 24

17 P,ha′cpens-s 24

17 P haにpens‘S var brutーa 24

17 P 〃7su!aris 24

17 P′(esαa 24

13 P kねasya 24

12 P.mf1rkus- ′ 24

12 P ocodenta ′ーs 25

12 P oocarpa 25

10 P patu′a 25

18 P patu′a(subsp patu′a) 25

18 P,pa 如′a subsp tecu"uma 川′ 25

18 P pseudos"obus 25

18 P ′adia姐 25

18 P roxburg ′u- 25

18 Pーstacza vera 7

22 Pばhecα′obーum saman 12

8 Pitheco′ob′umsaman 12

8 Po!nciana ieg'a 15

9 Po“gam 』a gJabra 16

15P pm 刀ata 16

13 Pーひsopーsch"ens ーs 13

13 P ノuねf7ora 14

13 Proteaceae 21

13 Ps′dim 刀guaノaVa 20

13 Pte「ocarpusmd ′cus 16

15 Rhamnaceae 21

15 尺ham 刀usノuJuba 21

15 尺 hamnussP ーna‐Christ ′ 21

15 Rublaceae 21

10 Sa′ma"a majabarlca 8

14 5ama"ea もaman .2、 14

23 Sapotaceae 22

23 sarcocep 力a′us fr〃!es“ 22

24schmus mo 〃e 7
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17 

7
8
2
4
1
4
 
13

昭
2
2
2
6
2
3
 
8
1
9
2
4
8
 
10 

7
8
 
1
7
2
4
2
2
2
6
 
2
2
9
1
1
 
1915 

1818 

2011 

2
2
2
0
2
0
1
4
8
2
3
1
7
1
8
2
3
6
 
1117 

Senna slamea 
Sesban,a aegyptisca 
S んrmosa 

S giaiid,floxa 

S sesban 

S;zyg,urn 

,Sp日I加thea cainpaiiii力Ia 

S odotica 

S tulip血;a 

助onthas iv tea 

Stei-culiaceae 

Swietenia mace ophylla 

みZygiurn ai oinaticwn 

S curnu]i; 

Tabebuia 'osea 

T pentaphyila 

'rama, icaceac 

Tamaxix aphy)ia 

T ax ticu)ata 

T orientahs 

Tarnanndus xndica 

T occ,den taixs 

T off,cinahs 

Tecoma pentaphyk 

Tectona gxan山S 

TerminaIca brass,, 

T biownii 

T catappa 

TIvox ens's 

T ser,cea 

T s-tepee-ba 

Tr:pioch, ton scieroxy)oa 

Verbenaceae 

Zapota zapothl)a 

Ziz,phosjujuba 

z ma un Ha Ba 

z spina-christ' 

Zizyp加S 

(2 ) -"t 

Acajou 

A 魚ra 

14、 15 

16 

16 

16 

lb 

20 

7777

22 

17 

20 

20 

77

23 

23 

23 

23 

15 

15 

15 

7 

23 

9 

9 

9 

9 

9 

9 

African mahogany 

African to lip tree 

Agohn 

i\leppo pine 

A垣ai iobo 

Algai oho blanco 

川garrobo de Chile 

んabian coffee 

Anzona cypress 

Athel tree 

Austialian pine 

Bagras 

Bahama pine 

Balsa 

Balsam spurge 

Baohab 

Beach she-oak 

Bead tree 

Benguet pine 

Bete 

Bhutan cypress 

Bilinga 

Binuang 

Black wattle 

Blue gum 

Borneo teak 

Biead-fruit tree 

Bread-nut tree 

Broad-leaved tea-tree 

Brown salwood 

Butter tree 

Cadaga 

Cajeput oil tree 

Camel's foot 

Can ale te 

Canary Island pine 

Caoba 

Cape Yoik red gum 

Caribbean pine 

Cashew (-nut tree) 

Catechu ti-ce 

Cedro 

2
2
2
3
2
2
2
1
2
1
2
1
2
1
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se 刀刀d Sjar刀ea

sesbamaaegyptMca

s わrmosa

s g」a′1d′"o′a

s sesban

　　　　　　　

spβ"め(ゴeaごa′刀pa刀リノdra

s “′′oれCd

s ru′ip所α a

sp のヱd′as′utea

stercul ーaccae

s~v』efe′}′amac ヱophy ′′a

syzyg ヱリm mo ′narjcum

S cum"1ii

l・abcbu ′a msea

T penfaphy"a
′
ramal ーcaCeae

Tama"x aphy 〃a

　　　　　　　　　　　

T orjenfa′′s

Tamarindus 〃1dに a

T occ1denta れs

T o館 cina′′s

Tecoma penrap′Jy′な

Ted 。力ag ーand」s

Terminaliabrassii

T 無 o~vm ‘

T catappa

T.ivo ーensis

Tsericea

Tsuperba

Trip′ocjiironsc 』eroxy!oi1

Verbenaceae

Zapo【a zapodij′a

Z-zipbus ノuノuba

Z 巾 auri ねana

Z SPina‐christ ー

Z-zyphus

(2) 一般名

Acaiou

Afara

　　

9
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Afrlcan nlahog をiny

Afrーcan 熊ーlp tree

Agoho

ハーepp()P ーnC

A.gattob()

AIgauob{)blanco

Aigarrobode Chile

A1ab-an coff e

Ar1zondcypress

Atbel trec

Aust1allan p}ーle

Ragras

Bahanm plne

Baーsa

BaLsalnsPurge

Baobdb

BeaLh shc‐oak

Beadtree

Benguet plne

Betc

BhutanCypress

Bまlmga

Bnluang

Bねckwatt1e

B1uegum

Bolneo teak

BIead ‐fruLt tree

Bread-nut tree

Broad-leaved tea‐tree

Brownsahveod

Buttertree

cadaga

Caieputo1ltree

Camel1sfoot

Canalete

Canarylsland pーne

Caoba

CapeYolk red gum

Car1bbean P1ne

Cashew( nut tree)

Catecl1utree

Cedro
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Chicle tree 22 Indian laburnum 14 

Chir pine 25 Indian walnut 12 

Chi st-thorn 21 Ipil 
aruela 7 Ipihp11 
Clove tree 20 Iroko 
Coast she-oak 8 Jacaranda 
Coolabah 19 Jack-fruit tree 

Copper pod 15 Jambolana 
Croton 10 Jerusalem tlioi n 

Cuban pine 24 Jobo 
Dab 9 Kaatoan bangkal 

Damas 9 Kad 
Dry African mahogany 17 Kakawati 
Dunn's white gum 19 Kamarere 

Emi-emi 22 Kapok 
Enma 9 Katma1 
Filao 8 Kelampayan 
Finger euphorbia 10 Kesiya pine 
Flamboyant 15 Ketekete 
Flame tree 7 Klmki pine 
Flooded gum 19 Kokko 
Forest red gum 20 Lagos mahogany 
Gamal 16 Laintoro 
Ghalab 9 Large-fruited red mahogany 

Giant ipil-ipil 13 Large-leaf mahogany 
Golden shower 14 Laurel 
Grey ironbark 19 Lemon-scented gum 
Guacirna 22 Limba 
Guava 20 Locust bean flee 

Guayaba 20 Macadamia nut tree 
Gubas 10 Madeto negro 
Gympie messmate 19 Madre de cacao 

Hogplum 7 Mahogany 
Honduran pine 24 MaLay gooseberry 

Hoop pine 26 Mango 
Hot sebeari 15 Markhamia 

Florse-radish tree 18 Merbau 
Idigbo 9 Mesquite 
Indian almond 9 Mexican cypress 
Indian ash 14 Mexican white pine 
Indian beech 16 Milk bush 
Indian jujube 21 Mindanao gum 

1
5
B
1
8
7
1
8
m
1
5
7
2
2
1
2
1
6
1
9
8
1
6
2
1

別
6

器
1
2
1
7
1
3
1
9
1
7
8
1
9
9
1
3
2
1
1
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1
6
1
7
1
0
6
7
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2
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2
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1
0

均
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Ch1cle tre

Chlrplne

Chi …st‐thorn

CIfuela

Clove tree

Coastsheoak

CoolabalI

Copperpod

Croton

Cuban Pーne

Dafo

Damas

Dry African nlahogdny

Dunn ↑s whltegunI

　　　　　 　

　　　　　　

Filao

Fingereuphorbia

F1amboyant

F1ame tree

F1ooded gum

Forest red gum

Gamal

Ghalab

G1ant ipil‐ipiI

Goldenshower

Greyironbark

Guacima
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jambolana

Jerusa ーemthom

Job{}

Kaatoan bangka ー

Kati

Kakawatl

1くamarere

Kapok

Katula 、
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MOIUC(20 sau 
Monkey pod ti ee 
Monterey pine 
Monterey cypress 
Musizi 
Mvule 
Nanglca 
Narra 
Neeni 
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Norfolk (Is白nd) pine 

Northei n black wittle 

Obec lie 

O んn 

Upepe 

Padauk 

Paperbark 

Paraiso 

Parana pine 

Pepper tree 

Persian lilac 

Pink tecoma 

Thno blanco 

Pistachio 

Poinciana 

Rr1ga 

Pongam 

Pop'ar gum 

Pradon 

Puiple bauhinia 

Radiata pine 

Rain-tree 

Red cotton tree 

Rwer bean 

River red gum 

Roble 

Rubber hedge euphorbia 

Salt cedar 

Samba 
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Sea han ia 
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Sidm rosewood 

Silk cotton ti cc 
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Slash pine 
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Sydney blue gum 

Tamarind 

Tam a risk 

Tan wattle 

Tasmanian blue gum 

Teak 

'Fimoi white gum 

West Indian pine 

White saksaul 

Winter thorn 
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13 アメリカデイコ 16
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アメリカネム 12 シッソー 15
ア ラビアコー ヒー 22 シマナ ンヨウスギ 26

イロコ 18 ジャカランダ 7

インドシタン 16 ジャケツイパラ亜科 10、 14
インドセンダン 17 シロゴチ ヨウ 16

インドナツメ 21 セ ドロ 17
ウルシ料 6 セネガルアカシア 11

エ ミエ ミ 22 センダン 17
エ リマ 9 センダン料 17

オオバマホガニー 17 ソラマメ亜科 10

オーカルパマツ 25 タイヘイヨウテツボク 15

オベチェ 22 タイワンセンダン 17
カイコウズ 16 タガヤサン 14

カエンボク 7、 15 ダティスカ科 9
カシュー 6 タマリンド 15

カナレノテ 8 チーク 23

カポゾク 8 チ ヨウジ 20
カメレレ 19 ツノクサネム 16

カユプテ 20 デイコ 16

カランパヤン 21 トウダイグサ科 10
力リビアマツ 23 トキワギョリュウ 8
カリン 16 ドライマホガニー 17

キダチヨウラク 23 ナンバンサイカチ 14

ギョリュウ科 23 ナンヨウスギ 26

キワタ科 7 ナンヨウスギ科 26
ギンネム 13 ニーム 17

グアシマ 22 ネムノキ亜科 10
グバス 10 ノウゼンカズラ料 7

クマツヅラ料 23 バオバブノキ 7
クリンキーパイン 26 ハゴロモノキ 21

クロウメモ ドキ科 21 パ トゥラマツ 25
クロヨナ 16 バラナマツ 26

クワ科 18 バラミツ 18
グワバ 20 バルサ 8

ケシアマツ 24 パンノキ 18

ケテケテ 6 パンヤ 8
コガネモンビン 7 パンジロウ 20

コショウボク 7 ピスタチオ 7

サポジラ 22 ヒノキ科 26
サ ンバ 22 ビランガ 22

シクンシ科 9 ピンクテコマ 7

シタン 15 ビヌアン 9
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ビ」レマネム 12 

フイリソシンカ 14 

フサマメノキ 13 

フトモモ科 18 

ベテ 22 

ベニゴウカン 12 
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ムシジ 21 
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メルクシマツ 

モクマオウ科 

モクマオウ 

モモタマナ 

モリシマアカシア 

モルッカネム 

ヤエヤマシタン 

ヤマモガシ科 

ラジアータマツ 
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レモンユーカ1 

ロブレ 

ワサビノキ科 

ワサビノキ 
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初版あ と がき 

昨年の12月初め、国際緑化センターの山口夏郎専務理事から熱帯造林の 

手引書をまとめるようにというお勧めを頂いた。考えてみれぱ、初めて熱 

帯を訪れてからすでに20 年近い年月が経ち、いろいろな国の造林を学ぶ機 

会を与えられながら、これまてほとんど活字にしたことがなかった。これ 

はある意味では怠慢であり、貰任を果たしていないことになるので、この 

機会に力難を排して整理してみる決心をした。それから2かJ］あまり、い 

ざとなるとI元にある文献でも十分に読んでいないことを痛感したし、分 

からないことも多く、締め切りが迫りながら満足な域には遠く及ばないの 

が正直なところであるが、不完全なことは承知で－ - I-I区切りをつけること 

にした。それにしても、とにかくこのような形のものをまとめることがで 

きたのは、同氏のお勧めのおかげであり、厚くお礼巾し上げます。しかし、 

私自身の経験はごく限られており、これまでに出されている内外の多くの 

技術書、解説書などを参考にしなければならなかった。それらの中には現 

在入手が困難か不可能なものもあるが、一応文献としてまてめておいた。そ 

れらの著者、編者には心から感謝を表したい。併せて、私が熱帯に関わる 

ようになってから、折りにふれてご指導を頂いてきた多くの先輩・同学の 

力々にも、この機会に心から感謝の意を表します。（後略） 1992. 2. 20 

改訂にあたって 

この小冊子を纏めてから7年の歳月が経過した。なかなか類書が現れな 

いため再び増刷することになったので、この機会に気になっていたところ 

に補筆することを許して頂いた。まだ十分とは言えないが、当面、熱帯に 

おける植樹、植林に関わる方々が参考にして頂ければ十いである。 

なお1 2）節の情報を増やしたので、この節に現れる学名、一般名、和 

名については索引を付した。 

1999 4 1 浅川澄彦 
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昨年の 12月初め、1玉]際緑化センターの山口夏郎専務理事から熱帯造林の

手引書をまとめるようにというお勧めを頂いた。考えてみれば、初めて熱

帯を訪れてからすでに20年近い年月が経ち、いろいろな国の造林を学ぶ機

会を与えられながら、これまてほとんど活字にしたことがなかった。これ

はある斎、味では怠慢であ り、責任を果たしていないことになるので、この

機会に力難を排して穣別してみる決心をした。それから2か月あまり、い

ざとなると丁‐元にある文献でも十分に読んでいないことを痛感したし、分

からないことも多く、締め切りが迫りながら満足な域には遠く及ばないの

がーE直なところであるが、不完全なことは承知で‐十1区切 りをつけること

にした。それにしても、とにかくこのような形のものをまとめることがで

きたのは、同氏のお勧めのおかげであり、厚くお礼IPし上げます。しかし、

私自身の経験はごく限られており、これまでに出されている内外の多くの

技術書、解説書などを参考にしなければならなかった。それらの中には現

在入手が困難か不可能なものもあるが、一応文献としてまてめておいた。そ

れらの著者、編者には心から感謝を表したい。併せて、私が熱帯に関わる

ようになってから、折りにふれてご指導を頂いてきた多くの先輩・同学の

方々にも、この機会に心から感謝の意を表 します。 (後略) 1992.2.20

改訂にあたって

この小冊子を纏めてから7年の歳月が経過した。なかなか類書が現れな

いため再び増刷することになったので、この機会に気になっていたところ

に補筆することを許して頂いた。まだ十分とは言えないが、当面、熱帯に

おける植樹、植林に関わる方 が々参考にして頂ければ幸いである。

なお 1 2) 節の情報を増やしたので、この節に現れる学名、一般名、和

名については索引を付 した。

1999 4 1 浅 川 澄 彦
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